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第 １ 回 定 例 会 会 議 録 目 次  

 

第１号（２月１４日）（金曜日） 

 １.開  会 ·······································································································   ６ 

 １.開  議 ·······································································································   ６ 

 １.会議録署名議員の指名 ··················································································   ６ 

 １.会期の決定 ····································································································   ６ 

 １.諸般の報告 ····································································································   ６ 

 １.議案第１号～議案第１０号 一括上程 ··························································  １０ 

   説明、質疑、各常任委員会付託、休憩 

 １.議案第１１号 上程 ······················································································  １８ 

   説明、質疑、各常任委員会付託 

 １.議案第１２号～議案第１８号 一括上程 ·······················································  ２２ 

   説明、質疑、各常任委員会付託、休憩 

 １.議案第１９号～議案第２８号 一括上程 ·······················································  ２６ 

   説明 

 １.陳情第１１号・陳情第１２号 一括上程 ·······················································  ３４ 

   総務文教委員会付託 

 １.日程報告 ·······································································································  ３５ 

 １.散  会 ·······································································································  ３５ 

    癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

第２号（２月２５日）（火曜日） 

 １.開  議 ·······································································································  ３８ 

 １.議案第１１号～議案第１８号 一括上程 ·······················································  ３８ 

   委員長報告、質疑、討論、表決 

 １.議案第２９号 上程 ······················································································  ４０ 

   説明、質疑、総務文教委員会付託 

 １.令和７年度各会計予算案に対する総括質疑・一般質問···································  ４１ 

   前田 隆 議員 ·····························································································  ４１ 

   １ 予算について 

    （１）歳出予算の投資的経費について 

      ア 普通建設費の前年比と予算額、主な増加要因事業を伺う 

      イ 今後更新時期を迎える公共施設や社会インフラ整備について 

    （２）歳入予算の基金繰入金について 



 

 

－２－ 

      ア 財源に繰り入れた三つの基金（ふるさと応援基金、市有施設整備 

        基金、財政調整基金）の主な充当事業と予算額、及び充当後の基 

        金状況を伺う 

   ２ 高額療養費上限額引上げについて 

    （１）見直し目的と制度改正の内容はどう変わるのか伺う 

    （２）高額療養費上限額引上げの影響を受ける対象者とその影響額につい 

       て 

    （３）高額療養費上限額引上げ等に伴う本市一人当たりの国保税必要額と 

       減額は 

   ３ 本市ＤＸの推進について 

    （１）本市ＤＸの取組状況について 

      ア 組織体制とＤＸ推進計画の進捗及び検証効果を伺う 

    （２）ペーパーレス化と業務効率化について 

      ア ペーパーレス会議以外の取組、電子契約、電子決裁への取組状況 

        を伺う 

    （３）今後の取組方針を伺う 

   ４ 市道内ノ野線の改修工事について 

    （１）用地交渉の進捗状況と令和７年度の改修予定工事の概要を伺う 

   ５ 本市市有林について 

    （１）市有林の面積と伐採について 

      ア 面積はどれくらいあり、現状はどうなっているのか 

    （２）今後の対応について 

      ア 有効利用するなどの計画はあるか伺う 

   池田 みすず 議員 ······················································································  ５０ 

   １ 高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施について 

    （１）事業の目的とその内容について 

    （２）これまでの事業実績と課題について 

    （３）今後の事業展開は 

   ２ 子育て支援について 

    （１）乳幼児健診と発達相談の取組状況と課題について 

    （２）５歳児健診の導入で期待される効果と課題について 

    （３）就学時健診について 

      ア 目的とその意義について 

      イ 健診の周知方法と健診内容について 



 

 

－３－ 

      ウ ５歳児健診との連携・効果について 

   ３ 児童発達支援について 

    （１）障害児通所サービスについて 

      ア 市内の事業者数、利用者の状況及び年齢構成の推移について 

      イ 事業者、学校、幼稚園等、教育委員会との情報共有の場があるの 

        か。ある場合その課題は 

   ４ 地域医療提供体制について 

    （１）牛根地区の医療提供体制について 

   ５ 少子化対策について 

    （１）出生数の推移について 

    （２）出生数減少の要因は 

    （３）全庁的な少子化対策の現状は 

   梅木 勇 議員 ·····························································································  ６０ 

   １ 高齢者支援について 

    （１）たるたるおでかけチケットについて 

      ア 交付、利用実績は 

      イ 利用の拡大は 

    （２）地域いきいき元気学校事業について 

   ２ 公共土木工事について 

    （１）令和７年度の事業について 

      ア 急傾斜地崩壊対策事業、砂防施設整備事業について 

      イ 振興会からの要望は 

   ３ 特定地域づくり事業について 

    （１）特定地域づくり事業協同組合制度について 

      ア 制度に対する認識は 

      イ これまでの提案の対応は 

      ウ 組合設立の取組はできないか 

   感王寺 耕造 議員 ······················································································  ７０ 

   １ 畜産農家への支援策について 

    （１）国も令和７年４月より、肉用子牛生産者補給金制度の保証基準価格 

       ・合理化目標価格の引上げ。令和７年４月より令和８年３月まで、 

       優良和子牛生産推進緊急支援事業（黒毛和種）の発動基準の引上げ。 

       令和７年４月より令和８年３月まで新規事業として和子牛産地基盤 

       強化緊急特別対策事業を立ち上げた。また、本市も新規事業として 



 

 

－４－ 

       畜産経営者支援事業補助金700万円・畜産振興促進支援事業補助金 

       40万円・畜産環境整備事業補助金200万円を今議会に上程されてい 

       る。畜産農家の経営意欲向上につながると考えるが、事業の説明と、 

       現状での課題と今後の経営環境の見通しは。また、厳しい経営状況 

       が続いており各種資金の返済引き延ばし・負債整理資金への相談が 

       今後も増加すると考えるが、対応体制は整っているのか。固定資産 

       税・市県民税・国民健康保険税等の納税相談への対応は 

    （２）生産過剰・在庫の一掃を図る需給バランスの正常化、国内・輸出へ 

       の販売や消費拡大策の拡充、配合飼料価格安定対策の制度の見直し、 

       燃油高騰対策の事業者への継続や拡充、農業機械導入への補助金拡 

       充について、国産飼料・国産肥料の生産拡大等全国の畜産業者・畜 

       産関連業者から切実な要望や悲鳴があがっている。市長の業界への 

       現状認識と今後の国・県への要望活動、生産者へのメッセージを伺 

       う 

   ２ 勤怠システム・職員の週休日振替及び代休日の指定等に関する取扱いの 

     見直しについて 

    （１）勤怠システムが本年１月より導入・稼働された。システム導入する 

       ことにより、「通常」「催事」の休日出勤を含む時間外勤務の状況 

       を上席や総務課の職員が適宜把握できるとのことであったが、現在 

       の状況と今後の課題は 

    （２）職員の週休日振替及び代休日の指定等に関する取扱いについて 

       週休日が消化できなかった場合の対応は 

   ３ 技術職員の配置状況・採用について 

    （１）保健師・管理栄養士・一般技師の配置状況について 

       平常業務はもとより、感染症の拡大・災害時に対処できる配置状況 

       か 

    （２）職員間の技術伝承を図るために、平準化した職員採用をすべきでは 

    （３）林務係への専任技師配置の考えは 

   ４ 上水道老朽管の更新状況・漏水の点検について 

    （１）基幹管路の耐震化率と今後の計画は 

    （２）漏水点検の現状と課題、今後の計画は 

   ５ 市道・農道の点検と整備について 

    （１）市道・農道の点検と整備について 

   北方 貞明 議員 ·························································································  ８２ 



 

 

－５－ 

   １ 令和７年度新規事業と継続事業について 

    （１）笑顔があふれるまち、（継続）牛根地区グラウンドゴルフ場関連事 

       業について 

      ア ゴルフ事業24万円について、芝刈り機の購入は、牛根小学校の校 

        庭の管理であるが、芝刈りは小学校側がするのか 

    （２）安心なまちづくりについて 

      ア 指定避難所のポータブル電源導入事業費153万円について、連続 

        で何時間、使用できるのか。また、１台の価格は 

      イ 垂水小学校校舎の自動火災報知機と防火扉工事の概要について 

      ウ 垂水市文化会館改修工事630万３千円の内容について 

    （３）潤いのあるまちづくりについて 

      ア 輸出等対応施設整備事業、２億4,553万９千円について、農水産 

        業の輸出向けに品質向上を図るための施設整備であると思うが、 

        どこに、どのような設備にするのか 

   ２ 広報たるみずについて 

    （１）発行までの工程について 

      ア 原稿の誤りをチェックしているのか 

   ３ 外国人労働者について 

    （１）本市では、これまで外国人労働者に対して、どの様なサービスをし 

       てきたのか 

   池山 節夫 議員 ·························································································  ９１ 

   １ 市政について 

    （１）令和７年度一般会計予算（案）について 

      ア こども家庭センターの役割について 

      イ 垂水高校創立100周年記念プロジェクトへの支援について 

      ウ たるたるおでかけチケット交付事業について 

    （２）訪問介護事業について 

    （３）プレミアム付商品券事業について 

    （４）錦江湾横断道路について 

      ア 来年の総決起大会までの住民運動について 

   ２ 教育行政について 

    （１）ＧＩＧＡスクール構想の充実について 

    （２）英語教育の充実について 

    （３）公立小中学校でのＡＩ教材導入について 



 

 

－６－ 

 １.日程報告 ······································································································· １０４ 

 １.散  会 ······································································································· １０４ 

    癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

第３号（２月２６日）（水曜日） 

 １.開  議 ······································································································· １０６ 

 １.令和７年度各会計予算案に対する総括質疑・一般質問··································· １０６ 

   宮迫 隆憲 議員 ························································································· １０６ 

   １ 鳥獣害対策について 

    （１）本年度から狩猟期間中の支援を行っているが、実績は 

    （２）来年度の計画と予算確保は 

   ２ 放課後児童クラブについて 

    （１）児童クラブの利用状況は 

    （２）長期休業のみの利用はできないか 

    （３）市としての考えは。対応は 

   ３ 冬の観光メニューについて 

    （１）登山観光について 

    （２）温泉観光と各観光素材の組み合わせによる観光振興の方策について 

    （３）冬のイベントについて 

   新原 勇 議員 ····························································································· １１１ 

   １ ＧＩＧＡスクールと学力について 

    （１）垂水市の子供の学力は 

    （２）英語検定の受験率及び合格率は 

    （３）垂水市独自の英語力アップシステムはできないのか 

   ２ 商工会対策について 

    （１）小売業等店舗改装・開業支援補助金について 

   ３ ふるさと納税について 

    （１）ふるさと納税の令和６年度の特産品の特徴は 

    （２）ポータルサイトとの契約について 

    （３）返礼品の出品状況について 

    （４）ふるさと納税のPR方法について 

   ４ 市営住宅・定住促進住宅について 

    （１）入居率は 

    （２）退去時の原状回復の現状は 

    （３）家賃以外、共益費など退去時としての積立てはできないのか 



 

 

－７－ 

   篠原 則 議員 ························································································· １２１ 

   １ 文化財によるまちおこしについて 

    （１）「戦後80年、昭和100年の節目の年」について 

    （２）浜平の特殊地下壕について 

    （３）柊原貝塚遺跡の経緯と今後について 

   ２ まちづくりについて 

    （１）インフラ整備と人口増対策について 

   持留 良一 議員 ························································································· １２８ 

   総括質疑 

   １ 一般会計予算案について 

    （１）地方交付税の来年度の特徴と本市への影響について 

    （２）臨時対策債制度について、地方６団体は、今後の財源不足について 

       「地方交付税の法定率の引上げを」と「本来の姿に立ち戻り対処す 

       べき」と共同声明を出しているが見解は 

    （３）物価高騰対策(市独自の財源)は、予算編成過程でどのような議論に 

       なったか。政策としては 

   一般質問 

   １ 会計年度任用職員問題について 

    （１）処遇改善問題について 

      ア 会計年度任用職員の位置づけと役割、評価について 

      イ 会計年度任用職員の割合について（正規雇用数、会計年度任用職 

        員数） 

      ウ 会計年度任用職員で女性職員の占める割合について 

      エ 代表的な職種の年間収入について 

      オ 処遇改善の方向は（有給の生理休暇、病休の有給化等） 

      カ 要求を聞く機会の保障を 

   ２ 担い手育成について 

    （１）「地域計画」（10年後の農地の担い手を集落単位で描くよう法律で 

       定めている）の現状と課題と対策(実態の可視化)について 

   ３ 訪問介護について 

    （１）訪問介護（身体介護・生活援助）報酬引下げによる影響は 

    （２）市としての役割と責任について 

   川畑 三郎 議員 ························································································· １４０ 

   １ 中央運動公園施設整備について 



 

 

－８－ 

    （１）計画策定の内容は 

   ２ 中央地区の冠水対策について 

    （１）事業内容は 

   ３ 中央地区グラウンドゴルフ場について 

    （１）事業内容は 

   ４ 農業振興について 

    （１）担い手確保における支援は 

    （２）防災営農対策事業の内容は 

   ５ 空き家対策について 

    （１）現状と課題について 

    （２）今後の対応について 

   ６ 水産振興について 

    （１）令和７年度の事業計画について 

    （２）人工種苗の実績について 

    （３）輸出等対応施設整備事業について 

 １.議案第１９号～議案第２８号 ········································································ １５０ 

   庁舎整備検討特別委員会・予算特別委員会付託 

 １.日程報告 ······································································································· １５０ 
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令 和 ７ 年 第 １ 回 垂 水 市 議 会 定 例 会  

 
１．会期日程 

 

月 日 曜 種 別 内 容 

２ ・１４ 金 

 委員会 錦江湾横断道路推進特別委員会 

本会議  
会期の決定、委員長報告、議案等上程、説明、質疑、討

論、委員会付託 

２ ・１５ 土 休 会   

２ ・１６ 日 〃   

２ ・１７ 月 〃   

２ ・１８ 火 〃  （質問通告期限：正午） 

２ ・１９ 水 〃 委員会 産業厚生委員会（令和６年度補正予算審査） 

２ ・２０ 木 〃 委員会 総務文教委員会（令和６年度補正予算審査） 

２ ・２１ 金 〃   

２ ・２２ 土 〃   

２ ・２３ 日 〃   

２ ・２４ 月 〃   

２ ・２５ 火 本会議  

議案上程、説明、質疑、委員会付託、委員長報告、質疑、 

討論、表決、 

令和７年度各会計予算案に対する総括質疑・一般質問 

２ ・２６ 水 〃  令和７年度各会計予算案に対する総括質疑・一般質問 

２ ・２７ 木 休 会   

２ ・２８ 金 〃 委員会 産業厚生委員会（条例・その他議案） 

３ ・ １ 土 〃   

３ ・ ２ 日 〃   

３ ・ ３ 月 〃 委員会 総務文教委員会（条例・その他議案） 

３ ・ ４ 火 〃   

３ ・ ５ 水 〃 
委員会 庁舎整備検討特別委員会 

委員会 予算特別委員会 

３ ・ ６ 木 〃 委員会 予算特別委員会 

３ ・ ７ 金 〃 委員会 予算特別委員会 

３ ・ ８ 土 〃   

３ ・ ９ 日 〃   

３ ・１０ 月 〃 委員会 予算特別委員会（総括質疑） 

３ ・１１ 火 〃   

３ ・１２ 水 〃   
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月 日 曜 種 別 内 容 

３ ・１３ 木 休 会 委員会 議会運営委員会 

３ ・１４ 金 〃   

３ ・１５ 土 〃   

３ ・１６ 日 〃   

３ ・１７ 月 本会議  
委員長報告、質疑、討論、表決、議案等上程、説明、質

疑、討論、一部表決、一部委員会付託 

 

２．付議事件 

件            名 

 

議案第 １号 垂水市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 

案 

議案第 ２号 垂水市長等の給与に関する条例の一部を改正する条例 案 

議案第 ３号 垂水市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 案 

議案第 ４号 垂水市第１号会計年度任用職員の報酬、期末手当、勤勉手当及び費用弁償に関す

る条例の一部を改正する条例 案 

議案第 ５号 垂水市第２号会計年度任用職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 案 

議案第 ６号 垂水市職員旅費支給条例の一部を改正する条例 案 

議案第 ７号 垂水市子ども医療費給付条例及び垂水市重度心身障害者医療費助成条例の一部

を改正する条例 案 

議案第 ８号 行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の改

正に伴う関係条例の整理等に関する条例 案 

議案第 ９号 垂水市総合開発審議会条例の一部を改正する条例 案 

議案第１０号 垂水市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改

正する条例 案 

議案第１１号 令和６年度垂水市一般会計補正予算（第８号） 案 

議案第１２号 令和６年度垂水市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 案 

議案第１３号 令和６年度垂水市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 案 

議案第１４号 令和６年度垂水市交通災害共済特別会計補正予算（第１号） 案 

議案第１５号 令和６年度垂水市介護保険特別会計補正予算（第３号） 案 

議案第１６号 令和６年度垂水市老人保健施設特別会計補正予算（第２号） 

議案第１７号 令和６年度垂水市水道事業会計補正予算（第１号） 案 

議案第１８号 令和６年度垂水市病院事業会計補正予算（第１号） 案 

議案第１９号 令和７年度垂水市一般会計予算 案 

議案第２０号 令和７年度垂水市国民健康保険特別会計予算 案 
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議案第２１号 令和７年度垂水市後期高齢者医療特別会計予算 案 

議案第２２号 令和７年度垂水市交通災害共済特別会計予算 案 

議案第２３号 令和７年度垂水市公設地方卸売市場特別会計予算 案 

議案第２４号 令和７年度垂水市介護保険特別会計予算 案 

議案第２５号 令和７年度垂水市老人保健施設特別会計予算 案 

議案第２６号 令和７年度垂水市水道事業会計予算 案 

議案第２７号 令和７年度垂水市病院事業会計予算 案 

議案第２８号 令和７年度垂水市漁業集落排水処理施設事業会計予算 案 

議案第２９号 垂水市職員の育児休業等に関する条例及び垂水市職員の勤務時間、休暇等に関す

る条例の一部を改正する条例 案 

議案第３０号 垂水市副市長の選任について 

議案第３１号 垂水市教育委員会教育長の任命について 

議案第３２号 垂水市教育委員会委員の任命について 

議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の件について 

各常任委員会の閉会中の所管事務調査の件について 

 

陳 情 

陳情第１１号 垂水市ホームページの適切な利用・適時の更新及び、迅速な情報公開を求める陳

情 

陳情第１２号 交流人口増加中心の政策から定住人口（市内に住む人）を増やす政策に移すこと

を求める陳情 
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令 和 ７ 年 第 １ 回 定 例 会  

 

会   議   録  

 

第１日  令和７年２月１４日  
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本会議第１号（２月１４日）（金曜） 

  出席議員  １３名 

       １番  髙 橋 理枝子              ９番  篠 原  則 

       ２番  宮 迫 隆 憲             １０番  感王寺 耕 造 

       ３番  前 田   隆             １１番  持 留 良 一 

       ４番  新 原   勇             １２番  北 方 貞 明 

       ５番  池 田 みすず             １３番  池 山 節 夫 

       ６番  梅 木   勇             １４番  川 畑 三 郎 

       ７番  堀 内 貴 志              
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       ８番  川 越 信 男 
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   書    記  川井田 弘 毅          書    記  森 田 隼 人 
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令和７年２月14日午前10時開会 

 

 

   △開  会 

○議長（堀内貴志）  おはようございます。定

刻、定足数に達しておりますので、ただいまか

ら令和７年第１回垂水市議会定例会を開会いた

します。 

   △開  議 

○議長（堀内貴志）  これより本日の会議を開

きます。 

 これより議事に入ります。本日の議事日程は、

表示のとおりであります。 

   △会議録署名議員の指名 

○議長（堀内貴志）  日程第１、会議録署名議

員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第80条の規定に

より、議長において新原勇議員、池山節夫議員

を指名いたします。 

   △会期の決定 

○議長（堀内貴志）  日程第２、会期の決定を

議題といたします。 

 去る２月10日、議会運営委員会が開会され、

協議がなされた結果、本定例会の会期を表示の

とおり、本日から３月17日までの32日間とする

ことに意見の一致を見ております。これに御異

議はございませんか。 

   ［「異議なし」の声あり］ 

○議長（堀内貴志）  異議なしと認めます。よ

って、会期は本日から３月17日までの32日間と

決定いたしました。 

   △諸般の報告 

○議長（堀内貴志）  日程第３、諸般の報告を

行います。 

 この際、議長の報告を行います。 

 監査委員から、令和６年10月分、11月分及び

12月分の出納検査結果報告、令和６年度定期監

査の結果、令和６年度財政援助団体の監査結果

報告がありました。 

 次に、先日１月19日、南栄リース桜島アリー

ナにおいて、錦江湾横断道路推進連携協議会主

催による錦江湾横断道路推進総決起大会が、自

由民主党幹事長、衆議院議員森山裕先生、立憲

民主党、衆議院議員川内博史先生の参加をいた

だきながら開催されました。 

 同大会において、本市を含む大隅半島４市５

町をはじめ、県内各地からも多くの首長や議長

及び議員、また地元の桜島の鹿児島市民をはじ

め、県内各地から総勢約600人の参加があり、

改めて本事業の必要性が認識されたところであ

ります。 

 なお、本決起大会から時間を置かず、同月21

日に市長の特別交付税に係る陳情に合わせ、本

市議会の錦江湾横断道路推進特別委員会の池山

委員長及び宮迫副委員長とともに、関係国会議

員の皆様へ本事業の協力依頼のために中央要望

を実施いたしました。 

 森山先生には、さらに機運を高めていきまし

ょうとお声かけをいただき、他の県内選出国会

議員の皆さんの事務所にも訪問し、今後の協力

をお願いしてまいりました。 

 以上で、議長報告を終わります。 

   ［市長尾脇雅弥登壇］ 

○市長（尾脇雅弥）  皆さん、おはようござい

ます。先日開催されました、令和６年第４回定

例会後の議会に報告すべき主な事項につきまし

て御報告いたします。 

 初めに、総務関係についてでございます。 

 まず、災害時の食料備蓄についてでございま

す。災害時の食料備蓄の一環といたしまして、

鹿児島県内自治体では、初導入となる農福連携

非常食のおかゆ480食を購入いたしました。こ

のおかゆは、農業と障害者福祉の各分野が連携

するいわゆる農福連携により製造されたもので、

アレルギー疾患者や高齢者、外国人にも対応し

ております。 
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 導入に際しましては、昨年12月16日に記者会

見を開催し、報道機関を通じて県内外に周知を

行ったところでございます。 

 次に、桜島火山爆発総合防災訓練についてで

ございます。 

 この訓練は、１月12日に境地区公民館にて地

元住民や自主防災組織等28名が参加し、桜島の

大規模噴火や地震等などの災害発生に際し、災

害応急対策の確認と課題の抽出、防災意識の高

揚と知識の向上を図ることを目的として、図上

訓練の形式で行ったところでございます。 

 次に、１月13日に発生の日向灘の地震につい

てでございます。 

 この地震により宮崎県内で震度５弱を、本市

では震度４をそれぞれ観測いたしました。本市

では発生直後から情報収集体制をとり、対応に

当たっておりましたが、幸いなことに人的被害

や建物損壊等の重大な被害報告はございません

でした。 

 今後も、市民の皆様が安心安全に暮らせる環

境を整えるとともに、防災対策の一層の充実を

図ってまいりたいと考えております。 

 次に、保健関係についてでございます。 

 初めに、たるみず元気プロジェクト・健康チ

ェックについてでございます。楽しみながら健

康になることを念頭に、今年度は全11回実施し、

昨年度実績の620人を大きく上回る844人の参加

がございました。 

 また、健康チェックの結果をお知らせする報

告会を３回実施し、620人の皆様が参加されま

した。同報告会では、鹿児島大学病院などから

５名の先生をお招きし、検査結果についての分

かりやすい説明に加え、個別相談も行っていた

だき、参加した皆様に御自身の健康状態を詳し

く御理解いただく貴重な時間となりました。 

 今後も鹿児島大学と連携しながら、健康寿命

の延伸を図るとともに、より多くの市民の皆様

が参加しやすい事業運営を推進してまいります。 

 次に、福祉関係についてでございます。 

 初めに、障害者対策事業についてでございま

す。１月17日に、発達障害のある子供への接し

方講演会を市民館にて開催いたしました。当日

は、保護者や学校関係者、認定こども園職員な

ど29名が参加されました。 

 今後も発達障害を持つ方や、その家族の皆様

が地域社会の中で円滑に日常生活が送れるよう

支援を継続してまいります。 

 次に、教育総務関係についてでございます。 

 初めに、垂水高等学校振興支援関係について

でございます。１月17日に開催されました鹿児

島県教育委員会主催の第５回高校生探究コンテ

ストのポスター発表の部において、垂水高校普

通科２年生の生徒が作成した「世界を繋ぐアニ

メの力」と題した探究が、特別賞として探究努

力賞を受賞いたしました。 

 この探究活動による成果は、令和５年度の鹿

児島県や全国大会における表彰に続くもので、

生徒一人一人の活躍が垂水高校の発展につなが

るとともに、創立100周年に向けての弾みにな

るものと考えております。 

 今後も引き続き、垂水高校と連携を図りなが

ら、魅力ある学校づくりのため支援に取り組ん

でまいります。 

 次に、学校教育関係についてでございます。 

 初めに、日本ＩＣＴ教育アワードについてで

ございます。今年度の日本ＩＣＴ教育アワード

におきまして、一昨年度に続いて２回目の全国

ＩＣＴ教育首長協議会会長賞を受賞し、１月17

日に東京にて受賞式が開催され、教育長ととも

に出席をしたところでございます。 

 次に、「ＧＩＧＡスクールのまち垂水ＩＣＴ

コンテスト」についてでございます。今年度か

らタブレット端末を活用して、想像力や論理的

思考力などの情報活用能力をさらに高めていく

ために、「ＧＩＧＡスクールのまち垂水ＩＣＴ

コンテスト」を開催いたしました。 
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 応募者数は、延べ300名を超え、プレゼン

テーション部門22点、プログラミング部門24点

の合計46点の作品応募があり、特に発想の豊か

さや表現力の高さが評価されました７団体につ

きまして、１月18日に表彰式を行ったところで

ございます。 

 次に、教育ＤＸ推進自治体表彰2024について

でございます。 

 市内全ての小中学校で「将来のまち垂水」を

テーマに動画作成をし、子供の意見として提案

する取組が先進的であると評価をされ、教育Ｄ

Ｘ推進自治体表彰2024を２年連続で受賞いたし

ました。 

 また、２月17日には福岡県の八女市教育委員

会の視察を受けるなど、４年目となります本市

のＧＩＧＡスクール構想の取組は、先進地とし

て県内外から高く評価されているところでござ

います。 

 今後は、デジタルの力でリアルな学びを支え

るをテーマに、児童生徒が本市の魅力をデジタ

ルの力で発信する学習活動を通じて、多様な表

現力をはじめとする情報活用能力のさらなる育

成を図ってまいります。 

 次に、社会教育関係についてでございます。 

 初めに、令和７年垂水市二十歳のつどいにつ

いてでございます。今年度、二十歳の節目を迎

えられた方を対象に、１月５日、垂水市文化会

館において同式典を開催し、その保護者などの

皆様を含め、225人が参加されたところでござ

います。 

 当日は、「夢想結実」をテーマに、これまで

の時代を振り返る映像が上映されたほか、「は

たちの主張」では、お世話になった方々への感

謝の気持ちや、将来の夢をかなえるための思い

などが述べられ、厳粛な雰囲気の中、すばらし

い式典となったところでございます。 

 次に、第６回たるみず寄席についてでござい

ます。 

 １月27日、垂水市文化会館において、三遊亭

圓歌師匠と桂竹丸師匠をお招きし、第６回目と

なる、たるみず寄席を開催したところでござい

ます。 

 今後も引き続き、文化芸術の振興により幅広

い世代が楽しめるとともに、地域の活性化に寄

与できるような様々な文化事業に取り組んでま

いります。 

 次に、消防関係についてでございます。 

 初めに、消防出初め式についてでございます。

１月６日、垂水市文化会館において同式典を開

催したところ、消防団員やその御家族など、約

300人に御参加いただいたところでございます。 

 当日は、第１部として消防団員による行進や

観閲式を、第２部として各表彰者への伝達式を

それぞれ実施したところでございます。 

 また、会場では初めての試みとして、食生活

改善推進員連絡協議会によるぜんざいの振る舞

いが行われたところでございます。 

 本年も消防団員をはじめ、関係者の皆様と連

携しながら、安心安全な垂水のまちづくりに注

力してまいります。 

 次に、救急車の更新についてでございます。 

 １月23日に救急車を更新し、同月27日から運

用を開始したところでございます。今回更新し

た救急車には、電動ストレッチャーが導入され、

傷病者の安全がさらに向上したことに加え、救

急隊員の負担軽減が図られております。 

 以上で、諸般の報告を終わります。 

○議長（堀内貴志）  次に、議会運営委員会委

員長から所管事項調査の報告の申出があります

ので、これを許可いたします。議会運営委員

長、川畑三郎議員。 

   ［議会運営委員長川畑三郎議員登壇］ 

○議会運営委員長（川畑三郎）  去る１月27日

から29日にかけて、議会運営委員会委員５名と

随行１名により、佐賀県佐賀市議会及び大分県

中津市議会において、所管事項調査を実施しま
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したので、その結果を報告いたします。 

 初めに、佐賀県佐賀市議会について報告いた

します。 

 議会ＢＣＰ計画について研修してまいりまし

た。佐賀市議会では、大規模な災害等が発生し

た場合にとるべき議会及び議員の役割や行動指

針等を定め、迅速かつ適切な議会活動を確保す

ることを目的として、佐賀市議会業務継続計画

（議会ＢＣＰ）を策定し、運用しているところ

です。 

 計画策定前は、平成25年６月から執行部の災

害対策本部が設置された場合、議会に災害に対

応する組織を設置することとしておりました。 

 計画策定に係る経緯としては、平成30年２月

に議会運営委員会から議会改革の継続的な検討

を行うために設置された会議である議会運営等

改革検討会へ、議会ＢＣＰの策定について協

議・検討することの諮問を行い、他の市議会な

どを視察研修し、検討・協議を行った結果「佐

賀市議会業務継続計画を策定することが望まし

い」と答申され、令和元年10月に策定されたと

ころです。 

 計画の内容では、計画の対象とする災害等の

種別や議会の役割、議員の役割、議会の体制、

防災訓練などを定めており、議会の体制では、

一次体制として、執行機関に災害対策本部が設

置されたときに事務局職員は非常時優先業務に

当たるものとし、二次体制では、正副議長、議

会運営委員会及び常任委員会の委員長からなる

議会災害対策会議を設置するものとしており、

三次体制では、全議員からなる対策会議を設置

するものとしております。 

 策定後の運用の実例としては、新型コロナウ

イルス感染症や佐賀豪雨などに見舞われました

が、幸いにも大規模な被害はなく、一次体制の

みの運用とのことでありました。 

 また、災害が発生した場合、これまでそれぞ

れの議員が災害情報を執行部に連絡し、対応を

求めていましたが、計画では、議会事務局へ災

害情報の連絡を一本化し、事務局でまとめて執

行部へ情報を伝達することとして、情報錯綜の

解消が図られたとのことでした。 

 本議会においても大規模な災害時に対応する

ため、業務継続計画について協議していくこと

が大事であると考えるところです。 

 次に、大分県中津市議会について報告いたし

ます。 

 議員間の自由討議について研修してまいりま

した。中津市議会では、平成23年９月に議会本

来の役割を果たすために、全議員一丸となって

取り組むための行動指針として議会改革マニフ

ェストを策定し、同年12月に議員間の自由討議

の運用を開始しております。 

 自由討議は、定例会日程に１日間、議員のみ

での自由な討議を行い、情報の共有や意思形成

を図っております。会派による持ち回りでテー

マを出し、討議を行い、全ての議員が発言でき

るように、補足説明は５分程度、１人当たりの

発言時間は、１回につき、おおむね３分以内と

しております。議長がコーディネーター役を務

め、自由討議をしたテーマから決議案が提案さ

れた例もあったようです。 

 議員間の自由討議が、開始後10年以上を経過

し、これまで70以上のテーマを討議しておられ

るようです。討議したテーマは様々であり、子

育て問題や人口減少・高齢化についてなど、多

くの自治体が直近の課題としている問題をはじ

め、中津市ならではのテーマとして、中津城を

築城した黒田官兵衛を題材とした大河ドラマ

「軍師官兵衛」を生かした中津の活性化につい

てなどを討議していました。 

 議員間の自由討議は、現在、様々な課題や問

題が山積する中、解決のきっかけやヒントとな

り、議会の活性化につながるのではないかと考

えるところです。 

 今回の所管事項調査は、垂水市議会にとって
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参考になる事例が非常に多くありましたことを

報告して終わります。 

○議長（堀内貴志）  以上で、諸般の報告を終

わります。 

   △議案第１号～議案第10号一括上程 

○議長（堀内貴志）  日程第４、議案第１号か

ら日程第13、議案第10号までの議案10件を一括

議題といたします。 

 件名の朗読を省略いたします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

議案第１号 垂水市議会議員の議員報酬及び費

用弁償等に関する条例の一部を改正する

条例 案 

議案第２号 垂水市長等の給与に関する条例の

一部を改正する条例 案 

議案第３号 垂水市職員の給与に関する条例の

一部を改正する条例 案 

議案第４号 垂水市第１号会計年度任用職員の

報酬、期末手当、勤勉手当及び費用弁償

に関する条例の一部を改正する条例 案 

議案第５号 垂水市第２号会計年度任用職員の

給与に関する条例の一部を改正する条例 

案 

議案第６号 垂水市職員旅費支給条例の一部を

改正する条例 案 

議案第７号 垂水市子ども医療費給付条例及び

垂水市重度心身障害者医療費助成条例の

一部を改正する条例 案 

議案第８号 行政手続における個人を識別する

ための番号の利用等に関する法律の改正

に伴う関係条例の整理等に関する条例 

案 

議案第９号 垂水市総合開発審議会条例の一部

を改正する条例 案 

議案第10号 垂水市家庭的保育事業等の設備及

び運営に関する基準を定める条例の一部

を改正する条例 案 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（堀内貴志）  説明を求めます。 

○総務課長（濵 久志）  おはようございます。 

 議案第１号垂水市議会議員の議員報酬及び費

用弁償等に関する条例の一部を改正する条例案

について御説明申し上げます。 

 本議案は、国の特別職の給与に関する法律の

一部改正により、期末手当の支給月数が改定さ

れたことに伴い、本市議員の期末手当の支給月

数を現在の3.40月分から3.45月分へ0.05月分引

き上げようとするものでございます。 

 また、本市の行財政改革の一環として、厳し

い財政状況等を勘案し、平成25年度より、議員

の宿泊を伴う出張に係る費用弁償の日当、宿泊

料及び食卓料を一般職員と同額としておりまし

たが、現在、本市においては、第２次財政改革

プログラムに定める４つの目標である、経常収

支比率、実質公債費比率、財政調整基金残高、

市債残高を全て満たしていることを踏まえ、議

員が本来受けるべき費用弁償に改正しようとす

るものでございます。 

 改正の方法としまして、施行日が異なるため、

同じ条例でございますが、公布の日から施行す

るものを第１条として、令和７年４月１日から

施行するものを第２条として２段階の改正を行

おうとするものでございます。 

 それでは、改正の内容について添付しており

ます新旧対照表で御説明いたします。 

 まず、第１条は、12月分の期末手当の支給月

数の改定について定めたものでございます。 

 改定内容につきましては、期末手当の支給月

数が引上げとなり、年間0.05月分の増額分を12

月支給分で引き上げようとするもので、条例第

５条第２項中の100分の170を、６月に支給する

場合においては100分の170、12月に支給する場

合においては100分の175に改正しようとするも

のでございます。 

 次に、第２条ですが、令和７年度以降の期末

手当の支給月数の改定について定めたものでご
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ざいます。 

 内容は、第１条において、年間0.05月分の増

額分を６月分、12月分で振り分け、平準化しよ

うとするもので、条例第５条第２項中、６月に

支給する場合においては100分の170、12月に支

給する場合においては100分の175を100分の

172.5に改正しようとするものでございます。 

 次に、附則第９項ですが、議員の宿泊を伴う

出張に係る費用弁償（日当、宿泊料、食卓料）

を一般職員の旅費額と同額に支給するための規

定を削除するものでございます。 

 なお、附則としまして、附則第１項は、第２

条及び附則第４項の規定は令和７年４月１日か

ら施行し、その他の規定は公布の日から施行し

ようとするものでございます。 

 また、附則第２項は、第１条の規定による改

正後の条例の規定は令和６年４月１日に遡及し

て適用することを規定したものでございます。 

 附則第３項は、期末手当の内払いについて規

定したもので、第１条による改正後の規定を適

用する場合において、改正前に支給された期末

手当は改正後の規定による期末手当の内払いと

することを規定したものでございます。 

 附則第４項は、第２条の規定による改正後の

条例の規定は令和７年４月１日以降の旅行の期

間に対応する分について適用させることを規定

したものでございます。 

 附則第５項は、規則への委任を規定したもの

でございます。 

 以上で説明を終わりますが、御審議のほどよ

ろしくお願い申し上げます。 

 引き続き、議案第２号垂水市長等の給与に関

する条例の一部を改正する条例案について御説

明申し上げます。 

 本議案は、議案第１号同様、国の特別職の給

与に関する法律の一部改正に伴い、市長、副市

長及び教育長の期末手当の支給月数を、現在の

3.40月から3.45月へ0.05月分引き上げようとす

るものでございます。 

 改正の方法は、議案第１号同様、公布の日か

ら施行するものを第１条として、令和７年４月

１日施行分を第２条として、２段階の改正を行

おうとするものでございます。 

 改正の内容につきましては、議案第１号と同

様となりますので、説明は省略させていただき

ます。御審議のほどよろしくお願い申し上げま

す。 

 引き続き、議案第３号垂水市職員の給与に関

する条例の一部を改正する条例案について御説

明申し上げます。 

 国家公務員の人事院勧告が昨年８月８日に出

され、11月29日に閣議決定され、これに基づく

国家公務員の一般職の職員の給与に関する法律

の一部改正が12月25日に公布されました。 

 その内容としましては、前年に引き続き、給

与及び期末勤勉手当の引上げや各種手当の見直

しとなったところでございます。 

 本議案は、この人事院勧告に基づく給与等の

改正が必要となったことに伴い、本条例の一部

を改正しようとするものでございます。 

 なお、改正の方法でございますが、公布の日

から施行し、令和６年４月１日から適用するも

のを第１条として、令和７年４月１日施行分を

第２条として、２段階の改正を行おうとするも

のでございます。 

 それでは、改正の内容について添付しており

ます新旧対照表で御説明いたします。 

 初めに、第１条関係としまして、垂水市職員

の給与に関する条例において、令和６年４月１

日から適用するものとして改正するものでござ

います。 

 条例第16条は、期末手当の支給について定め

ておりますが、人事院勧告に基づき、期末手当

の支給月を引き上げようとするものでございま

す。 

 支給月数の引上げでございますが、第16条第
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２項で掲げる定年前再任用短時間職員以外の職

員については令和６年12月支給分を0.05月分引

き上げることから、100分の122.5を、６月に支

給する場合においては100分の122.5、12月に支

給する場合においては100分の127.5と改めよう

とするものでございます。 

 また、第16条第３項で掲げる定年前再任用短

時間職員については0.025月分引き上げること

となることから、100分の68.75を、６月に支給

する場合においては100分の68.75、12月に支給

する場合においては100分の71.25に改めようと

するものでございます。 

 条例第17条は勤勉手当の支給について定めて

おりますが、人事院勧告に基づく勤勉手当の支

給月を引き上げようとするものでございます。 

 支給月数の引上げでございますが、第17条第

２項第１号で掲げる定年前再任用短時間職員以

外の職員については令和６年12月支給分を0.05

月分引き上げることから、100分の102.5を、６

月に支給する場合においては100分の102.5、12

月に支給する場合においては100分の107.5と改

めようとするものでございます。 

 また、第17条第２項第２号に掲げる定年前再

任用短時間職員については0.025月分引上げと

なることから、100分の48.75を、６月に支給す

る場合においては100分の48.75、12月に支給す

る場合においては100分の51.25に改めようとす

るものでございます。 

 次に、別表第１でございますが、若年層に特

に重点を置きつつ、全ての職員を対象に行政職

給料表を改めようとするものでございます。 

 次に、新旧対照表の８ページをお開きくださ

い。 

 第２条関係としまして、垂水市職員の給与に

関する条例において、令和７年４月１日に適用

するものとして改正するものでございます。 

 改正の内容につきましては、令和７年度以降

の期末勤勉手当の支給月数の改定、各種手当の

見直し、職務や職責をより重視した給与体系の

整備等について定めたものでございます。 

 第７条第３項は、扶養手当の見直しについて

定めたものでございますが、配偶者分を月額

6,500円から月額3,000円に、子供の分を月額１

万円から月額１万1,500円に改めようとするも

のでございます。 

 第８条は、扶養手当の届出関係が規則で定め

ることとなることから削除しようとするもので

ございます。 

 第９条の２は、文言の整理を行おうとするも

のでございます。 

 第14条の２は、管理職の特別勤務手当につい

て災害対処などの勤務実態に応じた適切な処遇

を確保するため、平日深夜にかかる支給対象時

間帯を拡大することを定めようとするものでご

ざいます。 

 具体的には、現行では午前０時から午前５時

までとなっている支給対象時間帯を、午後10時

から午前５時までとするものでございます。 

 第16条第２項は、期末手当について定めたも

のでございますが、先の第１条の改正において

12月支給分の支給月数の引上げを行った分を令

和７年以降の６月・12月支給分で平準化しよう

とするものでございます。 

 第16条第２項は、定年前再任用短時間勤務職

員以外の職員を規定するもので、６月に支給す

る場合においては100分の122.5、12月に支給す

る場合においては100分の127.5としたものを

100分の125に改めようとするものでございます。 

 第16条第３項は、定年前再任用短時間勤務職

員を規定するものですが、６月に支給する場合

においては100分の68.75、12月に支給する場合

においては100分の71.25としたものを100分の

70に改めようとするものです。 

 第17条第２項は、勤勉手当について定めたも

のでございますが、先の第１条の改正において

12月支給分の支給月数の引上げを行った分を令
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和７年以降の６月・12月支給分で平準化しよう

とするものでございます。 

 第17条第２項第１号は、定年前再任用短時間

勤務職員以外の職員を規定するもので、６月に

支給する場合においては100分の102.5、12月に

支給する場合においては100分の107.5としたも

のを100分の105に改めようとするものでござい

ます。 

 第17条第２項第２号は、定年前再任用短時間

勤務職員を規定するものですが、６月に支給す

る場合においては100分の48.75、12月に支給す

る場合においては100分の51.25としたものを

100分の50に改めようとするものです。 

 第17条の３は、定年前再任用短時間勤務職員

に対する住居手当を支給することと改めようと

するものでございます。 

 次に、別表第１でございますが、職務や職責

をより重視した給料体系を整備するため、行政

職給料表を改めようとするものでございます。 

 なお、附則第１項は、この条例は公布の日か

ら施行しようとするものでございます。ただし、

第２条、附則第４項・第５項及び第７項の規定

は令和７年４月１日から施行しようとするもの

でございます。 

 また、附則第２項は、第１条の規定による改

正後の条例の規定は令和６年４月１日に遡及し

て適用することを規定したものでございます。 

 附則第３項は、給与の内払いについて規定し

たもので、第１条による改正後の規定を適用す

る場合において、改正前に支給された給与は、

改正後の規定による給与の内払いとすることを

定めたものでございます。 

 附則第４項及び第５項は、令和７年４月１日

から新たな給料表に見直すことに伴い、切替日

の前日の号給に応じて新たな号給に切り替える

ことなどを定めたものでございます。 

 附則第６項は、規則への委任を規定したもの

でございます。 

 次に、新旧対照表の18ページをお開きくださ

い。 

 附則第７項は、暫定再任用職員に関する規定

でございますが、今回地方公務員法の一部を改

正する法律が改正され、条項ずれが生じたこと

に伴い、改正するものでございます。 

 以上で説明を終わりますが、御審議のほどよ

ろしくお願い申し上げます。 

 引き続き、議案第４号垂水市第１号会計年度

任用職員の報酬、期末手当、勤勉手当及び費用

弁償に関する条例の一部を改正する条例案につ

いて御説明申し上げます。 

 会計年度任用職員の勤勉手当の支給月数につ

きましては、定年前再任用短時間勤務職員に準

拠し定めておりますが、今回の人事院勧告に基

づく支給月数の改正に合わせて、本条例で定め

る勤勉手当の支給月数についても改正しようと

するものでございます。 

 なお、改正の方法でございますが、公布の日

から施行し、令和６年４月１日から適用するも

のを第１条として、令和７年４月１日施行分を

第２条として、２段階の改正を行おうとするも

のでございます。 

 それでは、改正の内容について添付しており

ます新旧対照表で御説明いたします。 

 初めに、第１条関係としまして、垂水市第１

号会計年度任用職員の12月分の勤勉手当の支給

月数の改正について定めたものでございます。 

 改正内容につきましては、勤勉手当の支給月

数が引上げとなり、年間0.025月分の増額分を

12月支給分で引き上げようとするもので、条例

第９条の２第１項第２号中の100分の48.75を、

６月に支給する場合においては100分の48.75、

12月に支給する場合においては100分の51.25に

改正しようとするものでございます。 

 次に、第２条関係としまして、令和７年度以

降の勤勉手当の支給月数の改定について定めた

ものでございます。 
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 改正内容につきましては、第１条において年

間0.025月分の増額分を６月・12月分で振り分

け平準化しようとするもので、条例第９条の２

第１項第２号中、６月に支給する場合において

は100分の48.75、12月に支給する場合において

は100分の51.25を100分の50に改正しようとす

るものでございます。 

 なお、附則第１項は、この条例は公布の日か

ら施行しようとするものでございます。ただし、

第２条の規定は令和７年４月１日から施行しよ

うとするものでございます。 

 また、附則第２項で、第１条の改正後の条例

の規定は令和６年４月１日に遡及して適用する

ことを規定したものでございます。 

 附則第３項は、報酬等の内払いについて規定

したもので、第１条の改正後の規定を適用する

場合において、改正前に支給された報酬等は改

正後の規定による報酬等の内払いとすることを

定めたものでございます。 

 附則第４項は、規則への委任を規定したもの

でございます。 

 以上で説明を終わりますが、御審議のほどよ

ろしくお願い申し上げます。 

 引き続き、議案第５号垂水市第２号会計年度

任用職員の給与に関する条例の一部を改正する

条例案について御説明申し上げます。 

 本議案は、議案第４号同様、人事院勧告に基

づくもので、第２号会計年度任用職員の期末手

当及び勤勉手当については、職員の給与条例を

読み替えていること。また、会計年度任用職員

の給与につきましては、職員の給与条例で定め

る行政職給料表の１級及び２級と同額を適用し

ていることから、関連して改正しようとするも

のでございます。 

 その他としまして、会計年度任用職員として

新たな職種を追加する必要が生じたため、職務

内容について改正しようとするものでございま

す。 

 なお、改正の方法でございますが、公布の日

から施行し、令和６年４月１日から適用するも

のを第１条として、令和７年４月１日施行分を

第２条として、２段階の改正を行おうとするも

のでございます。 

 それでは、改正の内容について添付しており

ます新旧対照表で御説明いたします。 

 初めに、第１条関係としまして、垂水市第２

号会計年度任用職員の12月分の勤勉手当の支給

月数の改正等を定めたものでございます。 

 改正内容につきましては、条例第16条は期末

手当の支給について定めており、本市の会計年

度任用職員につきましては、人事院勧告に基づ

く期末手当の影響はございませんが、令和６年

人事院勧告に基づき、垂水市職員の給与に関す

る条例の期末手当の読替え部分が改正されるこ

とに伴い、100分の122.5を、６月に支給する場

合においては100分の122.5、12月に支給する場

合においては100分の127.5に改正しようとする

ものでございます。 

 条例第18条の２は、勤勉手当の支給について

定めておりますが、令和６年人事院勧告に基づ

き、垂水市職員の給与に関する条例の勤務手当

の読替え部分が改正されることに伴い、100分

の102.5を、６月に支給する場合においては100

分の102.5、12月に支給する場合においては100

分の107.5に改め、読替え後の支給月数につい

て年間0.025月分の増額分を12月支給分で引き

上げようとするもので、100分の48.75を、６月

に支給する場合においては100分の48.75、12月

に支給する場合おいては100分の51.25に改正し

ようとするものでございます。 

 別表第１は、会計年度任用職員の給料表でご

ざいますが、令和６年人事院勧告に基づき、垂

水市職員の給与に関する条例で定める行政職給

料表について改正されることに伴い、本条例の

給料表についても改正しようとするものでござ

います。 
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 次に、新旧対照表の４ページをお開きくださ

い。 

 第２条関係としまして、令和７年度以降の勤

勉手当の支給月数の改定等について定めるほか、

新たな専門職の追加を行おうとするものでござ

います。 

 改正内容につきましては、条例第16条は期末

手当について定めておりますが、先に第１条の

改正において垂水市職員の給与に関する条例の

勤勉手当の読替え部分が改正されることに伴い、

６月に支給する場合においては100分の122.5、

12月に支給する場合においては100分の127.5を

100分の125に改めようとするものです。 

 次に、新旧対照表の５ページをお開きくださ

い。 

 条例第18条の２は、勤勉手当について定めた

ものでございますが、先の第１条の改正におい

て12月分の支給月数の引上げを行った分を、令

和７年以降の６月・12月支給分で平準化しよう

とするものでございます。 

 勤勉手当の支給月数については、垂水市職員

の給与に関する条例の勤勉手当の読替え部分が

改正することに伴い、６月に支給する場合にお

いては100分の102.5、12月に支給する場合にお

いては100分の107.5を100分の105に改め、読替

え後の支給月数について、６月に支給する場合

においては100分の48.75、12月に支給する場合

においては100分の51.25を100分の50に改正し

ようとするものでございます。 

 別表第２においては、専門職に、新たに専門

職15種として営農指導員の職を追加しようとす

るものです。 

 なお、附則第１項は、この条例は公布の日か

ら施行しようとするものでございます。ただし、

第２条の規定は令和７年４月１日から施行しよ

うとするものでございます。 

 また、附則第２項で、第１条の改正後の条例

の規定は令和６年４月１日に遡及して適用する

ことを規定したものでございます。 

 附則第３項は、給与の内払いについて規定し

たもので、第１条の改正後の規定を適用する場

合において、改正前に支給された給与は改正後

の規定による報酬等の内払いとすることを定め

たものでございます。 

 附則第４項は、規則への委任を規定したもの

でございます。 

 以上で説明を終わりますが、御審議のほどよ

ろしくお願い申し上げます。 

 続きまして、議案第６号垂水市職員旅費支給

条例の一部を改正する条例案について御説明申

し上げます。 

 本議案は、本市の行財政改革の一環として、

厳しい財政状況等を勘案し、平成16年度より市

長、副市長及び教育長の旅費額を一般職員と同

額で支給しておりましたが、現在、第２次財政

改革プログラムに定める４つの目標である経常

収支比率、実質公債費比率、財政調整基金残高、

市債残高を全て達成していることから、市長、

副市長及び教育長が本来受けるべき旅費額に改

正しようとするものでございます。 

 改正内容につきましては、添付しております

新旧対照表で御説明申し上げます。 

 附則第７項の市長、副市長及び教育長の旅費

（日当、宿泊料、食卓料）を一般職員と同額に

支給するための規定を削除するものでございま

す。 

 この条例は、令和７年４月１日から施行しよ

うとするものでございます。 

 以上で説明を終わりますが、御審議のほどよ

ろしくお願い申し上げます。 

 続きまして、議案第７号垂水市子ども医療費

給付条例及び垂水市重度心身障害者医療費助成

条例の一部を改正する条例案について御説明申

し上げます。 

 本議案は、令和５年に公布されました行政手

続における特定の個人を識別するための番号の
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利用等に関する法律等の一部を改正する法律、

いわゆるマイナンバー法等に伴うものでござい

ます。 

 このマイナンバー法等につきましては、マイ

ナンバー及びマイナンバーカードの利便性の向

上を趣旨としており、利用範囲の拡大や健康保

険証を廃止して、マイナンバーカードと一体化

することなどが主な改正内容でございます。 

 今回、この健康保険証とマイナンバーカード

の一体化に伴い、本市２件の条例において文言

の整理を行う必要が生じましたことから、一括

して改正しようとするものでございます。 

 それでは、改正の内容につきまして、添付し

ております新旧対照表で御説明申し上げます。 

 第１条関係、垂水市子ども医療費給付条例、

第２条関係、垂水市重度心身障害者医療費助成

条例において、それぞれ医療費に関する支給申

請の方法を定めております。 

 この医療費の支給申請の方法につきまして、

これまで被保険者証を提示して本人確認を行う

方法でしたが、法律の改正に合わせて電子資格

確認、資格確認書の提示、その他の方法によっ

て確認を行う方法へと改正するものでございま

す。 

 なお、附則としまして、この条例は公布の日

から施行しようとするものでございます。 

 以上で説明を終わりますが、御審議のほどよ

ろしくお願い申し上げます。 

 続きまして、議案第８号行政手続における特

定の個人を識別するための番号の利用等に関す

る法律の改正に伴う関係条例の整理等に関する

条例案について御説明申し上げます。 

 本議案は、令和６年に公布されました情報通

信技術の活用による行政手続等に係る関係者の

利便性の向上、並びに行政運営の簡素化及び効

率化を図るためのデジタル社会形成基本法等の

一部を改正する法律に関連するものでございま

す。 

 この法律は、複数の法律を一括して改正する

ものであり、これにより行政手続における特定

の個人を識別するための番号の利用等に関する

法律も合わせて改正されました。 

 この法律改正は、条項の移動や追加などが主

な改正内容ではございますが、同法を引用して

いる本市３本の条例において条ずれが生じるこ

ととなることから、これに対応するために文言

の整理を行うものでございます。 

 それでは、改正の内容につきまして、添付し

ております新旧対照表で御説明申し上げます。 

 初めに、第１条関係、垂水市税条例ですが、

引用している法律の条項である第２条第15項を

第２条第16項に改めようとするものです。 

 次に、第２条関係、垂水市個人番号の利用及

び特定個人情報の提供に関する条例ですが、第

２条第８項を第２条第９項に、第２条第12項を

第２条第13項に、第２条第14項を第２条第15項

に、それぞれ引用している条項を改めようとす

るものです。 

 また、第３条関係、垂水市議会の個人情報の

保護に関する条例ですが、引用している条項で

ある第２条第８項を第２条第９項に、第２条第

９項を第２条第10項に改めようとするものです。 

 なお、附則としまして、この条例は、法律の

施行日に合わせて、令和７年４月１日から施行

しようとするものです。 

 以上で説明を終わりますが、御審議のほどよ

ろしくお願い申し上げます。 

○企画政策課長（堀留 豊）  議案第９号垂水

市総合開発審議会条例の一部を改正する条例案

につきまして御説明いたします。 

 先般開催されました令和６年第４回垂水市議

会定例会におきまして、次期垂水市総合計画兼

垂水市まち・ひと・しごと創生総合戦略の策定

について可決いただいたところでございます。 

 総合計画の策定に際しては諮問機関として総

合開発審議会が、総合戦略の諮問機関としては
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総合戦略審議会が位置づけられておりますが、

今回総合計画と総合戦略が統合されたことから、

この両審議会も統合しようとするものでござい

ます。 

 それでは、改正の内容について添付しており

ます新旧対照表で御説明いたします。 

 条例第２条、審議会の所掌事項に総合戦略及

び人口ビジョンに関することを加えるものでご

ざいます。 

 そのほか、条例第１条の文言を一部修正する

ものでございます。 

 なお、附則としまして、この条例は公布の日

から施行しようとするものでございます。 

 以上で説明を終わりますが、御審議のほどよ

ろしくお願い申し上げます。 

○保健課長（永田正一）  議案第10号垂水市家

庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例案について御

説明申し上げます。 

 本議案は、栄養士法の改正に伴う文言の整理

となります。 

 それでは、改正の内容につきまして添付して

おります新旧対照表で御説明いたします。 

 第16条は、食事の提供の特例について規定し

た部分でございますが、第１項第２号で栄養士

と定める部分を、栄養士又は管理栄養士と改め

るものでございます。 

 これまで管理栄養士の国家試験は、栄養士の

免許を取得した者でなければ受けることができ

ませんでしたが、改正後においては、管理栄養

士養成施設卒業者については、栄養士の免許取

得が不要となり、栄養士の免許取得をしなくて

も管理栄養士となることが可能となります。 

 この改正に伴い、本条例で栄養士と規定して

いた部分を、今後は栄養士免許を有さない管理

栄養士も含めることとなるため、該当する部分

の文言の整理を行おうとするものでございます。 

 附則としまして、この条例は、令和７年４月

１日から施行するものでございます。 

 以上で説明を終わりますが、御審議のほどよ

ろしくお願い申し上げます。 

○議長（堀内貴志）  ただいまの説明に対し、

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

○池山節夫議員  今の議案第10号だったかな。

その管理栄養士がよく分からなかったんだけど、

管理栄養士になるのに栄養士の資格が要らない

と言ったわけ。よく分からない、その辺が。

（「資格」の声あり）もう一遍言ってください。 

○保健課長（永田正一）  これまでは、栄養士

は県が定める免許でありまして、管理栄養士は

国が与えるものだったんです。管理栄養士を取

るためには、これまで栄養士の資格を取らなけ

れば受検する資格はなかったわけなんですけれ

ども、４月以降は養成施設卒業者ですね。４年

生大学とかそういうところを卒業した場合には、

もう管理栄養士を取る資格があると。栄養士の

資格を取らなくても受検できる資格が取れると

いうことです。（「資格が」の声あり）はい。

（「受検資格か」の声あり）そうです。はい。

（「受検資格ね」の声あり） 

○議長（堀内貴志）  いいですね。 

○保健課長（永田正一）  栄養士の免許を取得

しなくても管理栄養士となることが可能という

ことになります。 

 以上です。（「もう一点、いいかな」の声あ

り） 

○池山節夫議員  今のだと、栄養士は県の資格、

これまでは管理栄養士は国の資格だった。それ

が栄養士の資格。私の考えが、栄養士さんより

管理栄養士のほうが上なのかなと思っていたん

だけど、今の言い方になると、何か同格になる

のか。その辺の質問は。 

○保健課長（永田正一）  同格ではなくて、管

理栄養士のほうが上位に属するものという位置

づけになります。 

 以上です。 
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○議長（堀内貴志）  ほかに質疑はございませ

んか。 

○持留良一議員  今の質問と関連するんですけ

れども、この間、様々な保育園等で窒息死とか

含めて事故があったと思うんですが、そのこと

も踏まえて、今回この改正の背景はどういうこ

とが指摘されているんでしょうか。 

○保健課長（永田正一）  今回のこの改正につ

きましては、趣旨でございますが、地域の自主

性及び自立性を高めるための改革の推進を図る

ための関係法律の整備に関する法律ということ

になります。 

 なので、これまで管理栄養士を受けるために、

栄養士の資格を取って管理栄養士になるという

段階を踏むのではなくて、きちんとそういった

養成施設で学んだ者については、管理栄養士の

資格を取ることができるような、そういうふう

な法の整備ができたものということで理解して

いるところです。 

 以上です。 

○持留良一議員  法の趣旨がちょっと分かりづ

らいんですけれども、要するに現場にとったら、

安心して子供たちに食事を提供する、また食事

指導するということが求められているわけです

よね。そうなってきたときに、本来のそこの目

的というのは、どんなふうに達成されていくと

いうこのシステムになっていくんですかね。 

○保健課長（永田正一）  これまで条例の中で

定めていた部分なんですけれども、これはもう

特例ということで、本来であれば、その保育所

の中に栄養士を置かなければならないという規

定があったところなんですけれども、そこが栄

養士の資格を持っていなくても管理栄養士とな

れるというこの改正になりますので、きちんと

その管理栄養士が管理していれば、そこの安全

性を図れるというところでの法の改正というこ

とになります。 

 以上です。 

○持留良一議員  ３回目なんですけど、ここの

部分というのは家庭的保育事業等の設備うんぬ

んかんぬんということになりますが、今度、一

般の認定こども園だとか、その辺りのところの

関係も連動していくんでしょうか。 

○保健課長（永田正一）  この家庭的保育事業

というものは、その通常の市内にあります保育

施設等よりもちょっと小規模なものになります。

大体待機児童がいらっしゃるところにあるとこ

ろなんですけれども、垂水市に今のところない

ところでございます。 

 市内にある認定こども園、幼稚園等につきま

しては、県が指定しております施設となります

ので、また県のほうからこのような改正が伝え

てあるということで理解しているところです。 

 以上です。 

○議長（堀内貴志）  ほかに質疑はございませ

んか。 

   ［「なし」の声あり］ 

○議長（堀内貴志）  質疑なしと認めます。こ

れで質疑を終わります。 

 ただいまの議案10件については、議案第１号

から議案第９号までを総務文教委員会に、議案

第10号を産業厚生常任委員会へ付託いたします。 

 ここで暫時休憩いたします。 

 次は、11時15分から再開いたします。 

     午前11時５分休憩 

 

     午前11時15分開議 

○議長（堀内貴志）  休憩前に引き続き会議を

開きます。 

   △議案第11号上程 

○議長（堀内貴志）  日程第14、議案第11号令

和６年度垂水市一般会計補正予算（第８号）案

を議題といたします。 

 説明を求めます。 

○財政課長（園田 保）  議案第11号令和６年

度垂水市一般会計補正予算（第８号）案を御説
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明いたします。 

 今回の補正は、令和６年人事院勧告による人

件費の補正、財政調整基金、減債基金及び市有

施設整備基金への積立て、特別会計への繰出金、

並びに各種事業費の確定に伴う歳入歳出予算の

整理によるものが主なものでございます。 

 また、年度内に事業完了できないため、やむ

を得ず繰り越す事業について繰越明許費の設定、

複数年の支出を見込む事業についての債務負担

行為の補正などを同時に行うものでございます。 

 補正の額は、歳入歳出とも４億1,046万9,000

円を増額し、補正後の歳入歳出予算総額は151

億5,185万4,000円となります。 

 補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並

びに補正後の歳入歳出予算の金額は、３ページ

から５ページの第１表、歳入歳出予算補正に掲

げてあるとおりでございます。 

 ６ページをお開きください。 

 第２表、繰越明許費について御説明いたしま

す。 

 地方自治法第213条第１項の規定により、翌

年度に繰り越して使用できる経費をお示しして

おります。 

 内容でございますが、２款総務費１項総務管

理費の光ケーブル支障移設事業は、国土交通省

による情報ボックスの移設後に令和７年２月頃

に着工予定でしたが、材料調達の遅延により情

報ボックスの移設が令和７年４月以降に延期さ

れたため、繰越しを行うものでございます。 

 ６款農林水産業費１項農業費の堆肥センター

トラックスケールの取替修繕は、トラックス

ケールの製造において、計量法に基づく検定に

一定期間を要することが判明したことから、年

度内に完了することが困難であるため、繰越し

を行うものでございます。 

 農業水路等長寿命化・防災減災事業は、使用

しなくなった農業用ため池の廃止に向けて測量

設計業務を行っておりますが、住民説明会を行

ったところ、隣接する集落水道の枯渇を心配す

る声が多く聞かれたため、住民の疑問を払拭す

ることを目的として、新たに渇水期におけるた

め池と貯水槽との水位計観測業務を追加したこ

とにより、年度内に完了することが困難となっ

たことから繰越しを行うものでございます。 

 ７款商工費１項商工費の家計を応援する商店

街プレミアム付商品券臨時発行事業は、物価高

騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用して、

プレミアム付商品券を発行する事業を実施する

ものでございますが、令和６年度中の事業完了

が困難なことから、本補正予算に必要な予算を

計上して繰越しを行うものでございます。 

 ８款土木費２項道路橋梁費の桜島口牛根麓線

のり面工事は、着工前の測量の結果、図面と現

場に乖離が生じたため、当初設計にあった高エ

ネルギー柵の規格を再検討することとなり、工

期内に完成することが困難となったため、繰越

しを行うものでございます。 

 ６項住宅費の柊原団地建替新築工事は、既存

住宅の解体工事を７月から11月に実施し、敷地

の造成工事を12月から実施しておりますが、既

存住宅の解体工事によって、発注前の内訳書の

確認や県の発注前のヒアリング資料の作成に時

間を要したため、造成工事の期間を十分確保で

きなくなったことから繰越しを行うものでござ

います。 

 ９款消防費１項消防費の新しい地方経済・生

活環境創生交付金は、令和６年度の国の補正予

算として令和６年12月17日に成立したもので、

国の示すスケジュールでは、交付決定が３月下

旬予定となっているため、本補正予算に必要な

経費を計上して繰越しを行うものでございます。 

 10款教育費５項社会教育費の垂水島津家墓所

災害復旧事業は、台風10号に起因する樹木の飛

散により新たに石造物が罹災したもので、年度

内での完了が困難なことから繰越しを行うもの

でございます。 



－20－ 

 11款災害復旧費１項農林水産施設災害復旧費

の林業施設現年発生補助災害復旧事業は、令和

６年６月の梅雨前線の豪雨により被災しました

林道海潟麓線災害復旧工事で、９月18日から20

日にかけて災害査定を受検し、災害復旧事業の

認定を受けたことから、10月から発注準備を行

い工事発注を行いましたが、標準工期を確保で

きないことから繰越しを行うものでございます。 

 繰越明許費全体としましては、９事業、総額

２億7,933万4,000円となります。 

 繰越しに要する財源は、国県支出金、地方債、

諸収入及び一般財源でございます。 

 債務負担行為にも補正がありましたので、７

ページの第３表、債務負担行為の補正をご覧く

ださい。 

 農業近代化資金利子補給金及び肉用牛繁殖用

素牛導入預託事業は、本年度に交付決定したも

のについて最終年度までの債務負担行為を追加

するものでございます。 

 地方債にも補正がありましたので、８ページ

の第４表、地方債の補正をご覧ください。 

 減収補てん債は、法人事業税等が基準財政収

入額の算定において、見込んだ収入見込額を下

回ると見込まれる場合、この減収を補痾するた

めに特別の地方債となりますが、本市におきま

して、法人税割、利子割交付金の減収を補痾す

るために限度額を追加設定するものでございま

す。 

 ９ページをお開きください。 

 地方債の変更は、各事業費の決算見込みに伴

う補正でございます。それぞれの事業に伴う起

債額を右欄にお示しします限度額に変更し、本

年度の起債限度額を合計８億3,326万5,000円に

しようとするものでございます。 

 続きまして、歳出、事項別明細で主なものを

御説明いたします。なお、事務事業の決算見込

みに伴う予算の整理に係るものは割愛させてい

ただきます。 

 18ページをお開きください。 

 ２款総務費１項総務管理費２目人事管理費の

行政事務委託は、ハラスメント事実確認調査事

務委託に係るものでございます。 

 19ページをご覧ください。 

 ８目財産管理費の委託料から使用料及び賃借

料は、市庁舎耐震改修事業に係る電算システム

改修・導入業務委託、及び土地借上料、家屋借

上料の執行残の減額でございます。 

 積立金は、財政調整基金、減債基金及び市有

施設整備基金に積立てを行うものでございます。 

 10目企画費の負担金補助及び交付金のうち廃

止路線代替バス運行費負担金は、今年度の申請

額の確定に伴う増額でございます。 

 21ページをお開きください。 

 ２項徴税費１目税務総務費の償還金、利子及

び割引料は、固定資産税の過年度更正による増

額でございます。 

 26ページをお開きください。 

 ３款民生費１項社会福祉費１目社会福祉総務

費の需用費から扶助費は、低所得者支援及び定

額減税補足給付金、並びに新たな非課税世帯等

に対する価格高騰支援給付金の執行額確定によ

る減額でございます。 

 28ページをお開きください。 

 11目国民健康保険事業費の繰出金のうち国民

健康保険特別会計法定外繰出金は、令和６年度

において収支不足が見込まれることから増額を

行うものでございます。 

 13目介護老人保健施設費の老人保健施設特別

会計への繰出金は、地方債償還に係るものに加

え、昨年度同様、本年度においても特別会計に

おける収支不足が見込まれることから、一般会

計から繰出しを行うものでございます。 

 29ページをご覧ください。 

 ２項児童福祉費１目児童福祉総務費の需用費

から扶助費は、低所得子育て世帯物価高騰対応

重点支援地方創生臨時交付金の執行額の確定に



－21－ 

伴う減額でございます。 

 ２目児童措置費の扶助費は、国の令和６年度

補正予算における公定価格の引上げに伴い、児

童措置費に不足が見込まれることから増額を行

うものでございます。 

 32ページをお開きください。 

 ４款衛生費２項清掃費１目清掃総務費の負担

金、補助及び交付金は、浄化槽設置整備事業補

助金の実績見込みによる減額でございます。 

 33ページをご覧ください。 

 ３項病院費１目病院費の負担金、補助及び交

付金は、病院事業会計の負担金でございます。 

 37ページをお開きください。 

 ７款商工費１項商工費２目商工業振興費は、

物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活

用してプレミアム付商品券発行事業を実施する

もので、令和６年度中の事業完了が困難なこと

から、本補正予算に必要な予算を計上し、繰越

しを行うものでございます。 

 39ページをお開きください。 

 ８款土木費２項道路橋梁費１目道路維持費の

委託料及び工事請負費は、道路維持改良事業の

執行見込みによる減額でございます。 

 41ページをお開きください。 

 ９款消防費１項消防費３目消防施設費の委託

料及び工事請負費は、女性隊員専用居室改修工

事の執行額確定による減額に加え、令和６年度

当初予算で計上しておりました第９分団旧消防

詰所及び防火水槽解体工事について、執行が令

和７年度となったことによる減額でございます。 

 ５目災害応急対策費の備品購入費は、先ほど

繰越明許費で御説明いたしました国の補正予算

に係るもので、本補正予算に必要な予算を計上

し、繰越しを行うものでございます。 

 以上が歳出の主なものでございますが、これ

らに対する歳入は、前に戻っていただきまして、

10ページの事項別明細書の総括表及び12ページ

からの歳入明細にお示ししてありますように、

それぞれの事務事業に伴う国県支出金、寄附金、

繰入金、諸収入、市債などの特定財源と、市税、

地方特例交付金、地方交付税、繰越金等を補正

し、収支の均衡を図るものでございます。 

 以上で説明を終わりますが、御審議のほどよ

ろしくお願いいたします。 

○議長（堀内貴志）  ただいまの説明に対し、

これから質疑を行います。質疑はございません

か。 

○持留良一議員  28ページの介護老人保健施設、

この主な原因は、利用者の減少だとか、それか

ら返済の問題も関わってきていると思うんです

が、対前年度の関係を含めて、この辺りの変化

はどういうところでこういう形になったのか、

一つ教えていただきたいということと。 

 あと、29ページの児童措置費の関係での公定

価格の引上げということがありましたけれども、

この点については、いつ頃からこの公定価格が

上がり、これはそれぞれまた園でいろいろと運

用はされていくと思うんですが、直接人件費に

関係するような中身にも使えることができるも

のなのかどうなのか、この点についてお聞きし

たいと思います。 

○保健課長（永田正一）  コスモス苑の状況で

ございますが、昨年に引き続きまして厳しい状

況となってきているところでございます。 

 令和６年度につきましては、11月の時点で比

較しますと、前年度よりも利用者数が増えてき

ているところでございます。 

 収入で考えますと、前年度より6,100万円程

度増えてきておりますが、一方で歳出のほうも

増えてきております。５年度よりも収益が増え

てきているところでございますが、経費も増大

しているというところで、特に年末もインフル

エンザがはやった関係で、職員の時間外手当で

あったり、そういうところの費用が出てきてい

るというところでございます。 

 ということで、徐々にコロナ後、状況はよく
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なってきているところなんですが、まだコロナ

の前までは回復をしてきていないという状況で、

今、コスモス苑のほうとも、今後、黒字化に向

けた協議は引き続きしているところでございま

す。 

 あと、児童措置費の公定価格についてでござ

いますが、今回補正で計上しました部分は、令

和６年度の人事院勧告に伴います保育士さん方

の給与の分になりますので、４月に遡及して対

応する分が、今回計上させていただいたところ

でございます。 

 以上でございます。 

○議長（堀内貴志）  ほかに質疑はございませ

んか。 

   ［「なし」の声あり］ 

○議長（堀内貴志）  質疑なしと認めます。こ

れで質疑を終わります。 

 本件については、所管の各常任委員会に付託

いたします。 

   △議案第12号～議案第18号一括上程 

○議長（堀内貴志）  日程第15、議案第12号か

ら日程第21、議案第18号までの議案７件を一括

議題といたします。 

 件名の朗読を省略いたします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

議案第12号 令和６年度垂水市国民健康保険特

別会計補正予算（第３号） 案 

議案第13号 令和６年度垂水市後期高齢者医療

特別会計補正予算（第１号）案 

議案第14号 令和６年度垂水市交通災害共済特

別会計補正予算（第１号） 案 

議案第15号 令和６年度垂水市介護保険特別会

計補正予算（第３号） 案 

議案第16号 令和６年度垂水市老人保健施設特

別会計補正予算（第２号） 案 

議案第17号 令和６年度垂水市水道事業会計補

正予算（第１号） 案 

議案第18号 令和６年度垂水市病院事業会計補

正予算（第１号） 案 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（堀内貴志）  説明を求めます。 

○市民課長（福元美子）  議案第12号令和６年

度垂水市国民健康保険特別会計補正予算（第３

号）案について御説明申し上げます。 

 ２ページをお開きください。 

 今回の補正は、歳入歳出それぞれ7,139万

4,000円を減額し、歳入歳出予算の総額を23億

8,907万6,000円とするものでございます。 

 主な補正の理由でございますが、医療費が減

少したことによる保険給付費の減額、及び令和

５年度分普通交付金精算による返還金の確定に

より増額補正するものでございます。 

 また、歳入の補正に伴い、財源の組替えを行

っております。 

 それでは、歳入歳出補正予算事項別明細書に

より御説明いたします。 

 初めに、歳出から御説明いたします。 

 ９ページをお開きください。 

 １款１項１目一般管理費８節旅費は、不用額

を減額補正するものでございます。 

 13節使用料及び賃借料の機器使用料につきま

しては、マイナ保険証としてひもづけを行うた

めのパソコン等機器をリースする予定でおりま

したが、ほかの予算での対応となりましたので

減額しております。 

 ２款１項１目療養給付費及び３目療養費の18

節負担金、補助及び交付金は、医療費が減少傾

向にあり不用額が見込まれるため、減額してお

ります。 

 ２項１目高額療養費の18節負担金、補助及び

交付金につきましても、医療費が減少傾向にあ

り不用額が見込まれるため、減額しております。 

 10ページをお開きください。 

 ４項１目出産育児一時金の18節負担金、補助

及び交付金は、当初10件分見込んでおりました

出産育児一時金を５件分に減額しております。 
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 ３款１項１目医療給付費分は、財源の組替え

でございます。 

 ５款１項１目７節報償費は、社会福祉大会の

保健・福祉作文コンクールに係る賞品等でござ

いますが、事業費確定により減額しております。 

 ３目健康ポイント事業費は、健康ポイント事

業の商品券交換の実績等に基づき減額補正する

ものでございます。 

 11ページに移りまして、８款１項８目保険給

付費等交付金償還金は、令和５年度分の普通交

付金の確定に伴う償還金と、令和５年度保険者

努力支援交付金等の確定に伴う特別交付金の償

還金の不足分を増額補正するものでございます。 

 これに対する歳入でありますが、７ページか

らにありますとおり、国庫支出金、県支出金、

繰越金、諸収入などを充てております。 

 以上で説明を終わりますが、御審議のほどよ

ろしくお願い申し上げます。 

 引き続きまして、議案第13号令和６年度垂水

市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

案について御説明申し上げます。 

 ２ページをお開きください。 

 今回の補正は、歳入歳出それぞれ308万2,000

円を減額し、歳入歳出予算額の総額を２億

8,858万1,000円とするものでございます。 

 主な補正の理由でございますが、後期高齢者

医療広域連合納付金に係る被保険者保険料の今

後の見込額、及び保険基盤安定負担金の交付額

が決定したことによるものでございます。 

 それでは、歳入歳出補正予算事項別明細書に

より御説明いたします。 

 初めに、歳出から御説明いたします。 

 ８ページをお開きください。 

 １款１項１目後期高齢者医療広域連合納付金

は、被保険者保険料の増額分と保険基盤安定負

担金の交付額が決定されたことに伴う減額補正

でございます。 

 これに対する歳入でございますが、７ページ

にありますとおり、後期高齢者医療保険料、一

般会計繰入金の補正をもって充てております。 

 以上で説明を終わりますが、御審議のほどよ

ろしくお願い申し上げます。 

 続きまして、議案第14号令和６年度垂水市交

通災害共済特別会計補正予算（第１号）案につ

いて御説明申し上げます。 

 ２ページをお開きください。 

 今回の補正は、歳入歳出それぞれ７万円を追

加し、歳入歳出予算の総額を532万1,000円とす

るものでございます。 

 補正の理由でございますが、会計年度任用職

員に係る人件費の不足によるものでございます。 

 それでは、歳入歳出補正予算事項別明細によ

り御説明いたします。 

 歳出から御説明いたします。 

 ８ページをお開きください。 

 １款１項１目の事業費につきましては、会計

年度任用職員の報酬でございます。 

 次に、歳入につきまして御説明申し上げます。 

 戻りまして７ページをご覧ください。 

 支出に対する歳入は、全額、４款繰越金を充

て、収支の均衡を図っております。 

 以上で説明を終わりますが、御審議のほどよ

ろしくお願い申し上げます。 

○福祉課長（新屋一己）  議案第15号令和６年

度垂水市介護保険特別会計補正予算（第３号）

案につきまして御説明申し上げます。 

 ２ページをご覧ください。 

 今回の補正は、歳入歳出それぞれ11万2,000

円を追加し、歳入歳出予算の総額を23億5,354

万6,000円とするものでございます。 

 補正の理由でございますが、国から財政的イ

ンセンティブとして交付されます保険者機能強

化推進交付金及び介護保険保険者努力支援交付

金の交付決定に伴う財源組替えと、地域支援事

業費の事業費増に伴う補正が主なものでござい

ます。 
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 それでは、事項別明細書の歳出から御説明申

し上げます。 

 10ページをご覧ください。 

 １款総務費１項総務管理費１目一般管理費の

委託料は、令和６年度介護報酬改定に伴うシス

テム改修事業費において国から正式な仕様が提

示され、保守の範囲で対応が可能となったこと

による委託料の減額でございます。 

 同じく２項要介護認定諸費１目介護認定調査

等費の旅費は、介護認定調査員が鹿児島市内の

病院等を調査訪問する際のフェリー航送料等に

不足が見込まれることによるものでございます。 

 次に、２款保険給付費１項サービス等諸費１

目サービス給付費は、給付実績を踏まえた費目

ごとの予算組替えを行ったものでございます。 

 次に、３款地域支援事業費１項介護予防・日

常生活支援総合事業費の１目介護予防・日常生

活支援サービス事業費の負担金、補助及び交付

金は、総合事業に係る訪問・通所介護サービス

費に不足が見込まれることによる増額でござい

ます。 

 11ページをご覧ください。 

 ６目一般介護予防事業費から、12ページにわ

たりますが、７目認知症総合支援事業費までの

人件費、会計年度任用職員分の補正及び保険者

機能強化推進交付金、介護保険保険者努力支援

交付金の交付決定に伴う財源の組替えでござい

ます。 

 続きまして、歳入につきまして御説明申し上

げます。 

 戻りまして７ページをご覧ください。 

 ３款国庫支出金１項国庫負担金１目介護給付

費負担金は、介護サービス諸費における予算の

組替えによる減額でございます。 

 同じく２項国庫補助金２・３目地域支援事業

交付金は、それぞれの事業費増に伴う増額でご

ざいます。 

 ４目事業費補助金は、介護システム改修費委

託料が減額になったことに伴い、２分の１補助

となっている国庫補助金を減額するものでござ

います。 

 同じく５目保険者機能強化推進交付金及び６

目介護保険保険者努力支援交付金は、国から財

政的インセンティブとして交付されるもので、

交付決定に伴い、予算計上をするものでござい

ます。 

 一番下から８ページにわたりますが、４款支

払基金交付金１項支払基金交付金２目地域支援

事業支援交付金は、介護予防・日常生活支援総

合事業費の増額に伴う支払基金の増額でござい

ます。 

 ５款県支出金１項県負担金１目介護給付費県

負担金は、介護サービス諸費における予算の組

替えによる増額でございます。 

 同じく２項県補助金１・２目地域支援事業交

付金は、それぞれの事業費増に伴う増額でござ

います。 

 一番下から９ページにわたりますが、７款繰

入金１項一般会計繰入金２・３目地域支援事業

交付金は、それぞれの事業費増に伴う市負担分

の増額でございます。 

 同じく４目事務費繰入金の一般事務費繰入金

は、先ほど説明しました介護システム改修事業

費の市負担分の減額するものでございます。 

 ７款繰入金２項基金繰入金１目介護給付費準

備基金繰入金は、地域支援事業費に保険者機能

強化推進交付金及び介護保険保険者努力支援交

付金を充当したことによる減額でございます。 

 以上で説明を終わりますが、御審議のほどよ

ろしくお願い申し上げます。 

○保健課長（永田正一）  議案第16号令和６年

度垂水市老人保健施設特別会計補正予算（第２

号）案について御説明申し上げます。 

 ２ページでございますが、今回の補正は、歳

入歳出それぞれ2,838万5,000円を追加し、歳入

歳出の総額を６億9,210万9,000円とするもので
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ございます。 

 補正の理由でございますが、新型コロナウイ

ルス流行後において介護老人保健施設コスモス

苑の稼働状況は、前年度より上向いてはいるも

のの、コロナ流行前の稼働までには回復してい

ない状況でございます。 

 このことから、施設利用収入を減額するとと

もに、その減額した資金不足分の補痾として一

般会計からの繰入れを行おうとするものでござ

います。 

 ８ページでございますが、事項別明細書の歳

出から御説明いたします。 

 １款事業費１項１目老人保健施設事業費の交

付金は、コスモス苑の介護従事者の人件費を増

額しようとするものでございます。 

 次に、歳入について御説明いたします。 

 ７ページでございますが、１款１項療養費収

入１目施設療養費収入は、事業収益の減収見込

みにより減額するものでございます。 

 ２款使用料及び手数料１項使用料１目施設使

用料は、施設個室料の減収見込みに伴い、減額

するものでございます。 

 ５款諸収入２項雑入１目実費弁償金は、日用

品費、食費、居住費等に係る利用者の実費負担

分の減収見込みにより減額するものでございま

す。 

 ２目雑入は、利用者のクリーニング代、散髪

代、インフルエンザ予防接種代接種費等に係る

利用者の実費負担分の減収見込みにより減額す

るものでございます。 

 ６款繰入金２項１目一般会計繰入金は、コス

モス苑建設時等の起債借入分の元利償還金と、

今年度資金不足の見込額を一般会計より繰り入

れるものでございます。 

 以上で説明を終わりますが、御審議のほどよ

ろしくお願い申し上げます。 

○水道課長（岩元伸二）  議案第17号令和６年

度垂水市水道事業会計補正予算（第１号）案に

ついて御説明申し上げます。 

 補正の主な理由は、法定福利費等の当初予算

での計上不足と、人事異動及び人事院勧告に伴

う給料等の増額補正を行うものでございます。 

 それでは、参考資料により御説明いたします。 

 ６ページをお開きください。 

 まず、収益的支出の１款水道事業費用１項営

業費用２目配水及び給水費の節給料から、その

他引当金繰入額までと、７ページをお開きくだ

さい。３目総係費の節給料から、その他引当金

繰入額までと、８ページをお開きください。１

款資本的支出１項建設改良費２目排水設備工事

費の節給料から、その他引当金繰入額までの費

用を補正するものでございます。 

 ２ページにお戻りください。 

 したがいまして、第２条は、令和６年度垂水

市水道事業会計予算第２条に定めた収益的支出

の営業費用を169万円増額し、総額２億6,758万

円とするものでございます。 

 また、３条は、令和６年度垂水市水道事業会

計予算第４条に定めた資本的支出の営業費用を

144万9,000円増額し、総額２億13万円とするも

のでございます。 

 第４条は、予算第８条に定めた議会の議決を

経なければ流用できない経費の職員給与費は、

313万9,000円増額し、5,402万7,000円とするも

のでございます。 

 以上で説明を終わりますが、御審議のほどよ

ろしくお願いいたします。 

○保健課長（永田正一）  議案第18号令和６年

度垂水市病院事業会計補正予算（第１号）案に

ついて御説明申し上げます。 

 ２ページでございますが、今回の補正は、令

和６年度の病院事業に係る交付税措置額の確定

に伴い、収益的収支における病院事業収益及び

病院事業費用をそれぞれ増額するものでござい

ます。 

 ４ページでございますが、それでは実施計画
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について収益的収入及び支出につきまして御説

明いたします。 

 収益的収入の1款病院事業収益１項医業収益

１目他会計負担金を5,000円減額し、２項医業

外収益２目他会計負担金を１億5,307万8,000円

増額し、４目指定管理者負担金を３万円増額す

るものでございます。 

 収益的支出の1款病院事業費用１項医業費用

１目経費を３億1,877万4,000円を増額するもの

でございます。 

 続きまして、内容について御説明申し上げま

す。 

 ７ページでございますが、収益的収入の１款

病院事業収益１項医業収益１目他会計負担金及

び２項医業外収益２目他会計負担金の一般会計

負担金は、令和６年度の病院事業に係る交付税

措置額が確定したことに伴い、現予算との差額

を病院事業収益に計上するものでございます。 

 ４目指定管理者負担金は、令和５年度の企業

債の利率が当初の見込みより上回ったことによ

り増額するものでございます。 

 次に、支出について御説明申し上げます。 

 １款病院事業費用１項医業費用１目経費の政

策的医療交付金は、令和６年度の病院事業に係

る交付税措置額が確定したことに伴い、救急医

療に要する経費や院内保育に要する経費など、

指定管理者へ支払う政策的医療交付金を増額し

ようとするものでございます。今年度におきま

しては、交付税措置額に加えて内部留保金を一

部充当するものでございます。 

 以上で説明を終わりますが、御審議のほどよ

ろしくお願い申し上げます。 

○議長（堀内貴志）  ただいまの説明に対し、

これから質疑を行います。質疑はございません

か。 

   ［「なし」の声あり］ 

○議長（堀内貴志）  質疑なしと認めます。こ

れで質疑を終わります。 

 ただいまの議案７件については、いずれも所

管の各常任委員会にそれぞれ付託いたします。 

 ここで暫時休憩いたします。 

 次は、13時から再開いたします。 

     午前11時55分休憩 

 

     午後１時０分開議 

○議長（堀内貴志）  それでは、休憩前に引き

続き会議を開きます。 

   △議案第19号～議案第28号一括上程 

○議長（堀内貴志）  日程第22、議案第19号か

ら日程第31、議案第28号までの議案10件を一括

議題といたします。 

 件名の朗読を省略いたします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

議案第19号 令和７年度垂水市一般会計予算 

案 

議案第20号 令和７年度垂水市国民健康保険特

別会計予算 案 

議案第21号 令和７年度垂水市後期高齢者医療

特別会計予算 案 

議案第22号 令和７年度垂水市交通災害共済特

別会計予算 案 

議案第23号 令和７年度垂水市公設地方卸売市

場特別会計予算 案 

議案第24号 令和７年度垂水市介護保険特別会

計予算 案 

議案第25号 令和７年度垂水市老人保健施設特

別会計予算 案 

議案第26号 令和７年度垂水市水道事業会計予

算 案 

議案第27号 令和７年度垂水市病院事業会計予

算 案 

議案第28号 令和７年度垂水市漁業集落排水処

理施設事業会計予算 案 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（堀内貴志）  説明を求めます。 

   ［市長尾脇雅弥登壇］ 
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○市長（尾脇雅弥）  少し長くなりますが、そ

れでは、ただいまより、令和７年度第１回市議

会定例会に提案させていただく令和７年度一般

会計予算案の概要につきまして御説明させてい

ただきますとともに、令和７年度の市政運営の

基本方針及び主要施策について、その概要を説

明し、施政方針並びに所信を述べさせていただ

きます。 

 初めに、令和７年度一般会計予算案につきま

して概要を申し上げます。 

 お手元の配付資料９ページから11ページに予

算編成の考え方を、13ページから32ページにわ

たり主要施策などを掲載しております。 

 本年は、へび年であり、さらに60年に一度の

乙巳でございますが、多くの人にとって成長と

結実の時期となる可能性の高い年とされており

ます。 

 このことを踏まえ、予算につきましては、各

事業がもたらす成果に重点を置き、新たな施策

等も踏まえた積極的な財政運営を図りつつ、物

価上昇を上回る賃金上昇の普及・定着や官民連

携による投資の拡大、充実した少子化・子ども

政策の着実な実施などを掲げた国の動向も踏ま

え、本市が抱える社会的課題の解決を図るため、

子育て支援や高齢者支援、産業振興・経済活性

化、デジタル技術を活用した市民幸福度の上昇

等に関連する事業を優先して編成いたしました。 

 その結果、総予算規模は、一般会計と特別会

計等の合計で210億8,281万3,000円となり、一

般会計だけで申し上げますと、前年度当初予算

比約21.6％増の145億6,700万円となっておりま

す。 

 歳出に要する歳入財源につきましては、それ

ぞれの補助事業に対して交付される国県支出金、

また、道路改良事業などに充てる市債を計上し

ております。これらの特定財源を充て、不足す

る部分につきましては財政調整基金などを充て

て収支の均衡を図っております。普通建設費は

地域の皆様の声を反映し、11.9％の増となって

おります。そのほか、事業会計などは記載のと

おりでございます。 

 次に、令和７年度の主要施策につきましては、

先ほど申し上げました元気な垂水市を実現する

ための３つのまちづくりの目標に沿って掲載し

ておりますが、その中から新たな事業を中心に

紹介させていただきます。 

 資料の13ページをお開きください。 

 まず、１つ目の目標であります、笑顔があふ

れるまちづくりでは、子どもからお年寄りまで

市民の皆様の笑顔が続くまちづくりの施策とい

たしまして、54の主要事業を展開してまいりま

す。 

 初めに、子育て世代支援でございます。本市

にとって宝である子供たちの、心身の健全な育

成を図るべく、子育て世代の経済的な負担軽減

とサービスの充実、仕事と子育ての両立を重点

施策とし、妊娠期から子育て期まで切れ目のな

い支援の実現に向けて取り組んでまいります。 

 主な事業といたしまして、まず、子ども医療

費の窓口負担無料化の拡充でございます。本市

独自の取組として、令和６年４月から鹿児島県

に先駆け、本市に在住している18歳までの全て

の子供などを対象に、市内医療機関などを利用

した際の医療費等を現物給付とし、窓口負担の

無料化を実施しており、利用された保護者の皆

様から好評を得ているところでございます。 

 令和７年度からは、市内の医療機関等に限ら

ず、県内の医療機関等を利用した際の窓口負担

の無料化ができるよう現在準備を進めていると

ころでございます。引き続き、子供の疾病の早

期治療・早期発見を目的に医療機関を利用しや

すい環境づくりに努めてまいります。 

 次に、こども家庭センターの設置でございま

す。 

 令和６年４月に施行された改正児童福祉法な

どでは、こども家庭センターの設置は努力義務
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とされているところですが、本市も同年に子育

て支援係を福祉課から保健課に移管し、設置に

向けた検討を進めてきたところでございます。 

 こども家庭センターは令和７年４月からの設

置を予定しており、設置以降は母子保健機能及

び児童福祉機能を一体的に運用することで、本

市の妊産婦及び乳幼児の健康保持・健康増進に

関する包括的な支援、子供とその家族の福祉に

関する包括的な支援を切れ目なく提供できるよ

う取り組んでまいります。 

 次に、教育環境の充実でございます。 

 具体的には、ＧＩＧＡスクール構想の充実で

ございます。本市のＧＩＧＡスクールについて

は、令和７年１月に開催された日本ＩＣＴ教育

アワードにおいて、全国ＩＣＴ教育首長協議会

会長賞を受賞するなど高く評価されているとこ

ろでございます。 

 令和７年度は「デジタルの力でリアルな学び

を支える」をテーマに、総合的な学習の時間に

おいて漁業体験やキャニオニング体験など、リ

アルな学びを通じて実感したふるさと垂水の豊

かな自然、産業、歴史等の魅力をデジタルの力

で全世界に発信する学習活動の充実を図ること

で、多様な表現力をはじめとする情報活用能力

の育成を目指します。 

 また、セカンドＧＩＧＡに向けてタブレット

端末や搭載アプリの一括更新など、デジタル学

習基盤の整備に努めてまいります。 

 次に英語教育の充実でございます。 

 英語検定の補助を令和６年度から小学生まで

広げておりますが、令和７年度はさらに小学生

の英検受検会場を本市に開設し、英語に対する

興味・関心を高めるとともに、英検にチャレン

ジしやすい環境を整えてまいります。 

 なお、コロナ禍で中断しておりました夢の翼

事業の再開に向けては、台湾の小中学校との英

語による授業交流、及び令和８年度からの生徒

の派遣に向けた事前調査を行い、異文化への理

解を深めながら英語によるコミュニケーション

力を高める場を検討するなど、早期からの英語

教育の充実を図り、将来、国際社会で活躍でき

る人材を育成してまいります。 

 次に、垂水高校振興対策でございます。 

 本市唯一の高校である県立垂水高校が、令和

７年度に創立100周年を迎えることから、創立

100周年記念プロジェクトと題し、様々な支援

を行ってまいります。 

 垂水高校におきましては、令和５年度に普通

科の生徒が総合的な探求の時間を活用して学習

した成果が全国的に評価を受けておりますが、

その成果の一つである「高校に給食を」につい

ては、現在も引き続き研究を行っているところ

でございます。令和７年度は、その研究成果を

発表できるよう学習支援を行ってまいります。 

 また、令和５年度に生活デザイン科の生徒が、

全国高校生冷凍めん料理コンクールにおいて最

優秀賞を受賞した経験を生かし、山形屋レスト

ランルドームで料理長を務め、フランスのパリ

で開催されたコンクールで準優勝された本市出

身の鹿島匡人シェフに御協力をいただき、調理

実習などの出前授業を実施するとともに、コラ

ボ商品の開発や山形屋フェアに出品するメニ

ューの開発などを目指し、実習支援を行ってま

いります。 

 また、垂水高校100周年実行委員会による

様々な記念行事が予定されておりますが、令和

７年10月25日には、本市の支援策の一つである

東進通信講座で御協力をいただいております本

市出身の東進ハイスクールの永瀬社長と、テレ

ビでおなじみの林修先生を講師としてお招きし、

創立100周年記念講演会の開催も計画されてい

るとのことでございますので、これらの記念行

事に対しましても支援を行ってまいりたいと考

えております。 

 次に、高齢者支援でございます。 

 具体的には、たるたるおでかけチケット交付
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事業でございます。65歳以上の市民の皆様を対

象にチケットを交付しておりますが、令和７年

度はチケットの限度額を3,000円から5,000円に

増額し、また、バス、タクシー、温泉施設に加

え、新たに垂水フェリーでの利用も可能とする

ことで、さらなる高齢者の積極的な社会参加と

健康保持、福祉の増進を図ってまいります。 

 次に、地域いきいき元気学校事業でございま

す。 

 地域内のつながりが希薄化していく中、高齢

者にとって身近な地域交流拠点を創設し、健康

運動指導士などによる健康づくり運動やレクリ

エーションなどにより、世代間交流や地域間交

流に取り組んでまいります。本事業により高齢

者の社会参加を促し、孤独や孤立、介護の予防

に努めるとともに、地域で共に支え合う機運の

醸成を図ることで地域力の向上に努めてまいり

ます。 

 次に、生涯スポーツ、生きがいづくりの推進

についてでございます。 

 初めに、中央地区グラウンドゴルフ場の整備

についてでございます。令和６年度は、整備に

向けて地域住民の皆様との対話を重ね、垂水港

緑地公園を最終候補地として選定したところで

ございます。同公園は県有地でありますことか

ら、まずは土地所有者である県との協議が必要

となってまいります。この県との協議に際し、

具体的な整備計画を示す必要があることから、

令和７年度は整備に関する実施設計に着手いた

します。 

 次に、牛根地区グラウンドゴルフ場関連事業

についてでございます。 

 現在、地域振興計画策定推進委員会の中に専

門部会を設置し、整備候補地の選定を進めてい

るところでございますが、当分の間は、地域住

民の皆様が日常的にグラウンドゴルフを行って

いただける環境を整えることとし、牛根小学校、

浮津公園、境小学校、旧牛根中学校の４か所を

使用できるよう調整を行ったところでございま

す。 

 令和７年度は、そのうち牛根小学校校庭の管

理に活用するための芝刈り機をまちづくり交付

金を活用して購入いたします。いずれの地区に

おきましても、地域住民の皆様との対話を重ね、

皆様の声に耳を傾けながら整備を進めてまいり

ます。 

 次に、デジタルトランスフォーメーションに

ついてでございます。 

 具体的には、書かない窓口の実証的導入でご

ざいます。垂水市デジタル変革宣言に掲げる市

民の幸福のためのデジタル変革の一環として、

書かない窓口を実証的に導入いたします。 

 令和７年度は、申請書作成を支援するシステ

ムを導入することで、窓口に来庁される市民の

皆様の手書き負担の軽減と利便性の向上を図っ

てまいります。具体的には申請者が持参したマ

イナンバーカードなどの身分証をシステムに読

み込ませることで、氏名、生年月日、住所等が

印字されるものでございます。市民課窓口に１

台設置し、効果検証を行いながら今後の本格的

な導入について検討してまいります。 

 次に、19ページをお開きください。 

 ２つ目の目標であります、安心なまちづくり

では、安心安全なまちづくりへの施策といたし

まして、86の主要事業を展開してまいります。 

 初めに、中央地区の冠水対策事業についてで

ございます。 

 私が公約に掲げました中央地区の冠水対策に

つきまして、令和５年度から市道垂水９号線・

31号線において対策事業を行ってまいりました

が、令和７年度からは新規事業といたしまして

下宮地区の冠水軽減に向けた工事を実施いたし

ます。公約の達成に向け、引き続き全力で取り

組んでまいります。 

 次に、防災対策についてでございます。 

 具体的には、指定避難所へのポータブル電源
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の導入でございます。指定避難所での停電発生

時における通信機器の充電や、夏場の扇風機の

電源として使用することなどを目的にポータブ

ル電源を導入いたします。 

 なお、本事業は、財源として国の令和６年度

補正予算により実施されます新しい地方経済・

生活環境創生交付金の地域防災緊急整備型の活

用を予定しており、事業採択後、令和７年度に

取り組むこととなっております。 

 次に、施設整備についてでございます。 

 初めに、学校施設の整備でございます。 

 児童生徒の学習・生活の場である学校施設に

つきましては、学校施設等長寿命化計画に基づ

き、計画的に大規模改修などの整備を行ってい

るところでございます。令和７年度は安心安全

な学校施設の環境整備として、垂水小学校の校

舎自動火災報知器設備及び防火扉設置工事を実

施いたします。 

 次に、学校給食施設関連でございます。 

 近年の記録的な猛暑への対応として、職場環

境や働き方の改善を図るため、令和７年度は学

校給食センター内の調理室に空調設備を設置す

るための設計業務委託を行います。 

 次に、中央運動公園施設整備計画策定業務委

託でございます。 

 垂水中央運動公園の施設は、平成12年に建設

されたキララドーム、令和５年に開催されまし

たかごしま国体での競技誘致に向け再整備され

た、たるみずスポーツランド及び体育館を除き、

昭和50年代の建設から40年以上が経過しており、

老朽化が著しいことから計画的な施設改修に取

り組む必要が生じているところでございます。 

 また、市内のテニス、少年野球をはじめ、グ

ラウンドゴルフなどの各競技団体や議会からも

施設改修を望む声が寄せられております。 

 これらのことから、令和７年度に施設の現状

調査及び診断と概算事業費の策定などを業務委

託にて実施し、計画的な予算確保並びに施設改

修に取り組むことで、市民のスポーツ振興と健

康増進に寄与する施設を目指していきたいと考

えております。 

 次に、文化会館洋式トイレの増設でございま

す。 

 利用者の利便性向上のため、文化会館のトイ

レの洋式化を推進し、市民の皆様がより芸術文

化に親しみやすい環境づくりに努めてまいりま

す。 

 次に、垂水市消防団第一分団消防庁舎整備事

業についてでございます。 

 第一分団詰所につきましては、築53年を経過

し老朽化が著しいことから、垂水鉄道記念公園

の利用者駐車場の一角に新築する方向で事業を

推進しており、令和７年度から工事に着工いた

します。同詰所は、団員数に応じた待機スペー

スを確保するとともに、女性消防団員の施設整

備や資機材庫を設置することで災害への対応力

を強化してまいります。 

 次に、地域交通についてでございます。 

 具体的には、垂水市地域公共交通実施計画業

務でございます。令和６年６月に策定した垂水

市地域公共交通計画に基づき、既存の公共交通

に加え、地域における輸送資源の総動員による

持続可能な地域旅客運送サービスの提供を確保

してまいります。 

 具体的には、令和６年12月から令和７年２月

にかけて実施した牛根３地区における事前予約

型乗合タクシーの実証運行結果を踏まえ、令和

７年10月からは、既存の市木ルート、大野ルー

ト、内ノ野ルート、小谷ルート、新たに牛根

ルートを加えた５ルートでの本格運行を予定し

ているところでございます。今後も安心して暮

らし続けるために、みんなで支え合う公共交通

を実現すべく、多様な関係者が協力し合うこと

による持続可能な公共交通を目指してまいりま

す。 

 次に、空き家対策でございます。 
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 具体的には、地域おこし協力隊採用支援業務

でございます。空き家問題は本市にとっても喫

緊の課題ではございますが、対応すべき分野が

多岐にわたること、また法律等の専門的な知識

が求められることから、専門的な知見を有する

人材の確保と専門部署の設置について令和６年

度から検討を進めてまいりました。 

 令和７年度は、地域おこし協力隊の制度を活

用し、専門的な知見を有する人材の確保に努め

るとともに、空き家問題に対して総合的な対応

を行う専門部署の設置について、引き続き検討

を進めてまいります。 

 次に、たるみず元気プロジェクトについてで

ございます。 

 具体的には、健康長寿事業でございます。本

事業は、市民の皆様が御自身の健康度を把握し、

健康寿命の延伸を図ることを目的に、鹿児島大

学心臓血管・高血圧内科学の大石充教授を垂水

市スーパーバイザーに迎え、平成29年度から取

り組んでいる事業でございます。 

 令和７年度は、その取組をさらに見直し、市

民の皆様がより参加しやすい受診体制の構築に

努めますとともに、参加特典の見直しや抽せん

会の開催など、より楽しく健康と向き合う環境

づくりを努めてまいります。 

 次に、生活環境の充実についてでございます。 

 具体的には、環境基本計画についてでござい

ます。環境政策の総合的かつ計画的な推進を図

るため、次期環境基本計画の策定を進め、市民

の皆様と事業者との協働により、環境への負担

の少ない持続可能な社会の構築に取り組んでま

いります。 

 次に、ごみステーション施設整備費補助事業

でございます。 

 ごみステーションの移設やごみステーション

の老朽化などに伴う修繕等を実施する場合、必

要経費に対する新たな支援を実施いたします。

具体的には、１ごみステーション当たり、年度

内に１回限り10万円を上限に経費の２分の１を

補助するものでございます。本事業により地域

の皆様と協力して環境美化や清掃業務の円滑化

などに努めてまいります。 

 次に、27ページをお開きください。 

 ３つ目の目標であります、潤いのあるまちづ

くりでは、地域資源を生かした潤いのあるまち

づくりへの施策といたしまして、35の主要事業

を展開してまいります。 

 初めに、企業誘致についてでございます。 

 具体的には、ローカル10,000プロジェクトで

ございます。令和７年度に計画されている民間

事業者による牛根中学校跡地と牛根中央クリニ

ック跡地を活用した新たな事業展開に際しまし

ては、国の地域経済循環創造事業交付金、いわ

ゆるローカル10,000プロジェクトを活用する計

画となっております。 

 この交付金は、地域資源を生かした先進的で

持続可能な事業化の取組を促進し、地域での経

済循環を創造することを目的とするもので、地

方公共団体が地域の金融機関などと連携しなが

ら民間事業者などに助成を行う場合に交付され

るもので、関連予算を令和７年度当初予算案に

計上したところでございます。 

 次に、観光振興についてでございます。 

 具体的には、観光振興計画の策定でございま

す。同計画は、観光産業を取り巻く環境の変化

を的確に把握するとともに、本市が持つ魅力的

な自然・気候・文化・食といった観光資源を戦

略的に活用し、今後の観光施策についてその方

向性を明確に掲げることで、より一層の観光振

興の推進を図ることを目的とするものでござい

ます。 

 コロナ禍からの再生を力強く進めている今、

国外も視野に入れた交流人口の拡大と地域活性

化が重要であると考えておりますことから、令

和７年度におきましても国の第４次観光立国推

進基本計画などに基づき、持続可能な観光・消
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費拡大・地方誘致促進の３つのキーワードを踏

まえ、①持続可能な観光地づくり、②インバウ

ンド回復、③国内交流の拡大の３つの戦略を意

識した計画づくりに努めてまいります。 

 次に、観光ＰＲについてでございます。 

 初めに、中京地区観光ビジネスモデル確立事

業でございます。 

 令和６年度まで実施しておりました関西地区

からの誘客については、一定の効果があったこ

とを踏まえ、これまで誘客事業の実績がなかっ

た中京地区を新たなターゲットとして、本市の

食や宿泊施設をＰＲすることで認知度の向上や

経済効果の波及を図ることができるよう取り組

んでまいります。 

 次に、観光ＰＲ動画配信事業でございます。 

 地域や年齢層などターゲットを特定した動画

配信広告により、タイムリーなトレンド情報を

提供するべく、ＳＮＳ広告を展開いたします。

ＳＮＳを活用した広告は初の試みであり、表示

回数や視聴回数、視聴地域、年齢層などを分析

することにより、効果的な配信を目指すもので

ございます。 

 次に、ＪＲまち歩きガイド広告料でございま

す。 

 鹿児島中央駅をはじめとする交通拠点でのパ

ンフレット配布や、電子ブックによるＰＲを展

開し、本市の観光ＰＲを図るものでございます。 

 次に、ポスターの製作でございます。 

 本市の魅力的な観光や食などの観光資源を広

く市内外にＰＲするため、本市公式ＰＲポス

ターを５種類製作いたします。これらの施策を

複合的かつ戦略的に展開することで、本市の効

果的なＰＲを行うとともに誘客の増加に努めて

まいります。 

 次に、商工業・水産業振興についてでござい

ます。 

 初めに、プレミアム付商品券事業補助金でご

ざいます。 

 地域経済の活性化、地元消費の拡大を目的に、

プレミアム率30％の専用商品券を発行いたしま

す。令和６年度に引き続き、プレミアム部分に

つきましては、地域の小規模店舗でのみ使用で

きる専用商品券を発行することで、小規模店舗

の利用促進を図ってまいります。 

 次に、小売業等店舗改装・開業支援補助金で

ございます。 

 市内の小規模小売業者への支援として、令和

６年４月から実施しております新規開業店舗へ

の支援事業、既存の店舗改装などに係る支援事

業を令和７年度も引き続き実施いたします。こ

れらの取組を通じて商店街のにぎわいの創造や

地域の活性化による地域経済の循環を図ってま

いります。 

 次に、特産品販路拡大支援事業についてでご

ざいます。 

 本市と包括連携協定を締結している日本航空

ＪＡＬと引き続き連携を取り、ＪＡＬ国際線フ

ァーストクラスラウンジにおけるカンパチをネ

タとして使用した寿司の提供や、空港内ラウン

ジでの飲む温泉水の提供、国内線機内食での本

市特産品を活用したメニューの提供などを行い、

販路拡大につながる取組の支援に努めてまいり

ます。 

 次に、ふれあいフェスタ夏祭りなどイベント

補助でございます。 

 同イベントや婚活イベント「であっちゃいな

たるみず」などへの補助を継続し、市内外のお

客様にお楽しみいただいていきたいと考えてい

るところでございます。 

 次に、水産業の活性化に向けた取組でござい

ます。 

 初めに、輸出等対応施設整備事業でございま

す。 

 農林水産省の食品産業の輸出向けＨＡＣＣＰ

などを活用し、輸出量の増加と品質の向上を図

るため、施設整備を実施するものでございます。 
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 次に、水産振興支援事業でございます。 

 販路拡大につながる取組や学校給食の食材と

して、ブリ・カンパチを提供する漁協に対して

支援を行うなどの取組を通じ、水産振興に努め

ます。 

 次に、人工種苗購入助成事業でございます。 

 国内外のマーケットニーズを的確に捉え、安

全安心な養殖業の生産に向けたカンパチ・ブリ

における人工種苗の導入と、技術向上に向けた

支援を行ってまいります。 

 次に、県営漁港整備事業でございます。 

 物流拠点となる漁港の整備計画及び実施につ

いて、関係機関と連携を図るとともに、海面環

境保全への支援についても引き続き実施してま

いります。 

 次に、農業振興のための担い手確保について

でございます。 

 具体的には、新規就農者を対象とした生活支

援事業並びに機械・施設整備事業でございます。

生活支援事業につきましては、経営が不安定な

就農初期段階への支援として、これまで月額３

万円を支援していたものを５万円に拡充するも

のでございます。機械・施設整備事業につきま

しては、これまで補助率２分の１、100万円を

上限に補助していたものを補助率４分の３、上

限額を250万円に拡充するものでございます。

これらの取組を通じて、将来的な地域農業の維

持・発展の中心となる新規就農者を継続的に確

保できるよう努めてまいります。 

 次に、畜産振興でございます。 

 初めに、畜産物振興促進支援事業補助金でご

ざいます。 

 イベント時における試食用豚肉などの提供や、

産業祭における牛肉の販売支援を行うことによ

り、畜産物の消費拡大を図ってまいります。 

 次に、畜産環境整備事業補助金でございます。 

 飼養環境の向上を図るとともに、環境衛生へ

の対策を講じるため、畜舎・堆肥舎の整備や野

生鳥獣の侵入等防止に係る施設整備の支援を実

施いたします。 

 また、台風などの自然災害時における停電対

策として、発電機の購入に対する支援を実施い

たします。 

 次に、畜産経営者支援事業補助金でございま

す。 

 国産牛肉の消費低迷や子牛相場の下落等によ

り影響を受けている畜産農家の経営意欲の向上

のため、生産牛や肥育牛の出荷に対し、１頭当

たり１万円を支給いたします。これらの取組を

通じて畜産生産基盤の強化を図り、畜産農家を

支援してまいります。 

 次に、家畜伝染病防疫対策でございます。 

 具体的には、家畜防疫対策緊急支援補助金で

ございます。豚熱及び鳥インフルエンザなどの

家畜伝染病の侵入や蔓延を防止するため、畜産

農家が購入する消毒資材に対する支援を実施い

たします。この取組を通じて畜産農家の負担軽

減を図るとともに、地域における防疫意識の向

上と発生防止に努めてまいります。 

 次に、子育て世代が働きやすい環境整備につ

いてでございます。 

 子育てと仕事の両立や、育児中の隙間時間を

使って無駄なく働きたいといったニーズに対応

すべく、令和５年度から２か年にわたり、テレ

ワーカー育成講座を実施したところでございま

す。 

 また、令和６年度から講座の受講生を対象に、

月に２回、子育て支援センターの２階を開放し、

託児を行うことで、子供連れのまま出勤できる

子連れオフィスとして利用できるよう整備を行

ったところでございます。 

 令和７年度は、新たな受講生を募集し、さら

なるテレワーカーの育成に努めるとともに、子

連れオフィスの利用促進を図ることで、子育て

世代の方々の交流やワークライフバランスのよ

り一層の推進が図られるよう努めてまいります。 
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 次に、地域活性化についてでございます。 

 具体的には、鹿児島女子短期大学との連携支

援事業でございます。令和４年度に本市と包括

連携協定を締結した鹿児島女子短期大学との連

携事業として、令和５年度から広告代理店に支

援業務を委託し、垂水市漁協産の水産物や大野

地区産のつらさげ芋を利用したメニューの開発

や、本市のキャラクター「たるたる」を活用し

たグッズ開発、ＳＮＳを活用した本市の観光資

源や地域資源を発信する活動などの取組を展開

しているところでございます。 

 令和７年度も引き続き各種取組を継続して実

施するとともに、令和６年度から官民連携の新

しい形として、宮脇海岸公園での運営が開始さ

れたサウザンドガーデンたるみずとの連携を図

ることで、さらなる地域活性化や関係人口の創

出に取り組んでまいります。 

 以上が、令和７年度の主要な施策となります。 

 結びに、令和６年６月に厚生労働省から発表

された令和５年の出生者数は72万7,277人と過

去最少であり、人口減少・少子高齢化は、これ

までにも増して解決すべき喫緊の課題となって

おります。本市におきましては、若年層、特に

女性の流出や、基幹産業である漁業・農業の担

い手不足などの課題がございます。 

 令和７年１月19日に、桜島、鹿児島市、鹿屋

市、本市を拠点として活動する４団体により構

成される錦江湾横断道路推進連絡協議会の総決

起大会が開催され、私も副会長として出席いた

しました。錦江湾横断道路については、交通の

利便性の向上や生活圏の拡大など、本市をはじ

め大隅半島全体の産業・経済・文化の発展に寄

与する重要な道路でありますことから、喫緊の

課題である人口減少を緩やかにするため、大き

な役割を果たすものと期待しているところでご

ざいます。 

 決起大会には、多くの来賓の方々や関係機関

の皆様をはじめ、大隅半島の皆様、約550名に

御参加いただいたところであり、地域全体の合

意形成や機運の醸成に対しまして非常に大きな

影響を与えたものと考えているところでござい

ます。この機会を逃すことなく、錦江湾横断道

路の早期事業化に向け、今後も引き続き尽力し

てまいります。 

 さて、市民の皆様の笑顔・安心があふれる潤

いのあるまちづくりを推進するためには、錦江

湾横断道路の事業推進に加え、デジタルに代表

される新しい技術を積極的に活用するとともに、

これまでにない思い切った発想で本市の未来の

変革を進めていく必要がございます。 

 本日御説明した事業等につきましては、明る

い未来を切り開くための投資であります。これ

らの事業などをスピード感を持って実施するこ

とにより、市民の皆様の幸福度の上昇と、元気

な垂水市の実現を目指し、粉骨砕身の覚悟で取

り組んでまいる所存でございます。 

 以上で報告を終わります。 

○議長（堀内貴志）  ただいま令和７年度の各

会計予算案について説明がありましたが、これ

に対する総括質疑及び一般質問のための本会議

を２月25日及び26日の午前９時30分から開きま

す。質疑及び質問は通告制といたしますので、

質疑者及び質問者は、会議規則第51条第１項の

規定により、２月18日の正午までに質疑及び質

問事項を具体的に文書で議会事務局へ提出をお

願いいたします。 

 なお、当日の質疑及び質問時間は、答弁時間

を含めて１時間以内といたします。また、質問

回数については無制限といたします。いずれも

初回の発言時間を20分以内に制限しますので御

協力をお願いいたします。 

   △陳情第11号・陳情第12号一括上程 

○議長（堀内貴志）  日程第32、陳情第11号か

ら日程第33、陳情第12号の陳情２件を一括議題

といたします。 

 件名の朗読を省略いたします。 
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癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

陳情第11号 垂水市ホームページの適切な利

用・適時の更新及び、迅速な情報公開を

求める陳情 

陳情第12号 交流人口増加中心の政策から定住

人口（市内に住む人）を増やす政策に移

すことを求める陳情 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（堀内貴志）  ただいまの陳情２件につ

きましては、いずれも総務文教委員会に付託い

たします。 

 本日の日程は、以上で全部終了いたしました。 

   △日程報告 

○議長（堀内貴志）  明15日から24日までは、

議事の都合により休会いたします。 

 次の本会議は、２月25日に開きます。 

   △散  会 

○議長（堀内貴志）  本日は、これをもちまし

て散会いたします。 

     午後１時41分散会 



－36－ 

 



 

 

 

令 和 ７ 年 第 １ 回 定 例 会  

 

会   議   録  

 

第２日  令和７年２月２５日  



 



－37－ 

本会議第２号（２月２５日）（火曜） 

  出席議員  １３名 

       １番  髙 橋 理枝子              ９番  篠 原  則 

       ２番  宮 迫 隆 憲             １０番  感王寺 耕 造 

       ３番  前 田   隆             １１番  持 留 良 一 

       ４番  新 原   勇             １２番  北 方 貞 明 

       ５番  池 田 みすず             １３番  池 山 節 夫 

       ６番  梅 木   勇             １４番  川 畑 三 郎 

       ７番  堀 内 貴 志              

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

  欠席議員   １名  

       ８番  川 越 信 男 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

  地方自治法第１２１条による出席者 

   市    長  尾 脇 雅 弥          生活環境課長  有 馬 孝 一 

   副  市  長  海老原 廣 達          農 林 課 長  森   秀 和 

   企画政策総括監  二 川 隆 志          農業委員会  米 田 昭 嗣 

   総 務 課 長  濵   久 志          事 務 局 長          

   企画政策課長  堀 留   豊          土 木 課 長  東   弘 幸 

   財 政 課 長  園 田   保          水 道 課 長  岩 元 伸 二 

   税 務 課 長  吉 崎 亮 太          会 計 課 長  坂 口 美 保 

   市 民 課 長  福 元 美 子          監査事務局長  大 迫 隆 男 

   併    任                   消 防 長  市 来 幸 三 

   選 挙 管 理                   教 育 長  坂 元 裕 人 

   委 員 会                   教育総務課長  草 野 浩 一 

   事 務 局 長                   学校教育課長  川 﨑 史 明 

   保 健 課 長  永 田 正 一          社会教育課長  大 山   昭 

   福 祉 課 長  新 屋 一 己           

   水 産 商 工  松 尾 智 信           

   観 光 課 長                    

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

  議会事務局出席者 

   事 務 局 長  橘   圭一郎          書    記  村 山   徹 

   書    記  川井田 弘 毅          書    記  森 田 隼 人 

 



－38－ 

令和７年２月25日午前９時30分開議 

 

 

   △開  議 

○議長（堀内貴志）  おはようございます。定

刻、定足数に達しておりますので、ただいまか

ら休会明けの本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、表示のとおりであります。 

   △議案第11号～議案第18号一括上程 

○議長（堀内貴志）  日程第１、議案第11号か

ら日程第８、議案第18号までの議案８件を一括

議題といたします。 

 件名の朗読を省略いたします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

議案第11号 令和６年度垂水市一般会計補正予

算（第８号） 案 

議案第12号 令和６年度垂水市国民健康保険特

別会計補正予算（第３号） 案 

議案第13号 令和６年度垂水市後期高齢者医療

特別会計補正予算（第１号）案 

議案第14号 令和６年度垂水市交通災害共済特

別会計補正予算（第１号） 案 

議案第15号 令和６年度垂水市介護保険特別会

計補正予算（第３号） 案 

議案第16号 令和６年度垂水市老人保健施設特

別会計補正予算（第２号） 案 

議案第17号 令和６年度垂水市水道事業会計補

正予算（第１号） 案 

議案第18号 令和６年度垂水市病院事業会計補

正予算（第１号） 案 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（堀内貴志）  ここで、各委員長の審査

報告を求めます。 

 最初に、産業厚生委員長、新原勇議員。 

   ［産業厚生委員長新原 勇議員登壇］ 

○産業厚生委員長（新原 勇）  おはようござ

います。 

 去る２月14日の本会議において、産業厚生常

任委員会付託となりました案件について、２月

19日に委員会を開き、審査いたしましたので、

その結果を報告いたします。 

 最初に、議案第11号令和６年度垂水市一般会

計補正予算（第８号）案中の福祉課の所管費目

では、低所得者支援及び定額減税補足給付金と、

新たな価格高騰支援給付金の給付額と実績につ

いて質疑があり、定額給付金については、給付

額は４万円、給付数は想定が2,500名だったの

に対し2,442名、新たな価格高騰支援給付金に

ついては、給付額は10万円、給付数は想定が

500世帯だったのに対し344世帯であったとの回

答がありました。 

 次に、保健課の所管費目では、帯状疱疹予防

接種が定期接種になるとのことだったが、年齢

に応じて行うのか、希望者が打ちたいときに打

てるものなのかと質疑があり、本市では、これ

までどおり50歳以上の方にワクチン接種の助成

を行っていく考えであるとの回答がありました。 

 次に、生活環境課の所管費目では、浄化槽設

置整備事業補助金の減額が多い要因はとの質疑

があり、少子高齢化や物価高騰等による補助対

象者の減少により、実績見込みは、当初85基だ

ったが、現時点での見込みが40基となったため

である。令和５年度は33基の実績だったので、

今年度は７基増の実績見込みであるとの回答が

ありました。 

 次に、農林課の所管費目では、備品購入費の

ワイヤーメッシュ柵はどこに設置するのかとの

質疑があり、野久妻地区、田上地区、新御堂地

区、上野台地地区、新城地区に設置したとの回

答がありました。 

 次に、水産商工観光課の所管費目では、プレ

ミアム付商品券について、予算としては繰り越

して来年度に行うとのことだが、いつから始ま

る予定なのかとの質疑があり、６月１日からの

周知をはじめ、６月３日から20日まで受付、７

月１日から８月29日までが購入期間、12月31日
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まで利用可能の予定であるとの回答がありまし

た。 

 次に、土木課の所管費目では、空き家解体撤

去事業補助金について、周知方法と令和６年度

の解体実績はとの質疑があり、市民の皆様の目

に届くよう、市報や他所管のお知らせなどに併

せて、細かく周知をしている。空き家の解体実

績は38件の申請があったとの回答がありました。 

 全ての所管費目について審査を終え、本案の

採決を諮ったところ、原案のとおり可決されま

した。 

 次に、議案第15号令和６年度垂水市介護保険

特別会計補正予算（第３号）案について、特段

質疑はありませんでした。 

 審査の後、本案の採決を諮ったところ、原案

のとおり可決されました。 

 次に、議案第16号令和６年度垂水市老人保健

施設特別会計補正予算（第２号）案について、

老人保健施設事業費の補正の内訳について質疑

が交わされました。 

 審査の後、本案の採決を諮ったところ、原案

のとおり可決されました。 

 次に、議案第17号令和６年度垂水市水道事業

会計補正予算（第１号）案について、人件費の

内訳について質疑が交わされました。 

 審査の後、本案の採決を諮ったところ、原案

のとおり可決されました。 

 次に、議案第18号令和６年度垂水市病院事業

会計補正予算（第１号）案について申し上げま

す。 

 審査の過程において、政策的医療交付金の内

部留保について質疑があり、資金不足が常態化

しないよう、現在の病床稼働率約80％のところ

を90％に上げられるよう目標を定め、また、令

和７年度に予定している病床再編により、急性

期病床を減らして、回復期病床を増やすことで

安定的な収入が得られるよう病院に協議してい

るところであるとの回答がありました。 

 審査の後、本案の採決を諮ったところ、原案

のとおり可決されました。 

 以上で報告を終わります。 

○議長（堀内貴志）  次に、総務文教委員長、

池山節夫議員。 

   ［総務文教委員長池山節夫議員登壇］ 

○総務文教委員長（池山節夫）  去る２月14日

の本会議において、総務文教常任委員会付託と

なりました案件について、２月20日に委員会を

開き、審査いたしましたので、その結果を報告

いたします。 

 最初に、議案第11号令和６年度垂水市一般会

計補正予算（第８号）案中の総務課の所管費目

について、ポータブル電源の用途についての質

疑があり、スマートフォンやパソコンの充電を

主な用途と考えており、スマートフォンでは約

78回分の充電が可能であるとのことでした。 

 次に、企画政策課の所管費目では、地方創生

推進交付金を利用した世帯の数や周知方法につ

いて質疑が交わされました。 

 次に、市民課及び選挙管理委員会の所管費目

では、振興会長事務委託料の減額理由について

質疑があり、当初6,000戸で予算計上していた

が約300戸減少したことから、130万円の不用額

が発生したとのことでした。 

 次に、財政課・会計課の所管費目では、特段

質疑はありませんでした。 

 次に、税務課の所管費目では、誤賦課されて

いた両漁協の施設の固定資産税について質疑が

あり、垂水市漁協は事務所が１か所、倉庫が２

か所、製氷施設及び貯氷施設が１か所、牛根漁

協は倉庫が１か所、製氷施設及び貯氷施設が１

か所であるとのことでした。 

 次に、消防本部の所管費目では、女性隊員専

用居室内の設備購入時期について質疑が交わさ

れました。 

 次に、教育総務課の所管費目では、特段質疑

はありませんでした。 



－40－ 

 次に、学校教育課の所管費目では、部活動地

域移行に係る指導者の配置人数について質疑が

あり、当初５人を見込んでいたが、実際は３人

の配置となっており、ホームページ等で募集し

たところ、今年２月からバドミントンの指導を

１人加えた。今後は、中学校側の必要性を鑑み

ながら、教育委員会で調整していくとのことで

した。 

 次に、社会教育課の所管費目では、特段質疑

はありませんでした。 

 次に、地方債・歳入全款の審査に入り、税務

課・財政課の所管費目では、特段質疑はありま

せんでした。 

 全ての所管費目について審査を終え、本案の

採決を諮ったところ、原案のとおり可決されま

した。 

 次に、議案第12号令和６年度垂水市国民健康

保険特別会計補正予算（第３号）案では、健康

ポイント事業費の減額理由について質疑があり、

商品券引換えに可能な５ポイントを貯めた方は

3,194人いるが、交換しなかった方が2,260人い

る。交換される方を少しでも増やすことができ

るよう、対象者にポイントカードを送付する際、

商品券引換えの周知をしていくとのことでした。 

 審査の後、本案の採決を諮ったところ、原案

のとおり可決されました。 

 次に、議案第13号令和６年度垂水市後期高齢

者医療特別会計補正予算（第１号）案では、特

段質疑はありませんでした。 

 審査の後、本案の採決を諮ったところ、原案

のとおり可決されました。 

 次に、議案第14号令和６年度垂水市交通災害

共済特別会計補正予算（第１号）案では、交通

災害共済の加入者数や周知方法について質疑が

交わされました。 

 審査の後、本案の採決を諮ったところ、原案

のとおり可決されました。 

 以上で報告を終わります。 

○議長（堀内貴志）  これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

   ［「なし」の声あり］ 

○議長（堀内貴志）  質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はございませんか。 

   ［「なし」の声あり］ 

○議長（堀内貴志）  討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 お諮りいたします。 

 議案第11号から議案第18号までの議案８件を

各委員長の報告のとおり決することに御異議は

ございませんか。 

   ［「異議なし」の声あり］ 

○議長（堀内貴志）  異議なしと認めます。 

 よって、議案第11号から議案第18号までの議

案８件については、各委員長の報告のとおり決

定いたしました。 

   △議案第29号上程 

○議長（堀内貴志）  日程第９、議案第29号垂

水市職員の育児休業等に関する条例及び垂水市

職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を

改正する条例案を議題といたします。 

 説明を求めます。 

○総務課長（濵 久志）  議案第29号垂水市職

員の育児休業等に関する条例及び垂水市職員の

勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正す

る条例案について、御説明申し上げます。 

 育児休業、介護休業等育児または家族介護を

行う労働者の福祉に関する法律が一部改正され

たことに伴い、仕事と育児・介護の両立を図る

ための措置を講じるに当たり、条例中、所要の

事項を改正しようとするものでございます。 

 それでは、改正内容について添付しておりま

す新旧対照表で御説明申し上げます。 

 第１条は、垂水市職員の育児休業等に関する

条例の一部を改正するものでございますが、育
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児休業、介護休業等育児または家族介護を行う

労働者の福祉に関する法律の一部改正に伴い、

条例中に引用している条項を改めるものでござ

います。 

 次に、第２条は、垂水市職員の勤務時間、休

暇等に関する条例の一部を改正するものでござ

います。 

 条例中第８条の３は、時間外勤務の免除の対

象となる子の範囲を、３歳に満たない子から小

学校就学の始期に達するまでの子に拡大するも

のでございます。 

 第15条及び第19条の２は、介護両立支援制度

に関して、親族の介護を申し出た職員への周知

と意向確認の措置を講ずることや、40歳に到達

する職員に知らせることを規定するものでござ

います。 

 第19条の３は、介護両立支援制度の請求等が

円滑に行われるよう、研修の実施、相談体制、

その他勤務環境の整備に関する措置を講じるも

のでございます。 

 なお、附則としまして、附則第１項は、この

条例は附則第２項を除き、令和７年４月１日か

ら施行しようとするものでございます。 

 附則第２項は、時間外勤務の免除を請求しよ

うとする職員が施行日前から請求手続を行うた

めの経過措置で、交付の日から施行するもので

ございます。 

 また、附則第３項は、地方公務員法の引用す

る条文を改めるものでございます。 

 以上で説明を終わりますが、御審議のほど、

よろしくお願い申し上げます。 

○議長（堀内貴志）  ただいまの説明に対し、

これから質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

   ［「なし」の声あり］ 

○議長（堀内貴志）  質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 本案については、総務文教委員会に付託いた

します。 

   △令和７年度各会計予算案に対する総括

質疑・一般質問 

○議長（堀内貴志）  日程第10、ただいまから

令和７年度各会計予算案に対する総括質疑・一

般質問を行います。 

 １回目の質疑及び質問は登壇して行い、再質

疑及び再質問は質問席からお願いいたします。 

 なお、本日の質疑及び質問時間は、答弁時間

を含めて１時間以内といたします。 

 また、質問回数については制限なしといたし

ます。 

 いずれも初回の発言時間を20分以内に制限し

ますので、御協力をお願いいたします。 

 それでは、通告に従って、順次、質疑及び質

問を許可いたします。 

 最初に、３番、前田隆議員の質疑及び質問を

許可いたします。 

   ［前田 隆議員登壇］ 

○前田 隆議員  おはようございます。今回は、

予算についてなど５問、質問いたします。市長、

関係課長の答弁をよろしくお願いいたします。 

 それでは、議長の許可をいただきましたので、

早速質問に入っていきます。 

 まず、１番目の予算について。 

 令和７年度の当初予算が示されました。歳出

予算は精査されたと思いますが増大し、市債発

行や基金繰入れに頼らざるを得ない予算編成と

なっております。物価高騰と社会経済情勢の変

化で、人件費や扶助費、物件費等の増加はやむ

を得ませんが、公共施設の更新や社会インフラ

整備も急がれる状況です。 

 そのような中で、歳出予算に充当する歳入予

算編成は苦慮されたと思いますが、令和７年度

当初予算について伺っていきたいと思います。 

 それでは、まず１番目に歳入予算の投資的経

費について、市民のニーズや需要に応える事業

やインフラ整備等も予算化する必要があります。 
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 そこで、当初予算ではどうなっているか。投

資的経費である普通建設事業費の前年比と予算

額、主な増加要因事業をお示しください。 

 次に、２番目の高額療養費上限引上げについ

て。 

 現在、高額療養費上限額引上げの制度改正案

が国会に上程され、審議されています。審議中

の議案ですが、内容等について伺いたいと思い

ます。 

 まず、１点目の見直し目的と制度改正の内容

はどうなっているのか教えてください。 

 次に、３番目の本市ＤＸの推進について。 

 令和５年度にスタートした垂水市ＤＸ推進計

画は、今年度で２年を経過し、４月から最終年

度に入ります。「デジタルの力で元気な垂水を

つくる」を目指すべき姿に掲げて、４つの基本

方針を掲げ、それを達成するために具体的な施

策を展開中です。 

 そこで今回は、本市のＤＸ推進について伺い

たいと思います。 

 １点目、本市ＤＸの取組状況について、組織

体制とＤＸ推進計画の進捗及び検証効果をお聞

かせください。 

 次に、４番目の市道内ノ野線の改修工事につ

いて。 

 水之上地区の幹線道路である内ノ野線につい

ては、ここ２年間、工事は休止したままです。

用地取得の交渉を優先的に取り組んでおられる

ことは承知しております。 

 そこで、用地の交渉はどうなっているのか。

用地交渉の進捗状況と令和７年度の改修予定工

事について伺います。 

 次に、５番目の本市市有林について。 

 ２月１日、令和６年度の大隅植樹祭が高峠つ

つじヶ丘公園で開催され、森林の大切さを再認

識いたしました。本市の面積は森林が多くを占

め、人工林は多くが伐採の時期を迎えておりま

す。この森林資源を有効に活用すること、さら

には切って使って、植えて育てる資源の循環利

用の推進が、今まさに求められております。 

 そこで、本市にも市有林がありますが、現状

や計画について伺いたいと思います。 

 まず１点目、市有林の面積と伐採について。

面積はどれぐらいあり、現状はどうなっている

のか伺います。 

 以上で、１回目の質問を終わります。 

○財政課長（園田 保）  前田議員御質問の投

資的経費について、普通建設費の前年度比較、

それと主な増加要因についてお答えいたします。 

 令和７年度当初予算における普通建設事業費

の前年比でございますが、令和６年度当初予算

と比較して２億1,286万4,000円、11.9％増額の

総額20億260万6,000円でございます。 

 増加の要因としましては、内ノ野線改良工事、

新城鉄道記念公園遊具設置工事、柊原市営住宅

建設工事、第一分団消防詰所整備事業及び垂水

小学校自動火災報知設備等改修工事が主なもの

でございます。 

 以上でございます。 

○市民課長（福元美子）  高額療養費上限額引

上げの見直しの目的と制度改正の内容はどう変

わるのかについてお答えいたします。 

 見直しの目的につきましては、国民健康保険

に限らず、協会けんぽ等全ての保険給付におい

て、高齢化や高額薬剤の普及等により、高額療

養費の総額は年々増加しており、結果として、

現役世代を中心とした保険料が増加してきてお

ります。 

 そこで、セーフティーネットとしての高額療

養費の役割を維持しつつ、健康な方を含めた全

ての世代の被保険者の保険料負担の軽減を図る

ことを目的として見直すものと、厚生労働省か

ら説明されているところでございます。 

 改正の内容につきましては、70歳未満と70歳

以上でも異なり、非課税世帯から年収約1,160

万円以上の世帯まで、70歳未満で５段階、70歳
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以上で６段階に分かれております。 

 上限額につきましても、ひと月の負担額が70

歳以上の非課税世帯で400円の増額、年収1,160

万円以上の世帯で約３万8,000円の増額となっ

ており、10年前からの平均給与の伸び率を勘案

し、平均的な所得層の引上げ幅を基準にして、

年収が高くなるほど引上げ幅が大きく設定され

ているところでございます。 

 以上でございます。 

○企画政策課長（堀留 豊）  おはようござい

ます。本市ＤＸの取組状況についてお答えいた

します。 

 初めに、ＤＸの組織体制でございますが、令

和６年４月から総務課情報統計係を企画政策課

ＤＸ推進係へ再編して情報管理業務を移管し、

ＤＸ推進係が事務局として各課と連携しながら

ＤＸ関連施策を推進しているところでございま

す。 

 このＤＸ関連施策の推進に当たっては、全庁

最適化の見地から、行政サービス検討部会と業

務改善検討部会の２つの部会を設置し、各部会

が企画立案した施策を課長級で構成される行政

改革会議と、本市の最高意思決定機関である経

営会議へ提案することにより、全庁横断的に情

報共有や事業を検討する体制を構築しておりま

す。 

 次に、ＤＸ推進計画の進捗と検証効果でござ

いますが、本市は、令和５年８月に４つの基本

方針を掲げた垂水市ＤＸ推進計画を策定し、こ

の方針に基づき、市民の幸福のためのデジタル

社会の推進とともに、持続可能な市民サービス

を実現するための具体的な13の施策を展開して

おります。 

 この施策の実効性を高めるため、ＰＤＣＡサ

イクルによる効果検証を実施することとしてお

り、令和６年５月に実施しましたＤＸ推進計画

効果検証報告書においては、７割以上の施策が

順調に進捗していると評価したところでござい

ます。 

 この検証結果についてですが、国の示した重

点項目を中心に幾つかお答えいたします。 

 １つ目はデジタル活用のサポートです。市民

が等しく情報化社会の恩恵を受けられるよう、

市内全域に高速インターネット環境を整備し、

インターネット利用環境の改善、産業の振興及

び定住促進等を図りました。 

 また、地元の高校生による高齢者向けスマホ

教室やマイナンバーの普及促進及び有効利用を

図るための生涯学習出前講座を開催するなど、

参加者から高い評価を得たところでございます。 

 ２つ目は、ＧＩＧＡスクール構想の環境整備

でございます。ＩＣＴ教育環境の充実を図ると

ともに、子供たち一人一人に最適化された教育

を実現することにより、情報活用能力の育成を

図っております。 

 ３つ目は、セキュリティー対策の徹底です。

個人情報や行政運営上の情報資産などを様々な

脅威から守るため、情報システムの３層分離や

無害化処理、データ漏えい対策等によるセキュ

リティーの強化を図っております。 

 併せて、職員に対する情報セキュリティー研

修や各組織における自己点検、特定個人情報を

取り扱う部署を対象とした内部監査等を実施す

ることにより、情報資産の適正な取扱いと職員

の意識醸成を図っております。 

 そのほか、自治体情報システムの標準化・共

通化や、行政手続におけるオンライン化の推進

などについても、検証結果を踏まえながら、目

標達成に向けて取り組んでいるところでござい

ます。 

 以上でございます。 

○土木課長（東 弘幸）  おはようございます。

用地交渉の進捗と、令和７年度の改修予定工事

につきましてお答えいたします。 

 内ノ野線の改修工事は、平成22年度に改修工

事に着手し、本年度で15年が経過することとな
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ります。順調に改修工事も進んでおりましたが、

この２年間は改修工事を休止し、用地交渉のみ

進めておりましたことは御承知のとおりでござ

います。 

 用地交渉の進捗でございますが、令和４年度

末で未同意の用地が６筆あり、このうち２筆に

つきましては、令和５年度に同意をいただき、

同年10月に用地取得の契約を締結したことは、

令和５年第４回定例会におきましてお答えいた

しましたとおりでございます。 

 残りの４筆につきましては、議員御承知のと

おり相続者が多く、用地交渉も困難な状況でご

ざいますが、改修工事の概要文書と用地承諾に

ついてのお願い文書を発送しながら、担当係長

と担当職員が県外の相続者宅へ伺ったところで

ございます。 

 結果でございますが、同じ名義人の土地２筆

につきましては、相続人の方が27人おり、現在、

そのうち17人から同意を頂いているところでご

ざいます。 

 また、それ以外の土地２筆につきましては、

相続人の方が24人の土地１筆と、５人の共有名

義の全てが相続登記されていない、総数31人の

相続人の方からの同意が必要な土地１筆となっ

ておりますが、用地の取得に向け、粘り強く用

地交渉を行ってまいります。 

 次に、令和７年度の工事概要でございますが、

令和５年度の用地交渉で同意を頂き、用地取得

の契約を締結した土地を含め、延長約100メー

トルの改修工事を予定しており、内ノ野線で特

に幅員が狭く、車両の離合が難しい箇所の前後

も拡幅するため、現在よりは交通の利便性が向

上するものと期待しているところでございます。 

 以上でございます。 

○農林課長（森 秀和）  おはようございます。

市有林の面積がどれぐらいあり、現状はどうな

っているかにつきましてお答えいたします。 

 本市の森林環境を取り巻く状況は、市の面積

１万6,212ヘクタールの約78.9％に当たる１万

2,791ヘクタールを森林が占めており、その内

訳は、国有林が3,944ヘクタール、民有林のう

ち県有林が60ヘクタール、市有林が338ヘク

タール、個人が所有する私有林が8,449ヘク

タールとなっております。 

 また、市有林の保有形態の内訳としましては、

スギ・ヒノキを主体とした人工林が185ヘク

タール、天然林が153ヘクタールとなっており、

人工林率は54.7％でございます。 

 近年、激甚化する自然災害から森林環境保全

の重要性が高まっておりますことから、本市に

おいても年次計画的に市有林の間伐や下刈りな

どに取り組んでいるところでございます。 

 これまで、外材の需要が高まるにつれ、なり

わいの職業として林業が衰退してきた経緯があ

り、山林を相続するも林業を営むことは難しく、

また、林業の担い手が減少してきた中で、個人

が所有する森林については計画的な森林施業が

なされず、管理不足の状態となっている森林も

多いのが現状でございます。 

 市有林も、伐採適期に達しておりますが、急

峻な山間地域とシラス土壌の丘陵地域に分布し

ており、林業に取り組む事業体や人材育成・確

保が喫緊の課題となっているところでございま

す。 

 以上でございます。 

○前田 隆議員  ありがとうございます。 

 それでは、一問一答方式で２回目の質問に入

ります。 

 １番目の普通建設費の前年比と予算額、主な

増加要因事業については分かりました。厳しい

財政状況の中、新規事業を含む増額予算となっ

ており、必要不可欠な投資的事業と思い、お聞

きしました。 

 今後も、公共施設の更新や社会インフラの整

備等が予想されますが、財源との両立を図って

進めてほしいと思います。 
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 そこで、今後更新時期を迎える公共施設や社

会インフラ整備について、どのような方針で臨

まれるのか。市長のお考えをお聞かせください。 

○市長（尾脇雅弥）  前田議員の御質問にお答

えをいたします。 

 今後、更新時期を迎える公共施設や社会イン

フラ整備について、どのように対応されるかに

つきましてお答えいたします。 

 本市におきましては、国の指針に基づき、公

共施設などの総合的かつ計画的な管理をするた

めの計画として、垂水市公共施設等総合管理計

画を定めております。 

 本計画は、人口構成や施設の利用状況を踏ま

え、保有する公共施設等の状況を把握して、長

期的な視点で施設の更新・統廃合・長寿命化な

どの方針と公共施設の安全性の確保、維持管理、

適正配置及び財政負担の軽減・平準化を図るこ

とを目的としておりまして、建物系公共施設の

ほか、道路や橋梁などの土木系公共施設、上下

水道などの企業会計公共施設を用途に応じて分

類し、各個別計画で定める方針案に基づき、適

切な保全・管理を行っているところでございま

す。 

 現在、本庁舎や消防庁舎におきましては、耐

震改修事業により安全性の確保に取り組んでい

るところでございますが、道路・橋梁におきま

しても拡幅工事や長寿命化工事を行い、市民の

皆様の安全性を確保するために事業を進めてい

るところでございます。 

 今後も、総合施設等総合管理計画に基づき、

必要な取組や対策を検討し、実行してまいりた

いと考えております。 

 以上でございます。 

○前田 隆議員  ありがとうございます。今後

も、ますます厳しい財政事情が予想されますが、

垂水市公共施設等総合管理計画に基づき、今、

おっしゃられました３つの基本の方針に基づい

て、必要な取組や対策をよろしくお願いいたし

ます。 

 それでは次に、歳入予算の基金繰入金につい

てに移ります。 

 歳出予算の財源に、ふるさと応援基金より17

億8,112万円、市有施設整備基金より６億7,480

万円、財政調整基金より１億9,283万円充当さ

れておられます。 

 過去に例のない大きな基金繰入れであり、ど

んな使い方をされているのか。また、それに充

当する基金の積立基金状況はどうであるのか気

になります。 

 そこで、３つの基金の主な充当事業と予算額、

それぞれをお示しください。また、基金積立て

の充当後の基金状況もどうなるか、併せてお聞

かせください。 

○財政課長（園田 保）  前田議員の御質問に

お答えいたします。 

 まず、充当事業と金額についてお答えいたし

ます。 

 財政調整基金は、自治体における年度間の財

源の不均衡を調整するための積立金でございま

す。財源が不足する年度に活用する目的の基金

であり、事業を指定して充当することはござい

ません。 

 市有施設整備基金でございますが、令和７年

度当初予算では、市庁舎耐震改修事業に１億

7,512万2,000円、消防庁舎耐震改修事業に

3,400万円、垂水小学校自動火災報知設備等改

修工事に6,000万円、柊原市営住宅建設工事に

４億568万1,000円、合計で６億7,480万3,000円

を充当する計画としております。 

 なお、柊原市営住宅建設工事は、当初、公営

住宅建設事業債の活用も検討いたしましたが、

今年度は消防関連で交付税措置の高い緊急防

災・減災事業債を４億4,790万円借入れを行う

予定でありますことから、市債発行の総額を抑

制するため、交付税措置のない公営住宅建設事

業債は発行せず、基金を活用する計画といたし
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ました。 

 ふるさと応援基金につきましては、繰入総額

17億8,112万7,000円のうち、８億9,903万8,000

円は返礼品費等の事務費でございます。残りの

８億8,208万9,000円は、垂水市ふるさと応援基

金条例第３条に規定する寄附者の指定する事業

に対し、繰入れを行うものでございます。 

 条例第３条第１項第１号の子供から高齢者ま

で笑顔が続くまちづくりに関する事業といたし

まして、たるたるおでかけチケット交付事業や

学校給食費負担事業など、全41事業３億401万

7,000円。 

 第２号の自然環境保護や安心安全なまちづく

りに関する事業といたしまして、垂水中央運動

公園長寿命化計画更新事業など、全36事業３億

5,756万5,000円。 

 第３号の産業振興や地域資源を生かした潤い

のあるまちづくりに関する事業といたしまして、

畜産経営支援事業補助金や特産品販路拡大支援

事業など、全22事業6,509万9,000円。 

 第４号のその他目的達成のため、市長が必要

と認める事業といたしまして、定住促進事業な

ど全９事業１億5,540万8,000円を繰り入れる計

画としております。 

 基金の残高につきましては、３月以降に確定

します特別交付税等は含まれておらず、また、

最終的な決算でも変動いたしますので、確定額

ではありませんが、現時点といたしまして、令

和７年度当初予算の計上額を差し引いた財政調

整基金が13億8,115万2,000円、市有施設整備基

金が11億6,085万3,000円、ふるさと応援基金が

19億8,841万3,000円となります。 

 以上でございます。 

○前田 隆議員  ありがとうございます。繰入

基金のそれぞれの充当事業や基金の状況は分か

りました。財源に充てる基金が確保されていた

ことがよかったと思います。今回はふるさと応

援寄附金が随分役立ったと思います。 

 そこで、ふるさと応援寄附金は今年度20億円

に達しそうですか。企画政策課長に伺います。 

○企画政策課長（堀留 豊）  今年度のふるさ

と納税寄附金見込額についてお答えいたします。 

 まず、現在の寄附金状況についてですが、２

月20日現在の寄附額で17億5,184万7,100円であ

り、前年度比130％となっております。 

 令和６年12月議会での前田議員の一般質問の

ときに、今年度のふるさと納税寄附金の目標は

最低でも16億円、大きな目標としては20億円を

目指したいと答弁したところでございますが、

現段階での寄附金の見込額は、19億円から20億

円の範囲内になるのではないかと考えておりま

す。 

 以上でございます。 

○前田 隆議員  分かりました。ありがとうご

ざいます。 

 ところで、ふるさと応援寄附金の予算設定は

18億円となっています。もっと期待していたん

ですが、令和６年度の実績からすると少し低い

と感じます。設定理由をお聞かせください。 

○企画政策課長（堀留 豊）  令和７年度当初

予算のふるさと応援寄附金の歳入見込額の設定

理由についてお答えいたします。 

 議員御指摘のとおり、当初予算においては、

ふるさと応援寄附金を18億円と設定したところ

です。これは、本年度及び近年の実績を踏まえ

たものでございます。 

 令和７年度も増額の補正予算を計上できるよ

う、特産品の周知拡大をはじめとする各種取組

を展開してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○前田 隆議員  分かりました。堅い予算設定

で対応されたようです。財源確保の面からも、

ふるさと応援寄附金が令和７年度も予算設定額

以上に集まることを期待いたします。 

 予算の各事業の詳細については予算特別委員

会で質疑することにいたしまして、予算につい
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てはこれで終わります。 

 次に、２番目の高額療養費上限引上げの改正

目的と内容について答弁いただきました。あり

がとうございます。 

 現役時代を中心とした社会保険料負担額軽減

に、高額療養費上限額引上げで医療費抑制を目

指しているようです。ですが、上限額引上げに

対し、がん患者等から治療継続が困難になると

反対の声が上がり、凍結を求めております。 

 政府も患者の不安に配慮し、長期治療を受け

る患者の負担据置きの一部修正案を提出してい

ます。 

 今後どうなるか、国会審議を見守る必要があ

りますが、引上げになった場合、本市で影響を

受ける高額治療を受けている対象者がどれぐら

いおられるのかお示しください。また、その影

響額についても教えてください。 

○市民課長（福元美子）  高額療養費上限引上

げの影響を受ける対象者と、その影響額につい

てお答えいたします。 

 垂水市民の中でも、ほかの保険加入者につき

ましては把握できないことから、国民健康保険

被保険者の令和６年12月までの６か月間で見た

ところ、国保被保険者数は3,033人で、医療機

関で上限額を支払う現物給付の高額療養費の対

象者が、ひと月当たり約180人でございます。

そのうち、影響がある方が約110人で、影響額

が約15万円程度でございます。 

 以上でございます。 

○前田 隆議員  ありがとうございます。国保

被保険者では、約110名が対象者の方のようで

す。影響を受ける対象者の方々の、さらなる負

担増が心配です。そうなると、継続的に高額治

療を受ける患者の方々の支援も、今後、検討課

題として考える必要があると思います。 

 ところで、高額療養費上限額引上げに伴う関

連記事として、先日の南日本新聞に、鹿児島県

の国保事業費納付金等案の発表記事が掲載され

ておりました。被保険者の減少や高額治療費上

限額見直しで、2025年度の国保税１人当たりの

県平均必要額が5,765円減になるという内容の

記事です。 

 これも、上限額引上げの動向次第で変わりま

すが、現在、県から示されている本市１人当た

りの国保税必要額と減少額は幾らになるか教え

てください。 

○市民課長（福元美子）  「高額療養費上限額

引上げ等に伴う本市１人当たりの国保税必要額

と減少額は」についてお答えいたします。 

 先日、鹿児島県から発表された令和７年度国

保事業費納付金等案によりますと、本市におけ

る１人当たりの国保税必要額は９万1,725円と

なり、9,509円の減額となっております。 

 この１人当たりの国保税必要額につきまして

は、現在、県は国保財政運営の責任主体として、

市町村の国保が負担する医療費の必要額全てを

市町村の国保に交付しており、県は運営に係る

費用を事業費納付金として、各市町村から徴収

しております。その際、市が負担する事業費納

付金等運営に必要な額を国保税で賄おうとした

場合の１人当たりの国保税必要額ということに

なります。 

 事業費納付金は、そのときの医療費や被保険

者の所得水準等を加味し、算出され、状況によ

り毎年変わるものでありますが、令和７年度は

限度額上限の引上げが予定されていることに伴

い、保険給付費が減額になることを見込んでお

り、先ほど申し上げました金額となっておりま

す。 

 以上でございます。 

○前田 隆議員  ありがとうございます。国保

税必要額と減額は分かりました。 

 これでも分かるように、限度額上限引上げで

保険料負担軽減を図っていますが、自己負担が

増える高額療養を受けている方々の治療継続困

難を考えると、あるべき医療費削減の形と、持
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続可能な全世代型社会保障制度をどう構築する

かという問題になってきます。 

 この問題解決が、今回の高額療養費限度額の

引上げ問題で浮上したことを機に、議論を尽く

していい方向で解決することを望んで、この件

は終わります。 

 それでは次に、３番目の本市ＤＸの取組状況

について答弁いただきました。７割方、順調に

推進しているようです。計画の進捗に対する効

果検証は今後もされると思いますが、できてい

ないもの、遅れているものなど課題を把握、精

査され、技術面か予算面か、専門スタッフ不足

かなど課題を明確にして、その解消や支援に対

して政府が用意している支援体制を活用しなが

ら推し進めていってほしいと思います。 

 それでは次に、２点目のペーパーレス化と業

務効率化についてに移ります。 

 議会でも今回からタブレットが導入され、議

案等も電子化されました。効果として、職員に

よる議案印刷、議案配付がなくなり、ペーパー

レス化、業務効率化が図られていると実感して

おります。 

 そこで、次の質問ですが、ＤＸ推進計画には

13の施策があり、その中にペーパーレス化の推

進があります。ペーパーレス化は紙の削減だけ

でなく、業務効率化にも寄与しますが、タブレ

ットによるペーパーレス会議以外の取組状況、

また電子契約、電子決裁などへの取組状況をお

聞かせください。 

○企画政策課長（堀留 豊）  ペーパーレス化

と業務効率化についてお答えいたします。 

 ペーパーレス化は、国の働き方改革の具体策

やデジタル社会の実現に向けた重点計画の一つ

であり、業務効率化及び生産性向上に資する政

策として、国も取組を推奨しております。 

 本市においては、国の方針を踏まえ、ＤＸ推

進部会を中心に検討した結果、印刷コストの削

減、職員の負担軽減及び業務効率化に有効な効

果が得られるとの結論に至ったため、関係組織

との協議を経て、指名型コンペ方式によりペー

パーレス会議システムを選定し、令和６年11月

に庁内向けの運用を開始しました。 

 現状の運用としましては、課長会や政策形成

会議など、主に課長級職員の参加する会議向け

に利用しており、資料の印刷・配付に係る作業

時間削減、用紙代等のコスト削減及び情報漏え

いリスクの低減に効果を発揮しております。 

 また、令和７年第１回垂水市議会定例会から

は、一般質問及び委員会等においてもタブレッ

ト端末とペーパーレス会議システムでの運用を

開始したことにより、庁内向けと同様の効果を

発揮するほか、災害発生時等の緊急連絡手段や

情報共有ツールとしての活用も期待されている

ところでございます。 

 そのほか、ペーパーレス会議システム以外に

も、ＬＧＷＡＮ系端末からインターネットが利

用可能となる仮想ブラウザ、それからセキュリ

ティーを担保しながら、庁内や他自治体、外部

事業者とメッセージやファイルが送受信可能な

ＬｏＧｏチャット、業務の自動化や業務効率化

による生産性の向上に効果を発揮する生成ＡＩ、

及び多様な働き方の実現や長時間労働の是正に

資する勤怠管理システム等のデジタルツールを

導入しており、業務効率化や職員の負担軽減が

図られるなど、ＤＸによる業務改革が不可欠で

ございます。 

 このため、議員御指摘の電子契約それから電

子決裁につきましても、ＤＸ推進計画において、

ペーパーレス化の推進の取組として位置づけら

れておりますことから、引き続き調査研究を重

ね、目的達成に効果的なシステムの導入を検討

してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○前田 隆議員  ありがとうございます。これ

からはＬｏＧｏチャットなど、デジタルツール

を使い、ペーパーレス化や業務効率化を図って



－49－ 

いかなければなりません。電子契約、電子決裁

もペーパーレス化の推進、業務効率化に必要な

事業ですので、導入を急いでください。 

 新年度予算案に基幹システムの標準化や、書

かない窓口などが計画されておりますが、最後

に本市のＤＸの今後の取組方針についてお聞か

せください。 

○企画政策課長（堀留 豊）  本市ＤＸの取組

状況についてお答えいたします。 

 本市におけるＤＸ施策については、垂水市Ｄ

Ｘ推進計画に基づき、順調に取組を進めている

ところでございますが、今後も、令和６年度に

おける各施策の効果検証結果を踏まえ、全庁的

に施策の方向性や将来像を共有してＤＸを推進

していきたいと考えております。 

 令和７年度の具体的な取組としましては、地

方公共団体情報システムの標準化に関する法律

に基づき、令和７年度末までに自治体情報シス

テムを標準準拠システムへ移行する必要がある

ため、関係各課やシステムベンダーと連携しな

がら、期限内の円滑かつ確実な移行作業に取り

組むことにより、行政運営の効率化と住民サー

ビスの向上を図ってまいります。 

 また、行政手続の簡略化による市民サービス

の向上を目指して、住民に密着する行政手続で

ある書かない窓口や公共施設のオンライン予約

システムの実証を重ね、市民サービスのさらな

る向上を目指してまいります。 

 なお、本市におけるＤＸ関連施策を総合的か

つ計画的に推進し、これまで以上に市民サービ

スの向上や行政運営の効率化を図るため、令和

７年４月から、新たに副市長を本部長とした垂

水市ＤＸ推進本部を設置する方向で調整してい

ます。 

 また、令和７年４月からは、令和６年11月に

策定した垂水市デジタル人材育成方針に基づき、

職員が役割に応じた知識やスキルを習得できる

推進体制を構築し、本市のＤＸを推進できるデ

ジタル人材の育成・確保にも努めていきたいと

考えております。 

 以上でございます。 

○前田 隆議員  分かりました。ありがとうご

ざいます。市役所ＤＸを先行し、地域ＤＸに波

及させる方向で、元気な垂水市をＤＸの力で目

指していただきますようお願いいたしまして、

本市ＤＸの推進については終わります。 

 次に、４番目の市道内ノ野線の用地交渉の進

捗状況と、令和７年度の改修予定工事について

は答弁いただきました。残り４筆の用地交渉は、

相続人が多く、難儀されておられますが、地区

の幹線道路ですので、引き続き開通を目指して

交渉をよろしくお願いいたします。 

 改修工事予定は分かりました。工事進捗が休

止しておりましたが、ようやく前進することが

決まりまして、地区住民とともに喜びたいと思

います。 

 東課長には、ほかにも橋梁工事など随分いろ

いろとお世話になりました。この場を借りて御

礼申し上げます。今後も、引き続き後進の指導

をよろしくお願いいたします。 

 それでは次に、５番目の本市市有林の面積と

伐採について答弁いただきました。 

 面積等の状況は分かりました。伐採期を迎え

ている人工林が多いようです。急峻な山間地域

など条件の悪いところもありますが、森を守る

意味からも伐採が必要と思います。 

 そこで、今後の対応について、有効利用する

などの計画はあるのか伺います。 

○農林課長（森 秀和）  有効利用するなどの

計画はあるのかにつきましてお答えいたします。 

 これまで、市有林においては年次計画的に間

伐や下刈りなどに取り組んでおり、個人が所有

する私有林においては、森林環境譲与税を活用

し、意向調査を行った森林の境界が不明瞭な森

林については、森林境界明確化業務を実施して

おります。 
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 そのほか、松くい虫被害防除のため、市内景

勝松林の薬剤樹幹注入などを実施しているとこ

ろでございます。 

 市有林は市の財産であるとともに、民有林全

体の展示林としての役割も有していることから、

今後は、令和５年度から令和15年度を計画期間

とする垂水市森林整備計画に基づき、大隅森林

管理署、鹿児島県などの意見や地域の実情を踏

まえた間伐、皆伐、植林、路網の整備などを計

画的に実施し、市有林の有効利用を図るため、

森林経営計画の見直しを実施するなど、森林施

業の模範となるよう整備、管理を行ってまいり

ます。 

 以上でございます。 

○前田 隆議員  ありがとうございます。材木

価格も中国向けが好調で、高騰しているようで

す。そのようなことからも、伐採計画を進め、

有効利用をお願いいたします。 

 あと、これは要望ですが、民間の私有林の経

営管理計画も求められております。その前提と

なる地籍調査と境界設定が遅れていると聞いて

おります。 

 所管は土木課になりますが、連携して森林所

有者の意向調査等をはじめ、本市の林業政策が

前進するよう、環境整備をお願いいたします。 

 また、現状問題として、林道が荒れて里山に

入れず、放置された山林が随所にあります。林

道整備などの予算措置も今後、検討いただきま

すよう要望いたしまして、以上で質問を終わり

ます。どうもありがとうございました。 

○議長（堀内貴志）  ここで暫時休憩いたしま

す。 

 次は、10時50分から再開いたします。 

     午前10時38分休憩 

 

     午前10時50分開議 

○議長（堀内貴志）  休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 次に、５番、池田みすず議員の質疑及び質問

を許可いたします。 

   ［池田みすず議員登壇］ 

○池田みすず議員  議長の許可をいただきまし

たので、先に通告しておりました項目について

質問いたします。明確な御答弁をお願いいたし

ます。 

 まず、高齢者の保健事業と介護予防の一体的

実施についてお伺いいたします。 

 令和２年４月に、医療保険制度の適正かつ効

果的な運営を図るための健康保険法等の一部を

改正する法律が施行され、高齢者の保健事業と

介護予防の一体的実施という新たな制度が始ま

りました。 

 この事業については、令和６年３月に策定さ

れた第９期垂水市高齢者保健福祉計画にも記載

されており、本市では令和６年度から事業を開

始しているとのことですが、この事業の目的と

その内容についてお伺いいたします。 

 次に、子育て支援について伺います。 

 乳幼児健診は、母子保健法に基づき、生後間

もない乳児から幼児までの健康保持及び推進を

図ることを目的に、発育や栄養状態の確認、先

天的な病気の有無・早期発見、予防接種の時期

や種類の確認など、法が定める必要項目を定期

的にチェックするもので、義務と任意の健康診

査があります。 

 そこで、本市の取組状況についてお伺いいた

します。また、健診内容には、精神発達の状況

についての項目も含まれていますが、発達相談

の取組状況についても併せてお伺いします。精

神発達については、専門的な知己を要すると思

われますが、その課題についても併せて御答弁

願います。 

 次に、児童発達支援の障害児通所サービスに

ついてお伺いいたします。 

 近年、発達特性の認知度が向上し、新聞やテ

レビなどの報道や様々な場所で目にする機会が
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増えていると思います。障害児通所サービスと

は、障害がある、もしくは発達に課題がある、

就学前の児童に対し、将来の自立した生活と社

会参加を目指すためのサポートを行う通所型の

サービスです。 

 本市の現在の事業者数、過去５年間の利用者

数及びその年齢構成の推移についてお伺いいた

します。 

 次に、牛根地区の医療提供体制についてお伺

いいたします。 

 昨年、旧牛根中学校及び周辺市有財産が売却

され、令和７年度に民間事業者による新たな事

業展開が計画されており、牛根地区の発展が期

待されます。一方で、松ヶ崎・牛根・境の牛根

３地区においては、平成30年６月のたじつ牛根

医院の閉院以降、医療機関が存在しない状況が

続いています。同僚議員からもこれまで幾度と

なく質問されており、市長も、牛根地区におけ

る医療提供体制の課題は、喫緊の課題であると

答弁されています。 

 また、令和６年第２回定例会において、同僚

議員の質問に対し、牛根地区の医療提供体制の

確保は喫緊の重要課題と位置づけ、現在も様々

な情報収集や関係先との意見交換を継続してい

ると答弁されています。 

 そこで、その後の進捗状況についてお伺いい

たします。 

 次に、少子化対策についてお伺いいたします。 

 本会議初日の市長からの令和７年度当初予算

説明において、厚生労働省から発表された令和

５年度の出生率は72万7,277人と過去最少であ

り、人口減少、少子高齢化はこれまで以上に解

決すべき喫緊の課題となっており、本市におい

ても若年層、特に女性の流出が課題であると述

べられました。 

 そこでまず、本市の出生数について、過去５

年間の推移をお伺いいたします。 

 以上で、１回目の質問を終わります。 

○市民課長（福元美子）  高齢者の保健事業と

介護予防の一体的実施事業の目的と、その内容

についてお答えいたします。 

 この事業の目的は、高齢者保健事業、国民健

康保険事業及び介護保険制度の地域支援事業を

一体的に実施することで、生活習慣病の重症化

予防や高齢による心身機能の低下防止等のフレ

イル対策などに関する市町村の体制づくりや取

組を推進し、人生100年時代を見据え、高齢者

の健康寿命の延伸を図ることでございます。 

 また、事業の具体的な内容としましては、長

寿健診の結果から、国保データベースシステム

等のデータを活用し、地域の課題整理、支援対

象者を抽出し、医療専門職が個別支援訪問し、

必要に応じて福祉課地域包括ケア係や地域包括

支援センターと連携して、医療や介護サービス

につなげること。また、高齢者が集まるサロン

等の通いの場における健康教育や健康相談等の

ポピュレーションアプローチを連携して計画的

に行っております。 

 以上でございます。 

○保健課長（永田正一）  乳幼児健診と発達相

談の取組状況と課題についてお答えいたします。 

 乳幼児健診は、乳幼児の病気の予防と早期発

見及び健康の保持・増進を目的とするもので、

母子保健法で定める健康診査でございます。 

 本市における取組状況としましては、母子保

健法で実施が義務づけられております１歳６か

月児健診と３歳児健診に加え、３か月児健診、

６～８か月児健診、９～11か月児健診、２歳児

歯科健診、２歳６か月児歯科健診、また、今年

度から１か月児健診と５歳児健診を新たに実施

したことで、出生時から就学前の期間に９回の

健康診査を実施しているところでございます。 

 また、発達相談につきましては、言語聴覚士

による言語相談と臨床心理士による子育てお悩

み相談室をそれぞれ２か月に１回実施しており、

必要に応じて病院受診や支援施設への案内を行
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っているところでございます。 

 課題としましては、言語聴覚士や臨床心理士

といった専門員が不足しているため、全ての健

康診査に従事していただくことができず、発達

の遅れがある乳幼児や不安のある保護者に対し

て、その場での専門的な支援や相談を行うこと

ができず、実際に専門員に相談するのに時間を

要してしまうことがございます。 

 また、発達の遅れの疑いがある乳幼児の保護

者に対して発達相談等の案内を行っても、保護

者の理解を得ることが難しいことがございます

ので、ささいなことでも相談できる環境づくり

に努めているところでございます。 

 以上でございます。 

○福祉課長（新屋一己）  障害児通所サービス

市内事業者数、利用者の状況等につきましてお

答えいたします。 

 現在、垂水市で障害児通所サービスを実施し

ている事業者は２事業者ございます。 

 利用者の状況につきましては、令和７年１月

末時点で２歳から17歳の方が利用されており、

未就学児が23名、令和６年３月末では同じく23

名、小学生が23名、同じく３月末では28名、中

学生が８名、同じく３月末６名、高校生が３名、

３月末で２名の合計57名、令和６年３月末では

59名の利用があるところでございます。 

 以上でございます。 

○企画政策課長（堀留 豊）  牛根地区の医療

提供体制につきましてお答えいたします。 

 令和６年第２回定例会におきまして、梅木議

員からの一般質問に対し、市長が答弁しました

とおり、牛根地区の医療提供体制につきまして

は、喫緊の課題と認識していることから、関係

課で協議を行ったところでございます。 

 この協議の中では、専用機器を搭載した車両

がオンライン診療を行うモバイルクリニックの

導入について検討が行われたところでございま

すが、直接診療と併せて行うことが不可欠であ

り、モバイルクリニックのみの導入だけでは根

本的な解決にならないという指摘がなされたと

ころでございます。 

 また、モバイルクリニックという個別の政策

のみについて検討を行うだけでなく、中央地区

の医療機関受診に不可欠である公共交通の在り

方も含めた総合的な観点から検討を行い、牛根

地域の皆様が抱えている不安を取り除き、ニー

ズに応じた暮らしやすいまちづくりを目指すべ

きとの結論が出されたところでございます。 

 その後におきましても、関係課による勉強会

を重ねておりまして、包括連携協定を締結した

日本郵便株式会社から提案のありました、モニ

ターつきで相互交信が可能なスマートスピー

カーを活用した見守りサービス、医療・介護事

業者等多職種の連携のためのプラットフォーム

サービスである電子連絡帳サービス、そして牛

根の医療提供体制における課題解決に資する可

能性のある新しい技術の導入について、情報収

集や勉強会を開催したところでございます。 

 今後におきましても、交通政策や医療・介護

等総合的な観点から関係課による会議を行うと

ともに、牛根の医療提供体制における課題解決

に資する可能性のある新しい技術の導入等につ

きましても、引き続き情報収集に努めてまいり

たいと考えております。 

 以上でございます。 

 続きまして、少子化対策について、出生数の

推移につきましてお答えいたします。 

 令和２年度出生数は58人、令和３年度出生数

は50人、令和４年度49人、令和５年度は36人。

令和６年ですが、令和７年１月末までの出生数

となりますが、27人となっております。 

 以上でございます。 

○池田みすず議員  御答弁いただきました。 

 それでは、２回目の質問をしたいと思います。 

 まず、高齢者の保健事業と介護予防の一体的

実施についてであります。 
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 事業の目的と内容については、先ほど御答弁

いただきましたが、令和６年度のこれまでの実

績と事業を開催する中で見えてきた課題につい

てお伺いいたします。 

○市民課長（福元美子）  高齢者の保健事業と

介護予防の一体的実施事業のこれまでの事業実

績と課題についてお答えいたします。 

 令和６年度におきましては、長寿健診の受診

件数が620件。その結果を基に、個別支援訪問

を155人で310回、多剤服薬者への訪問指導を22

件行っており、医療機関受診及び長寿健診未受

診者である健康状態不明者についての支援を31

人で62回行っております。 

 また、高齢者の通いの場等で健康教育や健康

相談等のポピュレーションアプローチを16か所

32回実施しております。 

 今後の課題といたしましては、ハイリスクで

個別支援訪問が必要にもかかわらず、受診勧奨

や支援を拒否され、長寿健診受診や病院受診、

介護サービスにつながらない方がいらっしゃい

ますので、地域包括支援センター等の関係機関

と連携を図り、それぞれの方の特徴を踏まえた

効果的な支援についての検討が必要と考えてお

ります。 

 以上でございます。 

○池田みすず議員  では、御指摘の課題を踏ま

え、令和７年度以降の事業展開についてお伺い

いたします。 

○市民課長（福元美子）  高齢者の保健事業と

介護予防の一体的実施事業の今後の事業展開に

ついてお答えいたします。 

 令和６年度は、事業開始初年度であったため、

試行錯誤しながら実施しております。 

 令和７年度は、今年度の事業評価を踏まえ、

ポピュレーションアプローチにつきましては、

関係機関と連携を図り、様々な高齢者の通いの

場において積極的に事業を実施してまいります。 

 また、個別支援訪問につきましては、令和６

年度と同様に支援対象者の生活習慣病重症化予

防や心身機能の低下防止に努め、必要に応じて

医療と介護サービスへ確実につなげられるよう

に地域包括支援センター等の関係機関と連携を

強化してまいります。 

 地域で閉じこもりがちな方やフレイルの方々

が長寿健診を受診し、事業に参加していただく

ことで、住みなれた地域で安心して自立した生

活が送れ、健康寿命の延伸につながるよう事業

を推進してまいります。 

 以上でございます。 

○池田みすず議員  この事業は始まったばかり

であり、今後、様々な課題が出てくることが予

想されます。特定健診と同様に、ポピュレーシ

ョンアプローチやハイリスクアプローチを取り

入れ、きめ細やかな支援に努めていただきたい

と思います。 

 社会的つながりがある人は長生きをするとい

う研究結果もあるようです。今後も、身近な場

所で健康づくりに参加できる機会を提供し、フ

レイル状態にある高齢者が適切な医療や介護

サービスにつながることで、疾病予防・重症化

予防の促進につなげていただきたいとお願い申

し上げ、質問を終わります。 

 次に、５歳児健診ですが、発達の遅れの疑い

がある乳幼児の保護者に対する発達相談等の案

内について、保護者の理解を得ることが難しい

という御答弁だったかと思います。 

 親御さんとしては、何となくお子様の状況を

理解しつつも、現実を受け止めることに抵抗が

ある場合もあるかと思います。行政側から一般

的な情報提供や関心を引くような取組を行うこ

とで、相談へのハードルを下げることが重要で

はないでしょうか。 

 国は、令和５年度に、３歳児健診から就学時

健診までの期間に健診がないことを受け、社会

性発達の評価、発達障害等のスクリーニング、

健康増進を目的とした５歳児健診に係る支援事
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業を創設しました。 

 本市では、今年度より５歳児健診を実施して

おりますが、この健診導入によって期待される

効果と実施を通して見えてきた課題についてお

伺いいたします。 

○保健課長（永田正一）  ５歳児健診の導入で

期待される効果と課題についてお答えいたしま

す。 

 ５歳児健診につきましては、こども家庭庁か

ら令和５年12月に通知があったところでござい

ますが、５歳児健診は、幼児期において幼児の

言語の理解能力や社会性が高まり、発達障害が

認知される時期であり、保健・医療・福祉によ

る対応の有無がその後の成長・発達に影響を及

ぼす時期である５歳児に対して健康診査を行い、

子供の特性を早期に発見し、特性に合わせた適

切な支援を行うとともに、生活習慣、その他育

児に関する指導を行い、もって幼児の健康の保

持及び増進を図ることを目的とすると書かれて

おります。 

 この５歳児健診は、出産後から就学前までの

切れ目のない健康診査の実施体制を整備するも

ので、全国の自治体で実施することが推奨され

ておりますことから、本市におきましても令和

６年10月から５歳児健康診査を実施していると

ころでございます。 

 次に、５歳児健診の実施で期待される効果で

ございますが、この５歳児健診で行う項目は６

項目ありまして、１つ目が身体発育状況、２つ

目が栄養状態、３つ目が精神発達の状況、４つ

目が言語障害の有無、５つ目が育児上問題とな

る事項の確認、６つ目がその他疾病及び異常の

有無となります。この項目において、個人の成

長や発達を診察するだけでなく、集団における

立ち振る舞いを評価して、社会的な発達の状況

を把握することにあります。 

 これは、発達障害等の早期発見につながるだ

けではなく、遊びや人間関係の豊かさ、子供と

家族の地域社会とのつながりなどを把握するこ

とにもつながるといった効果がございます。 

 また、集団生活を送る上で求められる社会性

や調和的な行動を確認し、所見を認める場合や

保護者に心配がある場合には、専門相談などを

活用し、必要に応じてその後の医療・福祉・教

育などのフォローアップにつなげることで、課

題となっている行動の改善につながることや環

境を調整することで、社会生活への適応がス

ムーズになるといった効果がございます。 

 一方で、課題としましては、健診時の限られ

た時間内で発達の遅れの部分を判断することは

困難であるといった課題がございます。 

 そのようなことから、保育園等と連携し、日

頃の園での様子などの情報共有を行いながら、

一人一人の状況を把握した上で健診を実施して

いるところでございます。 

 以上でございます。 

○池田みすず議員  すいません、課長、情報共

有とは具体的にどのようなことをされているの

か、お聞かせいただけますでしょうか。 

○保健課長（永田正一）  情報共有の方法でご

ざいますが、子供の発達の面であったり、あと

配慮が必要な子供を把握するという観点から、

保健師及び子育て支援係の職員、あとは家庭児

童相談員が定期的に認定こども園等を巡回して

情報共有に努めているところです。 

 あとは、相談体制としては、保健課内に子育

て世代包括支援センター「ちゃいたる」という

ところで相談を受けているところなんですけれ

ども、そこ以外にも、保護者の皆さんが集まる

場所として、子育て支援センター内で社会福祉

協議会に利用者支援事業というものを委託して

いるところなんですが、そこも相談を受け付け

る体制をとっているところです。 

 それらを踏まえまして、毎月保健課内で関係

者を集めまして、情報共有を図りながら、今後

の支援方針であったり、その対応等について協
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議を行っているところです。 

 以上です。 

○池田みすず議員  ありがとうございます。理

解いたしました。 

 次に、就学時健診ですが、小学校入学前に学

校保健安全法に基づき、市が実施する就学時健

診について、その目的と意義をお伺いいたしま

す。 

○学校教育課長（川﨑史明）  就学時健診の目

的とその意義につきましてお答えいたします。 

 毎年、秋に実施しております就学時健診は、

学校保健安全法に基づき、小学校入学を前に子

供の心身の状態を把握し、保護者へ必要な助言

や支援を行うことを目的としております。 

 具体的には、子供の健康状態の確認を行い、

病気を早期に発見できるようにするとともに、

集団生活への適応や発達に遅れがないか確認を

行ったりすることで、子供が就学前に必要に応

じて適切な治療や支援を受け、４月からの学校

生活を円滑にスタートできるようにすることで

ございます。 

 また、子供たちの健康上の情報を小学校と共

有することも目的の一つであり、情報を共有す

ることで、学校側が個に応じた適切な対応や支

援を行えるなど、入学後も学校と家庭の連携に

とって大変意義のあることであると考えており

ます。 

 これ以外にも、学校教育課では、７月から８

月にかけて担当指導主事が全ての保育園、幼稚

園、こども園を訪問し、各園の先生方と情報交

換するとともに、気になる子供の様子を参観さ

せていただいております。その後、園と連携し

て、秋の教育相談会を勧めているところでござ

います。 

 この秋の教育相談会は、10月頃に新１年生と

その保護者を対象に実施しており、子供の発達

や就学に関する不安や悩みがある保護者に対し

て、個別に相談員が話を聞くものでございます。 

 なお、相談員としましては、小児科の医師や

臨床心理士、特別支援学校の教諭といった医

療・心理・特別支援教育の専門的な知識を有す

る方に、子供の発達に関することや、就学後の

学びの場について助言をいただき、必要に応じ

て専門医や特別支援学校見学につなげるなどし

ているところでございます。 

 また、このような定例的な相談会以外にも、

随時、保護者の困り感や悩みに応じて相談を受

けられるようにもしております。 

 今後も、このような相談会を実施することで、

子供の発達に不安や心配のある保護者が少しで

も不安を解消し、安心して子供を学校に送り出

せるサポートをしてまいりたいと考えておりま

す。 

 以上でございます。 

○池田みすず議員  次に、その健診内容と周知

方法についてお伺いいたします。 

○学校教育課長（川﨑史明）  就学時健診の周

知方法と健診内容についてお答えいたします。 

 就学時健診の周知方法といたしましては、９

月頃に対象となる幼児の保護者に対して案内文

書を郵送しております。また、幼稚園や保育園

などにも実施日を伝えたり、広報たるみずや

ホームページにも掲載したりするなど、幅広く

周知を図っており、対象児とその保護者は、毎

年全員健診を受けております。 

 なお、当日欠席された方につきましては、後

日、個別に健診を受けていただいております。 

 また、健診内容につきましては、内科健診、

歯科健診、視力検査、聴覚検査、ことばときこ

えの検査、簡易知能検査の全部で６種類の検査

がございます。なお、内科健診と歯科健診につ

きましては、内科医と歯科医の先生に来ていた

だいております。 

 そこで、もう少し詳しい検査や治療などが必

要ではないかと考えられる項目があった場合は、

保護者にその場で丁寧な説明を行い、十分な理
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解を得た上で、医療機関の受診を勧めて、必要

に応じて入学前に適切な治療を受けることで、

スムーズな学校生活への移行を支援することが

できると考えております。 

 以上でございます。 

○池田みすず議員  先ほどお伺いした保健課の

５歳児健診との連携についてですが、５歳児健

診時に学校教育課の指導主事が同席していると

伺いました。 

 健診後、どのような情報交換を行い、連携を

図っていかれるのか、また現時点での課題につ

いてお伺いいたします。 

○学校教育課長（川﨑史明）  ５歳児健診との

連携と効果についてお答えいたします。 

 今年度から始まりました保健課による５歳児

健診には、学校教育課の指導主事も参加し、子

供の発達の課題、それから関係機関に相談する

ことで早期から適切な支援を受けられることな

ど、保護者向けに話をする時間をいただいてお

ります。 

 学校教育課としましては、この５歳児健診へ

の参加を通して、保健課の保健師や家庭児童相

談員と子供の発達や成長に関する情報を共有し

て、１年後に行われる就学時健診や就学支援相

談会につなげることができるものと考えており

ます。 

 このように就学時健診と今年度から始まりま

した５歳児健診の連携強化は、これまで以上に

切れ目のない支援体制の構築を行う上で、極め

て重要な取組になると考えているところでござ

います。 

 保健課と学校教育課による５歳児健診の結果

を踏まえた早期からの気づきと適切な対応によ

り、今後も、全ての子供たちが生き生きと充実

した学校生活を送ることができるように取り組

んでまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○池田みすず議員  ５歳児健診の導入は、特別

な配慮が必要な子供に対し、早期介入すること

で、保護者の課題への気づきや生活への適応を

向上させる可能性があると言われています。 

 また、５歳児健診により、学童期の不登校発

生数が減少したという研究結果も報告されてい

ます。 

 昨年度、本市では、小学校において一時的に

学校運営が不安定になる時期があったと伺って

おります。その課題に対し、今年度から小学校

に入学した１年生の授業参観を、出身の幼稚

園・保育園・認定こども園の先生方が伺う取組

が始まったと聞いております。 

 市民の方からは、入学する子供たちは落ち着

きがない子が多いので、学校は大変ではないか

といった声も寄せられています。乳幼児健診を

行う保健師と指導主事がしっかりと連携を取り、

４月から設置されるこども家庭センターと連携

し、保健師による保護者への積極的な介入が行

えるよう要望し、質問を終わります。 

 次に、児童発達支援について質問いたします。 

 先ほど、１回目の御答弁にもありましたよう

に、利用者数は年々増加傾向にありますが、こ

の傾向は本市のみならず、県内においても同様

です。そのため、今回は質問をいたしませんが、

中核市である鹿児島市では、給付費の増加によ

り財政負担増が見込まれるため、療養の一部有

料化を検討しているようです。 

 話を戻しますが、市としては、子供への支援

のみならず、今後、障害の有無や発達特性の有

無にかかわらず、保護者の子育てへの理解を深

めることが重要だと考えております。 

 この件については、これまでの一般質問でも

お話させていただいておりますが、この取組の

一環として、昨年、一昨年と発達障害に関する

講演会を、発達に不安を感じておられる保護者、

幼稚園、保育園、学校支援事業者等の従事者な

どを対象に実施いただき、大変感謝しておりま

す。 
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 その次の取組として、発達特性のあるお子さ

んは早期療育によって大きく変わると言われて

いることから、早期発見が重要となります。 

 先ほどお話ししたとおり、近年、発達特性の

認知度が向上してきていますが、保護者の方々

にとっては、日常生活や家庭生活の中で困り感

がないため、なかなか気づかないこともあると

言われています。 

 そのため、家庭以外での活動などの情報を保

護者と共有することが必要だと考えますが、事

業者、学校、幼稚園等、教育委員会、保健師な

どが情報を共有する場があるのか、また、課題

についてお伺いします。 

○福祉課長（新屋一己）  情報共有の場及び課

題につきましてお答えいたします。 

 事業者、学校等との情報共有については、相

談支援事業者を中心に、必要に応じ適宜実施さ

れており、障害児通所サービスの利用に当たっ

ては、利用者及びその家族の意向を相談支援事

業者が聞き取り、サービス等利用計画を作成し

ているところでございます。 

 また、サービス利用期間については最長１年

であることから、少なくとも年１回は更新が必

要となり、更新に係る担当者会議の中で、事業

者、学校等との情報共有は毎年行われていると

ころでございます。 

 その他、福祉課の役割としましては、医療機

関、学校、幼稚園及び保育園からの意見書や市

の定期検診等の情報等を基に、サービス利用に

係る支給決定が主なものになりますが、ケース

によっては担当者会議等に出席して意見交換や

情報共有をすることもあると考えます。 

 なお、現在のところ、学校等との情報共有は

円滑に行えている状況であることから、情報共

有に関しての課題等はないものと考えますが、

今後も利用者が不利益を被らないように、市と

しましても、事業者、学校等との情報共有をし

ながら支援をしてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○池田みすず議員  市民の方から、「あの子、

落ち着きがないから、小学校に上がったら大変

かもしれないね」という話を伺いました。一方

で、学校側は事前に何も情報がなかったため、

学校運営に苦慮することがあるという声も聞か

れます。 

 行政と事業者、学校等との情報共有は行われ

ているようですが、事業所と学校・幼保連携機

関等との横の情報連携は十分に行われているの

でしょうか。 

 先ほどの乳幼児健診・就学時健診の質問とも

関連してきますが、発達障害の子供が増えてい

る要因は、診断基準の変更や認知度向上による

理解の広がりによる早期発見の傾向が関係して

いると言われています。一方で、発達障害の疑

いがある子供の中には、長時間のメディア視聴

や生活リズム、食生活の乱れなど、生育環境が

影響しているという研究結果もあるようです。 

 関係者全てが一斉に関わることは難しいと思

いますが、できることから始め、関係者間の情

報共有をしっかりと行っていただくようお願い

申し上げ、質問を終わります。 

 次に、牛根地区の医療提供体制についてであ

ります。 

 医師不足の現状に加え、医師の働き方改革も

求められる時代になり、課題解決に至っていな

い状況であることは私も理解しております。し

かし、これまで答弁されているとおり、この課

題は喫緊の課題です。地域に医療機関がないと

いうことは、地域の人口減少にも影響する課題

だと思います。 

 全国には先進事例があるはずですので、ぜひ

様々な知恵を絞り、実現していただくことを要

望し、この質問を終わります。 

 最後は、少子化対策についてであります。 

 垂水市の出生数は、昨年、一昨年と減少が著

しく加速していますが、その主な要因について
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どのように分析されているのか、お伺いいたし

ます。 

○企画政策課長（堀留 豊）  出生数の減少に

つきましてお答えいたします。 

 令和５年12月に閣議決定されたデジタル田園

都市国家構想総合戦略によると、少子化の進行

は、未婚化・晩婚化や、出産年齢の上昇等に起

因する有配偶出生率の低下が主な原因と考えら

れているとされ、さらに、この背景には経済的

な不安定さ、出会いの機会の減少、男女の仕事

と子育ての両立の難しさ、家事・育児の負担が

依然として女性に偏っている状況、子供や保護

者を取り巻く地域のつながりの希薄化など、

個々人の結婚・出産・子育ての希望の実現を拒

む様々な要因が複雑に絡み合っているとされて

おります。 

 本市におきましても、未婚化・晩婚化等につ

いては、全国と同様の傾向が見られ、その背景

には、デジタル田園都市国家構想総合戦略にお

いて指摘されているとおり、様々な要因が複雑

に絡み合っているものと推察するところでござ

います。 

 以上でございます。 

○池田みすず議員  令和２年12月に企画政策課

が垂水市の人口動向について分析しており、20

代、30代、子育て世代、特に女性にとって魅力

ある仕事、町、環境づくりを進め、定着移住者

を増やしていくことが必要であるとされていま

す。 

 そこで、少子化対策として、全庁的にどのよ

うな取組を行ってきているのか、お伺いします。 

○企画政策課長（堀留 豊）  全庁的な少子化

対策の現状につきましてお答えいたします。 

 国は、急速な少子高齢化の進展に的確に対応

し、人口減少に歯止めをかけるとともに、東京

圏への人口の過度の集中を是正し、それぞれの

地域で住みよい環境を確保して、将来にわたっ

て活力ある日本社会を維持していく、いわゆる

地方創生を成し遂げるため、まち・ひと・しご

と創生法を公布いたしました。 

 これを踏まえ、本市におきましては、人口減

少問題を克服し、持続可能な垂水市を実現する

ため、平成27年10月に垂水市まち・ひと・しご

と創生総合戦略を策定したところでございます。 

 令和２年３月には第２期総合戦略を策定し、

令和７年度からの計画となる第３期総合戦略で

は、予想を上回る速さで進行している人口減少

や少子高齢化、新型コロナウイルス感染症の拡

大や物価高騰など、大きく変化する社会情勢に

対応すべく、本市の最上位計画である垂水市総

合計画と一体化とすることで、より実効性の高

いものとしたところでございます。 

 この次期計画である第６次垂水市総合計画兼

第３期垂水市まち・ひと・しごと創生総合戦略

では、日本全体で人口減少が加速しているとい

う状況を踏まえ、地方においては全国的に減少

する人口を取り合うのではなく、人口減少の速

度を緩やかにする、すなわち人口減少を和らげ

るための取組を行っていくとともに、これ以上、

町から人口を流出・減少させないために、人口

の定着率の増加を目指した取組が必要であると

の考え方を基本としたところでございます。 

 そのために、本市の特色や地域資源を生かし

た仕事づくり、人の流れ、結婚・出産・子育て

に関するまちづくりが好循環となるように取り

組むとともに、市民のウェルビーイングを上昇

させるための施策を展開することとし、具体的

な目標として「多様な働き方を推進する」、

「人の流れをつくる」、「結婚・出産・子育て

の希望をかなえる」、「魅力的な地域をつく

る」の４つの基本目標を掲げたところでござい

ます。 

 このうち３つ目の基本目標となる、「結婚・

出産・子育ての希望をかなえる」においては、

さらに、結婚・出産・子育てしやすい環境の整

備と教育環境の充実という２つの基本的方向を
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掲げ、仕事と子育ての両立、子育て世代の経済

的な負担軽減とサービスの充実、妊娠期から子

育て期まで切れ目のない支援を実現すべく、

様々な施策を展開することとしたところでござ

います。 

 具体的には、18歳までの子ども医療費無料化

及び垂水市内の医療機関における窓口負担の撤

廃、幼児教育無償化に伴う保育料助成、小中学

校の給食費無料化などの経済的な負担軽減、子

育て世代のテレワーカー育成事業やファミ

リー・サポート・センター事業、放課後児童ク

ラブ等の女性が出産・育児をしながら働き続け

ることを可能とする環境の整備と、ワーク・ラ

イフ・バランスの推進による仕事と子育ての両

立、ＧＩＧＡスクール構想関連事業、支援や保

護を要する保護者や子供に寄り添った施策の展

開、垂水高校振興対策、今後の学校の在り方に

ついての検討など、教育環境の充実に努めるこ

ととしております。 

 先ほどの答弁でも申し上げましたとおり、少

子化の背景には、経済的な不安定さ、男女の仕

事と子育ての両立の難しさ、家事・育児の負担

が依然として女性に偏っている状況等があるも

のと考えられるところでございます。 

 本市におきましては、そのような理由により、

結婚をちゅうちょしている方の不安を取り除き、

結婚・出産・子育てがしやすい環境を整備する

とともに、結婚を望む方に対して様々な支援策

を展開することで、喫緊の課題である少子化対

策に全庁的に取り組んでまいりたいと考えてお

ります。 

 以上でございます。 

○池田みすず議員  これまで、垂水市では子育

て支援策として様々な事業に取り組み、市内に

住む子育て世代からは、ありがたい、大変助か

るといった声が多数寄せられています。 

 人口減少は、国が取り組むべき課題だと思い

ますが、これからの垂水市の持続可能なまちづ

くりを考えたときに、20代、30代や子育て世代、

特に女性にとって魅力ある仕事、町、環境づく

りを進めることが、喫緊の課題であり、この世

代の方々を垂水市に定着させ、移住者を増やす

施策を早急に取り組むべきと考えますが、市長

の御見解をお聞かせいただければと思います。 

○市長（尾脇雅弥）  今、担当課長がお話をし

ましたけれども、人口減少というのは、日本全

体が減っておりますので、例えば鹿児島県にお

きましても、十数年前に比べて2040年に30万人、

鹿児島県民が減るわけでございます。鹿児島市

においても48万人になっていくと。当然、それ

に比例する形で垂水も減っていくわけです。 

 それがいいと言っているわけではなくて、人

口減少の課題は何かというと、分かりやすく言

えば、パイの縮小だということをこれまでも申

し上げました。それをカバーする対処療法とし

て、交流人口・関係人口というものがあります。

しかし、根本的には人口が減ることを抑止する、

あるいは増えることが理想ではありますけれど

も、そう簡単なことではございません。 

 先ほど担当課長が申し上げましたように、い

ろいろ計画の中で緩やかにということから、つ

い先月でしたか、総務省で全国の市長会の役員

会がございまして、総務省の原審議官が実質、

この分野を担っている方なのですけれども、お

っしゃるには、人口減少を前提に考えなければ

いけないということなんです。人口減少の課題

をどうしていくかという中で、我々も３つのま

ちづくりに加えて、ＩＣＴとか時代のツールを

使いながら、課題となっていくことをカバーし

ていくと。 

 ですので、大きなところは国策ということで

今後、国において考えていただくこととしなが

らも、我々は対処療法として、どうやってとど

まっていただくか。御縁があれば、垂水に移住

していただくと、そういう定住促進、子育て支

援とかいろんなものに関しても、数字上はその
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実績は上がっています。 

 ただ、それを超える形で、高齢者も含めた、

お亡くなりになったりとか、いろんな方の数が

増えていますので、結果的に人口は減る。垂水

市の地の利もあって、鹿児島市や鹿屋、霧島に

も近いということがありますので、そういう要

素もあって、加速度的に減っているというのが

実態でございます。 

 けれども、その辺も踏まえながら、先ほどお

話しありました、既存の医療費の高校生までの

無償化、窓口負担ゼロを県内初でやりましたし、

給食費の無償化とか、様々なそういう子育てを

カバーする施策は、県内でもといいますか、全

国でもトップクラスだと思います。教育に関し

ても、ＧＩＧＡスクールも全国1,718自治体あ

る中で、５番目の賞を頂きましたから、いろん

なことは政策としてそれぞれの担当課を中心に

頑張っていただいておりますが、結果的な大き

な流れの中で、思うように人が増えないという

のは共通の課題でありますので、これまでの対

症療法だけではなかなかそこに歯止めがかから

ないというのはそのとおりであります。 

 いろんなことを再度練り直しながら、もう一

歩踏み込んだ思い切った政策ということが必要

ではあると考えますが、財源とかいろんな問題

もありますので、先ほど前田議員の質問もあり

ましたけれども、多様な市民の皆様のニーズ、

あるいは議員の皆様のニーズを取り込みながら、

過去最高の予算編成ができた。これは市民の

ニーズに応えられているということでもあると

思いますけども、一方で、そういう財政的な課

題もございます。 

 しかしながら、これまで施政方針の資料をお

配りしたとおり、借金も減らし、貯金も増やし

ながら、ここ十五、六年で100億円ぐらいの改

善をしながら、いろんな事業も、パイも増えて

と、その背景にはふるさと納税も含めていろん

な制度をうまく活用できているということであ

ります。 

 今後これがどういうふうにしてなっていくか

分かりませんので、垂水の持っているよさを生

かしながら、そこにしっかりと未来の子供たち

が希望を持って暮らせるような環境整備という

のが今後必要だと思いますので、議員の皆様の

御提言もいただきながらしっかりと進めてまい

りたいと考えております。 

○池田みすず議員  本市の少子化対策として、

子育て支援は重要な施策の一つであり、引き続

き積極的に行っていっていただきたいと考えて

おります。 

 しかしながら、ここ数年の急激な出生数の減

少を見ると、３年後、５年後には、まず幼稚

園・保育園に影響が出てくることが予想されま

す。これは、子供たちだけでなく、子供を預け

る場所が限定されることで保護者にも影響が及

ぶことを意味します。さらに影響が出てくると

いうことは、親世代が市外へ転出する可能性も

高まるということです。 

 市長は、予算説明の結びに、市民の笑顔・安

心があふれる潤いのあるまちづくりを推進する

ためには、これまでにない思い切った発想で本

市の未来の変革を進めていく必要があると述べ

られました。ぜひ、明るい未来を切り開くため

に、全庁的な少子化対策に積極的に取り組んで

いただくことを要望し、私の一般質問を終わり

ます。 

○議長（堀内貴志）  次に、６番、梅木勇議員

の質疑及び質問を許可いたします。 

   ［梅木 勇議員登壇］ 

○梅木 勇議員  今議会３人目の質問者となり

ました。よろしくお願いいたします。 

 朝夕の身に染みる厳しい寒さが続いています

が、私の住んでいる周辺では、梅やスイセン、

ツバキなどが咲き、田んぼでの大型ハウスでは

ツルインゲンの収穫期となっており、露地には

キヌサヤエンドウ、スナップエンドウの花が咲
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き誇り、収穫に期待が膨らむ状況となっており

ます。 

 また、ロータリーと道の駅はまびらの花壇で

は、キンセンカ等多種の花が咲き出し、心の和

む風景となっております。春の近づきを感じる

今日この頃となりました。これからの１年が穏

やかで実りある年となりますよう願うところで

す。 

 それでは、議長の許可をいただきましたので、

先に通告しておりました質問に入らせていただ

きますので御答弁よろしくお願いいたします。 

 まず、１問目、高齢者支援について質問をい

たします。 

 本市における高齢者支援には様々な支援施策

がありますが、たるたるおでかけチケットにつ

いて質問をいたします。 

 3,000円分のチケットは、タクシー・バス・

温泉入浴に気軽に利用できる認知度の高い支援

事業となっております。令和７年度の予算は

3,000円から5,000円に利用額が引き上げられ、

垂水フェリーでも使えるよう利用拡大が提案さ

れ、対象となる高齢者には朗報でありますが、

たるたるおでかけチケットのこれまでの交付実

績を地区ごとに、また、利用実績を伺います。 

 ２問目に、公共土木工事について質問をいた

します。 

 令和７年度の事業について、急傾斜地崩壊対

策事業、砂防施設整備事業について、国道から

新城、浜平、元垂水、中俣、海潟、牛根地区の

山や傾斜地を見ると、至るところで大雨や台風

により発生した崖崩れや土砂崩れ跡の復旧災害

対策公共工事が行われ、地域の安全性向上が図

られています。 

 令和７年度の予算書では、急傾斜地崩壊対策

事業費負担金として2,250万円、砂防施設整備

事業費負担金992万8,000円が計上されています

が、工事箇所等を伺います。 

 ３問目に、特定地域づくりについて質問をい

たします。 

 特定地域づくり事業協同組合制度についての

認識について伺います。 

 特定地域づくり事業協同組合は、地域人口の

急減に対処するための特定地域づくり事業の推

進に関する法律第１条に記載されている制度で

ありますが、第１条は、この法律は、地域人口

の急減に直面している地域において、地域社会

及び地域経済の重要な担い手である地域づくり

人材が安心して活躍できる環境の整備を図るこ

とが喫緊の課題であることに鑑み、特定地域づ

くり事業協同組合の認定その他特定地域づくり

事業を推進するための措置等を定めることによ

り、特定地域づくり事業を推進し、併せて地域

づくり人材の確保及びその活躍の推進を図り、

もって地域社会の維持及び地域経済の活性化に

資することを目的とするとなっており、令和２

年６月４日から施行されています。 

 法のガイドラインでは、法の立法背景には我

が国の総人口が平成27年の国勢調査で初めて減

少に転じて以降、減少傾向が続き、今後もこの

人口減少は加速する見通しとなっていることが

あります。特に地方の人口は農山漁村を中心に

急激に減少しており、これらの地域においては

地域の担い手不足が極めて深刻な問題となって

います。 

 一方、若い世代を中心に都市部から農山漁村

へ移住しようとする田園回帰の潮流も高まって

おり、農山漁村が都市部の若者によって新しい

ライフスタイルを通じて自己実現ができる場と

して考えられるようになってきています。 

 法は、このような中、人口のさらなる急減を

抑止し、地域の担い手を確保するための新たな

枠組みとして制定されました。 

 法は、農山漁村では事業者単位で見ると年間

を通じた仕事が少なく、このため安定的な雇用

環境や一定の給与水準を確保することができな

いといった状況が、人口流出の要因やＵター
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ン・Ｉターン・Ｊターンの障害になっているこ

とに着目しています。 

 そして、このような課題について、地域全体

で複数の事業者の仕事を組み合わせることで年

間を通じた仕事を創出し、地域事業者が協同し

て職員を通年で雇用した上で、それぞれの地域

事業者に派遣するための仕組み、特定地域づく

り協同組合制度を創設し、地域の担い手の確保

の取組を推進することとしています。 

 農山漁村においては、本制度を活用すること

で、安定的な雇用環境と一定の給与水準を確保

した職場をつくり出し、地域内外の若者等を呼

び込むことができるようになるとともに、地域

事業者の事業の維持・拡大を推進することがで

きるようになります。とうたわれていますが、

この制度に対する認識を伺います。 

 以上で、１回目の質問を終わります。 

○福祉課長（新屋一己）  交付、利用実績につ

きましてお答え申し上げます。 

 令和５年度、65歳以上の支給対象者数は

6,099人で、交付は3,333人、交付率54.6％でご

ざいます。 

 地域別に申し上げますと、中央地区が、対象

者数2,881人に対し交付人数1,702人、交付率

59.1％、牛根地区が、対象者数772人に対し交

付人数277人、交付率35.9％、協和地区が、対

象者数726人に対し交付人数421人、交付率58％、

柊原地区は、対象者数621人に対し交付人数328

人、交付率52.8％、水之上地区が、対象者数

607人に対し交付人数356人、交付率58.6％、新

城地区が、対象者数444人に対し交付人数223人、

交付率50.2％、大野地区が対象者数48人に対し

交付人数26人、交付率54.2％となっており、利

用実績につきましては、交付金額999万9,000円

に対し837万5,300円で、利用率83.76％となっ

ております。 

 利用の種別で見ますと、タクシー・バスなど

の公共交通機関の利用が452万5,600円で、利用

実績全体に占める割合の54.03％、温泉施設利

用が384万9,700円で、利用実績全体に占める割

合は45.97％となっております。 

 以上でございます。 

○土木課長（東 弘幸）  急傾斜地崩壊対策事

業と砂防施設整備事業の全体件数と金額につき

ましてお答えいたします。 

 まず、急傾斜地崩壊対策事業につきましては、

令和６年度からの継続工事となる浜平２地区、

中俣２地区、城山地区、中市木２地区の全４地

区で、負担金総額2,250万円、砂防施設整備事

業につきましても、令和６年度からの継続工事

となる新光寺第２小川地区、仏石川地区が２地

区、河崎川地区、浦川内第３小川地区の全５地

区で負担金総額992万8,000円を計上していると

ころでございます。 

 以上でございます。 

○企画政策課長（堀留 豊）  特定地域づくり

事業について、制度に対する認識につきまして

お答えいたします。 

 特定地域づくり事業協同組合は、雇用の確保

や定着を課題とする複数の事業者の方々が組合

を設立し、知事の認定を受けられれば、通常、

国の許認可が必要な労働者派遣事業が、届出で

実施可能となり、運営経費の半分を国・県・市

町村からの財政支援が受けられるというもので

ございます。 

 鹿児島県内におきましては、令和６年12月時

点におきまして、９つの自治体において設立さ

れているところでございます。 

 梅木議員の御指摘のとおり、特定地域づくり

事業協同組合制度は、地域人口の急激な産業の

担い手確保といった様々な課題を解決するため

の効果的な取組の一つと認識しているところで

ございます。 

 以上でございます。 

○議長（堀内貴志）  ここで暫時休憩をいたし

ます。 
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 次は、13時10分から再開いたします。 

     午前11時51分休憩 

 

     午後１時10分開議 

○議長（堀内貴志）  休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 引き続き梅木勇議員の質疑・質問を許可いた

します。梅木勇議員。 

○梅木 勇議員  それでは、２回目に入ります

が、一問一答式でお願いいたします。 

 先ほど１回目の答弁をいただきましたけれど

も、まず、高齢者支援について、たるたるチケ

ットの交付実績、利用実績は、交付率が全体で

約55％、垂水校区が59％、水之上地区が58％、

一番低いところで35％、全体で55％ということ

ですが、牛根地区が随分低いようであります。 

 利用実績については、全体で約84％で、内訳

はバス・タクシーが54％、温泉が45％となって

おり、交通利用のほうが10％程度高くなってい

ることが分かりました。 

 次に、利用の拡大について質問いたしますが、

たるたるおでかけチケットの話題になると、健

康でまだ自分で車の運転ができる人からは、あ

まり利用することがなく、もっと利用できる範

囲を増やしてほしいとの声もちょくちょく聞か

れます。 

 令和７年度では利用額を3,000円から5,000円

に引き上げられていますが、公共交通料金の値

上げ等も相次いでいますことから対応されたも

のと思っております。 

 利用範囲についても、垂水フェリーでも使え

るよう利用範囲も拡大するとなっていますこと

から、たるたるおでかけチケット事業が充実し

てきたと受け止めているところでございますが、

利用範囲については、垂水地区等の方々は、垂

水フェリーだけではなく、桜島フェリーを利用

される方もおられ、特に牛根地区の方々は、垂

水フェリーを利用されることはほぼなく、桜島

フェリーを利用されると思うところです。 

 先ほどの交付実績では約36％で、他の地区よ

りも極端に低くなっております。このような状

況を考えれば、桜島フェリーでも利用できるよ

うにできないか伺います。 

 また、垂水フェリーには、鹿屋市が運営委託

している鹿児島行きの、かのやくるりんバスご

と乗船できますが、フェリー乗り場から、くる

りんバスに乗車して鹿児島に行かれる方もあり、

利用する方々は、フェリー乗り場の階段やフェ

リーまでの歩くことが省かれて、鹿児島の目的

地最寄りのバス停までバスに乗ったままでよい

ので、とても便利だと言われています。 

 このような声を生かすためにも、くるりんバ

スでも利用はできないか伺います。 

○福祉課長（新屋一己）  たるたるおでかけチ

ケットの利用拡大につきましてお答えいたしま

す。 

 高齢者の健康増進や社会参画を目的として実

施している、たるたるおでかけチケットの交付

事業につきましては、令和７年度より交付額を

１人当たり3,000円から5,000円に増額し、さら

に、利用先に南海郵船・垂水フェリーを追加す

ることで利用拡大を図ることとしております。 

 そのような中、議員から御質問のありました

桜島フェリー、鹿児島中央駅－鹿屋間直行バス

での利用拡大につきましては、先ほども申しま

した。現在、令和７年度から南海郵船・垂水フ

ェリーの利用拡大を予定しているところで、事

業も開始していない状況でもありますことから、

現段階においては、令和７年度以降の事業を実

施をする中で、利用者や事業所等の意見等を聞

きながら情報収集に努めてまいりたいと考えて

おります。 

○梅木 勇議員  ありがとうございます。 

 桜島フェリー、くるりんバスの利用拡大につ

いては、令和７年度以降に検討をしてみたいと

いうことだったですかね。 
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○福祉課長（新屋一己）  まだ事業開始もされ

ていないことなので、取りあえず情報収集に努

めたいと考えております。 

○梅木 勇議員  何ですか、もう一回、はっき

りとおっしゃってください。 

○福祉課長（新屋一己）  現在まだ事業実施が

されていない状況でありますので、いろいろと

意見を聞きながら、まずは情報収集に努めたい

と考えております。 

○梅木 勇議員  ありがとうございました。 

 このような、今私が申し上げたような声が聞

かれておりますので、できるだけ実施ができる

ように、情報収集ということもありましたけれ

ども、そういう声が聞かれている。収集できる

と思いますので、ぜひ頑張っていただきたいと

思います。よろしくお願いいたしまして、この

件は終わります。 

 次に、地域いきいき元気学校事業について質

問いたします。 

 令和７年度新規事業として、地域いきいき元

気学校、349万2,000円が計上され、高齢者の地

域交流拠点を創設し、健康運動指導士等による

健康づくり運動等を行うとありますが、事業の

内容を具体的にお聞かせください。 

○福祉課長（新屋一己）  地域いきいき元気学

校事業につきましてお答えいたします。 

 地域いきいき元気学校事業につきましては、

介護保険特別会計の中で、一般介護予防事業と

して実施を予定しているものでございます。 

 現在、本市の一般介護予防事業につきまして

は、令和元年度から国立鹿屋体育大学教授が理

事長を務める特定非営利活動法人ウェルスポ鹿

屋と業務委託契約を締結し、はんとけん体操を

実施し、年齢や心身の状況等によって高齢者を

分け隔てることなく、誰でも一緒に参加できる

ことができる住民主体の通いの場の活動を充実

させ、その活動を支えるリーダー等の支援や各

団体の交流を促し、介護予防の取組を支援して

いるところでございます。 

 参加者に感想や御意見等を伺ったところ、歩

くのが楽になった、転びにくくなった、友達が

できた、相談ができると、日常生活の変化があ

り、参加してよかったと好評をいただいている

ところでございます。 

 しかしながら、実施グループであるサロン等

の世話人、リーダーが高齢化していること、参

加者が固定化されていること、新たなグループ

の発足と流動化や活性化が課題となっていると

ころでございます。 

 そのようなことから、本事業につきましては、

令和７年度、新たな一般介護予防事業として、

市が主体となり、地域交流事業等も兼ねた事業

として事業展開を検討したものでございます。 

 内容としましては、健康運動指導士等の資格

者をリーダー・世話人として地域に派遣し、地

域における語らいの場や、機能低下を予防する

レクリエーションを行いながら、運動が苦手・

嫌いという方でも参加しやすいような、新たな

一般介護予防事業として、課題解消に向けて取

り組むものでございます。 

 具体的には、各地区公民間単位の９地区にお

いて場所を決定し、月３回程度、１時間程度の

内容で実施する予定としており、健康運動指導

士等の支援の下、地域の参加者の要望に応じな

がら、多種多様なメニューを検討していただく

ことで、自主性を確保し、やらされ感がなく、

継続的に実施できる事業を目指しており、通常、

一般介護予防事業でよく見る○○教室とするの

ではなく、学校とすることで事業の自由度を広

げ、他の予防事業と差別化するものでございま

す。 

 また、本市が鹿児島大学と連携して実施して

いる健康チェック、本市の各種検診等も含めた

参加促進や、参加後のフォローも担う事業とす

ることで、関係課とも連携して実施し、地域住

民の健康増進も図ります。 
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 そのほか、社会情勢の変化や地域人口の減少

等により、地域内のつながりが希薄化している

中、高齢者にとって身近な地域交流拠点を創設

することで、世代間交流や地域間交流に取り組

み、社会参加を促し、孤独・孤立予防・介護予

防・地域の支え合いの醸成及び防犯・防災の意

識向上等を図り、地域力が高まることも期待し

ているところでございます。 

 以上でございます。 

○梅木 勇議員  ありがとうございます。 

 新たないきいき元気学校等については、地区

ごとにグループ等、そういうのを新たに設定し

て結成していただいて、地区ごとに展開をして

いくと。時間は１時間程度を考えて、多種多様

な運動を取り入れていきたいというようなこと

だったかと思います。 

 これは今までにない取組になるというような

ことでしたけれども、このような新たないきい

き元気学校事業を始めるについての周知、呼び

かけをどのように行っていくのかお聞かせくだ

さい。 

○福祉課長（新屋一己）  地域いきいき元気学

校事業の周知方法につきましてお答えいたしま

す。 

 本事業につきましては、一般介護予防事業に

加え、地域交流事業を兼ねた事業であることか

ら、各地区の交流拠点である各地区公民館にお

いて館長・主事との理解、御協力をいただき、

地域の方々が集まる会合等で周知やチラシ等を

配布させていただくことで、多くの方々に参加

していただくよう努めてまいりたいと考えてお

ります。 

 以上でございます。 

○梅木 勇議員  周知等については、今現在あ

るこれまでのグループ、あるいは地区公民館等

に呼びかけをして、また、チラシ等を作成して

周知を図っていきたいというようなことであり

ました。 

 私が打ち合わせのときに聞いた中では、健康

運動指導士、この中に柊原の鹿俣さんも考えて

いるというようなお話をお伺いしたと思ってお

りますけれども、鹿俣由美さんについては、令

和４年度、５年度と２年連続、垂水市福祉大会

で、笑って体操、「生きるための体を育てる！

～笑って、体操をしましょう」という演題で講

演をされ、ユニークで、ユーモアあふれる講演

をされましたことが強く印象に残っています。 

 先日、鹿俣由美さんに会うことがあり、話を

しましたら、心と体が元気になる運動などを紹

介し、参加された方々が笑顔で楽しく過ごせる

いきいき学校となるよう頑張りたいと話されま

した。 

 ひきこもりがちな方なども積極的に楽しい気

持ちで参加され、健康の維持と元気な日々を送

られる状況ができるよう頑張っていただきたい

と思います。高齢者支援についてはこれで終わ

ります。ありがとうございました。 

 次に、公共土木工事について質問いたします。 

 １回目で急傾斜地崩壊対策事業と砂防施設整

備事業についての工事箇所等を伺いましたが、

市木地区では急傾斜地崩壊対策事業が城山地区

と中市木地区の２か所と、砂防施設整備事業で

は河崎川の工事が行われるようですが、具体的

な工事内容をお聞かせください。 

○土木課長（東 弘幸）  詳細な事業内容につ

きましてお答えいたします。 

 まず、急傾斜地崩壊対策事業でございますが、

市木地区は２か所で対策工事が実施されます。 

 既に対策工事に着手された城山地区でござい

ますが、令和６年度に引き続き工事を実施する

予定であり、本市の負担金は900万円。中市木

２地区につきましては現在も用地交渉中であり、

同意をいただいた後、工事を発注するとのこと

でございますが、この事業に伴う本市の負担金

は600万円でございます。 

 次に、砂防施設整備事業でございますが、河
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崎川上流の砂防施設が現在、土砂で満杯でござ

いますことから、土砂を除去し次の出水に備え

るものでございますが、この事業に伴う本市の

負担金は180万円でございます。 

 以上でございます。 

○梅木 勇議員  ありがとうございます。 

 急傾斜地崩壊対策事業については城山地区と

中市木地区ということでありましたけれども、

城山地区については三、四年前ぐらいから順次

工事が行われていますけれども、一部の箇所的

に言えば、一番東側部分が令和６年度で終わっ

たというようなふうに見ております。７年度か

らが次の真ん中の地区に入っていくだろうとい

うことで、今年の本市の負担金が900万円とい

うことでありました。 

 中市木地区につきましては、まだ用地交渉中

ということでありますけれども、早めに交渉が

終わって、地元の人たちは、一日でも早く工事

が始められることを願っておりますので、市と

しても負担金が600万円ということですけれど

も、それなりの支援をしていただきたいと思っ

ております。 

 砂防施設整備事業につきましては河崎川の工

事だということで、上市木のほうかなと、ちょ

っと気になりますね。そういうふうに思ってお

りますけど、これについて市の負担金が180万

円ということでありますので、こういう事業が

行われることによって環境整備が整っていきま

すので、よろしくお願いいたします。 

 次に、振興会からの要望についてでございま

すけれども、毎年、振興会に対して要望を10月

までにされるよう周知されておりますけれども、

各振興会からの要望に対する令和７年度の実施

計画をお聞かせください。 

○土木課長（東 弘幸）  振興会からの要望に

よる実施状況につきましてお答えいたします。 

 令和７年度行政連絡会要望事項から、土木課

土木係への要望件数は22件ございます。そのう

ち、既に実施した、または今後実施する予定と

したものが15件、残りの７件につきましては対

策の必要性など検討しているところでございま

す。 

 また、以前より要望があり、工事請負で実施

する予定としているものにつきましては、関係

課と協議し、補正予算で実施する予定でござい

ます。 

 なお、要望件数には含めておりませんが、国

や県への要望も引き続き行っております。 

 以上でございます。 

○梅木 勇議員  今年度に対しての要望は、土

木工事関係につきましては22件、そして、今年

度実施をするという計画が15件です。残りの７

件については対策等を検討する必要があるので、

検討というようなことだと思っております。で

きるだけ多くの要望が実現できるように頑張っ

ていただきたいと思います。 

 そういうような中で、市木地区については上

市木からの要望もされておりますが、要望は、

市道中俣市木線の台風による路肩崩れ箇所に

ガードレール設置と、カーブ付近の道路に段差

ができ通行に不安がある箇所の整備要望に対し

て、どのように検討されているのかお聞かせく

ださい。 

○土木課長（東 弘幸）  上市木地区の要望に

つきましてお答えいたします。 

 上市木地区からの要望につきましては、３か

所の要望をいただいております。 

 まず、湧水が市道上に流れ、日陰部分にコケ

が生えることで歩行時に滑り、転倒するおそれ

があるとの報告をいただいている箇所につきま

しては、現在、側溝を布設する準備を行ってい

るところでございます。 

 次に、防護柵設置と一部舗装の改修について

の要望をいただいている箇所につきましては、

それぞれの箇所が近接しており、１件の工事と

して対応する予定でございますからことから、
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今後、予算化に向け関係課と協議してまいりま

す。 

 以上でございます。 

○梅木 勇議員  ありがとうございます。 

 上市木の３件の要望に対しては、流水関係に

ついては既に準備中だということであります。

あとの２件につきましては、工事をするように

進めていきたいというようなことでしたので、

よろしくお願いいたします。ありがとうござい

ます。 

 急傾斜地崩壊対策事業、砂防施設整備事業等

により地域の防災環境が高まり、また、地域か

らの要望に対応されることは、道路の交通安全

性、利便性が維持され、安心に過ごせる地域の

維持につながりますので、これからも要望等に

ついての対応をよろしくお願いして、この件は

終わります。 

 次に、特定地域づくり事業について質問いた

します。 

 １回目に特定地域づくり事業協同組合の認識

について伺いましたが、設立数は現在のところ

県内では９組合だというようなことでありまし

て、認識を伺いましたけれども、非常に簡単な

答弁であって、もうちょっと踏み込んでいただ

きたかったなと、こういう思いをしております。 

 次に、これまでの提案の対応についてお伺い

いたします。 

 特定地域づくり事業協同組合制度が施行され

た１年後の令和３年第２回定例会６月議会で、

前田議員がこの制度の展開について質問されて

おりますが、当時の企画政策課長の答弁では、

この制度が地域の担い手確保や地域の活性化を

目的としている制度でありますことから、先進

自治体からの情報収集により、本市におけるこ

の制度の優位性を見極めた上で、市内事業者の

方々に情報提供などを行いまして、必要に応じ

て関係者の方々と協議してまいりたいと考えて

おりますと答弁されております。 

 また、令和５年第２回定例会６月議会では、

宮迫議員が農業分野の観点からこの制度の活用

について質問されておりますが、農林課長の答

弁は、農業だけではなく、他の業種を組み合わ

せて取組を行っていく必要があることから、ま

ずは農業者の意向を確認しながら、他市町の取

組や先進事例を研究させていただき、市として

のどのような取組ができるのかについて考えて

いく必要があると考えておりますと答弁されて

おりますが、その後どのように対応を検討され

てきているのかお聞かせください。 

○企画政策課長（堀留 豊）  これまでの対応

につきまして少し丁寧にお答えさせていただき

ます。 

 初めに、特定地域づくり事業協同組合制度に

ついて、同制度の理解を深めるために、令和４

年９月に鹿児島県中小企業団体中央会様を市役

所にお招きして、特定地域づくり事業協同組合

制度について、関係課に対し御説明をいただい

たところでございます。 

 また、令和２年３月に策定した第２期垂水市

まち・ひと・しごと創生総合戦略に掲げる基本

目標や人口動向の現状を踏まえ、市役所の中堅

職員より構成される垂水市まち・ひと・しごと

創生総合戦略ワーキンググループを令和４年度

に設置し、分野横断的で多様な取組の基本的方

向性に関して様々な協議を行ったところでござ

います。 

 具体的な取組として、この特定地域づくり事

業協同組合制度についての検討もなされたとこ

ろでございます。 

 次に、市内の関係する事業所に対する説明会

でございますが、この説明会は、令和５年７月

に介護、農業等の分野に携わる９つの事業所に

御参加いただいたところでございます。 

 次に、先進地視察でございますが、令和５年

６月に、同年５月に特定地域づくり事業協同組

合を設立した錦江町へ赴きまして、設立に向け
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たスケジュールや事務手続の手法、従業員の賃

金設定、事業所の確保など、具体的な設立まで

の手順等について取材を実施したところでござ

います。 

 その後につきましても、機会を捉えて特定地

域づくり事業協同組合に関するシンポジウムに

参加するなど、情報収集に取り組んでいるとこ

ろでございます。 

 以上でございます。 

○梅木 勇議員  ２人の議員が質問されたと申

しましたが、その後の取組については、この事

業の説明会をしたり、それぞれの事業者等にア

ンケートによる意向調査をされたり、また、先

進地の視察や、庁舎内においてはワーキンググ

ループで検討を行っているというようなことで

ありました。 

 私は、昨年12月16日の南日本新聞に、鹿児島

県中小企業団体中央会主催による人材不足の新

しい解決策として、特定地域づくり事業協同組

合シンポジウムが１月16日と17日の２日間の開

催と参加者募集の記事が掲載され、参加対象は、

人材不足に悩む事業者、市町村議員、担当職員、

商工団体、地域おこし協力隊員等となっていま

したので、学んでみようと参加を申し込みまし

た。 

 １日目の16日は、午後から鹿児島サンロイヤ

ルホテルでありましたが、初めに鹿児島県の担

当者から全国協議会の取組について説明があり、

続いて、総務省自治行政局地域自立応援課担当

官より、特定地域づくり事業協同組合の最近の

動向と事業成功の秘訣についての講話があり、

次に、最近の設立事例から考える効果的な地域

づくり・人材獲得の手法として、先進組合であ

ります、えらぶ島づくり事業協同組合、とくの

しま伊仙まちづくり協同組合、錦江町ＭＩＲＡ

Ｉサポート協同組合のそれぞれの事務局長さん

から事例発表があり、最後に移住環境の整備と

マルチワークという働き方のテーマで、総務省

の担当官、発表された方々とのパネルディスカ

ッションが行われました。 

 ２日目の17日は、先進地視察研修で、錦江町

役場とＭＩＲＡＩサポート協同組合の派遣現場

の視察でありました。 

 錦江町役場では、新田町長が錦江町の産業等

についての状況を語られ、それぞれの事業所に

おける繁忙期の労働力の確保について、特定地

域づくり事業協同組合制度を活用して人材を確

保する思いを、特に移住者を希望する熱い気持

ちを30分ほど話されました。 

 先進派遣先事業所の施設は、最初に、田代の

ブドウにクラシックを聴かせて栽培されている

浜田農園でした。 

 農園には様々な資料がありましたけれども、

資料の中にも紹介されている、この女性です、

帽子をかぶった。紹介されている豊田さんとい

う女性が派遣されており、豊田さんは令和６年

１月に移住されてきており、農園の説明では、

浜田農園の息子さんと結婚することになったと

話されたので、結婚により派遣職員を卒業され

るのですかと質問をしたら、まだまだいろんな

仕事の体験をしたいので、派遣職員は続けると

のことでした。 

 次に、錦江町の道の駅近くの有限会社坂下水

産直売所のふるさと館視察では、２人の派遣職

員が働かれていました。 

 一人は名古屋から移住されてきた24歳の女性

で、もう一人は若い男性で、どこの出身ですか

と尋ねたら、地元の大根占で21歳だと話されま

したので、どうして派遣職員になったのですか

と聞くと、まだ若いので、自分にはどんな仕事

が合うのかいろいろな派遣職業を体験して、将

来は自分に合った仕事に就職したいということ

でした。 

 シンポジウムで学び、視察したことを今お話

ししましたけれども、本市でも組合設立に向け

た取組はできないか伺います。 
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○企画政策課長（堀留 豊）  組合設立の取組

につきましてお答えいたします。 

 本市におきましては、これまで勉強会の実施

や制度説明会の開催、先進地視察等を行ってま

いりましたが、まだまだ制度が十分に周知され

ているとは言い難い状況でございます。 

 特に特定地域づくり事業協同組合において中

心的な役割を担う派遣元責任者の確保、これが

非常に重要だというふうに思っております。こ

れまでより一層の制度周知を行うとともに、地

域おこし協力隊員の活用など、人材確保に努め

ることがまずもって必要だというふうに考えて

いるところでございます。 

 また、令和５年に開催した説明会の後に実施

したアンケートでは、約半数の事業所が制度の

活用を希望していることから、本市におきまし

ても一定のニーズが見込まれるものと考えてい

るところでございます。 

 議員の御質問にもありましたとおり、特定地

域づくり事業協同組合制度は、移住定住の推進、

それから、様々な分野における労働力の確保、

特に本市においては、基幹産業である一次産業

の担い手確保・育成・就業機会の確保といった

様々な課題を解決するための有効な手段となり

得るものと考えているところでございます。 

 今後につきましても、関係課による勉強会や

事業所向けの説明会等を開催することで、制度

の周知を図るとともに、引き続き、今、梅木議

員の持っておられる情報もしっかりいただきな

がら情報収集に努め、制度の導入に向けて調査

研究を行っていきたいというふうに考えている

ところでございます。 

 以上でございます。 

○梅木 勇議員  ありがとうございます。 

 まず、この組合の設立に当たっては、職員の

派遣先の事業所の理解・協力が必要だと、これ

が今のところ垂水市においては課題であるとい

うようなことでしたけれども、ぜひ頑張って、

この事業者の方々に何回も何回も説明を繰り返

して理解をいただいて、この組合が設立できる

ように頑張っていただきたいと、こういうふう

に思います。 

 組合制度につきましては、この質問の冒頭に

も述べましたが、特定地域づくり事業の推進に

関する法律ガイドラインの趣旨を再度申します

が、地方の人口は、地方の農山漁村を中心に急

激に減少しており、これらの地域においては地

域の担い手不足が極めて深刻な課題となってい

ます。農山漁村では、事業者単位で見ると年間

を通じた仕事が少なく、このため安定的な雇用

環境や一定の給与水準を確保できていないとい

った状況が、人口流出の要因やＵターン、Ｉ

ターン、Ｊターンの障害になっていること、こ

のような課題について、地域全体で複数の事業

者の仕事を組み合わせることで年間を通じた仕

事を創出し、地域事業者が協同して職員を通年

で雇用した上で、それぞれの地域事業者に派遣

するための仕組みを創設し、地域の担い手の確

保の取組を維持するとあり、まさに本市に必要

な制度であると思っています。 

 特定地域づくり事業協同組合の認定状況は

年々増え、先ほど課長も申されましたが、鹿児

島県では離島をはじめ、錦江町、阿久根市など

９市町村で設立されております。全国では２番

目の設立数となっております。 

 また、令和６年４月25日には特定地域づくり

事業推進全国協議会が設立され、塩田知事が会

長に就任されております。 

 １月16日、17日のシンポジウムの後、１月27

日の南日本新聞には「特定地域づくり県内９組

合、過疎地の人手不足解消」の見出しで記事が

掲載されました。これがそのときの27日の新聞

記事です。大きく半分ぐらいに記事が掲載され

ております。 

 続いて、２月12日には「一次産業の人材確保

を南大隅、錦江の雇用策学ぶ」の見出しで、こ
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ういうようなふうに南大隅町が特定地域づくり

に勉強を始めましたよと、そこには先進地の錦

江町の事務局長なんかが来て事例を語られたと

いうようなふうに記事になっております。 

 さらに、２月の15日には編集局日誌のコラム

欄に「移住者に寄り添う」の見出しで、移住者

に対する思いというのが書かれております。 

 このような記事が掲載されておりますが、そ

れだけ特定地域づくりに関心が寄せられている

ことだと思います。 

 設立については、鹿児島県から委嘱されてい

る鹿児島県中小企業団体中央会の指導・支援が

得られることができます。派遣職員の待遇は、

基本給のほかに通勤手当、住宅手当、退職金制

度があり、安心感のある制度となっています。 

 また、組合に財政支援をする場合は、派遣職

員の人件費や事務局運営に国からの交付金が受

けられます。 

 このような利点も活用できる制度であります

ので、本市でも市長が先頭に立って設立に取り

組まれるよう要望して終わります。これで一般

質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（堀内貴志）  ここで暫時休憩いたしま

す。 

 次は、14時00分から再開いたします。 

     午後１時48分休憩 

 

     午後２時０分開議 

○議長（堀内貴志）  休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 次に、10番、感王寺耕造議員の質疑及び質問

を許可いたします。 

   ［感王寺耕造議員登壇］ 

○感王寺耕造議員  皆さん、お疲れさまです。

質問に入る前に、皆さんのお手元、私の通告書

の部分が２文字ほど抜けているみたいですので、

７ページです。１、畜産農家への支援策につい

て、（１）の部分です。「令和７年４月より」

と書いてあります。その前に「国も」というこ

とで、これは国がやっている事業ですので、

「国も」ということで、（１）です。「国も」

ということで文言の挿入をお願いいたします。 

 それでは、早速質問に入っていきます。 

 まず、１番目、畜産農家への支援策について

であります。 

 まず、黒毛和牛の生産現場です。子牛価格、

枝肉価格とも最低の状況であります。この部分

でいろいろちまたで言われていますが、一番の

理由は何か、いろいろ理由が分かれております

けども、まず、需給バランスが崩れているとい

うことでございます。 

 2020年、令和２年に農水省は増頭、東京オリ

ンピックが2021年にやりましたから、東京オリ

ンピックをですね。また、国体も鹿児島はその

後ありました。そういう部分もありまして、増

頭について補助金を出すということを2020年、

令和２年度に行われました。 

 50頭までは生産導入、子牛を導入しますと24

万6,000円、50頭規模を超えた場合は１頭当た

り24万6,000円、この部分を補助金として出し

ました。 

 ところが、その後、皆様の御承知のとおり、

コロナが発生し、東京オリンピックも無観客、

インバウンドなしということです。 

 また、鹿児島におきましては、その後、鹿児

島国体が開かれるということで、全国よりもよ

り多くの頭数が増えたわけですけども、この部

分が、よかれと思ってやっていただいたことで

評価はするんですが、まず需給バランスが崩れ

て値段が下がっていると、いまだに枝肉価格は、

全国の冷蔵庫、冷凍庫いっぱいでございます。 

 また、そのほかにも穀物、肥料等、この価格

は高止まりしているという問題であります。 

 また、行き過ぎた円安、これによって様々な

ものが物価高騰しております。下がっていない

のは水だけという状況であります。 
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 こういったことを受けて、国も令和７年４月

より肉用子牛生産者補給金制度の保証基準価格、

また、合理化目標価格の引上げ、これを予定さ

れております。 

 また、令和７年４月より令和８年３月まで、

優良和子牛生産推進緊急支援事業、黒毛和種の

発動基準の引上げ、こういったことも予定され

ております。 

 また、令和７年４月より令和８年３月まで、

新規事業として和子牛産地基盤強化緊急特別対

策事業を立ち上げたようでございます。 

 また、本市も新規事業として新年度予算に畜

産経営者支援事業補助金700万円、畜産振興促

進支援事業補助金40万円、畜産環境整備事業補

助金200万円を今議会に上程していただいてお

ります。 

 畜産農家の経営力向上につながると考えます

が、事業の説明と現状での課題、今後の経営環

境の見通しについて伺います。 

 また、厳しい経営状況が続いており、各種資

金の返済引き延ばし、負債整理資金への相談が

今後も増加されると考えますが、対応体制は整

っているのか、農林課長に伺います。 

 また、固定資産税・市県民税・国民健康保険

税等の納税相談への対応はということでござい

ますが、この点については、税務課長、答弁願

います。 

 ２点目、勤怠システム・職員の週休日振替及

び代休日の指定等に関する取扱いの見直しにつ

いてであります。 

 この問題については令和６年第３回定例会で

指摘しておりました。勤怠システムが本年１月

より導入・稼働されましたが、システム導入す

ることにより、催事、催し事ですね。イベント、

通常の休日出勤を含む時間外勤務の状況を上席、

総務課の職員が適宜把握できるとのことであり

ましたが、現在の状況と今後の課題について、

総務課長に伺います。 

 ３点目、技術職員の配置状況・採用について

伺います。 

 保健師・管理栄養士・一般技師の配置状況に

ついて、各担当課長、答弁ください。 

 また、平常業務はもとより、感染症の拡大・

災害時に対処できる配置状況か、これについて

も併せて答弁願います。 

 ４点目であります。上水道老朽管の更新状

況・漏水の点検についてであります。 

 埼玉県八潮市の下水管破損による道路陥没の

事故がありました。この事故でまだ犠牲者の方

が見つかっておられません。早い部分の御遺体

の救出を願うばかりであります。 

 本市にはこのような下水道はありませんが、

全国的に、本市もですけれども、インフラの老

朽化、この分が言われていますが、上水道の老

朽管の更新状況、漏水の点検について、更新状

況と今後の計画はどうなっているのか。また、

漏水点検の現状と課題、今後の計画について、

水道課長に伺います。 

 ５点目、市道・農道の点検と整備について、

土木課長、農林課長、それぞれ答弁ください。 

 以上で、１回目の質問を終わります。 

○農林課長（森 秀和）  新規事業の内容と、

現状での課題と今後の経営環境の見通しはにつ

きましてお答えいたします。 

 まず、新規事業の内容から御説明いたします。 

 畜産経営者支援事業補助金は、国産牛肉の消

費低迷や、子牛相場の下落等により影響を受け

ている畜産農家の経営意欲の向上のため、子牛

や肥育牛の出荷に対し１頭当たり１万円を支給

する事業でございます。 

 畜産物振興促進支援事業補助金は、イベント

時における試食用豚肉等の提供や、産業祭にお

ける牛肉の販売支援を行うことにより、畜産物

の消費拡大を図る事業でございます。 

 畜産環境整備事業補助金は、飼養環境の向上

を図るとともに、環境衛生への対策を講じるた
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め、畜舎・堆肥舎の整備や、野生鳥獣の侵入等

防止に係る施設整備の支援を実施する事業でご

ざいます。 

 そのほか家畜防疫対策緊急支援補助金は、豚

熱・鳥インフルエンザ等の家畜伝染病の侵入や

蔓延防止をするため、畜産農家が購入する消毒

資材に対する支援を実施する事業でございます。 

 これら事業を通じて畜産農家の負担軽減を図

るとともに、地域における防疫意識の向上と家

畜伝染病の発生防止に努めてまいります。 

 次に、現状での課題と今後の経営環境の見通

しでございますが、肉用牛を取り巻く情勢は、

かつて経験したことのない厳しい状況に置かれ

ております。その大きな要因の一つが、配合飼

料価格の高止まりでございます。 

 農林水産省の資料によりますと、配合飼料工

場渡し価格の推移は、令和２年９月、トン当た

り６万5,638円であったものが、トン当たり10

万1,196円の約1.54倍となり、現在も価格は高

止まりで推移して畜産経営を圧迫しているとこ

ろでございます。 

 また、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴

うインバウンド需要や外食需要の減退により牛

肉消費量は減少し、さらには近年の物価高騰に

よる消費者の生活防衛意識の高まりが重なった

ことで、現在も枝肉価格は軟調に推移しており、

肥育農家の経営は厳しい状況となっております。 

 このような状況から、肥育農家の子牛の購買

意欲の低下により子牛価格も下落し、繁殖農家

の経営も厳しさを増すなど負の連鎖に陥ってい

る状況でございます。今後も厳しい状況は続く

ことが考えられますので、今回の事業の周知を

図り、肉用牛農家の支援に努めてまいります。 

 また、議員御指摘の資金の返済期間の延長や

負債整理資金などの対応につきましては、各農

家の経営状況を伺った上で利用可能な資金等の

説明を行い、申請に当たっては政策金融公庫や

ＪＡ等とも連携しながら指導や助言に努めて適

切に対応してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○税務課長（吉崎亮太）  固定資産税・市県民

税・国民健康保険税等の納税相談への対応につ

きましてお答えいたします。 

 税務課における市税等の納税相談につきまし

ては、徴収の猶予に関する相談や分納の相談、

税ごとの減免に関する相談がございます。 

 税務課では、市税の減免制度や徴収の猶予制

度につきまして、全世帯へ配布しております納

税のしおりに掲載いたしまして市民の皆様へ周

知を図りながら、管理収納係を相談窓口として、

通常の勤務時間に加え、毎月第１・第３木曜日

に窓口業務時間を19時まで延長して、相談しや

すい環境を整えて対応しているところでござい

ます。 

 また、税ごとの減免に関する相談につきまし

ては、係ごとで対応しているところでございま

す。 

 減免や徴収の猶予に関しましては、公平性を

欠くことがないよう慎重に判断する必要がござ

いますことから、相談内容を丁寧に伺い、精査

した上で法令や条例等の規定に基づき、個々の

状況に応じた減免制度や徴収の猶予制度等を御

提案させていただき対応すべきであると考えて

おります。 

 それぞれの相談者で状況や相談内容が異なる

と思われますことから、まずは税務課へ御相談

いただければと考えております。 

 以上でございます。 

○総務課長（濵 久志）  勤怠システム導入後

の状況と今後の課題はにつきましてお答えいた

します。 

 本市職員の勤怠管理システムにつきましては、

昨年度、導入に向けた調査・検証行い、本年１

月より本格稼働をしているところでございます。 

 勤怠管理システムの導入により、ペーパーレ

ス化や勤務管理の適正化、勤務状況の可視化な
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どが図られております。 

 特に勤務状況の可視化につきましては、これ

まで見えにくかった職員の時間外勤務や休暇取

得の状況を、本人のみならず、上席や総務課の

職員がシステム上でいつでも確認できるように

なったところでございます。 

 システムを導入・稼働し、約２か月が経過し

たところでございますが、職場内における勤務

時間や休暇に対する意識の変化が見られており、

一部の課では上席がシステムでチェックするな

どをし、週休日に勤務した際に原則としている

同一週での休暇取得に取り組んでいるようでご

ざいます。 

 現時点においては、システム導入して間もな

いこともあり、システム操作の誤りや運用ルー

ルの定着が課題であることから、引き続き課長

会議の場や職員向けの電子掲示板でシステムの

活用方法の周知を図りながら、長時間労働の是

正や休暇の取得促進等の働き方、休み方の改善

に取り組んでまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○市民課長（福元美子）  技術職員の配置状況、

採用について、平常業務はもとより、感染症の

拡大・災害時に対応できる配置状況かにつきま

してお答えいたします。 

 市民課におきましては、国保係に保健師１名

が配置されております。平常時の業務につきま

しては、国保の保健事業全般及び高齢者の保健

事業と介護予防の一体的実施事業等を会計年度

任用職員の保健師・看護師・管理栄養士と業務

を手分けしながら取り組んでいるところでござ

います。 

 議員御質問の感染症の拡大・災害時における

国保係の保健師の対応としましては、市内で感

染症の拡大や災害が発生し長期化した場合には、

各課の保健師と連携しながら、被災者及び避難

者の健康状態を把握するための巡回相談など、

感染症予防対策を含めた健康管理の役割を担う

ことが想定されております。 

 平常業務に関しては、会計年度任用職員と業

務の調整をし、現在の保健師１名体制で問題は

ないものと考えますが、想定外の災害が発生し

長期化した場合などは、十分に対応できるとは

言えない状況と考えております。 

 以上でございます。 

○土木課長（東 弘幸）  お答えいたします。 

 まず、土木課の技術職員数でございますが、

土木係が６名、建築係が３名でございます。 

 本市でこれまでに発生いたしました大災害に

つきましては、平成元年災害や平成５年災害、

平成17年災害、直近では平成28年災害がござい

ます。 

 そのうち、特に災害件数が多かった平成元年

災害や平成５年災害と同様の災害が発生した場

合、通常業務を執行しながら災害対応を行うこ

とは、現在の土木技術者数では困難であるもの

と考えております。 

 また、建築技術者に関しましても、長寿命化

計画に基づく市営住宅の建て替えや、他所管の

公共施設の老朽化対策、耐震化対策などにより

発注件数が多くなっておりますことから不足し

ているとの認識でございます。 

 以上でございます。 

○農林課長（森 秀和）  農林課につきまして

お答えいたします。 

 まず、農林課の技術職員数でございますが、

林務耕地係３名、振興係１名の４名でございま

す。 

 本市では、これまで発生いたしました大災害

につきましては、直近では平成28年災害がござ

います。当時は被害件数が多く、農林課の技術

職員では対応ができないことから、ほかの課で

勤務している土木技術者に、勤務終了後や土日

の休日に勤務をしていただき、また、退職され

た土木技術者の方に会計年度任用職員として勤

務していただき災害対応を行ってきたところで
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ございます。 

 平成28年災害と同規模の災害が発生した場合、

災害件数が多くなり、通常業務を執行しながら

災害対応を行うことは、現在の配置人員では困

難であると考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○保健課長（永田正一）  同じく保健課の状況

についてお答えいたします。 

 保健課におきましては、保健師が４名、管理

栄養士が１名配置されております。 

 平常時の業務につきましては、各種健診等の

法定業務に加え、近年は健康チェックや子育て

支援事業の充実、また、相談支援対応の増加な

ど、業務が多岐に及び業務量も増加してきてお

ります。 

 また、今後は、こども家庭センターの運営等

におきましても保健師等の専門職の配置が求め

られておりますので、現段階としましては保健

師が充足していない状況でございます。このよ

うなことから、総務課と協議を行い、採用試験

の実施を願いしている状況でございます。 

 また、非常時の対応として、災害発生時にお

きましては避難が長期に及んだ場合、避難者の

健康確認や避難所の環境衛生面の確認などの役

割があり、感染症拡大時には感染防止対策等の

役割がございますが、今後、想定以上の災害が

生じた場合は、現職員数で十分に対応できると

は言えない状況と考えております。 

 以上でございます。 

○福祉課長（新屋一己）  同じく福祉課の状況

につきましてお答えします。 

 福祉課においては地域包括ケア係に保健師２

名が配置されておりますが、うち１名は育児休

暇中でございます。 

 平常時の業務につきましては、地域包括支援

センターの介護支援専門員や看護師と協力しな

がら、65歳以上の高齢者や、その御家族から介

護のこと、認知症や生活上の悩み事、様々な相

談業務に関して訪問等により支援を取り組んで

いるところです。 

 併せて介護予防事業にも取り組んでおり、本

課の保健師の業務も多岐に及んでいることから、

総務課と協議を行い採用試験の実施をお願いし

ているところでございます。 

 非常時の対応といたしまして、台風の接近や

大雨等による災害が予見される際、災害時要援

護者支援台帳や平常時の訪問先等から、支援が

必要な方々に対して電話や訪問等により避難先

の確保を促すなど支援を行っているところでご

ざいます。 

 避難が長期に及んだ場合などには、保健課の

保健師などをはじめ、全庁的な連携を図り対応

することになりますが、今後、想定以上の災害

等が発生した場合には、現職員数で十分に対処

できるとは言えない状況と考えております。 

 以上でございます。 

○水道課長（岩元伸二）  水道課の災害に対応

できる配置状況かについてお答えいたします。 

 水道課においては、現在、工務係に技術職員

が３名配置されております。過去の平成５年、

平成17年、平成28年の台風災害においては、施

設の破損や漏水により断水が発生し、工務係は

復旧工事に追われ人手が不足したため、ほかの

課の職員の応援をいただいた状況であり、今後、

万が一災害により水道施設に被害を受けた場合

は、現在の人員では十分な対応ができないと考

えております。 

 以上でございます。 

○総務課長（濵 久志）  総務課では、職員の

健康管理、健康増進を図るため、令和４年４月

より保健師１名を配置しております。 

 通常業務においては、職員からのメンタル不

調等に関する健康相談があった際は、迅速に面

談の機会を設け、外部専門機関などと連携しな

がら職場内のメンタルヘルス対策に取り組んで

いるところであります。 
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 議員御質問の感染症の拡大、災害時における

総務課の保健師の対応としましては、市内で感

染症の拡大や、災害が発生し長期化した場合に

は、各課の保健師と連携しながら、地域の被災

者及び避難者の健康状態を把握するための巡回

相談など、感染症予防対策を含めた健康管理の

役割を担うことが想定されております。 

 総務課内の平常業務に関しては、現在の保健

師１名体制で問題ないものと考えておりますが、

想定外の災害が発生し長期化した場合などは、

十分に対処できるとは言えない状況と考えてお

ります。 

 総務課としましては、全庁的に平常時におい

ても保健師をはじめとする技術職員の不足が課

題と考えておりますことから、引き続き技術職

員の確保に向けて取り組んでまいりたいと考え

ております。 

 以上でございます。 

○水道課長（岩元伸二）  基幹管路の耐震化率

と今後の計画はについてお答えいたします。 

 水道課の管理している基幹管路は、令和６年

３月末時点で25.97キロメートルあり、そのう

ち耐震化が完了しているのは7.8キロメートル

で耐震化率30.1％となっており、令和４年度に

527メートル、令和５年度に504メートルが耐震

化されたところでありますが、費用が高額なた

め、基幹管路の耐震化が完了するまでには、ま

だ10年以上かかる見込みであります。 

 平成31年度に策定しました水道ビジョンに基

づき、基幹管路を含めた水道施設の耐震化に、

令和２年度から年間１億円の事業費で耐震化を

進めており、今後も計画的に取り組んでまいり

たいと考えております。以上でございます。 

 続きまして、漏水点検の現状と課題、今後の

計画はについてお答えいたします。 

 直近では、令和４年度に水道課の管理する全

水道管について実施しておりますが、費用が高

額なこともあり、水道の有収率が低下傾向にあ

るときに実施しているところであります。 

 今後についても、これまでと同様に有収率の

推移を確認しながら、漏水の可能性が高い場合

に漏水点検を実施していく計画であります。 

 なお、衛星画像解析を用いた漏水を探知する

方法などの新技術が出てきていることから、将

来にはそれらを活用した調査も実施できないか

検討してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○土木課長（東 弘幸）  市道の点検整備につ

きましてお答えいたします。 

 １月28日に埼玉県八潮市の県道で、下水道管

の破損により土砂が吸い込まれ道路が陥没、通

りかかったトラックが転落する痛ましい事故が

発生いたしましたが、市道の管理を担当する所

管課として危機感を持ったところでございます。 

 市道の点検につきましては、おおむね１年に

２回以上の頻度で実施する定期点検、現場立会

いなどで外出した際に実施する通常点検、災害

が発生、もしくは、そのおそれがある場合に実

施する緊急点検など、道路パトロール計画を策

定し、点検を実施しているところでございます。 

 この点検や通報などにより異常が確認されま

した場合は、建設業者や環境整備班による早急

な対応を行い、市道を通行される市民の皆様の

安全確保に努めているところでございます。 

 以上でございます。 

○農林課長（森 秀和）  農道の点検と整備に

つきましてお答えいたします。 

 令和６年４月１日現在、幅員が４メートル未

満の路線を含め、路線延長約170キロの農道と

農道橋が１橋ございます。 

 毎年、大隅地域振興局農村整備課と本市、垂

水市土地改良区と合同で農業用施設定期点検と

安全管理点検を行っております。 

 また、農道等につきましては、農林課職員や

環境整備班にて定期的にパトロールを行ってい

るところでございます。 
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 パトロールや市民からの通報などにより異常

が発見された場合には、現地確認を行い、危険

度や緊急性を考慮し、環境整備班や重機借り上

げにて補修や維持管理などの対策を行っている

ところでございます。 

 以上でございます。 

○感王寺耕造議員  丁寧な説明ありがとうござ

いました。 

 まず、畜産農家の支援策ということですけど

も、国のほうも肉用子牛生産補給金制度、この

部分の保証基準価格、この分も１頭当たり、令

和６年度は56万4,000円と、令和７年度から１

万円と、１頭当たり増額になっております、保

証基準価格がですね。 

 また、合理化目標価格、保証基準価格も１頭

当たり、令和６年度44万4,000円であったもの

が2,000円アップ、44万6,000円ということで発

動しやすくなりました。 

 また、これに併せて、市長の配慮によりまし

て新年度予算、まだ通っておりませんけども、

これはまた別でしたね、ごめんなさい。 

 それと、あと国の部分です。優良和子牛生産

推進緊急支援事業、黒毛和種の場合ですね。こ

れも発動基準が引き上げられています。 

 これは必要の取組数が決まっておりまして、

２つの場合は60万円を61万円に、３つ取組数が

ありますと２万円、１頭当たりですね。４つク

リアしますと３万円ということで、この分につ

きましても、先ほど申し上げた事業と一緒に受

けられるということで、ありがたいことであり

ます。 

 これに併せて、市長の配慮によりまして令和

７年度から和牛子牛生産基盤強化緊急特別対策

事業、この国の部分に併せて、国は１万円なん

ですけれども、本市では１万円補助金出してい

ただけるということで、大変厳しい中、和牛農

家についても励みになるのではないかなと思っ

ております。 

 他産業との兼ね合いもありますから、これ以

上の支援という部分はなかなか末端の行政では

できないということは理解しております。 

 そういうことで、市長にお願いといいますか、

現状の認識をまずどう持っておられるかですね。

本市の振興会会長も、尾脇市長のお父様から私

が引き継いで、私から市長のほうに会長をやっ

ていただいた経緯もありますし、和牛のことに

ついても造詣が深いと思われますので、今現状

の部分をどう考えられるのかということですね。 

 それで、あと一番のお願いは、市長は畜産協

会の理事もなさっていますよね。そういったこ

とも含めて、最初の質問にもありましたけども、

また重ね重ねになりますが、生産過剰、在庫の

一層を図り、需給バランスをきちんと正常化し

ていただきたい。需給バランスが崩れてしまっ

ているんですよね。 

 昔は生産がよければ肥育がちょっと悪い、こ

ういうことで、交互・交互でうまくいっていた

んですけども、とにかく急激な増頭でどうしよ

うもなくなったという部分がありますので、ま

ずこの部分が一点。 

 また、国内輸出の販売ですね。消費拡大策の

拡充を国も含めてやっていただきたいと、この

分については、私どもの東京陳情、いろんな部

分で行きます。そうすると、和牛のオリンピッ

クですね、鹿児島でありました。鹿児島は団体

賞で１位だったんです。宮崎は枝肉の分で１位

取ったんですよね。 

 それで、宣伝量の違いですね、これは特に県

にお願いしている。どこの地下鉄の駅に降りて

も、日本一の宮崎牛とばばばっと電光掲示板が

あって地下鉄のところあるんですよ。鹿児島県

はない。こういうこともありますので、ぜひ県

へつないでいただきたい。 

 また、配合飼料価格安定対策の制度の見直し

です。この部分については対前年度の価格で、

増減の部分で発動するか発動しないかという部
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分が出ますので、令和６年から出ていないです

よね。第１四半期、２四半期、３四半期、４四

半期とありますけども、前年度に対してですか

ら、これ高止まりだからどうしようもないわけ

ですよ。この見直しの部分もありますね。 

 あと、エネルギー高騰対策です、円安による

ですね。補助金も減らされています。そういっ

た中で、建設事業者も含めて、農業産業の部分

についても、これは基幹産業ですから、特化し

て、補助金をどうにか認めてほしいということ

であります。 

 また、国産飼料・国産肥料の生産拡大等、こ

れは国産化ということですね。こういう部分も

含めて様々な要因があるんですけども、市長の

業界への現状認識と今後の国・県への要望活動、

生産者へのメッセージをお願いしたいと思いま

す。 

○市長（尾脇雅弥）  感王寺議員の御質問にお

答えいたします。 

 まずは基本的なことを申し上げて、個別の考

え方についてお話したいと思います。 

 現状認識と今後の国・県への要望活動、生産

者へのメッセージにつきましてお答えいたしま

す。 

 令和７年度の予算編成に当たりましては、生

産農家や肥育農家の方々から寄せられておりま

した厳しい現状に寄り添った施策立案を、担当

課である農林課に指示いたしまして今議会に予

算を上程させていただいたものでございます。

内容、その支援策につきましては、先ほど担当

課長並びに感王寺議員からお話をいただいたと

おりでございます。 

 また、昨年12月13日には垂水市畜産振興会、

垂水市肉牛部会、垂水市家畜商組合の３団体の

皆様が来庁されて、経営支援対策や家畜防疫対

策、肉用牛の消費拡大についての要望書を連名

にて提出されました。 

 その際、生産牛農家からは、親から継承した

畜産基盤を守り肉用牛の産地を次世代につない

でいくと、肉用牛経営を諦めない気持ちを強く

感じたところでございます。そのことを踏まえ、

国や県の事業に加え、限られた予算の中ではあ

りますが、新規事業を盛り込んだところでござ

います。 

 今後さらに国や県との連携を強化して、生産

農家の皆さんの声をしっかりとお届けして、実

効性のある支援策の実現により、肉用牛農家の

方々が安定した経営が行えるよう努めてまいり

たいと考えております。 

 先ほどありました私自身、中央畜産会の全国

理事の一人でもございますので、森山会長にし

っかりと現状報告をしながら、いろんな課題を

解決していきたいと思います。 

 幾つか御指摘があった中で、これまで子牛の

単価がもっと低いときもありましたけれども、

ただ、飼料代とかいろんな経費がかからないと

いう背景もございまして、大きくはウクライナ

問題をはじめとして、飼料代の高騰から始まっ

て、あっという間に燃料費の高騰ということで、

ここへ来て輸出の部分が滞ったり、感王寺議員

がおっしゃるような二重苦、三重苦のような状

況にあって、多少なりとの支援をしたところで

根本的な対策にはなっていないけれども、まず

はしっかりつないでいって、いろんなことを解

決していかなければいけないと思います。 

 時々、森山先生がおっしゃるのは、輸出に関

しましては中国が大分ハードルが下がってきて、

内々事務的な話の中では出口が見えてきたよう

に感じるところでございます。 

 世界的には、この黒毛和牛というのは普通の

肉用牛とは違うジャンルでございますので、日

本は人口減少でありますけれども、世界は人口

増社会でありますから、タンパク源をどこに求

めるか、鹿児島、垂水が誇るこの肉類、あるい

は魚というものを中心にしっかりと海外輸出で

きる基盤をつくっていく、そのためには安定的
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に継続的にやっていく。 

 また、一方で、今おっしゃった、私も時々東

京に行きますけれども、宮崎県、あるいは都城

市みたいなところが駅にはつらあっとなってお

ります。 

 そういった意味では、恐らく専門的な視点で

いきますと、鹿児島県の和牛というのが前回、

霧島であったところでは総合１位ということで

ありますけれども、その辺の、いいものを作る

というのは大事なんですけれども、しっかりと

ＰＲして、もうかる仕組みをつくるというのが、

ある意味もっと大事なことでありますので、そ

の辺のところもいろんな関係者の皆様方と連携

をしながら、市単独でも、いろんなところに出

向いていって、議会の先生方と海外も含めて足

を運んでＰＲをするということも大事なのかも

しれないというふうに思っているところでござ

います。 

 いずれにいたしましても、若い畜産農家の後

継者もいらっしゃいますので、しっかりとその

人たちが夢と希望を持って今後も取り組める、

今を頑張れば未来が明るいんだというような施

策を、いろいろお話を伺いながら形にしていけ

ればと考えているところでございます。 

○感王寺耕造議員  懇切丁寧に頑張ってくれて、

ありがとうございます。陳情も、国・県、きち

んとやっていただきたいと思います。 

 その中で、市長もちょっと触れられましたけ

ども、ＢＳＡ、コロナ、黒毛和牛だけじゃない

ですね、いろいろ、豚もそうです、苦労しまし

た。それでも何とか頑張れたんですよ、先が見

通せた。今は全く見通せない状況です。 

 ２月に入りまして、子牛価格も実は上がって

いるんですよね、南九州、肝属郡を含めてね。

５～６万から、高いところで８万、９万、10万

上がっているときもある。ただ、これがどうい

う状況で上がっているのか分からないですね。

生産頭数も若干減ってきたという部分があるん

ですけども。 

 ただ、今、２月、３月、４月といったらいつ

も高いんですよ。何でかと、来年、再来年の12

月前に、結局、正月とか忘年会とか、そこで食

べられますから、枝肉価格もぱんと上がります。

そういった要因で高いのか、高値基調でいくの

か、全く見通せないわけですね。ＢＳＥ、口蹄

疫より悪いということはみんな言っております。

生産も肥育もね。 

 その中で、さっき言った増頭の部分ですね。

令和２年に１頭当たり24万6,000円ですね。50

頭消えた部分が17万5,000円ということで、夢

を持って畜舎までそろえて牛も50頭、60頭入れ

てね、億ですよ、借金がね。それが飼料代も払

えないから辞めている農家が多いんですよ。 

 それで、肝属管内でも1,000頭、2,000頭規模

の農家、これは企業経営ですけどね、法人化な

さっていますけど、この方も経営権をほかに譲

渡していると、こういう状況があります。 

 大変厳しい状況でありますので、何とか県・

国のほうにも市長の方できちんと物を申してい

ただきたい。当然、私たち生産者も物を言って

いきます。国会の部分でトラクターが走り回っ

ている現状もありますので、できればそういう

まねをする前に、何とか国会で議論していただ

きたいと思っています。よろしくお願いします。 

 税務課長、先ほど説明を受けました。市税の

減免ということで、免じてくれとは、減免の部

分はありますよね。市県民税なんかは、失業・

疾病などでということとか、いろいろあります

よね。 

 まけてくれという部分はないと思うんです、

畜産農家の場合。ただ、やっぱり牛が出る月も

あれば出ない月もあるということで、納税の部

分の相談に乗っていただいて、約束して、お互

い、この日まで納めてくれという部分もやって

いただきたいと、窓口対応をきちんと丁寧にや

ってください。お願いします。 
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 高い時はね、五、六年前、五、六年間ずっと

高値が続きましたけど、そのときは和牛農家が

一番最高額、103万円ぐらいみんな払っていま

した、近い額をね。まけろとは言いませんので、

きちんと対応してください。この問題について

は以上です。 

 次に、勤怠システム問題です。これからきち

んとね、各担当課の上席も分かる、総務課も分

かるということで、きちんと分析して、休みを

きちんと取っていただくようなということで頑

張っていただきたいと思います。 

 ただ、職員の週休日、振替及び代休日の指定

等に関する取り扱いの見直しの概要という部分

をね、この資料を頂いたんですけども、私が質

問を、催し事のときは、催し事と通常業務と

別々な対応をしていたんですけども、その辺の

部分についてちょっと説明が足りないなと思っ

たので、詳しく、この部分については議員の皆

さんも知ってもらわないといけない問題ですか

ら、どのような見直しを行って、これからどう

やっていくのか。 

 そこで、休みを取れない場合に、そのとき、

どういう形でそこに対応していくのか、金銭の

部分もありますので、その辺も詳しくこの問題

についてはお願いします。 

○総務課長（濵 久志）  職員の週休日振替及

び代休日の指定等に関する取扱いにつきまして

お答えいたします。 

 本市では、平成18年以降、行財政改革の一環

としまして、職員の週休日勤務後６か月まで振

替休日を取得することを可能とし、催事業務と

通常業務の時間外勤務手当支給の取扱いを区別

するなど、本市独自の運用を実施してきました。

このような市独自の運用が開始されてから18年

が経過しております。 

 この間、本市を取り巻く社会情勢や職場環境

は大きく変化しており、従来の取扱いでは、週

休日の振替等が適切に管理できず、長時間労働

による職員の業務能率の低下やメンタル不調が

懸念されていたことから、職員の週休日等にお

ける適正な勤務と健康保持のための休日確保を

目的に、今回の見直しを行ったところでござい

ます。 

 見直しの概要としましては、早期の休日確保

と適切な勤務管理のために、振替等の期限を勤

務日の後８週までに短縮し、１時間としていた

振替休日の単位を１日または半日単位とするこ

と、催事業務と通常業務の時間外勤務手当支給

の取扱区分を廃止することなどがございます。 

 いずれも、労働基準法や本市の関係規則を基

に、勤務条件の適正化を図った形になります。 

 また、週休日の振替休日が確実に取得できる

よう、勤怠管理システムで振替日を事前指定す

る新たな取組も実施しております。 

 なお、週休日に勤務した後８週以内に振替休

日を取得できなかった場合は、その理由を総務

課が把握した上で、振替休日が取得できなかっ

た勤務時間数について、時間外勤務手当を支給

することとしております。 

 以上でございます。 

○感王寺耕造議員  指摘を受けてきちんとやっ

ていただいたということで、感謝申し上げます。 

 今現在いる職員の方々のモチベーション、当

然健康もですけども、大事な部分ですから、勤

怠システムを活用して、また、休日の見直しも

きちんと、現総務課長の下でやっていただきま

したので、これは周知徹底してやっていただき

たいと思っておりますので、その分については

よろしくお願いします。 

 きちんと、まず休みを取らせること、休みを

取れなかったらどうするのかというルールづく

りをきちんとしていただきましたので、それで、

またこれをきちんとやることによって、職員の

モチベーションも健康管理もですけども、地方

公務員の成り手がないという部分もありますの

で、採用の部分でもきちんとやっているんだと
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いう部分を分かっていただくためにも頑張って

いただきたいと思います。これについては終わ

ります。 

 次に、技術職員の配置状況です。通常業務の

ときは足りているけども、災害のときは足りて

いないとか、いろんな各課の事情があるのでし

ょう。 

 この部分、大事な部分ですから市長に振りま

すけれども、平成元年、平成５年、平成28年災

と大きい災害を本市は受けました。 

 直近の平成28年度を見ても、あのとき農地災

害ですね。ひどくてひどくてですね、農林課の

技術人員、また、土木課の技術人員も足りない

と。コンサルを頼むにも、みんな県下全域、災

害というような状況でしたから、各末端行政の

部分でコンサルの奪い合いという部分があった

と思うんですよ。 

 そのとき総務課長が出てきていただいて、名

前は言わないですけどね。手配していただいて、

早急に調査して、また、積算して、激甚対策を

国のほうに申請したわけですけども、やっぱり

職員の配置というのは市長、大事だと思うんで

すよね。 

 それで、資料を頂いたんですけども、土木技

師の部分でね、保健師の部分はまだ不充足とい

う部分がありますから、そこの部分については

すぐ充足することですね。それで、本当、足り

るのか足りていないのか、業務量と併せて、総

務課長も担当ですけどね、国のね。きちんとや

っていただいた。 

 土木技術者の部分を見てみますと、平成19年

の４月１日に採用して、それから20、21、22、

23、24、25、26、27、８年間採用がないんです

よね。ほかは足りているんですよ、８年ぐらい

ね。技師の採用がないんですね。 

 私が言いたいことは、八潮市の例でも、何で

こんなに遅れたのかというと、下水管破損によ

る道路陥没であったわけですけども、補修作業

を行う技術職員の数が足らなかったと、力量が

足りなかったんじゃないかという部分も専門家

は言っていらっしゃいます。 

 そういったもので、やっぱり平準化した採用

をきちんとしていただいて、昔は土木課も農林

課も、20年ぐらい前の先輩たちですよね、皆さ

んの。自分たちで積算しながらとかということ

もありました。今はそういうことはないですけ

ども、やっぱり技術の伝承というのは大事です

から、まず平準化した採用をしていただくと。 

 それでまた、尾脇市長は、水迫市長の時代か

ら行財政改革を進めてきて、借金を減らしてき

たんだよということをよく言われるんですね。

私もそれは評価しています。 

 それで、現在、職員定数の部分を見ると、行

革の部分で241名の定員ですが、当たり前の定

員は292名なんですよね。市長がおっしゃるよ

うに、財政運営がある程度黒字が出るんであれ

ば、職員の平準化もそうですけども、増員の部

分も考えてもいいんじゃないかと思うんですけ

ど、その点について、大事な問題ですから、市

長、お願いします。 

○市長（尾脇雅弥）  少し全体的なことを述べ

て、今の御質問にお答えしたいと思います。 

 今、感王寺議員おっしゃるとおり、定数とし

ては290をちょっと超えると、もともと285名で

合併の前までは運営をしていたように記憶をし

ております。合併がかないませんでしたから、

水迫前市長が行財政改革ということで50名減じ

て235という状況がずっと続いておりました。 

 その後、地方分権の名の下に400事業が地方

に仕事が振られて、まだ半分というところもご

ざいます。一方で働き方改革という、ある意味

相反する複雑な連立方程式を解消していかなけ

ればいけないという背景の中で、皆さんの御協

力、市民の皆さんの御理解で、先ほど数字的に

は借金を減らし、貯金を増やした。 

 ただ、これから安定継続的に垂水市が発展し
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ていくためには、まずは市役所の中の職員がし

っかりと恵まれた環境の中で働くということは、

重要なことだというふうに思っております。 

 そのことは、少しずつではありますけれども

総務課中心に理解をして、235からすると６名

ほど増えてはおりますし、今後様々な事業展開

をするに際しては、できるだけ定数に近づけて

いくというのは、やらなければいけない作業だ

と思います。 

 ただ、技術的な職員に関しては常時募集をし

ておりますが、なかなか受けてくださる方その

ものが、特に土木系は最近おりません。毎年の

ように募集はしているんですけれども、なかな

か受けていただけない。受けても働いていただ

けないということもございます。 

 この間も、つい先週だったと思いますけど、

県の土木部長が同じようなことを、県において

も同じような現象が起こっているので、民間と

の問題もありますし、その辺を重要な課題だと

いうことで連携してまいりましょうということ

でもありましたから、ちょうどタイムリーな問

題提起ということで、しっかりやらなければい

けないなというふうに思います。 

 つまり、職員間の技術伝承を図るという意味

では、先ほどお話しいただいた平準化した職員

採用すべきというふうに思います。 

 本市におきましては、保健師や土木、建築、

農業などの技術職員が様々な分野で、専門知識

や技術を生かして住民サービスに携わっており

ます。直近では令和６年度に土木技師を採用し

ており、現在、土木課で業務に従事しておりま

す。 

 また、本年度において保健師の採用試験を２

回実施しておりますけれども、必要な人員を確

保できていないという状況でございます。こう

した状況は、先ほど申し上げました本市に限ら

ず、全国の自治体において同様であり、技術系

の人材不足が懸念されているところでございま

す。 

 議員御指摘のとおり、行政経験や現場での経

験といったスキルを身につけた先輩職員から技

術伝承をうまく進めていくためにも、土木建築

などの技術職を、世代間を空けないでしっかり

と計画的に採用していくことが重要だと思いま

す。 

 私自身も直接この行政サイドでは28年度の災

害に携わって、うまく、あのときは皆さんの御

協力で、結果的にはいい形で問題解決できたと

思いますが、現場においては農林課の職員が２

時、３時まで頑張っているとか、土木課の職員

が泊まり込みでというような状況がありました

ので、今後、先ほど各課長さんの答弁からも、

ある現状だということは理解しております。 

 現状ではギリギリ回っておりますけれども、

極端に爆発的に増やすことはできませんので、

まずはそういった場合の連携の在り方とか、Ｉ

ＣＴも含めたいろんなものを活用しながら、い

ざというときにしっかりとシミュレーションし

て対応していく体制を整えてまいりたいと考え

ているところでございます。 

○感王寺耕造議員  了解しました。 

 平準化の採用はやっていただきたいと思って

いますので、確かに今、人手不足ということで、

技術者が足りない、どこもね。民間企業も足り

ないということで理解できるんですけども、採

用の部分で総務課長を中心として、きちんと採

用して、採用に結びつけられるように頑張って

いただきたいと思いますので、これをお願いし

ておきたいと思います。 

 これに関連して、専門技術職ということです

ね。市長、森林環境税の問題になるんですけど

も、最後、この分に関してですね。林務係の専

任技士配置の考えはないのかということですよ

ね。 

 森林環境税、令和６年から、きちんと始動し

まして、そういった部分で、また、林業大学校
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も本市の部分でできるということで、あるとい

うことでね。そういった部分でもやっぱり、専

門家、今も、今年の予算を見ますと680万ぐら

い人件費で取ってあるんですけども、今後、こ

の人たちが駄目だというわけじゃないですよ。 

 今後、やっぱり技術の深い職員というか、本

当に技術を学んだ職員をきちんと正規配置、１

人はするという部分も必要だと思うんですよ。

山ばっかりですからね。 

 それで、山は切るだけじゃなくて、育てなき

ゃいけないと、それで、また、そこの部分をき

ちんとやらなきゃ、製品にしていかなきゃいけ

ないという問題がありますので、あと時間の余

す限り、市長に時間預けますので、どうぞ。 

○市長（尾脇雅弥）  本市におきましては、森

林環境譲与税を活用した適切な森林管理を推進

するために、令和３年４月から森林専門員とし

て、会計年度任用職員を採用して、市内の森林

整備等に取り組んでまいりました。 

 大変残念ではございましたが、当該専門員が

令和５年３月までの２年間の勤務で退職をされ、

その後、森林専門員を継続して募集を行ってお

りますが、現在においても採用に至っていない

状況でございます。 

 議員御指摘のとおり、本市の森林状況につき

ましては、伐採適期に達していることから、適

正な森林管理を進めていくことが重要であると

いうことは十分認識しているところでございま

す。 

 本市における森林行政を長期的な視点に立ち、

円滑かつ適正に推進し、林業の発展を図るため

にも、林業に関する業務に精通した専門職の職

員採用の検討が必要だと考えております。 

 以上でございます。 

○感王寺耕造議員  まず前向きに検討していた

だきたいと思います。 

 あと、上水道ですね。この分、鹿屋市が衛星

によっての観察をやりました。企業会計の中で

やらなきゃいけないから大変だとは思うんです

が、きちんと耐震化率を上げるように年次計画

も立てていらっしゃいますので、新しい技術も

仕入れていただきたいと思います。 

 また、市道・農道につきましては、環境整備

班の方々がきちっと市内をくまなく回っていた

だいておりますけども、また、市民の方々の要

望もありましてですね。鹿屋市でも、あれは防

空壕でしたけども、２回ぐらいありましたね、

事故がね。タクシーが入ったりとかありました

ので、少しの異常を見つけたら、すぐ現場を確

認しに行くということで、それは今までもやっ

ていただいていますので、またその分もきちん

とやっていただきたいと思います。 

 持ち時間来ましたけども、牛肉の振興のため

にも、今日お帰りには、ぜひとも黒毛和牛をお

求めいただければと思っておりますので、以上

をもって終わります。 

○議長（堀内貴志）  ここで暫時休憩いたしま

す。 

 次は、15時10分から再開いたします。 

     午後３時０分休憩 

 

     午後３時10分開議 

○議長（堀内貴志）  休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 次に、12番、北方貞明議員の質疑及び質問を

許可いたします。 

   ［北方貞明議員登壇］ 

○北方貞明議員  それでは、質問に入らせてい

ただきます。 

 本年度予算の一般会計予算で、新規事業・継

続事業について幾つか質問いたしますのでよろ

しくお願いいたします。 

 まず、笑顔あふれるまちづくりの継続事業、

牛根地区グラウンドゴルフ場関連24万円につい

て、令和６年度は地域住民と当面の間は、牛根

小学校、浮津公園、境小学校、旧牛根中学校の
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４か所使用できるように調整したとありました。

本年度予算で、牛根小学校校庭の管理として24

万円、芝刈り機購入についてですが、校庭の芝

刈りは牛根小学校がするのか、それとも、この

同好会の方々がするのか教えてください。 

 また、芝刈り機は手動なのか、それとも乗用

式なのか、併せてお聞かせください。 

 安全なまちづくり新規事業の指定避難所の

ポータブル電源導入事業153万円について、

ポータブルであるから持ち運びのできる大きさ、

重さであるとは思いますが、連続使用で何時間

ほど使用できるのか。また、１台当たりの価格

は幾らなのかお聞かせください。 

 新規事業、学校整備6,004万3,000円について、

学校施設設備垂水小学校防火扉等の改修工事の

概要についてお聞かせください。 

 もう一つの新規事業の垂水市文化会館改修工

事630万3,000円について、昨年の６月議会で文

化会館のトイレ洋式化について要望いたしまし

た。本年度予算に計上されましたので、その内

容について質問いたしますが、和式トイレを洋

式トイレに改修するには広さが違うから、和式

トイレを減らす必要があると思いますが、今回

の改修工事により、全体のトイレ数は何基にな

るのか。 

 次に、和式トイレ数は何基で、洋式トイレは

何基になるのか。それに対し、洋式トイレ化率

は何％になるのかお聞かせください。 

 潤いのあるまちづくり新規事業の輸出等対応

施設整備事業、２億4,553万9,000円について、

この事業は農林水産省が食品産業の輸出に向け、

ＨＡＣＣＰ等を活用し、食品の安全を確保し、

衛生管理を徹底する整備等事業であると思いま

すが、この整備事業費はどのような整備をする

のかお聞かせください。 

 次に、一般質問ですけども、広報たるみずに

ついて、広報たるみずは毎月月初めに全世帯に

配布されています。多くの市民の方が、広報た

るみずを楽しみに待ち望んでおられると思いま

す。 

 市報たるみずの係の方は、取材・編集に苦労

されていると思いますが、より一層の充実の内

容の発行に努めていただきたいと思っておりま

す。 

 まず、発行までの工程作業についてお聞かせ

ください。 

 外国人労働者について、少子高齢化が進み、

どこの自治体でも人手不足で労働者の確保に難

儀しておられると思います。我が垂水でも、農

林水産等の第１次産業においても、労働者不足

で大変苦労されているのが現状です。 

 本市にも多くの外国人の方が、あらゆる分野

で働いておられます。本市では、これまで外国

人労働者に対し、どのような事業、サービスに

取り組んできたかお聞かせください。 

 １回目はこれで終わります。 

○企画政策課長（堀留 豊）  牛根地区グラウ

ンドゴルフ場関連事業についてお答えいたしま

す。 

 牛根地区におけるグラウンドゴルフ場整備に

ついてでございますが、これまで答弁してきて

おりますとおり、当面の間、地域住民の方々が

日常的に競技できる場所としまして、牛根小学

校、浮津公園、境小学校、旧牛根中学校の４か

所を複合的かつ柔軟に活用していくよう、地域

住民の方々との調整を行ったところでございま

す。 

 今回、新年度予算に計上した24万円は、手押

し式の電動芝刈り機の購入費用で、垂水市まち

づくり交付金として、第２期牛根づくり計画策

定推進委員会へ交付しようとするものでござい

ます。 

 この手押し式の芝刈り機ですが、高齢者や女

性でも作業しやすいよう、手押し式の電動芝刈

り機整備が地域の要望として上げられたところ

でございます。 
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 管理運用でございますが、グラウンドゴルフ

競技を行うための除草作業は、原則として地域

住民の方々で行っていただくほか、芝刈り機を

保管していただく牛根小学校においても、通常

の除草作業でお使いいただくことを想定してい

るところでございます。 

 以上でございます。 

○総務課長（濵 久志）  指定避難所のポータ

ブル電源導入につきましてお答えいたします。 

 この取組は、昨年12月に成立しました国の令

和６年度補正予算である新しい地方経済・生活

環境創生交付金のうち、地域防災緊急整備型の

メニューを活用して実施しようとするものでご

ざいます。 

 この交付金は、事業申請を行う地方自治体に

おいて、令和６年度の予算化が必須条件となっ

ていることから、今議会の補正予算案に計上し、

同時に事業計画を国に提出しているところでご

ざいます。 

 現在、本市から提出いたしました事業計画が、

国において審査されている段階であり、採択さ

れた場合は、令和７年度に予算を繰り越して取

り組もうとするものでございます。なお、補助

率は２分の１でございます。 

 お尋ねの何時間使用できるかにつきましては、

ポータブル電源の電池容量と、使用する電気器

具等の使用電力により異なってまいります。本

事業計画で提出しております約1,200ワットア

ワーの容量を持つポータブル電源の場合、小型

炊飯器は約5.3時間使用可能、スマートフォン

の充電は約78回可能とされております。 

 また、価格は１台当たり約17万円で、９台分

を見込んで事業計画を立てております。 

 なお、計画上、１つの機種を挙げて提出して

おりますが、この機種に限定して購入すること

を決めたものではございませんので、国から事

業採択をいただきましたら、予算の範囲で改め

て機種の検討を行い、取り組んでまいりたいと

考えております。 

 以上でございます。 

○教育総務課長（草野浩一）  垂水小学校校舎

の自動火災報知機と防火戸設置工事の概要につ

きましてお答えいたします。 

 垂水小学校の校舎につきましては、御承知の

とおり、築50年以上が経過しているところであ

り、併せて自動火災報知機等につきましても、

ほとんどが建築当時のものが設置されている状

況でございます。そのため、これまで消防法第

４条に基づき実施されている立入検査において、

消防用設備等の不備結果の指摘を受け、改善結

果及び改善計画を提出しているところです。 

 そのうち、今回、令和７年度当初予算で計上

させていただいている校舎の自動火災報知機や

防火戸につきましては、多額の改修費用を伴う

ため、単年度の改修が困難であることから、消

防本部を交えて財政課をはじめとする関係課と

協議を行い、優先順位を考慮した上で令和６年

度に実施設計をし、非常時などの避難経路の確

保や児童の移動などの動線、工事に伴う騒音な

ど学校運営に支障がないよう、全ての校舎に新

たな火災報知機を設置し、校庭側の校舎東西の

各階、城山側の校舎東西の各階の防火戸につい

て、数年にわたり工区を分けて改修工事を計画

的に行おうとするものでございます。 

 なお、工事を行うに当たっては、学校側と事

前協議を行いながら、児童や先生方など普段利

用されている方々への安全面への配慮や教育活

動をはじめ、学校運営に影響が及ばないよう、

夏季休業期間を中心とした工事の実施を計画し

ているところでございます。 

 以上でございます。 

○社会教育課長（大山 昭）  垂水市文化会館

改修工事の内容につきましてお答えいたします。 

 現在、来場者の多いイベントにおいて、女子

トイレは混雑している状況であり、足腰に不安

のある方や高齢者の方々を優先していただくよ
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うアナウンスし、４基ある洋式トイレのうち、

２基を思いやりトイレとするなど、来場者が安

心して利用できるよう取り組んでいるところで

ございます。 

 そのような中、来場された市民の方々からは、

洋式トイレを望む声や、他人が使用した便座に

座るのに抵抗があり、和式トイレを望む声など、

いろいろな声をいただいておりますことから、

そのことを踏まえ、男女トイレを改修するもの

でございます。 

 まず、全体のトイレ数ですが、現在の女子ト

イレ15基は２基減少し、13基となり、男子トイ

レは増減なく、５基となります。 

 次に、改修内容ですが、女子トイレにつきま

しては、和式トイレ４基を洋式トイレ３基に改

修し、和式トイレ１基を多目的トイレとしてお

むつ台を設置するものであり、男子トイレにつ

きましては、和式トイレ１基を洋式トイレ１基

に改修するものでございます。 

 改修後、女子トイレは13基中、和式トイレは

６基、洋式トイレは７基、うち１基は多目的ト

イレとなり、男子トイレは５基中、和式トイレ

２基、洋式トイレ３基となり、洋式化率は現在

の女子トイレ27％、男子トイレ40％から、どち

らも50％以上となります。 

 今後も利用者のニーズ及び利便性・快適性向

上の環境整備に努めてまいりたいと考えている

ところでございます。 

 以上でございます。 

○水産商工観光課長（松尾智信）  輸出等対応

施設整備事業について、どこにどのような整備

をするのかの質問にお答えいたします。 

 農林水産省の輸出等対応施設整備事業につき

ましては、農林水産物・食品の輸出拡大を図る

ため、輸出向けＨＡＣＣＰ等の認定・認証の取

得による輸出先国の規制等への対応に必要とな

る施設や機器の整備を支援するものでございま

す。 

 具体的な事業内容でございますが、垂水市漁

協が加工場内の空調機器の設置及びカンパチ内

臓除去機並びにフィーレ脱水機の整備を、また、

グローバル・オーシャン・ワークス株式会社様

が、加工場の新設及び加工用機器の整備を行う

ものでございます。 

 総事業費４億9,107万8,000円のうち、国が

50％の２億4,553万9,000円を補助し、残りの事

業費については事業者が負担するものです。 

 この事業が実施されることで、加工食品等の

輸出拡大に向け、輸出先国などの求める基準及

び条件等の規制に対応できるものと考えている

ところでございます。 

 以上でございます。 

○企画政策課長（堀留 豊）  広報たるみずの

発行までの工程につきまして、校正作業を中心

にお答えさせていただきたいと思います。 

 広報たるみずは毎月１日を発行日とし、発行

月の前月に約20日間の編集期間と、約10日の印

刷・製本期間を設けております。 

 掲載内容につきましては、所管課や外部団体

等から掲載依頼があり、原稿等の提出をいただ

いた後、掲載内容の精査を行うとともに必要な

取材等を行っております。その後、集約した原

稿等を基に、広報担当者が専用の編集ソフトを

使用し、紙面デザインやレイアウトを行い、構

成案を作成しているところでございます。 

 紙面の校正ですが、大きく３回行っておりま

す。 

 まず、原稿の依頼元である所管課や外部団体

へ掲載内容の確認を行い、必要に応じて修正を

行っております。次の段階として、企画政策課

の職員６名で校正作業を行い、併せて市長及び

副市長へ掲載する内容等について確認を取って

おります。 

 最終段階の校正としては、課内の校正作業終

了後、印刷会社へ入稿いたしますが、入稿後、

印刷会社が作成する最終案を再度企画政策課に
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て校正作業を行い、校了となり、印刷納品を迎

えることとなります。 

 以上でございます。 

 続きまして、外国人労働者に対するサービス

につきましてお答えいたします。 

 本市におきましては、外国人の皆様の人口が

年々増加傾向にある一方で、その受入れ側の事

業所や住居として提供しております錦江町定住

促進住宅等において、言葉や文化、生活習慣の

違いに起因する様々な課題が表面化しており、

それらの課題への対応が求められているという

状況がございました。 

 このような状況に対応するべく、令和６年度

から、外国人の皆様と雇用事業者や地域住民の

皆様との橋渡し役を担う多文化共生まちづくり

コーディネーターを２名、地域おこし協力隊の

制度を活用して採用したところでございます。 

 具体的な取組について御紹介いたしますと、

外国人の皆様と地域の皆様が対等の立場で生き

ていく共生社会の実現のために不可欠な相互理

解の一助として、様々なイベントを実施してい

るところでございます。 

 これまで開催されたイベントでございますが、

お茶会や着つけ体験、わらじづくり体験、書道

をテーマとした日本文化を体験していただくこ

とを目的としたイベントや、交流を目的とした

クリスマスイベント等のほか、外国人の皆様と

一緒に地区公民館主催の餅つき体験や自治公民

館への忘年会への参加、各種イベントへの出演

も行っているところでございます。 

 次に、一口に外国人と言いましても、複数の

国籍の方がおられることから、共通の言語とし

ての「やさしい日本語」を教える教室を開催し

ているところでございます。日本語の習得レベ

ルや事業所の勤務時間、外国人の皆様がお住ま

いの場所等を勘案の上、対面やオンラインとい

った複数の形態で実施するなど、外国人の皆様

のニーズに応じ、きめ細やかな対応を心がけて

いるところでございます。 

 また、外国人の皆様相互の連絡手段として、

ＳＮＳを活用したネットワークを構築し、イベ

ントや災害情報といった様々な情報を発信する

ほか、生活のお困り事についての相談について

も受け付けているところでございます。 

 さらに、外国人を雇用する事業所のネット

ワークについても構築する取組を開始したとこ

ろであり、登録事業所にはイベント等の情報を

発信するほか、要望に応じて研修等も実施する

予定としております。 

 このほかにも、「やさしい日本語」表記によ

る貼り紙の掲示や、ＳＮＳネットワークでの質

問対応といったごみ出しに対する支援、市民の

皆様の御家庭で不要となった洋服や家具等を希

望する外国人の皆様へ配付する活動や、ＦＭラ

ジオへ外国人の皆様と一緒に出演するなど、地

域の皆様と外国人の皆様が対等の立場で暮らし

ていけるまちの実現へ向け、市としても尽力し

ているところでございます。 

 以上でございます。 

○北方貞明議員  それでは、一問一答でお願い

いたします。 

 牛根地区グラウンドゴルフと指定ポータブル

の件はよろしいです。これは結構です。 

 垂水の小学校の自動火災報知機と扉について

ですけど、築50年で当時のままということで、

本当にこれは必要な工事だと私も認識しており

ます。本当に、子供の安全のためには、ぜひこ

れは実現してください。 

 それはいいんですけども、今回、垂水小学校

だけの計画なんですが、ほかの学校は児童数が

少ないわけなんですけども、この学校は次年度、

あるいはその次、計画があるものか、垂水小学

校で終わるものか、ちょっとその辺りをお聞か

せください。 

○教育総務課長（草野浩一）  ほかの学校の状

況及び計画につきましてお答えいたします。 
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 学校施設は、消防法施行令別表第１第７項に

おいて、収容できる人数は多いが、出入りする

人が限られ、火災が起きた際に避難が比較的容

易である施設、いわゆる非特定防火対象物と位

置づけられており、施設の用途を鑑み、消防法

第４条に基づき、１年から３年に１回、消防本

部による定期的な立入検査を受けております。 

 そのような中において、立入検査に基づく市

消防本部からの点検改善指導につきましては、

関係課と協議を行いながら、適時適切に改善を

行ってきております。 

 近年の大きな改善で言いますと、令和元年に

協和小学校及び牛根小学校校舎の自動火災報知

機設備の設置工事を行っており、現時点で改善

指摘を受けている校舎につきましては、今回の

垂水小学校の校舎の自動火災報知機と防火戸設

置工事が最後となります。 

 そのほかでは、令和６年度の立入検査におい

て、協和小学校及び垂水中央中学校の両体育館

に屋内消火栓の設置の必要があるとの改善指導

を受けておりますことから、パッケージ型消火

設備設置に係る実施設計委託について、令和７

年度当初予算にて計上させていただいておりま

す。 

 今後も消防本部からの指摘事項につきまして

は、関係課と協議を行いながら迅速に対応し、

安全安心な教育環境の確保に努めてまいります。 

 以上でございます。 

○北方貞明議員  この小学校も分かりましたの

で、これで終わります。 

 文化会館の改修なんですけども、本当に要望

して、このように予算計上していただきまして、

市民の方も大分喜んでおられると思います。ぜ

ひ早期というか、これも夏休み期間の工事かと

は思いますけども、ぜひ立派なトイレを造って

いただきたいと思います。 

 この中で、洋式化が50％と言われましたけど

も、私はこの予算がついたとき、70～80％はで

きるかなと、自分ながら期待していたんですけ

ども、残念ながら50％の数字になっているのが

ちょっとです。 

 ですから、今後もこれを前向きに捉えて、洋

式化率を上げていただきたいと思います。 

 これは、なぜこう聞いたかと言われたら、公

共施設が大体今、市民館を見たときも大体50％

でした。４つに２つずつぐらいの50％でした。

そういうのを参考にされて、その辺になったの

かなと思いますけども、洋式化率が公共施設で

は物すごい低いと思います、私は。 

 小学校の学校のほうをちょっと調べてみたん

ですけども、小学校８校で25.6％、中学校は最

近と言えば、最近できたわけですが、これには

58.7％でありますよね。それで、学校施設が平

均で31％の洋式化となっていますけども、最近

どこの家庭でも、確かに洋式化になっていると

思います。 

 そして、浄化槽ですか、今、県も奨励されて、

そのするところも大方が洋式化になっていると

も聞いているんですけども、先ほども言いまし

たように、今回のこの文化会館50％を、まだこ

れを向上するような、教育委員会も取り組んで

いただければと思っております。 

 そういうことで、今後努力して洋式化率を上

げていっていただけるように努めていただきた

いと思います。これもこれで終わります。 

 あと、輸出等対応施設整備事業についてです

けども、今、グローバルさんか、それで垂水漁

協か、こういうところが整備されると聞きまし

た。 

 この中の事業内容は、ちょっと理解しました

けど、設備内容をどのようなのを整備をするの

か、ちょっと教えていただきたいと思います。

お願いします。 

○水産商工観光課長（松尾智信）  輸出等対応

施設整備事業における各事業所の事業費内訳と

設備の内訳なんですけれども、先ほども説明さ
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せていただきましたけれども垂水市漁協が加工

場内の空調機器、それからカンパチの内臓除去

機、それからフィーレの脱水機の整備で、事業

費が3,826万5,000円。 

 それから、グローバル・オーシャン・ワーク

ス株式会社様が、加工場の新設と加工用機器の

整備で、事業費４億5,281万3,000円。合わせま

して、総事業費が４億9,107万8,000円で、国が

２分の１の補助で２億4,553万9,000円を、残り

が事業主体が支出されるところでございます。 

 なお、市からの今回の持ち出しはないところ

でございます。 

 以上でございます。 

○北方貞明議員  この事業は本当に国が支援し

て、輸出拡大を図るための国の施策と思います。

非常に有利な事業であると私は思っております

ので、このような事業を利用して、我が垂水の

特産でありますブリ・カンパチを、どんどん輸

出拡大のほうに向けていただければありがたい

と思っておりますので、また今後、このような

事業を取り組んで進めていっていただければあ

りがたいなと思っております。これも終わりま

す。 

 今回は簡単にぱっと行きましたけど、予算特

別委員会がありますので、皆さんもこのことを

また質問してください。 

 それでは、一般質問のほうに入ります。 

 なぜ私はこのような市報の工程を聞いたかと

言いますと、今回の２月号の市報で、既に皆様

方も読まれて御存じの方も多いと思いますけど

も、物すごく「たるみず歴史・文化散歩 垂水

島津家と殿加神社」、この出だしの分が物すご

く間違いが多いと私は気づきましたので、この

ような質問をさせてもらったんですけど、ちょ

っと読まさせていただきます。皆様も読んで、

ここが間違っているのが気づかれた方もおられ

ると思います。 

 「島津家の一門四家（鹿児島・垂水・加治

木・今泉）」と、ここがなっているんですよね。

この「四家」というのは、鹿児島ってのは本家

ですから、鹿児島入らないわけですよね。多分

ここは間違いだと思いますが、ここは重富と私

は思うんですけどね。 

 そして、その文編の中で、清水城主で周辺の

というところでも、「姫路」と書いてあるんで

すよね。これは国分ですから、姫路城の「姫

路」が書いてあるんですけども、ここは「姫

城」なんですよね。そういうことで、大変間違

いがあって。 

 それで、「今泉」と私さっき、皆さん、「今

泉」は、どういうふうな漢字でイメージされて

いるか知りませんけども、この例は「今」と

「泉」が書いてある。この「今泉」は、「今和

泉」なんですよね。 

 このようにして間違いが大変多かったから、

どのようにして検索されているのかなと聞いた

わけですよね、発行までに。 

 それで、校正の部分で６名の方で、今、校正

をチェックしているということなんですけども、

その６名の方は全然これに気づかなかったって

ことですよね。これは大変恥ずかしいというよ

り、もちろん恥ずかしいことですけど、この参

考資料に歴史で有名な、よく新聞にも登場され

ます、桐野作人さん。これは「作人」と書いて

「さくじん」さんと読むらしいですよね。 

 この方の資料を参考にして、これを書いてあ

るわけですけど、この作家の人に対しても、こ

ういう誤字があれば、大変失礼な参考をされた

なと。恐らく桐野さんは間違ってはいないと思

うんですよね。 

 だから、たるみずの、この市報を発行する前

のチェック体制というのが、ちょっとおろそか

になっていたんじゃないんかなと思いまして、

このようなことを聞いたのですけど。 

 これも、今後このようなことがないようにし

ていただきたいのですけども。この誤りのチェ
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ックは、私はすぐ気づいたとき、ある人を通じ

て、すぐこちらの市報担当のほうに連絡しても

らったんですけども、これで苦情が何人か来た

か、その辺をちょっと教えてください。 

○企画政策課長（堀留 豊）  まず、今回の広

報たるみず２月号「たるみず歴史・文化散歩」

の誤りについてでございますが、今、北方議員

から御指摘があったとおり、島津一門四家の表

現、それから地名の表現、ここに誤りがござい

ました。ここについては、市報の３月号のほう

で改めてお詫び文を出して訂正記事を出してい

るところでございます。 

 指摘のありました連絡等については、若干数

名の方からお問合せがございました。 

 今回のこの記事でございますけれども、我々

のほうもしっかり校正チェックはかけているん

ですけれども、今回のこの記事については、垂

水史談会と連携した、本市の歴史や文化を御紹

介するコンテンツとなっております。誤りの原

因については、まず、史談会より掲載依頼のあ

った元原稿に誤りがあったことでございます。 

 我々は元の原稿をしっかり見比べながら見て

はいたんですけれども、何分専門知識がちょっ

と足りなくて、気づく内容ではあるかなという

ふうな部分なんですけれども、特に島津一門家、

それから姫城、本来は、元原稿がそうであって

も、気づくべきだというふうに反省していると

ころでございます。 

 このような間違いがないため、原稿の依頼元

である史談会と改めてまたしっかりチェック体

制というのを取りながら、発行時に誤りがない

よう、しっかりチェックをしていきたいという

ふうに思っております。 

 私も、もともと広報を担当しておりまして、

６年間ぐらい広報を担当したんですけれども、

多くの間違いで御迷惑をおかけしました。その

教訓がちょっと生かせてないなというのを反省

しましたので、引き続きしっかりチェックして

いきたいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○北方貞明議員  この広報たるみずは、皆さん

が楽しみにしておられる広報ですから、できる

だけ丁寧にチェックして発行につなげていって

ください。よろしくお願いします。これはこれ

で終わります。 

 次に、外国人労働者についてですが、市の取

り組んでおられるいろんな事業、サービスは、

いろいろ多岐にわたっているなと思っておりま

す。本当にこれを引き続き充実していっていた

だければと思っております。 

 垂水市の第１次産業であります農林水産業、

そして加工場、建設業現場に、今、多くの外国

人労働者を頼らなきゃならない状況であると、

皆さん思っていると思います。 

 それで、私は垂水の１月１日現在の人口に対

して外国人が何人いるかなと調べてもらったん

ですけど、市報に載っていますように、垂水の

１月１日現在で、１万2,419人が垂水の人口で

す。そのうちの外国人が476名と言いますと、

それを差し引けば、垂水におられる日本人とい

うのは、１万1,943人、１万2,000人を切ってい

るわけですよね。 

 そして、職業別にもちょっと調べたんですけ

ど、農林水産業で働いている方が731人、そし

て、水産業関係で働いている方が447人。 

 それで、外国人の方と比べたら、水産業に関

しては、外国人の方々のほうが多いんですよね。

それだけ、一産業を支えるぐらいの人数が、外

国人の方で占めているんですよね。 

 ちなみに、県のほうもちょっと調べたんです

けども、昨年の10月現在で外国人が１万4,240

人となっています。これは県下のものですけど。 

 今、労働者として、外国人労働者は本当に貴

重な労働源だと思いますよね。この外国人の人

が外へ出ないように、どのような対応・対策を

今現在、市のほうは取り組んでおられるか、ち
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ょっとお聞きしたいんですけど。 

○企画政策課長（堀留 豊）  外国人労働者の

人材流出につきましてお答えいたします。 

 議員御指摘のとおり、本市におきましても、

３年間の技能実習生期間終了後、特定技能への

変更を行った際、給与や待遇の面で優遇される

都市部へ移籍する方が実際におられ、事業所に

よっては、優秀な人材流出による影響を受けて

おられるところもあると伺っております。 

 将来的にこのような傾向が拡大いたしますと、

本市の様々な産業分野における労働力の不足や、

３年間をかけて習得した高い技術や能力を持っ

た優秀な人材の流出、また、本市の基幹産業で

ある１次産業の担い手不足が危惧されるほか、

地域行事への参加等を通して、地域社会におけ

る担い手としての役割が期待される人材も不足

することになり、本市の社会構造にも大きな影

響を及ぼす可能性がございます。 

 このようなことから、先ほどの答弁でも御説

明した、垂水市多文化共生まちづくりコーディ

ネーターの活動を充実させることで、本市を魅

力あるまちへと昇華させる一助とし、外国人労

働者の皆様に選んでいただけるまちづくりを推

進することが重要になってくると考えるところ

でございます。 

 外国人の皆様が本市で生活するに際し、不安

に感じられる主な要因としては、言葉や文化の

相違に起因するものが上げられると考えられま

す。 

 今後におきましても、日本語教室の開催によ

り、言葉の相違に対する不安を軽減するよう努

めるとともに、文化の相違に起因する誤解や偏

見を、交流イベントの開催をはじめとする支援

策により解消を図ることで、外国人の皆様が本

市に愛着を持っていただく一助となるよう努め

るとともに、外国人の皆様がより一層暮らしや

すくなるよう、きめ細やかな対応を心がけ、外

国人の皆様と地域住民の皆様が対等の立場で共

生していく、多様性と寛容性のあるまちづくり

を推進していきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○北方貞明議員  課長、ありがとうございます。

取り組んでおられるのが、今言われたように、

魅力ある垂水でなくては、外国人が遠のいてい

きますので、ぜひこれの分だけは力を入れてい

ただきたいと思っております。 

 今先ほども言われましたように、技能実習生

として３年、そして、特定技能をして２年延長

で５年という形もありますけども、今度、この

制度が緩やかになって、今でも都会へ行かれる

方もいるんですけども、緩やかになって、この

研修生が短期でよそへ行けるような制度が、

2027年に一応目標であるらしいですけど、そう

なれば賃金の高い都会へ、スマホ一遍で連絡は

取れますから今、すぐ移動されますから。 

 その辺のことを、今、外国人労働者が抱えて

いる事業者が、物すごい危機感を感じておられ

ると私は思っております。そういう中で、そう

ならないように、いろんな事業主さんも工夫さ

れております。 

 ここで一例と言いますか、挙げさせてもらい

ますけど、我々同僚議員の宮迫議員のところで

は、10名近くの外国人労働者を雇っておられま

す。そして、その中で、日本人は数名というこ

とで、物すごい大きな比重で外国人が働いてお

られるわけですよね。そういう人たちが流出し

ないように、企業努力をされております。私の

聞いたところによれば、社内旅行、そういう形

で離れないように引き止めるためにも一生懸命

努力をされております。 

 そういうことで、ぜひ外国人労働者が垂水に

来てよかったなと。そして、母国に帰ったとき

も、垂水に知り合い、親戚を垂水に送り出そう

というような雰囲気をつくるような、垂水の特

徴ある政策を示していただきたいと思うんです

けど、これに対して市長の思いがあれば、ちょ
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っとお聞かせいただければありがたいと思いま

す。 

○市長（尾脇雅弥）  垂水における外国人の、

その対象者の皆さんの歴史って、恐らく私の記

憶でいくと、就任直後の垂水漁協に、時の組合

長とベトナムに行った記憶がございます。現地

の日本人学校で何百人っていらっしゃいました

けれども、選抜で面接をさせていただいて、４

名か５名か来られたと思います。 

 当時、テレビ・新聞で大々的に取り上げてい

ただいて、今も継続的に雇用していただいてお

りますけれども、時の担当の方がおっしゃった

のは、昭和の日本人女性のような立ち姿、陰ひ

なたなく一生懸命働くということのようでござ

いました。 

 恐らく今500名前後の対象の皆さんいらっし

ゃるんですけど、一番多いのはジャパンファー

ムさんだというふうに思います。やはりベトナ

ムの方が多くて、多国籍でございますので、今、

北方さんがおっしゃった法の改正、ルールとい

うのは、我々の関知を超えておりますから、短

期間で移動とか、賃金が高いとかってのはやむ

を得ない部分で、それ以外の魅力でしっかりと

垂水で働いていただけるようにということだと

思います。 

 個別でのいろんな御努力もあるんですけれど

も、そこの背景も踏まえて、なくてはならない、

そういった対象の皆さんを、しっかりと公的に

もサポートするという意味で、先ほど申し上げ

ました多文化共生というので２人採用させてい

ただいて、その人も今年に入っても、その方々

の活躍をいろんなところで見ます。 

 １月３日の日に、中俣の「こっどん」って朝

６時からあるんですけど、その中で男性の方が

踊られたり、女性の方が受付をしたりとか、い

ろんなお正月のイベントでありますとか、いろ

んなところに出向いて外国人の方々を連れられ

て交流ということで、そうすると、やっぱり人

との交流というのが、大変喜ばれて、そういう

のも一つの特典なのかなと。 

 先ほどありました宮迫議員のところでは、家

族旅行をしたりとか、時々フェイスブックで

バーベキューをしたりとかありますので、いろ

んな形で、お金だけじゃなくて、いろんな意味

でしっかりつながって、この垂水で働きたいと

いうような環境をつくる。 

 現状においても、いろいろな施策は講じてお

りますけれども、さらに足らざる部分がある。

あるいは、御提案があればいろいろ教えていた

だいて、全てができるわけじゃないですけれど

も、できるところがあれば、しっかりと対応し

ていきたいというふうに思います。 

 いずれにしても貴重な人材ということであり

ますので、しっかり連携して頑張っていきたい

と思いますので、よろしくお願いしたいと思い

ます。 

○北方貞明議員  それでは、その点はよろしく

お願いして、質問を終わります。 

○議長（堀内貴志）  ここで暫時休憩をいたし

ます。 

 次は、４時を過ぎますけれども、５分ほど休

憩して４時５分から再開いたします。 

     午後３時58分休憩 

 

     午後４時５分開議 

○議長（堀内貴志）  休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 次に、13番、池山節夫議員の質疑及び質問を

許可いたします。 

   ［池山節夫議員登壇］ 

○池山節夫議員  それでは、議長に発言の許可

をいただきましたので、先の通告順に従って質

問をしてまいります。市長、教育長、関係課長

の御答弁をよろしくお願いいたします。 

 市政について、令和７年度一般会計予算

（案）について、令和５年度から「元気な垂水
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市」を「実現」するためのまちづくりの目標と

して、「笑顔があふれるまち」「安心なまち」

「潤いのあるまち」の３つを掲げて事業展開を

され、令和７年度も市民の幸福度の上昇と、元

気な垂水市の実現を目指した予算編成になって

いると考えます。 

 そこで、本年４月設置予定のこども家庭セン

ターの役割について詳しく教えてください。 

 令和７年度に創立100周年を迎える垂水高校

では、垂水高校創立100周年記念プロジェクト

に取り組んでいるさなかにあります。卒業生に

は、市長以下十数名の課長がおられ、議長は実

行委員長として日々走り回っておられます。

様々な支援を行うとありますが、新規での予算

が計上されているわけではありません。垂水高

校創立100周年記念プロジェクトへの支援につ

いて教えてください。 

 たるたるおでかけチケット交付事業について

は、梅木議員の質問でほぼ理解をいたしました

が、今回2,000円増額されて5,000円という予算

を組んでいただいたことについては、一定の評

価をしたいと思います。 

 しかしながら、私が以前要望いたしました１

人１万円の半額にとどまっております。予算編

成に当たって１万円も検討されたのか伺います。 

 訪問介護事業について、民間調査機関による

と、2024年に介護事業者の倒産、休廃業、解散

が合わせて784件に上ったようです。その中で

も多いのが訪問介護事業所で、448件が廃業し

ているようです。 

 団塊世代が75歳以上となる2025年以降は、介

護需要が急増すると思われますが、介護報酬の

引下げやホームヘルパーの不足が続けば、必要

なケアを受けられない介護難民が生じるおそれ

がありますが、垂水市での訪問介護について伺

います。 

 プレミアム付き商品券事業について、令和６

年度補正予算に計上され、令和７年度への繰越

しが予定されておりますが、令和６年度の事業

実績と令和７年度の計画について教えてくださ

い。 

 錦江湾横断道路について、去る１月19日の総

決起大会は、森山先生にも御出席をいただき大

成功となりました。来年３月頃に第２回の総決

起大会の開催を目指して活動を強めていくこと

になりますが、来年の総決起大会は1,000人を

超える規模での開催が必須となります。 

 そのためには、大隅半島及び鹿児島市内の住

民の意識改革が必要です。錦江湾横断道路推進

連携協議会では、後援会や天文館での署名活動

などを予定されておりますが、広く住民運動を

盛り上げるための方策について市長の見解を伺

います。 

 教育行政について、ＧＩＧＡスクール構想の

充実について、小中学校のタブレット端末等を

一括更新してデジタル学習基盤の整備を図り、

本市の魅力をデジタルの力で全世界に発信する

学習活動の充実を図るとありますが、さらなる

ＧＩＧＡスクール構想の充実について伺います。 

 ２番目に英語教育の充実について、英語検定

の補助だけではなく、小学生の英検受験会場を

開設し、英検にチャレンジしやすい環境を整え

るために1,220万円の予算が組まれております

が、内容について教えてください。 

 公立小中学校でのＡＩ教材の導入について、

宮崎県では県の予算でＡＩ教材を導入して、子

供の成績について得意分野や不得意分野を調べ

て成績の向上につなげようとしています。ＧＩ

ＧＡスクールの先頭を走る垂水市のＡＩ教材に

ついての現状を伺います。 

 以上で、１回目の質問を終わります。 

○保健課長（永田正一）  こども家庭センター

の役割につきましてお答えいたします。 

 まず、こども家庭センターにつきましては、

令和４年に改正されました児童福祉法等により、

令和６年４月から市町村はこども家庭センター
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の設置に努めなければならないと、努力義務で

あることが示されております。 

 県内では、今年度既に７市が設置しており、

本市におきましても、令和７年４月の設置に向

けて準備をしているところでございます。設置

につきましては、保健課内に設置するものとし、

特に建物等を整備するものではなく、相談支援

の組織体制を整備するものでございます。 

 このこども家庭センターの役割でございます

が、母子保健と児童福祉の両分野の一体的な運

用を行うもので、妊娠期から子育て期に係る切

れ目のない相談支援を行い、できる限り全ての

妊産婦や子育て世帯、子供、保護者の希望を確

認し、必要なサービスにつないでいく役割を担

うものでございます。 

 このことから、令和６年４月１日付でこども

家庭センターの設置を見据え、児童福祉機能を

備えた子育て支援係を福祉課から保健課へ移管

し、子育て支援係と健康増進係の母子保健担当

がチームとなって一体的に相談支援に取り組む

体制、仕組みを講じたところでございます。 

 今年度、試行的に運用しているところでござ

いますが、保健課内の子育て支援係と健康増進

係の母子保健担当職員が一緒に対応することで、

ハイリスクの妊婦や配慮が必要な児童など、困

難かつ緊急案件が生じた際に迅速な情報共有を

図れることはもとより、関係者を集めてのケー

ス会議の開催や、その後の支援体制の構築、ま

た進行管理など、以前よりも機動的かつ効果的

に対応することができていると考えております。 

 このこども家庭センターに関する令和７年度

の予算としましては、63万1,000円を計上して

おります。内訳は、助産師の訪問等に係る謝金

や旅費、需用費など通常の運用に係る費用を計

上したものでございます。 

 以上でございます。 

○教育総務課長（草野浩一）  垂水高校創立

100周年記念プロジェクトにつきましてお答え

いたします。 

 本市唯一の高校である県立垂水高校の活性化

は、市政運営の基本理念である元気なまち垂水

の根幹でもあり、本市になくてはならない学校

として、当教育総務課を事務局とする鹿児島県

立垂水高等学校振興対策協議会が、これまで入

学者確保や在校生の進路・夢を実現するために、

通学費補助や東進衛星予備校の受講料無料化な

ど、高校振興を目的として様々な支援を行って

いるところでございます。 

 そのような中、本議会初日、市長からの施政

方針及び予算説明でもございましたが、令和７

年度は創立100周年を迎えることから、このこ

とを契機にさらなる魅力ある学校づくりとして、

より一層の活性化を図るため、創立100周年記

念プロジェクトと題し、議員が言われましたと

おり、新たな予算は計上せず、令和７年度当初

予算に計上しております既存の垂水高校生徒通

学費等補助金の中で、普通科・生活デザイン科

の２学科の学習活動に対し、後方支援を行うも

のでございます。 

 具体的な支援内容でございますが、まず普通

科においては、議員御承知のとおり、令和５年

度に当時の３年生の生徒が総合的な探究の時間

を活用し、「たるみず食で元気プロジェクト 

食と健康で創るまち」と題した探究学習の成果

を発表し、鹿児島県、九州大会、全国大会にお

いて様々な賞を受賞するなど、全国的に高い評

価を受けておりますが、その成果の一つである

「高校に給食を」の政策アイデアについて、現

在も課題の洗い出しを行うなど引き続き探究学

習を行っており、その学びの成果を令和７年度

に発表できるよう、生徒が総合的な探究の時間

に教育総務課職員も出席し、主体的に課題を解

決するために、データや考える材料の提供など

の学習支援を行っていくものでございます。 

 また、生活デザイン科では、同じく令和５年

度に生徒が考案したメニュー「垂水発鶏麺」が、
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全国高校生冷凍めん料理コンクールにおいて最

優秀賞を受賞した実績を生かし、パリで開催さ

れた世界フランス料理コンクールで準優勝され

た本市出身の鹿島匡人シェフに御協力をいただ

き、今月２日の南日本新聞にも掲載されました、

調理実習などの出前事業を令和７年度も引き続

き実施するとともに、コラボ商品の開発や山形

屋、食のフェアの出品メニュー提供を目指し、

学習支援を行うものでございます。 

 併せて現在、垂水高校創立100周年記念事業

実行委員会を中心に募金活動を行っており、事

業の趣旨に賛同していただいた募金を活用して、

様々な学校行事や記念事業が予定されておりま

す。 

 本年10月25日土曜日には、本市の支援策の一

つである東進通信講座で御協力をいただいてお

ります、本市出身の東進ハイスクールの永瀬社

長と、テレビでおなじみの林修先生を講師とし

てお招きし、創立100周年記念講演会の開催も

計画されているとのことでございます。 

 また、そのほかとして、垂水高校を卒業され、

現在、長崎総合科学大学の学長補佐の立場にあ

り、関東の城西大学の栗田るみ子教授が、情報

通信や学習支援システム、教育工学の教育ＤＸ

を御専門とされておられることから、御自身の

経験・実績が母校のためになり、母校に恩返し

ができればとのありがたい申出があり、学校関

係者との交流や記念講演会などの開催に向けて

調整を行っているところであるなど、様々な学

校行事や記念事業を構想されており、創立100

周年記念という節目を契機として、より一層の

垂水高校の活性化に向けた支援を考えていると

ころでございます。 

 以上でございます。 

○福祉課長（新屋一己）  たるたるおでかけチ

ケット事業につきましてお答えいたします。 

 たるたるおでかけチケット交付事業につきま

しては、梅木議員の御質問でも答弁いたしてお

りますが、令和７年度より交付額を１人当たり

3,000円から5,000円に増額し、さらに利用先に

南海郵船垂水フェリーを追加することで利用拡

大を図ることとしております。 

 議員御質問のさらなる金額の増額や新たな利

用先の拡大につきましては、現在１人当たり交

付金額を3,000円から5,000円に増額する令和７

年度当初予算案を上程させていただいておりま

すことから、当事業の周知に努め、より多くの

方に御利用いただくために、交付率・利用率の

向上に取り組んでまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

 続きまして、訪問介護事業につきましてお答

えいたします。 

 現在、本市にある訪問介護事業所は、垂水市

社会福祉協議会訪問介護事業所の１事業所でご

ざいますが、社会福祉協議会に確認をしました

ところ、現在、サービス提供の枠に少し余裕が

あり、新規も受けられる状況であるとのことで

した。 

 また、南地区の柊原・新城地区においては、

鹿屋市の２つの事業所がサービス提供可能とい

うことで、現在４名の方に訪問介護サービスを

提供していただいております。 

 さらに先日は、鹿屋市にあります社会福祉法

人から訪問介護サービスのサービス提供体制の

提案があったところで、必要に応じてサービス

を提供していただけるものと考えております。 

 その他訪問介護サービス、短期入所サービス

及び通所介護サービスを一体的に提供する小規

模多機能型居宅介護サービス事業所が本市には

４事業所あり、その中で訪問介護サービスを利

用されている方もいらっしゃる状況でございま

す。 

 そのようなことから、令和６年度介護報酬改

定により、訪問介護サービスの報酬がマイナス

になりましたが、そのことによる利用者への影

響については、現在のところサービス利用の希
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望者がサービスを受けられない状況にはなって

いないため、影響は出ていないものと考えてお

ります。 

 以上でございます。 

○水産商工観光課長（松尾智信）  プレミアム

商品券発行事業の令和６年度実績及び令和７年

度事業計画につきましてお答えいたします。 

 令和６年度のプレミアム商品券発行事業につ

きましては、物価高騰による景気低迷の回復及

び地元消費の拡大を図ることを目的に、国の物

価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用

して実施しているものであり、総発行額２億

800万円、プレミアム率30％で販売いたしまし

た。 

 また、初の試みとしまして、プレミアム部分

につきましては、小規模店舗の利用促進のため、

小規模店舗のみで使用できる専用商品券とした

こと、また、購入申込手続での簡素化を目的に、

インターネットを利用した申込方法を導入いた

しました。 

 また、新城・牛根地区にお住まいの方を対象

に、７月に両支所で商工会職員による引換販売

も行ったところでございます。 

 販売状況につきまして、当初購入上限を５万

円として７月３日から販売を開始し、2,609世

帯、１億2,496万円の売上げとなり、10月１日

から購入上限を３万円とする追加販売を行い、

1,187世帯、3,504万円の売上げとなり、合わせ

て販売額１億6,000万円、プレミアム部分を含

めると、総発行額２億800万円分を完売いたし

ました。 

 利用実績につきましては、換金額全体で２億

748万3,000円、換金率99.75％、うち小規模店

舗専用券につきましては4,758万6,500円、換金

率99.14％となっております。 

 店舗別の利用実績につきましては、タイヨー、

だいわなどの大規模店舗11店舗は、昨年度比

5.8％減の58.6％、小規模店舗は昨年度比5.8％

増の41.4％となり、小規模店舗専用券を発行し

たことで、一定程度、地元商店の利用促進効果

があったものと考えております。 

 次に、令和７年度事業につきましては、事業

費を令和６年度補正予算に計上し、令和７年度

への繰越しを予定しております。 

 総発行額は、今年度より4,550万円増の２億

5,350万円、プレミアム率は今年度と同じく

30％とし、小規模店舗専用券としての発行を予

定しているところでございます。 

 申込方法につきましても、今年度と同様、イ

ンターネットを利用した申込方法を導入し、手

続の簡素化に努めるとともに、新城・牛根両支

所での出張販売も行い、新城・牛根地区の住民

の方々も購入しやすくする予定でございます。 

 令和７年度も継続してプレミアム商品券発行

事業を実施することで、消費意欲の喚起を図り、

物価高騰による景気低迷の回復及び地元消費の

拡大を図ってまいります。 

 以上でございます。 

○市長（尾脇雅弥）  錦江湾横断道路につきま

してお答えいたします。 

 これまでの一般質問でも答弁させていただい

ておりますとおり、錦江湾横断道路の早期実現

は、交通の利便性の向上や生活圏の拡大、観光

への活用など、本市をはじめ、大隅半島や九州

南部地域における産業・経済・文化の発展に寄

与するとともに、近年激甚化傾向にある自然災

害への対応や救急医療体制の確保など、防災・

医療の観点からも命を守る道路であり、必要不

可欠と考えているところでございます。 

 そのため、これまでも機会を捉えて、私自ら、

塩田知事、国土交通省九州地方整備局、森山裕

衆議院議員、中央省庁などの関係者・関係機関

への要望活動を行ってまいりました。 

 また、地域全体の合意形成や機運の醸成につ

きましては、本市の力だけでは推進することが

難しく、市議会の皆様をはじめ、様々なお立場
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の皆様からの御協力が不可欠であると考えてい

るところでございます。 

 本市議会におきましても、錦江湾横断道路推

進特別委員会や国道整備促進特別委員会の皆様

に御尽力いただいておりますほか、昨年５月に

は、大隅４市５町の議会議長が県知事や県議会

宛てに錦江湾横断道路の早期事業化について要

望されたところでございます。 

 また、官民一体での取組といたしまして、昨

年８月、垂水市錦江湾横断道路推進協議会が設

立され、私が会長として就任させていただいた

ところでございますが、さらなる機運の醸成を

図るために、より多くの団体と連携をすべく、

昨年11月に桜島を拠点とする桜島架橋建設推進

協議会、鹿児島市を拠点とする桜島大橋推進協

議会、鹿屋市・垂水市を拠点とする錦江湾横断

道路推進協議会から成る４団体による錦江湾横

断道路推進連携協議会を発足したところでござ

います。 

 去る１月19日には、錦江湾横断道路推進連携

協議会による総決起大会が開催され、私も副会

長として出席したところでございます。決起大

会には、自由民主党幹事長森山裕衆議院議員を

はじめ、野党第一党立憲民主党川内博史議員、

鹿児島県議会議長並びに県議会議員20名、塩田

知事の代理、鹿児島県総合政策部長のほか、関

係団体、関係機関、桜島の皆様、本市をはじめ

とする大隅半島の皆様約550名に参加していた

だきました。 

 本市からも、市議会の多くの議員の方々や消

防団幹部、両漁協長や建設組合長をはじめ、多

くの市民の皆様に御参加いただきました。 

 このことは、地域全体の合意形成や機運の醸

成に対しまして、非常に大きな影響を与えたも

のと考えるところでございます。そのことを踏

まえ、翌21日に、堀内議長、池山委員長、宮迫

副委員長とともに自由民主党幹事長室を訪れ、

森山裕衆議院議員からも様々なアドバイスをい

ただいたところでございます。 

 １月19日の南日本新聞の朝刊にも、「進むか 

錦江湾横断道路」の見出しで大きく掲載されて

おりました。その記事の中に、森山裕衆議院議

員の強い思いも記されております。具体的記述

として、森山氏は取材に、鹿児島市が運行する

桜島フェリーの財政問題に触れ、桜島の爆発に

よる島民避難を考えると、錦江湾横断道路を考

えないといけない。実現には地元の熱意が必要

と話したと表記されていました。 

 桜島フェリーにつきましては、昨年７月に値

上げされた上に、夜間運航の見直しが発表され、

島民や大隅で暮らす方々への影響が懸念されて

います。 

 当日、森山裕衆議院議員の御あいさつの中で、

そのことを触れた上で、自由民主党幹事長の立

場も踏まえ、次期国土強靱化基本計画の中で何

らかの施策を盛り込んでいくと、強い表現がご

ざいました。 

 また、野党第一党で鹿児島市を選挙区とする

川内衆議院議員からも、全県をあげてこの問題

に協力していく旨の御あいさつもありました。 

 私自身、最後の頑張ろう三唱のときに、桜島

に暮らす、大隅に生きる、約30万人の鹿児島県

民の命を守る同事業の必要性を訴えさせていた

だきました。大変すばらしい決起大会が実現で

きたと考えております。 

 そのことを踏まえ、今後につきまして、同連

携協議会による署名活動や講演会等が計画され

ておりますが、それらの周知活動を積極的に行

い、市民の皆様お一人お一人に対し、錦江湾横

断道路の意義と必要性を強く訴え、次の決起大

会には、先ほどありました550名をはるかに上

回る1,000人程度の方に参加していただけるよ

う、努めてまいりたいと考えております。 

 錦江湾横断道路が開通されましたら、１年

365日24時間いかなるときも、県都鹿児島市と

大隅半島を結ぶ大動脈が通じることになり、冒
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頭に述べました、本県全体の産業・経済・文化

の発展はもちろん、命の道路としての役割のほ

か、交流人口の増加や移住定住人口についても

大きな影響を与えるものと期待しているところ

でございます。 

 引き続き錦江湾横断道路推進連携協議会の活

動を推進し、国・県をはじめとする関係機関へ

の要望活動を行い、錦江湾横断道路の実現が鹿

児島県全体の浮揚のために欠くことのできない

構想であることを訴えるとともに、関係機関と

の連携及び情報交換、実施路線化に向けての調

査研究や啓発活動などを総合的に推進するよう

働きかけることで、今後一層の実施路線化に向

けた機運醸成を図り、事業推進の大きな力とし

たいと考えているところでございます。 

 改めてになりますが、錦江湾横断道路の早期

実現のためには、本市のみならず、周辺市町の

皆様、行政だけでなく、議会の皆様、民間の皆

様など、より多くの関係機関、関係団体の皆様

の一体となって取り組むことが必要と考えます。 

 今後につきましても、市民の皆様方や関係団

体の皆様方、周辺自治体と連携して、錦江湾横

断道路推進特別委員会や国道整備促進特別委員

会の皆様をはじめとする市議会の皆様に、より

一層力添えを賜りながら、薩摩半島と大隅半島

を結ぶ経済、利便性、命を守る夢のかけ橋の実

現に向けて、全力で取り組んでまいりたいと考

えているところでございます。 

 以上でございます。 

○学校教育課長（川﨑史明）  初めに、ＧＩＧ

Ａスクール構想の充実につきましてお答えいた

します。 

 本市のＧＩＧＡスクール構想につきましては、

市長の諸般報告でございましたとおり、本年度

は日本ＩＣＴ教育首長協議会が主催する日本Ｉ

ＣＴ教育アワードにおいて、会長賞を受賞する

ことができました。 

 受賞の大きな理由といたしましては、ＩＣＴ

端末の積極的な利活用に加え、児童生徒が主体

となる授業改善と、まちづくりへ児童生徒の声

を取り入れるために、ＩＣＴ機器を活用して10

年後の垂水市を共通のテーマとする動画を自作

したり、さらに、自作した動画を相互に鑑賞し、

意見交換をする遠隔合同授業を市内全ての小学

校が行ったりして、児童生徒の創造的な学びを

構築することができたということでございます。 

 もう少し詳しく説明いたしますと、ＩＣＴ機

器を活用するよさは、児童生徒が主体となって

自由な発想で動画を作成することだけではなく、

できた動画をクラウド上に保存することで、時

間や場所を選ばず、それぞれの学校の都合のい

い時間帯に視聴できるようになります。 

 また、視聴した動画に対する質問や意見を書

き込める共有ノートをクラウド上で管理するこ

とで、自由に参照することができるようになり、

自分たちへの質問事項を事前に把握し、回答を

考える時間を設けることができるようになるこ

とです。そのことで、オンラインでの遠隔合同

授業では、事前質問に対する回答から始めるこ

とができ、意見交換の時間を十分確保でき、充

実した交流活動となりました。 

 このような取組は、同じ時間、同じ場所に集

合して行う対面型の集合学習に比べ、学校の枠

を超えたオンラインでの交流学習を可能にする

とともに、学校現場の時間調整の面でも、効率

化を図ることができるようになっております。 

 各学校では、総合的な学習の時間における、

ふるさと垂水での学びを動画にまとめ、学校間

で交流することで、発表の仕方やまとめ方を工

夫するなど、児童生徒一人一人に、次年度以降

の学習に対する手応えや期待感を持たせること

ができるなど、授業改善につながる取組でござ

いました。 

 さらに、文部科学省が令和５年度から行って

いるＧＩＧＡスクール構想の下での校務ＤＸチ

ェックリストにおきまして、各小中学校が回答
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する学校質問紙の回答状況を得点化したもので

は、本年度、全国の1,718自治体の中で上位４

番目のスコアであり、ＧＩＧＡスクール構想に

おける教職員の業務改善に関する取組が全国の

トップレベルにあるということが評価されたも

のと考えております。 

 今後につきましては、セカンドＧＩＧＡに向

けまして、学習の基盤となる資質能力の一つで

ある情報活用能力の育成につきまして、発達段

階や学習活動に応じた資質能力の育成を図る教

育課程のモデルを研究・開発し、義務教育９年

間の情報モラルを含めた垂水市独自の情報活用

能力育成モデルを構築していこうと考えている

ところでございます。 

 続きまして、英語教育の充実を図る取組とし

て、本市で英検準会場を設置した経緯につきま

してお答えいたします。 

 まず、英検に係る本市の特色ある制度につい

て御説明いたします。 

 公益財団法人日本英語検定協会が実施する実

用英語技能検定、いわゆる英検の受験機会の拡

大を目指すとともに、児童生徒の英語力及び学

習意欲の向上を図ることを目的に、本市では受

験する児童または生徒の保護者が申請した場合、

補助金を交付しております。 

 本制度につきましては、令和元年度から中学

生を対象に始めました。年15回開催している学

校教育課主催の学びの教室の中でも、英検に向

けて学習を希望する生徒に対し、英語講師が助

言するなどのサポートを行った結果、令和４年

度は50.2％、令和５年度は50.9％の生徒が挑戦

するなど、年々受験する生徒が増え、英語への

関心・意欲が高まっております。 

 一方、小学校においても、令和元年度より

５・６年生において、外国語科、英語の授業が

始まり、児童及び保護者の英語への関心が徐々

に高まっていることから、今年度は中学生に加

えまして、小学生にも補助金交付制度を拡充い

たしております。 

 初年度となる本年度は、児童及び保護者に本

制度を周知し、小学生でも利用しやすい環境を

整える年と位置づけ、様々な取組を行ってまい

りました。 

 具体的には、管理職研修会等で本制度につい

て丁寧に説明するとともに、全児童及び保護者

に、本制度の内容やよさをまとめた文書を配布

して周知を図ってまいりました。 

 さらに、日本英語検定協会が認める施設にお

いて、申込責任者の監督の下、準会場として英

検を実施できるという制度を利用いたしまして、

学校教育課が運営責任者となり、今年の１月25

日に市民館を準会場として試行的に英検を実施

いたしました。 

 本来ならば、協会が指定する会場に出向いて

受験しなければならない児童及び保護者の負担

を減らし、より英検に挑戦しやすい環境を整え

るのが目的でございます。 

 今回は、数名の５・６年生の児童が挑戦し、

合格することができましたが、受験後は達成感

や成就感を味わい、次回はさらに上の級にチャ

レンジしたいと前向きな感想を述べる児童もお

りました。 

 来年度は、学校と児童及び保護者に、本制度

についての周知をより一層図るとともに、新た

に英検についての説明会、それから学習会も開

催することで、受験する児童が増えるように努

力していきたいと考えております。 

 そして、本制度が児童の英語力をさらに高め、

将来的にはいろいろな国の方と協働して様々な

課題を解決するなど、未来を切り開いていく資

質能力の育成につながるようにしたいと考えて

おります。 

 続きまして、公立小・中学校でのＡＩ教材の

導入につきましてお答えいたします。 

 本市では令和３年度からＡＩドリルを導入し、

主に児童生徒の自宅学習において活用できるよ
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うにしております。 

 具体的には、国語、算数、数学、理科、社会、

英語の各教科において、小学校１年生から中学

校３年生まで単元ごとに基礎的な問題から出題

され、回答後には瞬時に採点の結果がフィード

バックされ、さらに正答や誤答に応じて次の問

題が出題され、該当の問題への回答状況につい

てＡＩが判断し、児童生徒の理解度に応じて個

別・最適化された問題が出題されるような仕組

みとなっております。 

 また、児童生徒がつまずいた学年まで遡って

取り組めるように、小学校１年生から該当学年

までのドリルを自由に取り組むことができるよ

うになっており、長期休業中に各学期の復習に

取り組んでいる児童生徒も多いと聞いておりま

す。 

 さらに、児童生徒一人一人の取組状況を、学

習内容や取り組んだ時間、正答率として、教職

員が一目で確認できるダッシュボード機能や

ヒートマップ機能などを表示できるようになっ

ており、つまずいている児童生徒を把握し、個

別指導に役立てるようになっております。 

 一方、生成ＡＩの利活用につきましては、文

部科学省から令和５年７月に、初等中等教育段

階における生成ＡＩの利用に関する暫定的なガ

イドラインが初めて公表され、さらに、昨年12

月に、その改訂版が公表されております。 

 ガイドラインでは、生成ＡＩがどのような仕

組みで動いているのかという理解や、どのよう

に学びに生かしていくのかという視点が大切で

あり、児童生徒の情報活用能力の育成・強化と

ともに、人間中心の利活用や学校現場における

活用場面での提案など、さらには、生成ＡＩの

利用が適切である場合と不適切である場合など

といった具体的な記載がなされております。 

 なお、生成ＡＩの利用につきましては、利用

するアプリケーションによって年齢制限がござ

いますが、全てのアプリケーションに共通して

いるのは、小学生段階では利用が禁止されてお

り、中学生が利用できるアプリケーションにお

いても、保護者の同意が必要であるということ

でございます。 

 このような状況から、各小中学校では、生成

ＡＩの仕組みについて理解を深めるための学習

活動の中に、教員が使って見せたり、生成ＡＩ

に命令した結果を児童生徒に示し、その真偽に

ついて考えさせるファクトチェックなどの教育

活動や、教職員が作成文書のたたき台を生成Ａ

Ｉに作成させたり、記述式のアンケートを集計

させたりするなど、校務での活用が図られてい

るところでございます。 

 以上でございます。 

○池山節夫議員  今年の予算案、よく市民のこ

とを考えて、よくすわっていると思いますよ。

一応評価しておきます。 

 我々が議員になった頃とすると、本当にいろ

んなことができて、これもふるさと応援基金の

おかげもあるかなとは思いますけど、本当にい

い予算ではないかなと思っております。 

 こども家庭センターの役割については理解い

たしました。 

 垂水高校創立100周年記念プロジェクトへの

支援ですけど、今年の10月ということで、堀内

議長が一生懸命走り回っているわけですよ。何

とか募金を1,000万円にと。そこに足りないと

きは、俺が何とかすると言ったか言わないか分

からないんですけどね。言ったんじゃないかな

と思うけど。1,000万円というのも大変だと思

いますけど、式典に向かって、できるところは

我々も協力をしていきたいと思います。 

 せっかく永瀬社長と林先生が来られて講演も

されるわけです。たしか今年の入学受験者は16

名だったですかね。10名と６名だったかなと思

うんですけど、何名入学されるか分からないん

ですけど、またこれで高校の授業料が全部無償

化になると、公立高校また大変苦戦すると思っ
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て、私は高校無償化大変だなと思っているんで

すけどね。 

 それも子供たちのため、家庭のためにはいい

んでしょう。これも皆さん、100周年記念プロ

ジェクトへの応援について、頭の中に入れてお

いていただきたいと思います。これは議長に成

り代わってお願いをしておきます。 

 たるたるおでかけチケットの交付事業ですが、

先日、道の駅たるみずまでタクシー乗ったんで

すよ。1,300円かかる。往復だと2,600円で、

3,000円だと、１回でほとんどとびますね。 

 だから、柊原とか新城だと、今回5,000円に

上げていただきましたけど、柊原は5,000円で

往復何とかなるかな。柊原、市長のお宅の辺り

まではね。新城になると、5,000円でも駄目か

な。 

 だから、そういう意味でも、私に要望があっ

たんですよ。池山さん、3,000円じゃ、１回で

終わるよと。だから、せめて３回分ぐらいもら

えないかということで、以前、私が質問したん

ですけど、財源がいろいろありますから、

5,000円に上げていただきまして、そのことは

よしとしておきますが、ぜひ今後も検討してお

いてください。お願いします。 

 それから、訪問介護事業ですけど、2026年に

は介護の職員が25万人不足すると。2040年度に

は57万人不足すると。我々、2026年って言った

ら、もう来年なんですけど、25万人不足してい

るところで、さっき福祉課長のほうからは、垂

水は何とかなっているということだったんです

けど、５年後、10年後、訪問介護とか介護事業

を受けられるのかなと不安にはなるわけですよ。

その辺も、今の垂水の状況はいいんじゃないか

なとは思います。ぜひ頑張ってやっておいてく

ださい。 

 それから、プレミアム付き商品券事業ですけ

ど、これ以前はコロナの頃に、令和２年から４

年ぐらいですか、２回やっていただいた、１年

に。これは国の補正予算がついたんだろうけど、

今本当に物価が高くて、ガソリンは高いわ、野

菜は高いわ、全て高いわけですよ。２億何千万

円、これ１回やっていただくんですけど、コロ

ナの頃みたいに、もう一回やってもらえないか

なという希望があるんだけど、水産商工観光課

長、答弁できますか。 

○水産商工観光課長（松尾智信）  プレミアム

商品券発行事業は、市民の消費意欲を喚起して、

また地域の商工業者にとっては集客効果と売上

げの確保など、市内の資金循環が図られる事業

であると認識しているところでございます。 

 今、池山議員の指摘のありましたとおり、令

和２年度、令和３年度、令和４年度の過去３年

間、国からの新型コロナウイルス感染症対応地

方創生臨時交付金を財源として活用し、２回実

施したところでございます。 

 今後も、国の様々な交付金等があれば、２回

実施できるとは考えておりますけれども、なか

なか単費での事業は難しいのではないかという

ふうに考えているところでございますけれど、

また、そこら辺は関係課長と協議をしながら、

いい方向に進むようにできればというふうに考

えているところでございます。 

○池山節夫議員  水産商工観光課長が、２回は

難しいんじゃないかということを答弁していた

ら、教育長がうんうんつって、教育長がそうだ

そうだと言っていますけど、なかなか国の予算

でもつかないと無理だと思うんですけど、ぜひ

その辺も考慮に入れてください。市長に振って

もあれだから、これはこれで終わります。 

 錦江湾横断道路ですけど、先日も森山先生の

幹事長室に、議長と市長に、ちょうど特別交付

税の陳情に行かれるときに、ぜひ同行させてい

ただきたいということを以前から言っていたん

ですけど、たまたま二、三人ならということで

同行できまして、幹事長室で森山先生にいろい

ろお話を伺ったんですけど、よくあれだけ集め
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たなということは言われたんですよ、１回目。 

 私はどんな評価されるのか、あれじゃあ、ど

うにもならんだろうと言われるか、それ以前に、

垂水の名刺交換会のときにちょっとお話をした

ときに、300人ぐらいじゃ、笑われるぞと。何

とか垂水から動員して、ちょっとは増やせとい

うことを言われて、あの人数だったんですけど、

550から600ということで、どんな評価をされる

のかなと思ったら、よくあれだけ集めたなとい

う評価をしていただきまして、ほっと胸をなで

下ろしたんですけど。 

 来年は、あんな人数じゃ、よくやったとは言

われないでしょう。 

 だから、市長にちょっと伺ったんですけど、

これから先、我々もまた一生懸命努力していき

ますけど、まず、さっき市長の答弁の中にもあ

りましたけど、森山先生があいさつの中で、今

の鹿児島市が桜島フェリーで運航して何億円か、

毎年ここ数年、赤字を出していると。あそこは

国道のところだと。その赤字を鹿児島市一自治

体に、ずっと負担させていくわけにはいかない

んだということを言われたんです。 

 これは、やっぱり相当踏み込んだ発言で、国

が何とかしないといけない問題だということを

言われているわけですよね。だから、そういう

意味でも、私としては、鹿児島市がそうだそう

だと。私たちにばっかり赤字をさせてくれるな

と。早くトンネルを造ってくれという声が上が

ってくるのが普通だと思うんだけど、そこはい

ろんな考えがあるんでしょうから、しょうがな

いんですけど。 

 この辺のこと、１つの自治体にいつまでも負

担させるわけにはいかない、この発言と、来年、

再来年には防災の予算で何らかの予算をつけた

いと言われた、この辺のことに関して、市長、

さっきの答弁でほとんど終わっているんですけ

ど、この発言についてどう思いますか。 

○市長（尾脇雅弥）  なかなか先ほど答弁した

ような現状なのですけれども、これは鹿児島市

の問題であり、鹿児島県の問題であり、国の問

題でもあるということで、それぞれの立場があ

って、非常にこれまで類する近隣の垂水市とし

ての必要性は、二十数年前からずっと訴えてま

いりました。 

 経済性、利便性もありますけれども、１年間

に300台の救急車が今でも走るんだと。命を守

るということを前面に共通する課題としながら、

工法は橋なのか、トンネルなのか。あるいは、

ハイブリッド、関税というキーワードも森山先

生のほうからも出ましたけれども、具体的な工

法も含めて。 

 考え方としては、袴腰から照国に向かっての

海を渡る国道なんだという考え方が昔からある

んだって話でありますので、国道整備とするな

らば、気になることはやっぱり予算とか、いろ

いろ既存の桜島フェリーに関する問題があると

思いますし、桜島爆発のときにどうするんだと

いういろんな問題があると思いますので、ここ

で一々は申し上げませんけれども、それらのこ

とを二十数年、いろんな形で研究をして、みん

ないいなというふうに私は思っています。 

 三方よしの、この錦江湾横断道路だと思いま

すので、建設費に関しては、昔ですけど、Ｂ／

Ｃ1.5から2.0ということでもありますし、いろ

んな意味で、時間的な距離を縮めることによっ

ての今ある課題が解消していくと。 

 鹿児島市さんも人口減少社会の中であります

けれども、日本で一番人を運ぶ桜島フェリーの

運賃が上がり、夜間帯が通らないということに

なりますと、そういったときに、万が一があっ

たらどうするんだと。 

 それは島民だけじゃなくて、大隅半島の30万

人とか、いろんな意味合いがありますので、そ

こを考えたときに、ちょうど１月19日に皆さん

の御尽力で決起大会をしていただいたときに、

森山先生もお越しいただいて、また、南日本新
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聞さんも大きく２日にわたって掲載をしていた

だいて、森山先生の発言が載っていました。 

 非常にそこも大きかったなと思いますし、大

勢の皆さんがいらっしゃる前で、国土強靱化の

次期計画、少なくとも５年で15兆円、単年度３

兆円のこの計画の中に、何らかを盛り込んでい

くということを、大会のときも、また我々が幹

事長室にお伺いしたときも、そういう発言をさ

れておられましたので、そういった意味では、

環境がぐっと整いつつあるということでありま

すので、チャンスを逃すことなく、いろいろ課

題はあるというのは十分分かっておりますけれ

ども、しっかりとその機運を盛り上げるための

活動を連携しながら進めていければと思います

ので、よろしくお願いしたいというふうに思い

ます。 

○池山節夫議員  ありがとうございます。 

 先日、市長のおばあさんが亡くなられて、お

通夜に伺って、森山先生がいらっしゃると言わ

れたものだから、北方議員と川畑議員と３人で、

じゃあ待っていてお迎えしようということで待

っていたんです。 

 これは個人個人の間の雑談だと思って聞いて

いただいて、これは言ってもいいんだろうと思

って私の判断なんですけど、市長は聞いておら

れないんですよ。池田和弘秘書が、我々のとこ

ろへちょうどお通夜で来られて、我々のところ

へ寄ってこられて、池山さん、錦江湾横断道路

はできるぞと言ったんですよ。 

 これは個人の発言だろうから、背景に何もな

いと思って聞いていただいていいんですけど、

私的には、わざわざ我々のところに来て、池山

さん、錦江湾横断道路ができるよと言ってくれ

たんですよ。 

 あの発言の真意はどこにあるのか、聞いてい

ないですけど。これが、本当に何か、例えば森

山先生の何かちょっと考えを聞いて言っている

のか、その辺は分かりませんよ。 

 ただ、そういうことを、池山さん、錦江湾横

断道路できるよって、わざわざ言ってくださっ

た、あの意味は何なんだろうと。世間話ですか

ら、ここだけで聞いて流していただいて結構で

す。 

 だけど、そんな言ってくれたなと思って、私、

非常に希望を持っているんです。 

 ですから、さっきから市長が言われておりま

す、周知をしていって、次の決起大会、1,000

人を何とか超える規模でやりたいと。それに向

かって一丸となって、また頑張っていきたいと

思いますので、また、いろんな指導がありまし

たら、おっしゃってください。頑張ります。よ

ろしくお願いします。 

 それでは、次に教育行政ですけど、1,718の

自治体の中で表彰を受けたと。すばらしいと思

います。 

 さっきから、学校教育長のＡＩのドリルの話

とか聞いていて、我々のついていける世界じゃ

なくなったなという思いが１つあるんです。 

 これから教育長にも、最後で聞きますけど、

先日、ＮＨＫを見ていたら、さっき学校教育課

長が言われたように、ＡＩのアプリがあると。

ＡＩのチャットがあるらしいんですよね。 

 ＡＩのチャットというのは何だと思って見て

いたら、ＡＩのチャットを開いて、たまたま二

十歳の女性、日本の。あと17歳のインドネシア

の男の子、この２人を例に取り上げて、ＮＨＫ

ニュースをやっていたんですけど、二十歳の日

本の女性は人間関係が不得手で、友達をつくる

のが、私は苦手だったと。 

 だけど、ＡＩのチャットで、私は今こんな悩

みを持っているんですと言ったら、そういう悩

みがあるんだったら、こんなふうに考えたらい

いんじゃないですかみたいな答えが返ってくる。

やり取りすると、この彼女はＡＩでその答えを

返してくれる。その相手側に、ジョージ君って

自分なりに名前つけているわけですよ。もうこ
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れは完全に彼氏ですからね。 

 だけど、ＡＩで実態はないわけですよ。実態

はないんだけど、この彼女は、このジョージ君

に救われて、私、人生の考え方が変わったって

言うんですよ。 

 ＡＩってすごいなと思っていたら、今度はも

う一つの事例が出てきて、インドネシアの17歳

の男の子が、やっぱりＡＩのチャットを使って

話していたと。そして、いろんな悩みを打ち明

けていたら、ＡＩのその相手が、これは偽人化

した女性なんだろうけど、そんなに悩んでるな

ら、私のところへいらっしゃいと。死んでしま

えば、私のところへ来れるよと言ったらしい。

この彼は、拳銃自殺しているんですよ。 

 先日、ちょっと教育長に伝えておいてくださ

いと。こういう現実の中で、えたいのないもの、

実態のないものに対して救われたり、連れて行

かれたりする。さっきから、ＡＩのこの話を、

生成ＡＩを聞いていたりすると、我々の人間の

領域を超えたところで、例えば中学生、さっき

小学生は親の同意が要るということだったです

けど、そういうところで、こういう会話をずっ

としていく。 

 この二十歳の女性は、１日４時間ジョージ君

としゃべっているって。ずっとしゃべっている

わけですよ。でも、本当は相手はいないんだか

ら。ただ、ＡＩが答える。でも、彼女にとって

は会話しているわけですよ。 

 それで、うまくいってる間はいいけど、イン

ドネシアの男の子みたいに自殺したりすると。

こういう教育環境が劇的に進んでいく中にあっ

て、私、教育長、これから先の教育行政はすさ

まじいなと思って。 

 最後に質問しますけど、大変だと思いますけ

ど、この辺についていかがですか。 

○教育長（坂元裕人）  ちょっと時間があるか

どうか。打合せの段階で課長のほうから、池山

議員からこういう質問が恐らく来るだろうとい

うことで、私のほうでも準備をしておきました。 

 今出された２つの事例、対照的ですよね。 

 つまり、一方は生成ＡＩをうまく使って、人

間づくりの苦手な子が友達をつくれるようにな

ったという好事例でございます。これはまさに

生成ＡＩの効果的な利活用と言っていいと思い

ます。 

 一方、男性の件、これを調べてみましたら、

実はアメリカでも同様の事件が起きて、仮想人

物との出会いが、そして会話のやり取りが、そ

の中身が結果的に自殺に至るという、あっては

ならない痛ましい事件。使う側から言うと、誤

った、とんでもない活用の仕方であるというふ

うに言えます。 

 とすれば、今後やっぱりそういった生成ＡＩ

の利活用については、より慎重でなければなら

ないと考えますし、より一層、先ほど課長も申

し上げましたけども、利活用の仕方について児

童生徒は学び、身につけなければならない。情

報モラルを含む、情報活用能力が重要であると

言えるかとも思います。 

 日本の学校教育における生成ＡＩの活用につ

いては、文科省からガイドラインが示されてお

ります。これも先ほど課長が答弁したとおりで

す。基本的に小学生は使わせない。使うとすれ

ば、その使い方は教師が紹介する程度でござい

ます。 

 中学校においては、学習の中での使い方はメ

インとなりますが、その際は保護者の承諾が必

要だということで、このように今、世の中、生

成ＡＩだらけと言ってもいいかもしれません。 

 そういう中で、そういう自殺に追い込んだ、

そのアプリというのは、英語版ＡＩチャットボ

ットアプリというもので、これは学者も、その

使い方によっては非常に危険性を指摘している

ものでもあるんですね。 

 ですので、一歩誤ると、やはりそういう悲劇

を生む可能性があるということは、我々も知っ
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ておいて指導すべきだろうと思います。 

 ところが、これは英語をベースにしています

ので、情報量が非常に豊富なわけなんですね。

ですので、仮想人物も次第に、相手の気持ちに

寄り添った会話の中身をできるようになってい

くんですね。 

 ところが、日本の今のＡＩというのは、情報

量が極端に少ないために、ここまでいかないん

です。ですので、日本でこういうことが起こる

とは想定はできませんけれども……。 

○議長（堀内貴志）  教育長、速やかに終わっ

てください。 

○教育長（坂元裕人）  リスクがあるというこ

とは、やはり心してかからなきゃいけないなと。

つまりタブレットの文房具としての使い方を、

正しい使い方を、効果的な使い方を子供にも、

また保護者にも理解いただいて、見守りながら、

やはりいい使い方をさせていきたいなと思って

います。 

 以上でございます。 

○議長（堀内貴志）  本日は、以上で終了いた

します。 

   △日程報告 

○議長（堀内貴志）  次は、明日午前９時30分

から本会議を開き、総括質疑及び一般質問を続

行いたします。 

   △散  会 

○議長（堀内貴志）  本日は、これにて散会い

たします。 

     午後５時７分散会 
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令和７年２月26日午前９時30分開議 

 

 

   △開  議 

○議長（堀内貴志）  皆さん、おはようござい

ます。定刻、定足数に達しておりますので、た

だいまから本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、表示のとおりであります。 

   △令和７年度各会計予算案に対する総括

質疑・一般質問 

○議長（堀内貴志）  日程第１、昨日に引き続

き、令和７年度施政方針並びに各会計予算案に

対する総括質疑及び一般質問を続行いたします。 

 それでは、通告に従って順次質疑及び質問を

許可いたします。 

 最初に、２番、宮迫隆憲議員の質疑及び質問

を許可いたします。 

   ［宮迫隆憲議員登壇］ 

○宮迫隆憲議員  おはようございます。 

 質問に入ります前に、先日、尾脇市長のおば

あさま、髙橋議員のお母様の御逝去を悼み、謹

んでお悔やみを申し上げますとともに、心から

の御冥福をお祈り申し上げます。心中をお察し

いたしますが、引き続き、市政運営、そして市

民の皆様のために御尽力をお願いしたいと思う

ところであります。 

 それでは、私の質問に移らさせていただきま

す。関係各課の明快な答弁をお願いいたします。 

 まず初めに、農業関係であります。 

 私が令和６年第１回定例会において、農作物

の被害軽減策として、狩猟期にも猟友会の皆さ

んへ支援を行うべきではないかなどの質問をさ

せていただき、ありがたいことに本年度の狩猟

期間から国の鳥獣被害対策実践事業を活用し、

補助を頂いております。 

 そこで、現時点での実績と、今後の見込みに

ついて農林課長に伺います。 

 次に、放課後児童クラブについて伺います。 

 約１年半前は受入れ人数がオーバーしており、

なかなか厳しい状態であった児童クラブですが、

支援者の皆様、関係課の御理解や御努力により

改善がなされていることは伺っております。 

 そこで、現時点での放課後児童クラブの利用

状況を保健課長に伺います。 

 次に、冬の観光メニュー、登山観光について

伺います。 

 垂水市においては、美しい四季の風景と色彩、

伝統文化、旬の味覚や郷土料理等魅力があふれ

る観光素材が充実していると感じているところ

でございます。 

 春は高峠つつじや市内各所で桜が咲き誇り、

夏は猿ヶ城渓谷の新緑やその中で行われるキャ

ニオニング、太陽の下では錦江湾でのマリンス

ポーツ、夏フェスタ、秋の産業祭、たるみず千

本イチョウ、オールシーズン堪能できる温泉水

や焼酎、ブリ、カンパチ、黒毛和牛、桜島美湯

豚、季節の野菜やフルーツなど美しい自然はも

ちろん、お祭りやグルメなど季節によって異な

る体験ができます。 

 日本では全ての季節がベストシーズンと言わ

れるように、垂水市においても四季折々の楽し

み方があると思います。 

 冬は、例年、たるみず吹奏楽フェスタや麓ま

つり、市民の皆様の手作りイベント等が開催さ

れ、にぎわっているようでございます。このに

ぎわいをもっと広げていき、多くの交流人口を

誘客するために、冬の観光素材を活用した取組

が必要であると考えているところでございます。 

 垂水市の東側にそびえる高隈連山は、1977年

（昭和52年）に高隈山県立自然公園に指定され

ており、1978年（昭和53年）には日本山岳会に

よって日本三百名山にも選定されている名峰で

あります。 

 登山道路は九州自然歩道にも認定され、温暖

な気候で積雪することはまれであること、比較

的に難易度が高くないことなど、冬の観光素材
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として広くＰＲすることで多くの誘客につなが

るものと考えているところでございます。 

 つきましては、高隈連山における登山観光へ

の現在の取組と今後の取組方針について水産商

工観光課長に伺い、１回目の質問を終わります。 

○農林課長（森 秀和）  おはようございます。 

 狩猟期間中の捕獲実績につきましてお答えい

たします。 

 令和６年第１回定例会における宮迫議員の一

般質問において、農作物被害を軽減するための

取組として、これまで行っていない狩猟期間の

有害鳥獣捕獲について検討をとの要望がござい

ました。このことを踏まえ、関係課と協議の上、

令和６年度から狩猟期間も含めた通年を捕獲実

施期間とし、国庫補助事業の対象とし、１頭当

たり成獣が7,000円、幼獣が1,000円の補助を猟

友会会員の皆様の協力を得て実施しているとこ

ろでございます。 

 御質問の狩猟期間中のイノシシの捕獲実績で

ございますが、猟友会会員からの報告により把

握している現時点での捕獲頭数は277頭でござ

いますが、３月15日までの狩猟期間の捕獲頭数

は350頭を見込んでおります。昨年度のイノシ

シ捕獲実績は353頭でしたが、今年度の鳥獣被

害防止計画の捕獲頭数は800頭以内としており

ますが、３月末時点で約700頭の捕獲を見込ん

でおります。 

 また、今年度から狩猟期間にイノシシの有害

鳥獣捕獲を実施したことにより、狩猟期間にお

いても農家からのイノシシ捕獲の要望に迅速に

対応できるなど、一定の効果も出ているところ

でございます。 

 以上でございます。 

○保健課長（永田正一）  おはようございます。 

 児童クラブの利用状況についてお答えします。 

 令和７年１月末の状況でございますが、状況

を個別に申し上げますと、第１垂水児童クラブ

が定員49人に対し登録児童数が49人、第２垂水

児童クラブが37人に対し31人、さざなみ学童ク

ラブが40人に対し26人、水之上児童クラブが30

人に対し20人、協和児童クラブが25人に対し12

人、牛根児童クラブが30人に対し10人となって

おり、全ての児童クラブにおきまして待機児童

は生じていないところでございます。 

 次に、年度ごとの登録児童数の推移でござい

ますが、毎年１月の状況で比較しますと、令和

４年が146人、令和５年が162人、令和６年が

148人となっております。 

 以上でございます。 

○水産商工観光課長（松尾智信）  おはようご

ざいます。 

 それでは、登山観光についての質問にお答え

いたします。 

 登山観光は、豊かな自然に身を置いて、美し

い景色や草花などを楽しみながら、仲間と一緒

にあるいは一人で自分と向き合いながらゆった

りと歩き、山の頂上を目指すことであります。 

 登山人口は全国で600万人強と言われており、

登山アプリＹＡＭＡＰのダウンロード数は2023

年１月に350万ダウンロードを記録するなど、

大きな市場の一つであると認識しているところ

でございます。 

 本市と鹿屋市や山岳関係機関で構成している

おおすみ自然休養林保護管理協議会の事業とし

て高隈登山マップも作成しており、ルートの案

内や所要時間の可視化を行い、毎年、高隈連山

の登山道の除草作業や路面の修繕整備などを実

施し、登山しやすい環境整備に努めているとこ

ろでございます。 

 また、垂水山岳会と連携した取組といたしま

して、市内における標高1,000メートル未満の

低山登山ルートの開発や刀剣山の登山ルートの

開発、階段やロープ、手すりの設置により、登

山観光の魅力向上に努めているところでござい

ます。 

 登山シーズンには、登山愛好家の方や観光会
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社から水産商工観光課へ、連日のように登山に

関係する問合せの電話があり、登山観光の人気

の高まりを実感しております。 

 今後の取組方針につきましては、登山の拠点

施設としての役割も担っている猿ヶ城渓谷森の

駅たるみずの登山拠点施設として機能の充実を

図るとともに、県や垂水山岳会、大隅森林組合、

大隅森林管理署等の関係機関との連携強化によ

るハード面とソフト面の整備を継続し、新たに

垂水市公式ウェブサイトにおける登山ページの

開設や、地元観光ツーリストへ登山観光ツアー

造成の提案を行うなど、多くの誘客につながる

ようにしっかりと取り組んでまいりたいと考え

ておりますことから、今議会に上程させていた

だきました令和７年度予算には、垂水市単独で

の登山整備費用も計上させていただいていると

ころでございます。 

 以上でございます。 

○宮迫隆憲議員  ありがとうございます。 

 それでは、一問一答方式で２回目の質問に移

らさせていただきます。 

 鳥獣害の捕獲実績をお示しいただきました。

昨年度は353頭、今年度はほぼ倍の700頭の捕獲

を見込んでいるようであり、やはり猟期支援の

効果であると思うところであります。 

 鳥獣被害防止計画の800頭以内での捕獲をお

願いしながら、尽力いただければと思います。

やはりこれだけの捕獲数が増えてくれば、来年

度の鳥獣被害防止計画や予算の確保も重要にな

ってくると思いますが、どのような計画がある

のかお示しください。 

○農林課長（森 秀和）  来年度の計画と予算

確保につきましてお答えいたします。 

 野生鳥獣の捕獲は鳥獣保護法により原則禁止

されておりますが、農林水産業等への被害防止

のため、鳥獣被害防止特措法により例外的に鳥

獣被害防止計画を作成することで捕獲すること

ができます。 

 また、来年度まで鹿児島県が第２種特定鳥獣

に指定しておりますイノシシと鹿のうち、本市

が捕獲指示書を出しておりますイノシシの来年

度の捕獲頭数計画でございますが、農作物の被

害がなかなか軽減していないことを踏まえ、今

年度と同数の800頭以内としております。 

 予算措置の状況でございますが、捕獲活動を

担っていただいている猟友会会員の捕獲活動に

必要な経費などが高騰している状況を踏まえ、

令和７年度は国庫事業補助金に市費を上乗せし

た１頭当たり成獣は１万3,000円に、幼獣は

7,000円に見直した新年度予算案を今議会に上

程したところでございます。 

 今後も垂水市鳥獣被害防止計画及び鳥獣捕獲

計画に基づき、寄せつけない環境づくり、侵入

を防止する、個体数を減らす、３つの取組を軸

に、有害鳥獣捕獲に従事されている垂水市猟友

会や農家と定期的な協議を行いながら、鳥獣被

害防止に取り組んでまいります。 

 以上でございます。 

○宮迫隆憲議員  ありがとうございます。 

 来年度は市費を6,000円ずつ上乗せをして支

援をしていく計画があるようであります。猟友

会の皆さんも頑張っていただけるのではないか

と思います。 

 課長が言われました環境づくり、侵入防止、

個体数減の３つの取組が達成されるには、農家

の皆さんの意識改革も必要だと思いますので、

引き続き、指導などをお願いしてこの質問は終

わります。 

 次に、児童クラブについてですが、１月末時

点で全ての児童クラブで待機児童はゼロである

ようであります。 

 私が初めて質問した際は、５、６年生が通う

ことができない時期もあり、関係する皆さんの

おかげで、現時点では待機することなく利用で

きていることに感謝いたします。 

 しかし、今、私の周りで要望として多いこと
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が一つあります。それは夏休み等の長期休業時

のみ利用できないかという声であります。 

 最近では共働き世代が多くなっており、現在

でも不安な声を聞かせていただいております。

長期休業になれば仕事ができなくなり、仕事の

時間を少なくすれば生活が苦しくなるなど、保

護者の皆さんの不安は尽きないようであります。 

 そういった声が多いことから、長期休業のみ

の利用を希望する児童の現在の状況をお伺いし

ます。 

○保健課長（永田正一）  長期休業のみの利用

を希望する児童の状況についてお答えします。 

 放課後児童クラブの運営につきましては、そ

れぞれの児童クラブで開所日や開所時間、利用

料金等を定めており、夏休み等の長期休業のみ

の利用を希望する児童の預かりにつきましても、

実施しているところとしていないところがござ

います。 

 長期休業中のみの利用を希望する児童の預か

りを実施している放課後児童クラブは、市内５

か所ある児童クラブのうち４か所の児童クラブ

が実施している状況であり、近年、保護者の勤

労形態の多様化等により、利用児童数も増加し

ているところでございます。 

 今年度だけ見ても、４か所の児童クラブにお

いて41人の児童が利用している状況でございま

す。 

 その中で、保護者から長期休業中のみの利用

を実施していない放課後児童クラブでも、長期

休業中のみの利用ができるようにしてもらいた

いといった要望をお聞きしているところでござ

います。 

 以上でございます。 

○宮迫隆憲議員  ありがとうございます。 

 ５か所のうち４か所で受入れはしていただい

ているとの答弁でありましたが、やはり自宅の

校区内で見ていただける環境の整備が必要であ

ると思っております。 

 仕事の関係上、別な児童クラブがいいなどい

ろいろなケースが予想されることから、今まで

同様に柔軟な対応をお願いしたいと思います。 

 この児童クラブの重要性は本市だけでなく、

ほかの地域でも注目されておりますが、本市と

しての考え、これからどう対応していくのかを

伺います。 

○保健課長（永田正一）  市としての考え、対

応についてお答えいたします。 

 先ほども申し上げましたが、保護者から夏休

みや冬休みなどの長期休業中のみの利用を希望

したいのにできないといった要望をお聞きして

おります。 

 また先日、宮迫議員からもこの要望をお聞き

していたところでございます。 

 放課後児童クラブの利用につきましては、１

年間を通じて利用する通年利用が基本型となり

ますが、近年、保護者の勤労形態の多様化等に

より、長期休業中のみの利用を希望する児童及

び保護者が増加している状況でございます。 

 市としましても、仕事と子育ての両立支援の

観点から考えますと、保護者が就労等により児

童を預けたいときに預けることができる環境づ

くりが最優先であると考えております。 

 このようなことから、先日、長期休業中のみ

の利用を実施していない放課後児童クラブに伺

い、保護者からの意向があることや市としての

考え方を説明し、長期休業のみの利用を希望す

る児童の受入れができないか相談したところで

ございます。 

 その結果、趣旨を理解していただき、前向き

に検討していただく方向で回答をいただいたと

ころでございます。 

 今後は、当該児童クラブとは７年度からの導

入に向けて協議を行うことと考えており、実現

に向けて市としましても支援できるところは積

極的に支援していきたいと考えているとこでご

ざいます。 
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 以上でございます。 

○宮迫隆憲議員  ありがとうございます。 

 言われますとおり、仕事と子育ての両立支援

の観点から環境づくりが最優先であると思いま

す。皆さんが現在抱えている不安を解消できる

ように力を貸していただければと思います。こ

の質問は終わります。 

 次に、冬の観光メニュー、２回目の質問に移

ります。 

 登山観光についてしっかりと取り組んでいく

旨答弁をいただきました。登山は自然との触れ

合いが醍醐味であると同時に、滑落や遭難、危

険動物との遭遇など事故の心配もございます。 

 垂水公式ウェブサイトにおいては、こういっ

た事故を未然に防止するための案内や入山届の

提出を推奨するなど、多くの方が安心して登山

を楽しむことができるように環境整備をお願い

したいと思います。 

 また、ジオパークや食など、ほかの観光素材

としての取組を合わせることによって、旅行商

品の造成も必要であると考えているところでご

ざいます。 

 例えば登山観光において、森の駅を拠点施設

として出発し、刀剣山登山を楽しみ、下山後に

温泉で疲れを癒やし、垂水が誇る食や焼酎を堪

能し、市内の宿泊施設に泊まるようなイメージ

であります。 

 特に、冬の登山観光は温泉との組合せがいい

のではないかと考えているところであります。 

 つきましては、現在の温泉観光の状況と観光

素材の組合せによる観光振興の方策についてお

伺いします。 

○水産商工観光課長（松尾智信）  それでは、

２回目の温泉観光と各観光素材の組合せによる

観光振興の方策についての質問にお答えいたし

ます。 

 現在、本市内には日帰り型の温泉施設が６件、

宿泊型の温泉施設が４件ございます。垂水の温

泉の歴史は古く、昭和２年に協和地区の海潟に

おいてボーリングに成功したことが海潟温泉の

始まりでございます。 

 その後、市内各所で温泉が掘られ、海潟温泉

を中心とした垂水温泉郷は、昭和の前半、指宿、

霧島と並び鹿児島三大温泉地とも言われていた

ようであります。 

 垂水の温泉は美肌の湯とも言われており、そ

の泉質等により現在でも人気は高く、令和６年

１月から12月までの１年間の利用者は14万

3,311人を記録しております。 

 各観光素材の組合せによる観光振興の方策に

ついてでございますが、自然の恵みを体験でき

る登山と温泉の組合せは、非日常感の創出や心

身ともにリフレッシュでき、健康増進への効果

も期待され、大変相性がよい組合せと認識して

いるところでございます。 

 本市が持つ各観光素材の組合せによる観光振

興の方策も盛り込んだ観光振興計画を令和７年

度に策定する予定であり、魅力的な旅行商材の

造成と誘客に努めてまいりたいと考えていると

ころでございます。 

 以上でございます。 

○宮迫隆憲議員  ありがとうございます。 

 それでは、冬のイベントについて質問いたし

ます。 

 温泉観光と各観光素材の組合せによる観光振

興の方策について、来年度策定予定の観光振興

計画に明記の上、旅行商材の造成につなげたい

と答弁をいただきました。 

 魅力的な観光素材を掛け合わせることで、旅

行者の満足度の向上に加え、市内の関係事業者

の稼ぐ力の向上にもつながり、その好循環が持

続可能な観光地づくりにつながるものと考えて

います。ぜひとも、魅力ある観光素材の造成に

取り組んでいただきたいと思います。 

 次に、冬のイベントについてでございます。 

 先ほど少し触れましたが、冬は例年、たるみ
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ず吹奏楽フェスタや麓まつりなど、市民の皆様

方の手作りイベント等が開催され、にぎわって

いるようでございます。 

 冬の特性を生かした新しいイベントを実施す

ることで、新しい垂水の魅力の創出につながる

と考えているところでございます。 

 当局におかれましては、垂水市が中心となっ

た新しいイベントについて、どのような検討を

行っているのかを伺います。 

○水産商工観光課長（松尾智信）  ３回目の冬

のイベントについての質問にお答えいたします。 

 本市が主体的に開催しているイベントは、垂

水市観光協会と共催している春の高峠つつじ祭

り、たるみず千本イチョウ祭り、垂水市商工会

等と実行委員会を組織して開催している、たる

みずふれあいフェスタ夏祭り、秋の産業祭など

がございますが、１月から３月までの冬の期間

につきましては、現時点においてイベントは開

催していないところでございます。 

 垂水市観光協会の会員などとの懇談において

は、冬のイベントの候補として、お酒と光と音

楽をテーマにしたお祭り的なイベントや、グル

メ堪能イベント、坂道道路を利用した激坂マラ

ソン……（発言する者あり） 

○議長（堀内貴志）  私語を慎んでください。

私語を慎んでください。どうぞ。 

○水産商工観光課長（松尾智信）  激坂マラソ

ン大会、子供から大人まで幅広い世代が一緒に

楽しむことができる体験型のイベント、登山や

トレッキングイベント、温泉巡りイベントなど

の御意見があったところでございます。 

 一方で、本市は冬場には桜島の火山灰による

影響を受けやすいことや、寒波の襲来により山

間部で道路が凍結することがございます。 

 関係者の皆様からの貴重な御意見や本市の環

境等も勘案しながら、冬の新しいイベントを開

催できないか、丁寧に調査検討してまいりたい

と考えております。 

 以上でございます。 

○宮迫隆憲議員  ありがとうございます。 

 冬の寒い季節はみんなで集まって、楽しめる

機会が必要だと思います。 

 答弁でありましたイベント案はどれも楽しそ

うだと感じることができました。新しいイベン

トを始めるには、関係者の合意形成をはじめ開

催場所や人員の確保、様々な条件をクリアする

ことなど、大変な御苦労が必要になると思いま

す。 

 せひとも多くの方の協力をいただきながら、

デジタルの力も活用してすてきな新しいイベン

トが生まれることを期待しております。私も一

緒になって市民の皆様の御意見を伺い、いい提

案ができるように努力してまいりたいと思いま

す。 

 以上で私の質問を終わります。ありがとうご

ざいました。 

○議長（堀内貴志）  次に、４番、新原勇議員

の質疑及び質問を許可いたします。 

   ［新原 勇議員登壇］ 

○新原 勇議員  おはようございます。 

 昨日まで非常に寒かったのが、今日は暖かい

朝を迎えました。三寒四温と言葉どおりの季節

になって、だんだん春に近づいているようです。 

 世界では、トランプ大統領が就任して以来、

関税という言葉に世界が振り回されています。 

 ウクライナがロシアに侵攻されてから３年の

月日がたち、ようやく平和の道筋が見え始めて

いるようですが、各大国の意見の綱引きが始ま

っており、早くウクライナに平和の春が来るこ

とを願っております。 

 それでは、先の通告に従いまして順次質問し

ていきますので、各所管各課、よろしくお願い

します。 

 ＧＩＧＡスクールと学力について。 

 ＧＩＧＡスクールで１人ずつタブレットを使

っての授業なども４年が過ぎようとし、子供た
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ちも取扱いには目をみはるものがあります。 

 また、垂水市は日本ＩＣＴ教育アワードの表

彰を２年表彰され、全国の自治体からも視察に

来られています。 

 県民週間で授業参観を拝見しましたが、授業

中、子供たちがマウスで字を書いたりしている

のを見て、器用だなと感心して見ていました。

私らの時代にはひたすら字を書いて覚えたもの

です。 

 10年ぐらい前でしたか、ものづくりの展示会

で東京のビッグサイトに伺ったときに、魔法の

下敷きをどこかの大学と研究してつくっている

メーカーがあり、それは下敷きが少しざらざら

していて、鉛筆で字を書くとき、持つ中指が刺

激を受けて脳に覚える力がさらさら下敷きより

増える研究データがあるということで、おいっ

こは高校受験が近かったので買ってきた思い出

があります。 

 今も魔法の下敷きと検索すれば出てきます。 

 そこで、今、子供たちはＧＩＧＡスクールが

始まって学力の定着率はどうなっているのかを

お伺いいたします。 

 次に、商工会対策について。 

 昨年度から新設された小売業店舗改装・開業

支援補助金について、非常に使い勝手のいい制

度ができて、使われた方は非常に喜ばれている

とお聞きしております。申込みも多かったと聞

いております。 

 この支援補助金の利用状況の件数について、

詳しくお聞かせください。 

 ふるさと納税について。 

 去年10月に市長がある会議の中で、今年はふ

るさと納税を20億円まで目指すと勢いのある話

をされていて、そこにいた職員もプレッシャー

がかかっているようでしたが、ふるさと納税額

も今年は非常によかったと聞いております。 

 前田議員も触れましたが、もう一度ふるさと

納税の実績、また、どのような商品が売上げを

伸ばしているのか、特産品の特徴をお聞かせく

ださい。 

 市営住宅・定住促進住宅について。 

 先月、知り合いの火事が起きて市営住宅を借

りようとしましたが、３、４階しか空いておら

ず、その上、入居するのに１か月かかるという

話を聞き、県営住宅を紹介されたということで

すが、現在の市営住宅・定住促進住宅の入居率

はどのようになっているのかお聞かせください。 

 以上で１回目の質問を終わります。 

○学校教育課長（川﨑史明）  おはようござい

ます。 

 垂水市の子供の学力に関する取組と現状につ

きましてお答えいたします。 

 昨日の池山議員の御質問に対する答弁でも触

れましたけれども、本市は令和２年度よりＧＩ

ＧＡスクール構想の実現に向け、ＩＣＴ機器や

ネット環境の整備、教職員と児童生徒のＩＣＴ

活用能力の育成、ＩＣＴを効果的に活用した授

業への改善につきまして、精力的に取り組んで

まいりました。 

 特に児童生徒が主体的に学び、確かな学力を

身につけ、将来の夢に向かって自己実現を図ろ

うとする態度を育むことが重要であると考え、

学校教育課では、令和５年度から児童生徒一人

一人のニーズに応じた学び方を可能とするタブ

レット端末の利用を効果的に取り入れました、

垂水市学力向上３本の矢プランを提唱しており

ます。 

 そして、市内全ての小・中学校に周知を図り、

各研修会や学校訪問などを通して組織的な取組

を推進しているところでございます。 

 垂水市学力向上３本の矢プランとは、１つ目

が、児童生徒一人一人の学びを応援する学習者

主体の授業づくり、２つ目が、学力を高める補

充・発展問題への計画的な取組、３つ目が、学

力向上対策を定期的に点検し、よりよいものに

改善するの３つの取組を意味しております。 
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 ＩＣＴの利点を最大限に生かした３本の矢プ

ランに取り組んだことで、児童生徒の学力にお

いても成果が現れ始めております。 

 例えば、小学校５年生と中学校１、２年生を

対象に、昨年度実施されました鹿児島学習定着

度調査におきましては、本市の小学生は全教科、

中学校でも複数教科が県平均を上回る結果であ

り、今年度１月に実施されております同調査に

おいても、まだ正式な結果は出されておりませ

んけれども、大きな成果が期待されているとこ

ろでございます。 

 このように、本市の児童生徒の学力も年々着

実に上昇していく傾向が見られております。 

 また、学習に対する意識調査によれば、本市

の児童生徒は、学習意欲や授業への満足度に関

する項目が全国、県の平均より高いことが分か

っております。 

 以上のことから、本市のこれまでのＧＩＧＡ

スクール構想に関する取組が実を結びつつあり、

確実に学力向上につながっているとともに、学

習が分かった、できたという喜びを味わい、主

体的に学ぶ児童生徒の増加につながってきてい

るものと考えております。 

 一方、児童生徒が目的や場面に応じてタブレ

ット端末を使用するのか、紙媒体の教材を使用

するのか、自ら考えて選択したり、学校で学ん

だことが日常の生活でも生きて働くような応用

力・活用力を身につけたりしていくことが課題

でございます。 

 今後は、学力向上３本の矢プランをブラッシ

ュアップし、市内全ての小・中学校において、

組織的にかつ保護者の皆様と連携を深めながら、

ＩＣＴを効果的に活用した授業改善が一層なさ

れるよう取り組んでまいります。 

 そして、児童生徒が生涯にわたって主体的に

学び、将来の夢に向かって自己実現を図ろうと

する意欲を高めることにつながるよう努めてま

いります。 

 以上でございます。 

○水産商工観光課長（松尾智信）  小売業等店

舗改装・開業支援補助金事業の実績見込みにつ

いてお答えいたします。 

 この事業は、商工業の推進及び商店街の活性

化を図ることを目的に、令和６年４月から開始

した事業で、小売業等開業支援事業は、市内で

小売業等を開業する際に係る費用の４分の３を

補助し、小売業等店舗整備支援事業は、小売業

等を営む事業者の店舗の改装・設備購入する際

に係る費用の２分の１を補助する事業でござい

ます。 

 導入当初から非常に問合せが多く、当初予算

に計上していた300万円分の事業費は、７月末

までの申請分で不足する見込みとなったことか

ら、８月申請分65万4,000円を流用で対応する

とともに、残りの不足分275万円を９月議会に

補正予算として上程し、御承認いただき、事業

を継続して実施したところでございます。 

 令和６年度末までの実績見込みとしましては、

開業支援事業は３件224万9,000円、店舗整備支

援事業は９件382万円、合計12件606万9,000円

となっております。 

 令和７年度につきましても、商工会から事業

継続についての要望書の提出があり、令和７年

度当初予算として今年度と同額の300万円を計

上しておりますが、今後も相談・申請件数に応

じて関係課と協議の後、柔軟に対応してまいり

たいと考えております。 

 引き続き、商工会をはじめ、地元商店の皆様

方と連携して事業に取り組んでまいります。 

 以上でございます。 

○企画政策課長（堀留 豊）  おはようござい

ます。 

 令和６年度の寄附額と返礼品の特徴について

お答えいたします。 

 まず、現在の寄附金の状況でございますが、

先日の前田議員の御質問でもお答えしましたと
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おり、２月20日現在の寄附額は17億5,184万

7,100円であり、前年度比130％となっておりま

す。 

 なお、現段階での今年度の寄附金の見込額は、

19億円から20億円の範囲内になるのではないか

と考えております。 

 次に、返礼品の状況についてですが、２月20

日現在、530品を返礼品登録しているところで

ございます。 

 広報たるみず12月号のふるさと納税特集に掲

載しております返礼品カテゴリー割合を基準に、

出品数に占める割合と寄附額に占める割合を出

品数が多いものから順に、５つのカテゴリーに

てお答えさせていただきます。 

 １番目が飲む温泉水で出品数29％、寄附割合

は81％、金額で約14億1,900万円となっており

ます。２番目が焼酎で出品数20％、寄附割合に

ついては６％で、金額で約１億511万円でござ

います。３番目が豚肉、牛肉等のお肉で出品数

が15％、寄附割合は２％、金額で約3,503万円

でございます。４番目がブリ、カンパチ等の海

産物で出品数が11％、寄附割合は２％、金額で

約3,503万円でございます。５番目が飲む温泉

水以外の飲料水、また加工品等のその他で出品

数が25％、寄附割合は９％、金額で約１億

5,767万円でございます。 

 以上でございます。 

○土木課長（東 弘幸）  おはようございます。 

 市営住宅と定住促進住宅の入居率につきまし

てお答えいたします。 

 まず、市営住宅でございますが、19団地270

戸を管理しておりますが、垂水市公営住宅等長

寿命化計画に基づき、建て替えや修繕で長寿命

化を図る住宅、廃止する住宅などを定めたとこ

ろでございます。 

 現在、老朽化が著しく建て替えを予定してい

る住宅や廃止する住宅は、新規入居は認めない

政策空き家としており、このことによりまして

入居率が変わりますが、政策空き家を含まない

住宅は、148戸中115戸の入居があり、入居率

78％、政策空き家を含めますと、270戸中168戸

の入居となり、入居率62％となっているところ

でございます。 

 次に、定住促進住宅でございますが、５団地

171戸管理しており、入居は98戸、入居率57％

でございます。 

 以上でございます。 

○新原 勇議員  ２回目から一問一答方式で行

います。 

 ＧＩＧＡスクールの子供たちの学力について

は、ＩＣＴの３本の矢のプランで、先生と生徒

がお互い成長して満足もしているということで、

それで、課題は与えられて勉強しているけれど

も、またそれをさらに応用する力がまだ不足を

しているということでありましたけども、それ

も高学年になれば、３本の矢を中心に応用力も

ついていくと思いますので、また進めてもらい

たいと思います。 

 タブレットを使いながら集中することで、多

分学力の定着力が図られているのかもしれませ

ん。タブレットの授業中に脱線して、ほかのこ

とをして先生から叱られているという話も多々

聞きますけど、子供たちの目の酷使だけには気

をつけて授業を進めてもらいたいと思います。 

 次に質問をいたします。私はユーチューブで

Ｋａｚｕ Ｌａｎｇｕａｇｅｓという名古屋の

多言語を18から独学で15か国語ぐらい話すカズ

マさんのチャンネルをよく見ているんですけれ

ども、その方が外国人の方に母国語でしゃべっ

て驚かせるというのをよく見ています。 

 そこに出てくる十七、八ぐらいの子供たちは、

母国語のほかに中学校と高校は英語以外に第二

外国語を勉強していてしゃべることもできます。

また両親がお互い違ったりして、その国の言葉

もできたりします。 

 私も一応英語は習いましたが、全くできませ
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ん。 

 今回、継続で英語教育の充実、外国語教育推

進事業1,220万9,000円を組まれていますが、そ

こで、英語検定の受験率及び合格率についてお

聞かせください。 

○学校教育課長（川﨑史明）  英検の検定率及

び合格率につきましてお答えいたします。 

 池山議員の御質問に対する答弁でも申し上げ

ましたけれども、本市は英検の受験機会の拡充

を目指すとともに、児童生徒の英語力及び学習

意欲の向上を図ることを目的に、受験する児童

生徒の保護者の申請により補助金を交付してお

ります。 

 本制度は令和元年度から中学生を対象に始ま

りましたけれども、令和５年度、６年度いずれ

とも、全校生徒のうち半数程度の生徒が２級か

ら５級を受験し、そのうち令和５年度は69.7％、

令和６年度は78.2％の生徒が各級を合格してお

ります。 

 また、令和５年度、６年度いずれとも100人

程度の生徒が英検の補助金交付制度を利用して

いることから、本制度が生徒の英語力及び学習

意欲の向上に大きく貢献していると考えており

ます。 

 来年度も引き続き、本制度の周知を図ること

で、英検に挑戦する生徒がさらに増えるように

するとともに、進級を励みに英語によるコミュ

ニケーション力を高めることができるよう努め

てまいります。 

 また、今年度から英検の補助金交付を小学生

にまで拡充しております。 

 今後、小学校の段階から英語に親しみ、英会

話を楽しむなど、中学校で英語力が向上する素

地づくりにも力を入れて取り組んでまいりたい

と考えております。 

 以上でございます。 

○新原 勇議員  昨日の池山議員の質問にもあ

りましたが、小学生にも垂水の会場で受験を挑

戦させたとお伺いしましたが、どのような特徴

があったのかお聞かせください。 

○学校教育課長（川﨑史明）  正式には来年度

から行おうと思っていますけれども、果たして、

垂水市において、そういう準会場を設置するこ

とが可能なのかというところから、今年度は研

究をいたしました。 

 結論としましては、垂水市教育委員会のほう

が主体となってできるということになりました

ので、今年度１月25日に第１回目を、試行を行

ったところでございます。 

 周知期間がちょっと短くて参加をする子供た

ちの数が限られておりましたけれども、参加し

た５、６年生の子供たち、全員５級をチャレン

ジいたしましたけれども、この前、結果が返っ

てきまして、全ての子供たちが合格をしたとい

うことでございました。 

 私も当日、英検の問題を見てみましたけれど

も、割とやっぱり難しくて、自分でも合格でき

るかなという感じでしたけれども、そのような

ことを考えますと、来年度は受験会場を設置す

るだけではなくて、事前の学習会、こういうの

も充実させていきたいなと、学校教育課として

は考えているところでございます。 

○新原 勇議員  ありがとうございました。小

学生も英語の授業が入ってきたということで、

そうやって、５級からだんだん興味を持って受

けてくれるということは本当にありがたいこと

で、また、皆さん合格したということは、また、

おめでとうございますと言いたいと思います。 

 先ほど昨日の池山議員の中で、３級は50％ぐ

らい合格、受けられたというのを話を聞いたん

ですけども、私、あるテレビを見てみましたら、

テレビで小学校５年生の児童が英語で海外の人

に道案内をしていたのを見まして、その子だけ

ではなく、ほかの児童も英語を堪能に話してい

ました。そして、これはどこかというと、さい

たま市の小学生でした。さいたま市の中学生は
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英検３級相当の学力は令和５年度で88.4％と５

年連続全国１位と教育に力を入れています。 

 ホームページを見ますと、独自の英語教育を、

「グローバル・スタディ」の推進ですが、学校

教育法施行規則で定める標準の授業数も確かに

多いです。中学校は標準より50時間ほど多いで

すが、小学校は標準210時間に対して419時間と

200時間ほど多いです。どこの時間を工夫して

いるのかは分からないですけども、やはり鉄は

熱いうちに打てではないですけども、脳が柔ら

かいうちに耳から聞かせているのだと思われま

す。 

 これから先、垂水市の独自の英語力アップシ

ステムはできないのか、お伺いいたします。 

○学校教育課長（川﨑史明）  垂水市独自の英

語力アップシステムはできないのかにつきまし

て、お答えいたします。 

 先ほど申し上げたとおり、本市は英検の補助

金交付制度を整え、効果的に運用しているとこ

ろですが、学校教育課では、英語力向上総合プ

ランの下、各学年の発達の段階に応じて英語力

を向上させる様々な取組を行っております。 

 具体的に申し上げますと、まず、小学校の外

国語科及び中学校の英語科の授業が充実するた

めに、各小学校へは英語講師であるＪＴＥを２

名、また、中学校へは英語が母語である指導助

手のＡＬＴを１名配置し、学級担任や教科担任

と連携して学習を進めております。 

 さらに、全ての小学校へ、中学校それから高

校の英語の免許を所有する小学校英語専科、い

わゆるＳＥＴ加配を配しまして、市内全ての小

学校でＪＴＥと協力して授業を行っております。 

 また、小学校土曜英語教室を年５回開催し、

13人が参加しております。この中では、講師で

あるＡＬＴやＪＴＥと充実した英会話の時間を

過ごし、より一層英語に親しむようにしており

ます。参加した児童は、来年度も英語教室に参

加し英会話を楽しみたいと前向きな感想を述べ

ており、英語への関心をさらに高めておりまし

た。 

 中学校では、平成31年から実施している青少

年海外派遣事業「夢の翼」の一環といたしまし

て、昨年５月に香港の王肇枝中学校の生徒と職

員が垂水中央中学校を訪れまして、合同で英語

の授業を行ったり、自己紹介及び互いの観光名

所を紹介し合うなど、親睦を深めて姉妹校盟約

を結んでおります。 

 参加した生徒は、「英語が香港の友達に伝わ

ってうれしかった」、「香港の文化を知ること

ができてよかった」などの感想を述べており、

他国の友達と交流する楽しさやよさを味わい、

郷土及び国際社会への関心をさらに高めている

と感じたところでございます。 

 このように、本市でも英語力を高める様々な

取組を行っているところですが、来年度は英検

への取組の充実に加えまして、市内小・中学校

の外国語科・英語科担当者を対象に研修会を開

催しまして、小・中学校９年間を見通しながら、

各学年の発達の段階に応じて英会話を十分に行

い、英語により親しむ授業に改善できるよう共

通理解を図り、児童生徒が確実に英語力を身に

つけていくことができるよう、組織的に取り組

んでまいります。 

 そして、児童生徒がグローバルな視点を持ち、

将来的に英語でいろいろな国の方とコミュニ

ケーションを図り、様々な課題を解決するなど、

未来を切り開いていく資質・能力の育成につな

がるようしたいと考えております。 

 以上でございます。 

○新原 勇議員  先ほど出したさいたま市の例

は、英語力のアップで、ほかの教科も全て学力

アップしているようです。垂水市の子供たちも、

タブレットも操り、英語も堪能となると将来も

楽しみになり、やがて大人になったときに垂水

市に貢献してくれると期待いたします。 

 県下で英語力１位を目指すとなれば、垂水市
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はタブレットもできて、英語もすごいといえば、

二、三人は移住者が増やすのかなとは淡い期待

もあります。期待もあるので頑張っていただき

たいと思います。 

 これまでについて、教育長の見解があれば、

一言お願いします。 

○教育長（坂元裕人）  まずは、御質問いただ

きましたことに御礼申し上げます。 

 今、事例で出されましたさいたま市の場合は、

文科省の恐らく特例校の指定を受けていると思

うんです。旧課程をいじって、時数を増やして、

そして英語の機会をふんだんに与えて、子供た

ちが学んでいくと。そういうことから、興味・

関心を高め、そして力をつけ、コミュニケーシ

ョンができているという。そして、もちろん英

語力もアップしているということでございます

ので、一般校とはやや違うのかなと。 

 そういう中で、先ほど課長答弁でもありまし

たように、私ども、やはり教える人に恵まれ、

そして市独自の施策を講じ、自己評価ではござ

いますが、頑張っているのかなと。議員が申さ

れた鹿児島県で１位を目指す。それはもう当然

のことでございますが、私も目指しております。

鹿児島県は実は英語力が低いんです。どっちか

というと。そして大隅半島は中でも低いと。で

すので、これピンチなんですけれども、逆に垂

水市にとっては、私はチャンスだと思っていま

す。 

 そういう意味で、今、申し上げたような、課

長のほうから説明があったような具体的な施策

をしっかりと根づかせて、やはり何といっても

子供たちに興味・関心をしっかり持たせること、

そして、その時間を目いっぱい楽しむことです

よね。そのことがまずは英語へ、ぐっと子供た

ちを引き寄せる、あるいは、楽しい教科として

捉えることにつながるのかなというふうに思っ

ています。 

 その姿を一番見ますのが、例えば中学生、王

肇枝、私が香港に行ったときに、僅か２時間で

した。英語の授業を向こうの子供たちとここか

ら派遣した10名の生徒たちが、数学と理科で２

時間だったんですけれども、その２時間を中央

中の子供たちは楽しんでいるんですね。そして

併せて、香港の地元の文化施設の訪問というの

を子供たちがペアで１人ずつついてくれて、ま

ず香港の王肇枝の子供たちは英語もできますし、

日本語も堪能ということで、まさに通訳なんで

すよね。ですが、基本的に英語で会話をしなが

ら散策しようということをルールとして決めて

おりましたので、それも非常にいい体験だった

ということで、その後の10人の進路見てみまし

ても、やはり中学生当時よりはるかに伸びて、

いい大学にも行っていますし、自分の夢もまた

進路としてかなえている子もおりますし、その

子たちが今回二十歳のつどいに参加しておりま

したけれども、随分成長したなと思いますし、

何人かにその後の様子を聞いてみますと、やは

り香港に行ったことは今の自分をつくってくれ

ているというふうに感じていると。そして、と

りわけ英語を学ぶことの重要性を今も感じてい

るし、今後、英語を使って世界で活躍できるよ

うな、そんな仕事に就きたいという子も中には

おりました。 

 ということで、英語はやはり子供たちを大き

く大きく成長させる、あるいは、未来を切り開

く一つのツールになっていくのかなと。 

 ＧＩＧＡスクールと併せて英語力の向上、こ

れは議員が話されたとおり、垂水の教育の特色

として、今後も力を入れて取り組んでまいりま

すし、子供たちにしっかりと力をつけていきた

いなというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○新原 勇議員  教育長の力強い言葉で、垂水

の子供たちがグローバルな子供たちに育つよう

祈っております。 

 次に、小売業等店舗改装・開業支援補助金に
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ついて。 

 開業支援で３店舗使われたことは、非常に

我々にとってはうれしいことだと思います。ま

た、本年度も商工会をはじめ、地元商店街との

さらなる連携の強化をお願いいたします。 

 以上で、次に参ります。 

 ふるさと納税の商品は、地元下において、温

泉水などが非常に伸びているということです。 

 14億、ほとんどはそういうものです。それで、

焼酎とか肉が意外と少ないんだなと思っていた

ところでございます。 

 今回、年末に向けてポータルサイトの契約が

２社ほどありましたけども、今現在、契約され

ている内容について、状況をお聞かせください。 

○企画政策課長（堀留 豊）  ポータルサイト

との契約についてお答えいたします。 

 ふるさと納税のポータルサイトは、インター

ネット上でふるさと納税を寄附するためのウェ

ブサイトで、民間企業が開設しているものです。 

 本市への寄附については、約99％がポータル

サイト経由での寄附となっております。 

 このふるさと納税のポータルサイトとの契約

状況でございますが、２月20日現在10のサイト

と契約しております。 

 代表的なポータルサイトとしては、「ふるさ

とチョイス」「ふるなび」「楽天ふるさと納

税」「さとふる」などがございます。 

 また、本年２月からは寄附額の増加と特産品

の周知拡大を目的に、新たなポータルサイトと

して、「Ａｍａｚｏｎふるさと納税」での寄附

受付を開始したところでございます。 

 以上でございます。 

○新原 勇議員  そこで、ちょっと質問ですけ

ど、市のサイトの順番は契約順ですか、それと

も売上げ順とか、そういうのではない、どうで

すか。 

○企画政策課長（堀留 豊）  今、申し上げた

順番については、特に寄附順とか契約順とかと

いうわけではありません。 

 寄附割合ごとに申しますと、寄附割合ごとに

見ますと、「楽天ふるさと納税」が１番多いで

す。特に明確な基準というのはないところです。 

○新原 勇議員  分かりました。 

 サイトによっては、非常に使いやすいサイト

と、同じ垂水市の商品を選ぶのに意外と全国の

ほうに飛んだりしたのがあったものですから、

使いやすい順番かどうか、そのあたりがあった

のかなと思って、急遽ですけど、その質問をし

たところでした。 

 Ａｍａｚｏｎの参入で、テレビで、契約率が

安いとテレビ報道も出て、Ａｍａｚｏｎが入っ

たらすごいなと思っていたんですけども、打合

せの中で聞いたら、返礼品の内容は変わらない

んですよと言って、そして、いろんな話をして

いたら、担当者から「新原さん、それこそＡｍ

ａｚｏｎからふるさと納税を使用する術中には

まっていますよ」と言われました。言われまし

て、確かにそうだなと思いました。 

 しかし、Ａｍａｚｏｎが本格参戦することに

より、どうなるか分かりませんが、垂水の商品

が伸びることを期待します。 

 次に、返礼品の出品状況についてですが、例

えば、牛肉などについては、サイトによっては、

ステーキがあったり、ステーキがなくて、ただ、

すき焼き用とか、別々になっていたり、ない品

物、サイトもあります。 

 それで、各お店がサイトごとの契約について、

どのような実態になっているのか教えてくださ

い。 

○企画政策課長（堀留 豊）  返礼品の出品状

況についてお答えいたします。 

 返礼品につきましては、返礼品事業者が本市

に登録申請を行い、本市での審査・承認を行っ

た後、本市から総務省に申請し、総務省の許可

が得られたものが登録返礼品となります。この

登録返礼品数は、２月20日現在で約530品でご
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ざいます。 

 なお、ポータルサイトへの返礼品掲載につき

ましては、ポータルサイトごとに掲載上限数等

のルールが設けられていること、また、登録返

礼品ごとに事業者が対応可能な在庫数があるこ

とから、ポータルサイトによって掲載内容が異

なるケースがあることが私どもも確認している

ところでございます。 

 以上でございます。 

○新原 勇議員  数とか、そういうので、ポー

タルサイトが選んでいるということですが、魚

より肉がよく出ると。志布志にしろ、都城にし

ろ、牛肉が非常に出ているということで、垂水

市も載っているのかなと思って、感王寺議員が

垂水市の牛が売れないということで、牛肉が載

っているのかなと思って、今回こういう質問し

たんですけども。 

 この垂水、鹿児島県産の牛肉をもっと推せる

ような感じで、もっとＰＲをしていけたらいい

なとは思っております。 

 特に垂水市からそれが出ていけば、非常に助

かっていると思います。 

 例えば、焼酎にしても、常に同じ写真でなく

変化させることで目新しさが出てきたりして、

パンフレット作りも頑張っていただきたいと思

いますけども、ふるさと納税のＰＲ方法もかな

り戦略的にやられたということですが、伸びた

背景も含めて、どのようなＰＲ方法をしたのか

をお聞かせください。 

○企画政策課長（堀留 豊）  ふるさと納税の

ＰＲ方法についてお答えいたします。 

 ポータルサイト上でのＰＲにつきましては、

今年度大きく２つの取組を実施しております。 

 １つ目の取組は、ポータルサイトにおける返

礼品紹介ページの刷新でございます。 

 寄附申込みを検討されている方々に対して、

より分かりやすく返礼品の魅力を伝えるために、

返礼品の画像や説明文等の刷新を実施したとこ

ろでございます。 

 ２つ目の取組は、ウェブ広告の実施でござい

ます。 

 ポータルサイトにおける検索窓から検索した

キーワードに対応して表示される検索連動型広

告、いわゆるＲＰＰ広告を実施したところでご

ざいます。 

 以上でございます。 

○新原 勇議員  企画政策課の本当にたゆみな

い努力で、今回も非常にふるさと納税額が伸び

たと思っていますので、また引き続き頑張って

いただきたいと思います。 

 平成20年から始まったふるさと納税の仕組み。

始まった頃は121人で1,600万円。それから確定

申告やワンストップ特別申請が始まってから急

激に伸び、令和元年から10億を常に超えるよう

になり、令和６年には、去年ですね、今回20億

に達するかどうか聞きました。 

 ふるさと納税者も10万人行かないでもないけ

ども、それだけの人が垂水市の返礼品を喜んで

いただけたことは非常に感謝しております。 

 このことに対して、市長から一言お願いしま

す。 

○市長（尾脇雅弥）  今、ふるさと納税のお話

をいただきました。 

 ふるさと納税係を中心に、本当に一生懸命努

力をしていただいた結果が一番だというふうに

思います。 

 今年度は20億近く行くのではないかというこ

となのですが、ほかのそれを超えるようなとこ

ろというのは、やっぱり肉とかウナギが10億単

位で出ていきますので、これがない中で、この

数字というのは本当に頑張っていただいている

というふうに思っています。 

 そのことで、昨日からもお話がありますけれ

ども、税収と変わらない、市税と変わらない、

あるいは、それを超えて入ってきますから、こ

れは貴重な財源ということでありますので、こ
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のおかげで議員の先生方や市民の皆様の要望を

形にできているというふうに思います。 

 今後どうなるかは別として、今日の明日でな

くなるということはありませんので、しっかり

と総務省のほうも継続していくためのルールが

だんだん厳しくなっていますので、そこをしっ

かり見極めながら対応していくということが大

事なことというふうに思いますし、先ほど商工

会の会員さんでもありますが、よく商工会の話

の中でも申し上げますのは、やっぱり人口減少

社会の中で店舗を直接訪れていただく方は減っ

ていきますので、いわゆるこの空中戦ですよね。

20億としますと、大体６億、７億ぐらいが空中

戦で飛んでいくわけですので、なかなか店舗一

つの何とかまんじゅうとかだったら難しいけれ

ども、小包みセットとか、そういうようなもの

とか、いろんなことをまた今後連携をしながら

御相談させていただいて、そうしていくと、人

口は減っても、交流人口とか、それに加えて、

そういう市場がありますから、時代ですから、

しっかりこの辺のところをまた皆さんも御提案

いただきながら挑戦していきたいというふうに

思います。 

 繰り返しになりますけれども、担当が一生懸

命頑張っていただいているということが今回の

結果につながっておりますので、よりよい財源

となりますように、人的な増員とかも含めて、

今後、考えていきたいと思っております。 

○新原 勇議員  ふるさと納税の皆さん、我々

市議会としても非常に感謝しております。あり

がとうございました。 

 生産者のますますの励みになりますので、一

層の努力をお願いします。 

 次の質問ですが、市営住宅に関してですが、

入居率は78％となっておりますが、やはり入居

するのに申し込んで１か月というのはちょっと

あり得ない話ですが、退居時に原状回復の現状

はどのようになっているのかお聞かせください。 

○土木課長（東 弘幸）  退居時の原状回復に

つきましてお答えいたします。 

 入居者が退居する場合につきましては、入居

者と住宅担当が日時を定め、両者立会いの上、

部屋の確認を行いますが、その際、入居者の責

めに帰する理由により損傷があった場合は、入

居者の負担で修繕をお願いしておりますが、損

傷がない場合は敷金を全額返金しているところ

でございます。 

 ただし、ふすまの張り替えや畳の表替えにつ

きましては、退居される際、行っていただいて

いるところでございます。 

 以上でございます。 

○新原 勇議員  今の課長の話を聞くと、畳の

替えやふすまなどを替えれば、また次の人がす

ぐ入れるような感じに聞こえますけども、実際

はどこかを修理をしたりして、内装クリーニン

グしたりして、入れないということはあります

ので、やはり出たときには次の人がすぐ入れる

ような配慮をお願いしたいと思っております。 

 それと、そのときに家賃以外で、どうしても

出るとき大分お金がかかるようであれば支払え

ない人も出てくるかと思いますけども、これを

共益費じゃないんですけども、退居時として

1,000円でも入居時に積立てができないのか、

お聞かせください。 

○土木課長（東 弘幸）  退居時の費用として

の積立てはできないかにつきましてお答えいた

します。 

 共益費につきましては、共同で使用する水道

料金や浄化槽の維持管理費などの費用でござい

ます。 

 退居される際は、引っ越し費用や損傷があれ

ば費用も多額になるとのことから御質問をいた

だいていることは十分理解しておりますが、民

間においても、そのような事例はないようでご

ざいますので、個々の責任において費用負担を

お願いしたいと考えております。 
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 以上でございます。 

○新原 勇議員  市で預けられないというのは

分かります。だったら入居するときに銀行と提

携して、月々1,000円じゃないですけども、そ

ういう積立ての仕組みでもつくってあげられな

いか要望して終わります。 

 昨日、前田議員も言われましたが、課長職を

終える職員も何名かいらっしゃるということで、

定年、または再任用職員を辞する人も、これか

ら先、後輩職員をよろしくお願い申し上げます。 

 以上で質問を終わります。ありがとうござい

ました。 

○議長（堀内貴志）  ここで暫時休憩いたしま

す。 

 次は、11時から再開いたします。 

     午前10時44分休憩 

 

     午前11時０分開議 

○議長（堀内貴志）  休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 次に、９番、篠原 則議員の質疑及び質問を

許可いたします。 

   ［篠原 則議員登壇］ 

○篠原 則議員  お疲れさまでございます。 

 昨日、今日と大変穏やかな天気でございます。

眠らないように質問をしたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

 今日は、先ほど申し上げましたように、昨日、

今日と穏やかでございますが、今年は冷えが大

分きつくて農作物に被害があったりしておりま

す。 

 そしてまた、資材の高騰、特にハウス園芸の

インゲンは燃油の高騰、重油の高騰などで農家

が苦慮しているようでございます。ぜひ、お助

けいただきたいと考えております。 

 そこで、また議員の皆さんに質問の前にお願

いをしたいのでありますが、荒廃農地解消事業

補助金の交付要綱を見させていただきましたら、

今年から農業振興地域だけをその対象にすると

いうようなお話でございまして、垂水市にあり

ます農業振興地域だけじゃなくて、農地全般を

補助対象にすべきであると私は思っております

ので、議員の皆様の御協力をよろしくお願いい

たします。 

 去年の分の要綱を見せていただきますと、補

助金が４万円だったのが３万円になっていたと、

その１万円は種苗代だったということで３万円

にしたと、それは理解できるんですけども、そ

の種苗代という文言が１行も要綱には書いてご

ざいません。ぜひそこら辺を機会があったら、

所管の皆さん、よろしく御説明をお願いいたし

ます。 

 それでは、質問に入らせていただきます。 

 まず、文化財によるまちおこしについてお尋

ねいたします。 

 いろいろまちおこしにはあると思いますけれ

ども、市内にある財産といいますか、文化財で

まちおこしはできないかということで質問をさ

せていただきます。 

 昭和20年８月５日には、アメリカの爆撃や焼

夷弾によって垂水は中心部の大半が焼き尽くさ

れ、家屋も人的にも大きな被害があったとお聞

きしております。大隅半島では最も被害が大き

かったまちであるということでございます。 

 そこで、今年は戦後80年、昭和100年の節目

の年、催しやイベントは考えていらっしゃらな

いのか、お答えをお願いいたします。 

 次に、浜平の特殊地下壕について。 

 浜平の道の駅は戦時中、地雷に特化した訓練

や研究を目的といった海軍航空隊が置かれてい

たところでございます。 

 戦争が激しくなって海軍航空隊の特殊地下壕

が道の駅の東側の台地の斜面に掘られておりま

す。今回、防災の観点からいろいろ協議を重ね

た結果、研究のための穴を残して大半はコンク

リートで塞がれていると聞いておりますが、そ
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の辺の御説明をよろしくお願いいたします。 

 次に、柊原貝塚遺跡の取組でございますが、

この柊原貝塚遺跡については、尾脇市長も議員

時代、平成十五、六年、２回ほど説明をされて

いたと思っておりますので、市長のほうで答弁

できるところは答弁をよろしくお願いいたしま

す。 

 国指定の島津墓地は復旧工事が進められてお

り、市の広報でもその過程でいろいろな発見も

あると報告されました。これからの復旧事業を

楽しみに待ちたいところでございます。 

 ところで、私の地元柊原にも国指定級と言わ

れる柊原貝塚がありますが、国指定に向けた動

きが見えないところでございます。垂水市は、

この柊原貝塚を今後どのようにするのか、計画

の方向性などがありましたら伺いたいと思いま

す。 

 次に、まちづくりについてお尋ねいたします。 

 インフラ整備と人口増対策についてお尋ねい

たします。 

 まず、市長に御礼を申し上げたいのは、前の

歩道とロータリー前の歩道、市民から直接御要

望が市長にあったかと思います。早速、整備し

ていただいてありがとうございましたと、市民

の方から御連絡をいただきました。 

 恐らく公安委員会に行かれましてお願いされ

たことと思っておりますが、公安委員会は、交

通安全整備、交通安全施設の整備をするなどの

ところと、また警察を指導するところがあると

お聞きしていますが、普通の民間の方であれば、

ついでにといいますか、不明金でもお聞きされ

たらなと思っていたところでございます。 

 それでは、質問に入らせていただきますが、

昨年12月議会で、錦江湾横断道路、大隅横断開

通に伴うまちづくりについて質問したところで

ございますが、企画政策課長から具体的なまち

づくりの方向性として、ソフト面、ハード面の

両面についての考え方をお答えいただきました。 

 ソフト面では、本市の魅力を効果的に市内外

に発信していくこと、そしてハード面では、快

適な移住環境の整備を進めることといったお答

えだったと思っております。 

 そこで質問でございますが、新年度予算につ

いて、12月議会の答弁を踏まえた形でインフラ

整備に関する事業、人口増対策に対する事業に

ついて、総括的な観点から企画政策課長にお尋

ねいたします。 

 これで１回目の質問を終わります。 

○社会教育課長（大山 昭）  文化財によるま

ちおこしにつきましてお答えいたします。 

 まず、戦後80年、昭和100年の節目の年とな

りますが、社会教育の観点から、文化財を活用

しての催物やイベントなどの計画につきまして

お答えいたします。 

 これまでも市図書館におきまして、太平洋戦

争に関連するパネル展示や、本年度配置された

文化財専門員による出前講座としまして、小学

校や地区公民館などに出向き、児童や老人クラ

ブなどに平和学習について分かりやすく説明し

ているところでございます。 

 令和７年度に戦後80年を迎えますことから、

新たな取組といたしまして、鹿児島大学との包

括事業の一環として、市内の戦争遺跡を市の文

化財専門員と鹿児島大学の学生との共同で調査

を行い、レポートをまとめることとしておりま

す。 

 なお、調査した成果を平和学習の資料として、

教育の場などで活躍したいと考えているところ

でございます。 

 次に、浜平の特殊地下壕につきましてお答え

いたします。 

 令和５年度に垂水海軍航空隊特殊地下壕の調

査を実施し、調査成果の一部は、令和６年度よ

り市ホームページやＹｏｕＴｕｂｅの動画配信

により公開しているところでございます。 

 現在の状況につきましては、地権者の要望で
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ありました安全確保のための治山工事が再開さ

れ、入り口部分は塞がれて、中は密閉され、現

状のまま保存されている状態となっているとこ

ろでございます。 

 なお、今後の調査研究用としまして、２つの

小さな入り口が開口しておりますが、安全確保

を優先し、侵入防止の措置が設けられていると

ころでございます。 

 次に、柊原貝塚の経緯につきましてお答えい

たします。 

 垂水市柊原柊原下地区は、古くから塚と呼ば

れており、海外などの著名な考古学者が土器や

貝塚を発見した地域として全国的にも有名な場

所であり、現在でも地表面に貝殻片が散見でき

る場所となっております。 

 平成７年度に市教育委員会により、個人住宅

の建設に伴う埋蔵文化財確認調査が実施され、

人骨を伴う土壙墓、地中を掘り死者を埋葬する

ものや大量の土器が発見され、平成９年度から

10年度にかけての農免道路整備事業に伴う発掘

調査により、初めて貝塚が残存していることが

確認されております。 

 貝塚の調査につきましては、多額の費用と多

くの時間が必要であり、さらに学術的価値が非

常に高いことから、貝塚本体についての発掘調

査は実施せず、埋め戻して後生に残すという農

免道路整備事業としては、極めて異例の措置が

取られたところでございます。 

 平成12年度から16年度にかけましては、国指

定史跡を目指すための追加調査と調査報告書の

公刊を行い、遺跡の価値を全国的に知っていた

だくこととなりましたが、当時国指定史跡とな

るには、農免道路を付け替える必要があること、

遺跡の公有化が絶対条件であること、新たに博

物館に相当する施設を設置する必要があること

などの条件が付されており、全ての条件を満た

すことは厳しい状況でありましたことから、当

面は可能な限りでの普及啓発と利活用を進める

ことになったところでございます。 

 なお、平成24年度に柊原貝塚の出土品224点

が県指定文化財として指定されたところであり、

その一部を文化会館、柊原地区公民館、柊原小

学校に展示し、普及啓発と利活用に努めている

ところでございます。 

 以上でございます。 

○企画政策課長（堀留 豊）  それでは、まち

づくりについてお答えいたします。 

 初めに、ソフト面でございますが、12月議会

でもお答えしたとおり、本市の魅力を市内外に

発信し、本市の知名度を高めるなど、効果的か

つ戦略的な広報を展開するとともに、本市の地

域資源を生かした観光振興やブランディング、

それからイベントの創出・拡大に努めていると

ころでございます。 

 今般の議会に、令和７年度予算として計上し

ている事業のうち、効果的な情報発信に関連す

る事業としましては、垂水イメージアップ事業

やふるさと納税事業のほか、ＳＮＳやテレビ等

のメディアを活用し情報を発信する、鹿児島女

子短期大学との連携支援事業、鹿児島大学と共

同で行う健康長寿事業についても、健康長寿の

まちとしての魅力を発信する好機となるものと

考えるところでございます。 

 また、本市の地域資源を生かした観光振興の

ために実施する事業としましては、持続可能な

観光地づくり、インバウンド回復、国内交流の

拡大の３つの戦略を踏まえた観光振興計画の策

定をはじめ、中京地区観光ビジネスモデル確立

事業、観光ＰＲ動画配信事業、ＪＲまち歩きガ

イド広告料、公式ＰＲポスターの制作等を行う

観光ＰＲ事業、本市の３つの観光拠点である道

の駅たるみず、道の駅たるみずはまびら、猿ヶ

城渓谷森の駅たるみずの運営事業等が上げられ

るところでございます。 

 次に、ハード面でございますが、こちらも12

月議会でお答えしたとおり、快適な居住環境の
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整備として、公共施設の長寿命化及び機能強化、

公共施設の再編などを図るとともに、老朽化し

た公営住宅の建て替えによる安全性確保や、水

道施設の計画的更新や耐震化を図っているほか、

計画的な市道整備・道路維持事業の推進や公共

交通の維持に努めているところでございます。 

 今般の議会に令和７年度予算として計上して

いる事業のうち、快適な居住環境の整備に関連

する事業としましては、公営住宅維持管理事業、

柊原団地建て替え事業が上げられるほか、公共

施設の適正管理のために実施する市庁舎及び消

防庁舎の耐震改修事業、小中学校施設整備事業

のほか、空き家対策として地域おこし協力隊採

用支援業務、空き家解体撤去助成事業等などが

快適な居住環境の整備に関連する事業と考えて

いるところでございます。 

 次に、人口減少対策についてお答えいたしま

す。 

 昨年12月に可決いただきました第６次垂水市

総合計画兼第３期垂水市まち・ひと・しごと創

生総合戦略におきまして、本市の特色や地域資

源を生かした仕事づくり、人の流れ、結婚・出

産・子育てに関するまちづくりの好循環に取り

組むことで、人口減少の速度を緩やかにする、

すなわち、人口減少を和らげるための取組を行

っていくこととし、また、全国的な人口減少を

鑑み、併せて人口の定着率の増加に注力した取

組を推進すること、そのために市民の皆様の満

足度や幸福度、ウェルビーイングが上昇するこ

とを目指した施策を展開することとしておりま

す。 

 これらの計画の進捗管理につきましては、進

捗状況を成果指標や地域住民による行政評価結

果を用いて評価・検証するとともに、より効果

的に政策を展開するために、計画、実行、評価、

改善のサイクルを継続的に繰り返すことで、効

率的により大きな成果を上げられるよう取り組

んでまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○篠原 則議員  それでは、２回目の質問にさ

せていただきます。 

 先ほど社会教育課長より御答弁をいただきま

したが、ちょっとしたことをやられるようです

けれども、鹿屋市においては、イベント、催物、

戦後80年、昭和100年のイベントをされるとい

うふうに聞いております。 

 また、それは鹿屋市民には、４月に詳しいこ

とを案内するというようなことをお聞きしてお

りますので、垂水市も何かやらないのかなと思

ってお尋ねした次第であります。これは終わり

ます。 

 次に、浜平の地下壕でございますけれども、

ホームページや動画などにより市民に調査研究

などの報告されているようでございますが、や

はり地権者の意向は重要であり、災害が発生し

ないことが一番であると私も考えております。 

 そこで、この地下壕が、以前、南日本新聞に

鹿児島の100歳の方が掲載されたことがあった

かと思いますけれども、軍医としてこの地下壕

で働いていたという記事があったかと思ってお

ります。 

 その方のお手紙とか記事を見ますと、私たち

が子供の頃遊んだ壕がもっと東側にあると思っ

ております。そこは私たち中に入ってよく遊ん

でいたんですが、ただトンネルみたいな壕じゃ

なくて、トンネルみたいに上は丸くなっている

けど、床がベッドみたいになっているというよ

うな壕であったと記憶しております。 

 山野さんという方でしたっけ、軍医をなさっ

たから新聞に掲載されておりましたけれども、

その方の記事とか、ある人が聞いたお話では、

その壕の近くの東側にお寺さんがあったという

んだから、やっぱりこのもう一つ東側にも壕が

あると私は思っております。 

 先ほど課長に鉄砲の弾を渡しましたけれども、

そんなのがいっぱい出てきて、銅線、子供の頃、
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赤金赤金と言っていましたけど、そういう鉄砲

の弾とか赤金を拾って小遣いにしたり、それか

ら地金屋さんが１斗缶に水あめを入れて、こう

いうのを持っていけば水あめをこんなにして割

り箸で、それと地金と換えた思い出があります。

爺さんたちの言うことだと思ってお聞きくださ

い。 

 そういうことで、もっと広く周知徹底してい

ただき、そしてまた、そこも機会があれば調査

していただけたら助かるなあと思っております。 

 それと、答弁はもう要りませんけれども、こ

の壕を県内でも人吉とか瀬戸内、出水、子供た

ちが勉強するミュージアムとしても利用されて

いるようでございますので、鹿屋もかな、入り

口を鉄格子で開くようにして、条件付で入らせ

てもらうというようなことでございますので、

市長、そういうことはできないか、答弁はいい

んですけど、検討していただきたいと思います。 

 それと、今、柊原市営住宅の建て替え工事の

造成が行われております。ここに海軍の慰霊碑

が、航空隊の碑があるわけですけれども、ここ

にやっぱり私、１年に何度か高齢の方が車を国

道に止めてご覧になっているところを見るわけ

ですけれども、せっかく今、柊原市営住宅が造

成されているも、そこに１台か２台ぐらいのス

ペース、広ければ広いほどいいと思いますけれ

ども、この碑を見に来る方も確かにいらっしゃ

います。 

 だから、ここは何だろうというふうなことで

見ていらっしゃいますので、車が駐車できるよ

うなスペースはできないかと思っております。 

 また一つは、こういう施設の跡でございます

ので、住宅の建設用地ですね、今造成していま

すけれども、そこは文化財、いろんな鉄砲の弾

でないけど、貝塚とか、そういう確認調査はし

なくてもよかったのかと、一人で思うところで

ございました。 

 そういうことも兼ねて、文化財を大事にして、

何かこう生かして、子供たちに見せたり、また、

市長が言われる交流人口につながることもあろ

うかと思っております。これもそれでいいです。 

 それでは、柊原貝塚についてですけれども、

平成７年度、数年かけて調査が行われ、調査報

告書が制作されるなど、柊原一帯が貝塚として

全国的にも有名な要衝な遺跡であり、平成21年

には224点が県指定文化財に指定された経緯が

分かりました。 

 なかなか国指定への条件が厳しかったことも

理解しておりますが、これらのことは市民、子

供たちへ継承していくことは必要ではないかと

思っております。 

 本年度文化財専門員を採用されたことから、

改めて今後どのように考えていらっしゃるのか

お聞きいたします。 

○社会教育課長（大山 昭）  まず、特殊地下

壕につきましては、文化財専門員が本年度から

配置されておりますので、できる範囲の中で調

査したいというふうに考えているところでござ

います。 

 柊原貝塚の今後の考え方につきましてお答え

いたします。 

 本年度文化財専門員が配置されましたことか

ら、改めて柊原貝塚について方向性を持つこと

が必要であると考え、２月初旬に文化庁に出向

き、現在着手しております島津家墓所災害復旧

事業と併せて保存計画、柊原貝塚の今後の進め

方についても各担当調査官と協議したところで

ございます。 

 その際、本県より出向されている埋蔵文化財

部門の文化財調査官が、当時の柊原貝塚の発掘

調査に携われており、状況を把握されておられ

る調査官であったことから、今後の方向性につ

いて詳しく指導・助言をいただいたところでご

ざいます。 

 柊原貝塚につきましては、文化庁としても重

要な遺跡であることは理解しているが、発掘後、



－126－ 

相当な年月がたっており、今後どのような形で

国指定を含めて保存・活用していくか、十分に

時間をかけて検討し進めていくことが必要であ

り、改めて調査官が現状を把握し、今後の方向

性について協議したいとのことでございました。 

 このことから、現在着手している島津家墓所

災害復旧事業を令和10年度までに完了すること

が最優先であり、また、市の文化財専門員は１

名しかいないことを踏まえると、その間は柊原

貝塚につきましては、無理のない範囲でできる

ことから取り組んでいただきたいとのことでご

ざいました。 

 柊原貝塚につきましては、本市にとりまして

貴重な文化財でありますことから、引き続き、

文化庁並びに県の指導・助言をいただきながら、

保存・利活用について検討してまいりたいと考

えているところでございます。 

 以上でございます。 

○篠原 則議員  市長が議員時代質問をされて

おりまして、当時の教育長は、文化庁指定を受

けるべく公共政策に伴う作業を行っていると答

弁されているんですけれども、その作業が見え

ないわけですけれども、今後、引き続き、国指

定の文化財になりますよう何か努力をしていた

だきたいと思います。 

 私も今回久しぶりというか、２回目なんです

が、協和中学校に出向いていってみました。 

 展示じゃなくて、数量にしたら何十トンでし

ょうね、大型の車、トラックで。それだけの貝

殻、特に土器が、何か協和中学校に廃校跡に展

示じゃなくて置いてあります。それも何とか教

室が空いているから何とかできないかなと、一

人で思うところでございました。 

 文化庁の指定を受けるか受けないか、受けた

ほうがまた値打ちがあると思いますので、そっ

ちの努力もしていただきたいと思います。 

 それから、市長にひとつ御答弁をお願いした

いんですが、柊原貝塚遺跡は、文化会館と柊原

小学校、それから柊原公民館に今ちょこっと展

示してあります。 

 そこで、一番大事な文化会館にどこにあるか

知っている方も少ないかと思いますが、私から

言わせると、展示してあるんじゃなくて置いて

あるというような感じを受けました。 

 そこで、２段か３段の展示で置いてあるわけ

ですけれども、開館している間だけでも照明を、

展示箱というんですか、棚というんですか、そ

こに照明をつけていただいたら、なお引き立つ

んじゃなかろうかと思う次第でございましたが、

市長にぜひこれをしていただきたいと思います

が、よろしくお願いいたします。 

○市長（尾脇雅弥）  柊原貝塚についての御質

問がございました。 

 篠原議員がおっしゃるとおり、国宝級という

ことで、私も議員に就任した直後、すぐ100

メートルぐらい裏山の話でもありますので、そ

のことを質問させていただいたことを、今の御

質問を聞きながらそうだったなということを思

っております。 

 先ほど社会教育課長が答弁しましたように、

国宝に指定されるためには３つの課題があると

いうことでございました。決してやめたという

ことではなくて、なかなか私の記憶の中でたど

りますと、時の教育長が話をしていたのは、８

割、９割ぐらい国の支援があるんだけれども、

１割の市の負担と、億単位の手出しが必要とい

うことで、平成の合併がかなわなかった直後で、

なかなかそういったところに財源を充てる余力

もなかった背景だったように記憶しています。 

 柊原貝塚の大きな特徴というのは、貝塚とい

うのはあちこちあるんですけれども、やはりそ

の中で、祈りといいますか、数千年前の方々が

先祖を敬ったり、いろんなものを敬ったりする

ような文化的な特徴がほかと大きく違うんです

と聞いたような気がします。 

 我々の地元の先輩が、昔からそういった場所
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でそういう拠点が柊原貝塚ということで、そう

いうもののストーリーを中心にしながら、ハー

ドであるとかいろんなものを備えていけば、篠

原議員がおっしゃるような交流人口の拡大とい

うことにつながっていくと思いますし、現状に

おきましては、そのことを点在して展示してい

るんだけれども、そこの取扱いの方法というの

は、もうちょっとしっかりということでありま

すので、いずれは本格的にもう一回、今でも国

宝級だということでございますので、その前段

として、しっかりとその展示の在り方とか環境

整備というのを、今後、担当課を中心に指示を

出してしっかり進めていきたいと思いますので、

しっかりやっていきたいと考えているところで

ございます。 

○篠原 則議員  この文化会館の展示のしてあ

る展示棚といいますかね、これに照明をつけて

いただけないか。 

○市長（尾脇雅弥）  今、回答した大きな流れ

の中で、明るさが足りなかったり、見にくいと

いうことであれば、照明をつけるのはそんなに

難しいことではないと思いますので、どんなも

のがよくて、どういう照明を当てるかというの

は、前向きに対応したいと思います。 

○篠原 則議員  先ほど企画政策課長から答弁

をいただきましたけれども、まちづくりは大変

だと思います。人口増政策も大変だと思います。 

 そこで、昨日の答弁でも池田議員の答弁に市

長のほうからございましたけれども、何という

か、鹿児島県も人口が減ると、そして、鹿児島

市も減ると、垂水市も減るというようなお話で

ございましたが、減る減るで何かマイナス思考

といいますか、そんな感じを受けました。 

 そういう中で、いろんな資料を見つけてきま

したので紹介したいと思いますけれども、ここ

は、新聞、皆さんよく見られると思いますけれ

ども、ひろば欄に「若い目」ってありますよね。 

 あそこをせんだって、もう大分前なんですけ

れども、国分南小の２年生が大好きな垂水市と

いうことで掲載されておりました。鹿児島県の

それを読ませていただきます。 

 鹿児島県の市の人口を調べました。なぜかと

いうと、おばあちゃんの家がある垂水市には大

きなショッピングモールがないからです。垂水

市は鹿児島県の市の中で人口が一番少ないこと

が分かりました。ショッピングモールを建てて

もお客さんが集まりませんということで、やっ

ぱり人がいないと駄目ということですよね、そ

ういうこと。でも、垂水は大好きだと。山もあ

り、海もあり、魚もおいしい、ビワもおいしい

というふうに書いております。 

 垂水市は私は大好きなまちですということで

ございますので、そういう子供の期待に沿える

ためにも、ぜひ人口増に努めていただきたいと

思います。 

 先ほど申し上げました、池田さんに答弁され

ました2040年頃には30万人の鹿児島県民が減る。

それから鹿児島市においても48万人ということ

で、垂水市だけ減っていくんじゃないというよ

うなことを答弁されましたけれども、しかし、

こんな少しは前向きに頑張っていただきたいと

思う次第でございます。 

 そこで、これも新聞記事なんですけれども、

鹿児島県の人口動向が書いてあります、南日本

新聞の鹿児島県内市町村の将来推計人口、国立

社会保障・人口問題研究所というところが書い

ておりますが、垂水市は2020年、１万3,819人。

それが減って2050年には6,629人になるように

書いてあります。 

 2050年で私は102歳になる計算ですけれども、

102歳でここでお会いできたら大変幸せでござ

いますが、そういうことで人口が減っていくと

いうことは確かかなと思っておりますが、負け

ないように頑張っていただきたい。 

 その中で、県内でも姶良市227名、十島村13

名、与論町２人と人口が増えているわけですけ
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れども、条件はいろいろあろうかと思います。 

 そういう中で、市長、頑張っていただきたい

と思います。人口増、増やせばインフラ整備も

伴ってくるということでございますけれども。 

 もう一つ、今度は新聞じゃなくてテレビの宣

伝をいたしたいと思いますけれども、１月13日

ですね、午後７時半頃ちょうど晩飯時だったと

思いますけれども、無料だらけのまちというこ

とで放送がなされておりました。 

 移住者急増でうれしい悲鳴であるということ

で、茨城県境町はどんなことをなさっているか

と聞いていたのを調べていただきましたら、ふ

るさと納税で子供支援とか子育て支援とか、も

うサービスの山盛り、大盛りですね、サービス

だらけ、もう移住者が多くて、すごい喜びよう

だということでございました。 

 ちょっとだけ紹介させていただきますと、町

営住宅に25年間住み続けると町営住宅と土地と

ももらえるとか、これは21戸もうすぐ予約でき

たそうでございます。 

 先ほど出ました、英語検定の英語移住とか、

いろんな子ども・子育てにいっぱい支援をして

おられるようでございます。限られた財源でど

ういうことができるかと思いますけれども、ぜ

ひ使い道をいろいろ考えていただいて、この茨

城県境町の移住支援に対して、全てが全国一位

というんですか、英検とか、それから子育て、

いろんなもので移住者が一番行きたい町という

ことでございます。 

 土地的な条件もあるようですね、東京都心ま

で１時間半、成田空港まで１時間、そういう条

件もあろうかと思いますけれど、田舎は田舎ら

しいです、聞いてみると。そういうところに移

住者がいっぱい来るということですので、ぜひ

垂水も移住に力を入れていただきたい。移住だ

けではなくて人口増対策に力を入れていただき

たいと思います。 

 市長が議員時代に、尾脇市長は市長になる人

材だったんだなと思ったのが、まちづくりにつ

いて将来を見据え、しっかりとしたまちづくり

のビジョンを描いて、国や市民に示す力量が今

の首長には求められ、それを実現できて地域の

明るい未来が待っていると思っております。ま

さにそうですね。これは議員時代に市長の発言

でございます。 

 45分で感王寺議員がやめろと言いましたので、

これで終わります。ありがとうございました。 

○議長（堀内貴志）  ここで暫時休憩いたしま

す。 

 次は、13時から再開いたします。 

     午前11時43分休憩 

 

     午後１時０分開議 

○議長（堀内貴志）  休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 次に、11番、持留良一議員の質疑及び質問を

許可いたします。 

   ［持留良一議員登壇］ 

○持留良一議員  それでは、総括質疑、一般質

問を行っていきたいと思います。 

 最初は、総括質疑です。 

 一般会計の予算案が提案されました。市民生

活は物価高騰が引き続き、大きな影響を与え、

不況に追い込まれているのが実態ではないでし

ょうか。特に食料品、米不足などの物価高騰は

日々の生活に欠かせないもので、国の責任で対

策を講じられることが求められています。 

 また、地方自治体は住民の福祉の機関として

果たすべき役割がますます重要になってきてい

ると思います。 

 さて、石破内閣としての初の当初予算案は、

至上最高の税収の下で国民の暮らしの苦難に十

分に応えようとせず、防衛費8.7兆円と、異常

に投じた予算になっています。 

 そんな中、地方税は当初予算として過去最大

の45.4兆円を見込み、地方譲与税と合わせた額
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も48兆円を超えました。これにより財源不足が

大幅に減り、臨時対策債費は2001年の制度創設

以来、初めての新規発行がゼロになりました。

そして、地方交付税は2,904億円の増となって

います。 

 このような中、地方６団体、いわゆる議長会

も入りますけれども、共同声明では2025年度の

地方財政対策債を評価しつつ、今後の財源不足

について地方交付税法定率の引上げなど、本来

の姿に立ち戻り対処すべきと、引き続き臨時対

策債制度の廃止を求めています。 

 そこで、以下の点について質疑をいたします。 

 １点目は、地方交付税の来年度の特徴と本市

への影響について、伺います。 

 ２点目は、臨時財政対策債制度について。先

ほど言いましたとおり、市長会や議長会を含め、

地方６団体は今後の財源不足について「地方交

付税の法定率の引上げを」と「本来の姿に立ち

戻り対処すべき」と、共同声明を出しました。

市長の見解を求めたいと思います。 

 ３点目は、物価対策は予算編成過程でどのよ

うな議論になったか、政策としてはどのような

内容になったのか、市民の声が反映された物価

対策になっているのか、お聞きしたいと思いま

す。 

 次に、一般質問に移っていきたいと思います。 

 １点目は、会計年度任用職員の処遇改善問題

について、問います。会計年度任用職員は、会

計年度ごとの１年契約を原則とする非正規公務

員です。この間、会計年度任用職員制度は2020

年４月から期末手当の支給、2024年度からは勤

勉手当が支給されるなど、待遇改善が図られて

きています。 

 一方、この制度は公務労働の多くを非正規公

務員が担うことを固定化する役割も果たしてい

ることも見逃すことはできません。また、調査

では全国で会計年度任用職員はフルタイム、

パートタイムなど合わせると全体で90万人、う

ち女性は８割の70万人を超えています。年収は

200万円未満の人が６割も存在し、しかも４分

の１は会計の主たる担い手であり、そのほとん

どが女性であることも明らかになってきていま

す。さらに、専門的な資格職ほど非正規化が進

んでいる実態も明らかになっています。早急に

処遇改善をさらに図る必要が求められています。

そこで、以下の点についてお答えください。 

 ア、ここでは再確認の意味から、会計年度任

用職員の位置づけと役割、評価についてお聞き

したいと思います。 

 イとして、会計年度任用職員の割合について、

正規職員と会計年度任用職員、この数字から割

合がどのくらいなのか、お知らせください。 

 ウ、会計年度任用職員が女性の占める割合に

ついて、これも教えてください。 

 それから、代表的な職種の年間収入はどうな

っているか。 

 オとして、待遇改善をさらなる改善が必要と

考えますが、今後の方向、在り方について質問

いたします。各種の休暇を正規職員と同等にす

ることが求められています。全国では有給の生

理休暇、病休の有給化等々改善されてきていま

す。 

 そこで、最後のところでは、そういう非正規

会計年度任用職員の声を聞く機会の保障が必要

だと考えますが、市長の見解を伺いたいと思い

ます。 

 ２点目の一般質問は、担い手問題、いわゆる

農業問題での担い手育成について質問いたしま

す。 

 昨年の令和の米騒動は、日本の食と農の危機

の一端を顕在化させました。さらに農業従事者

の減少が加速し、農業と農村を疲弊させていま

す。これは、食を外国に依存し、農業を後退さ

せた国の政治の結果です。これを根本転換し、

農業の再生、食料の安定供給に本格的に踏み出

すことは、特に今年の重要課題ではないでしょ



－130－ 

うか。政権は、昨年24年ぶりに食料農業農村基

本法を改定しました。しかし、食料の安全保障

の強化を言いながら海外依存を一層強め、食料

自給率の向上を曖昧にし、輸入自由化や市場任

せの従来の農政の延長線での改正です。農水省

はその具体化として、３月までに新たな食料農

業農村基本計画の策定作業を進めています。農

業者の激減を不可避として、大規模化や効率化、

スマート農業の推進などを強調しています。こ

れでは、私は農村の崩壊がますます進むのでは

ないかと懸念をしています。大事なことは自給

率を最大の目標に据え、価格保障や所得保障な

ど、農家が安心して営農に励める基盤を整える

ことではないでしょうか。さらに新規参入を含

めて多様な担い手の育成・確保に農政の重点を

置くことが求められています。特に、今、日本

の農業は農家を増やす施策、農業後継者をどう

育成していくかが重要な課題です。 

 そこで農地が利用されやすくなるように、農

地の集約化に向けた取組はどの地方でも大きな

課題になっています。 

 そんな中、政府は農業経営基盤強化促進法で、

従来の人・農地プランを地域で協議し、目指す

べき将来の農地利用を明確にする地域計画に取

り組むことを法律で義務づけました。10年後、

誰が農地を利用するのか、１筆ごとに目標地図

を作り、2025年３月までに作成することが求め

られています。本当に10年後の姿が描けるのか、

本市の地域計画の現状と課題・対策について質

問をいたします。 

 ３点目は、訪問介護の問題であります。 

 先般、南日本新聞の社説、２月21日付けに、

介護事業者の不況が著しい。民間調査によると、

倒産、休廃業の解散を含めて2024年に事業廃止

となった件数は784件に上がったとともに、調

査を始めて以降最大だった。中でも多いのが

ホームヘルパーの高齢者宅を訪れる訪問介護だ。

事業者の収入に当たる介護報酬の引き下げやヘ

ルパー不足が響いた。そして、最後のところで

事業者の撤退が続けば必要なケアを受けられな

い、いわゆる介護難民が生じる恐れがある。存

続の危機を食い止めなければならないと訴えて

います。県内でも休廃業が３件ありました。 

 そして、最後にこのようなふうに述べていま

す。民間の事業者が、限られた地域では自治体

の支援や事業者の枠を超えた連携が必要だろう

と結んでいます。 

 そこで、以下の２点について質問いたします。

１点目は、訪問介護の報酬引き下げによる影響

は本市ではどうだったのか。また、２点目は、

一人一人の役割と責任について、市長の見解を

求めたいと思います。不十分な点については再

質問をいたします。 

○財政課長（園田 保）  それでは、持留議員

御質問の、地方交付税の来年度の特徴、それと

本市の影響についてお答えいたします。 

 令和６年12月の、国から出された地方財政対

策によれば、令和７年度の地方交付税の総額は

前年度を0.3兆円上回る19兆円が確保されてお

ります。普通交付税の算定方法の改正につきま

しては、給与改定等に対応した算定として、地

方公務員の給与改定に要する経費について、各

算定費目の単位費用等において反映され、地方

公共団体の施設の光熱費と施設管理等の委託料

の増加に対応した算定として、学校、福祉施設、

図書館、文化施設など地方公共団体の施設の光

熱費の高騰に対応するため、引き続き包括算定

経費において一括して算定され、ごみ収集及び

学校給食など、地方公共団体のサービス施設管

理等の委託料の増加を踏まえ、該当する算定費

目におけるこれらの経費に係る単位費用措置が

３％程度引き上げられます。 

 地方創生推進費に対応した算定といたしまし

ては、地域の元気創造事業費及び人口減少等特

別対策事業費において引き続き措置することと

され、地方公共団体が地域社会の維持・再生に
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向けた幅広い施策に自主的かつ主体的に取り組

むための経費を算定する地域社会再生事業費に

ついても引き続き算定することとされています。 

 また、地方公共団体が地域社会のデジタル化

を推進するために必要となる取組に要する経費

を算定する地域デジタル社会推進費については、

マイナンバーカードの保有枚数率を活用した算

定については終了しますが、従来分について前

年度と同様の算定方法により算定することとさ

れています。 

 そのほか、標準準拠システム、いわゆるガバ

メントクラウドの利用料及び関連する費用につ

いて、その移行状況に応じて算定することとさ

れておりますことから、令和７年度における普

通交付税全体としましては令和６年度の再算定

前の交付税を上回るものと見込んでおります。 

 続きまして、臨時財政対策債制度の廃止と対

応について。御説明いたします。 

 令和７年度における臨時財政対策債につきま

しては、平成13年度の制度創設以来、初めて発

行額がゼロとなっております。臨時財政対策債

は、国が地方公共団体に交付する地方交付税の

財源不足に対処するため、地方交付税の振替財

源として発行する地方債でございます。この地

方債は、平成13年度の地方財政対策で時限的な

措置として導入されましたが、度重なる延長を

経て令和６年度まで発行が行われてきました。

地方自治体にとりましては、地方交付税の財源

不足を臨時財政対策債で補痾するのではなく、

地方交付税として配分することを望んでおりま

す。 

 物価高騰対策について、お答えいたします。 

 当初予算編成につきましては、例年、当初予

算の要求前に各課に寄せられた市民の皆様や事

業者の方々の要望について、各課において必要

性等を検討し、新規事業の企画立案や継続事業

の拡充案などについて、予算編成前の政策方針

協議により内容検討を行った上で予算要求を行

うこととしております。令和７年度の当初予算

編成では、市独自財源の既存事業として物価高

騰や燃油高騰などを加味し、子ども医療費窓口

負担無料化の拡充や学校給食費負担金、たるた

るおでかけチケット交付事業、地域公共交通活

性化協議会負担金及び新規就農者支援事業等の

増額に加え、新たに家庭用蓄電池導入支援補助

金や畜産経営者支援事業等の創設も行ったとこ

ろでございます。 

 また、令和６年度補正予算（第７号）により

予算化しました国の補正予算における住民税非

課税世帯及び住民税非課税世帯の子供への給付

金については、今月から給付を開始する予定で

ございます。 

 補正予算第８号に計上しております推奨事業

メニューを活用したプレミアム付商品券事業に

つきましては、少しでも多くの市民に広く行き

届くものとして令和７年度に実施をする予定で

ございます。 

 このような、国における各種施策と併せて各

種の市独自施策も実施することで、物価高騰に

対して一定程度、負担軽減が図られるものと考

えております。 

 以上でございます。 

○総務課長（濵 久志）  会計年度任用職員の

位置づけと役割、評価につきまして、お答えい

たします。 

 令和４年12月議会の一般質問において、持留

議員からの会計年度任用職員の処遇改善に係る

質問に対し、会計年度任用職員なくして公共

サービスができない状況になっているといった

回答をしておりますが、この認識は現在も変わ

っておりません。 

 主な役割、業務としましては、一般事務をは

じめとした正規職員の事務補助的な役割や正規

職員で対応できない専門職や技術職の業務など、

行政運営全般において必要となる多種多様な業

務の担い手となっているところでございます。 
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 次に、会計年度任用職員の割合についてです

が、令和７年２月１日現在、常勤職員194名と

なっており、会計年度任用職員については市長

部局等で110人、教育委員会部局で59人、合計

169人を任用しているところでございます。会

計年度任用職員の割合としましては、おおよそ

47％となっております。 

 次に、会計年度任用職員で、女性職員の占め

る割合についてですが、令和７年２月１日現在、

会計年度任用職員169人のうち男性57人、女性

112人となっており、女性職員の占める割合は

おおよそ66％となっております。 

 次に、代表的な職種の年間収入についてでご

ざいますが、会計年度任用職員の報酬等につい

ては、当該会計年度任用職員の職務と類似する

職務に従事する常勤職員の職務の級の初号給の

給料月額を基礎として、職務の内容や責任、業

務遂行上必要となる知識、技術及び職務経験等

の要素を考慮して定めており、給料表は常勤職

員の１級と２級を適用しているところでござい

ます。 

 なお、主な職種としては、１級では事務補助

職員、２級では保健師等となっております。年

間収入については基本給と期末勤勉手当を合わ

せたものになりますが、事務補助職員でおおよ

そ230万円、保健師ではおおよそ330万円となっ

ております。 

 次に、処遇改善の方向についてですが、会計

年度任用職員の休暇については、国に準拠した

運用としているところであり、生理休暇につい

ては現在、無給の特別休暇となっております。

病気休暇については国の人事院規則において令

和７年４月１日より有給となることから、本市

においても同様の運用となるよう規則の見直し

を予定しているところでございます。 

 このほか会計年度任用職員の処遇においては、

近年、勤勉手当が支給対象となるなど、大幅な

処遇改善が図られており、今後も国の動向に準

じて適宜、処遇改善に努めていく考えでござい

ます。 

 次に、要求を聞く機会の保障についてでござ

いますが、現在、本市におきましては、会計年

度任用職員から直接、処遇改善の要求を聞く機

会を設けておりません。しかしながら、例年、

職員組合から市に対して職員の給与や勤務条件

の改善に関する要求書が提出されており、昨年

提出された要求書の内容は、常勤職員に関する

処遇改善を含め、同じ職場で働く職員であると

いう視点から、会計年度任用職員の報酬及び期

末・勤勉手当の改定や病気休暇の有給化等の処

遇改善を求めるものとなっております。この要

求書に対する職員組合との協議では、基本的に

国に準じた形で会計年度任用職員の処遇改善を

図っていきたいと回答してきているところであ

ります。 

 また、今回、議案でも上程しておりますが、

人事院勧告により給料表が見直されており、職

員と同様、国に準じて見直すこととしていると

ころでございます。 

 このほか、先ほども申し上げましたが、国の

法改正に伴い、会計年度任用職員の病気休暇の

有給化などの処遇改善を図ろうとしているとこ

ろでございます。 

 今後も会計年度任用職員の処遇面につきまし

ては、国の動向に準じて適宜、改善に努めてい

く考えでございます。 

 以上でございます。 

○農林課長（森 秀和）  地域計画の現状と課

題と対策について、お答えいたします。 

 全国的な少子高齢化に伴う農業の人手不足は、

深刻な問題となっております。本市においても

基幹的農業従事者は、全国と同様減少傾向にあ

り、これに伴い、耕作放棄地が増加傾向にあり

ます。 

 このような状況において、令和４年５月の農

業経営基盤強化促進法の改正により、これまで
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の人・農地プランが地域計画に名称を変えて同

法に位置づけられました。農業従事者の減少や

耕作放棄地が増加することが危惧される中、地

域ごとの話合いを行い、地域ごとに守るべき農

地、その農地をどの担い手に耕作してもらうか

など、地域が10年後に目指す農地利用を示した

目標地図を作成することが新たに義務づけられ、

令和７年３月末の策定に向け手続を進めている

ところでございます。 

 課題でございますが、地域計画内の全ての地

域において、担い手による耕作予定の農地より

も後継者未定の農地のほうが多いことから、ま

ずは新たな農地の受け手となる担い手を確保す

る必要があります。このようなことから、令和

７年度より生活支援事業、機械・施設整備事業

を拡充してまいりたいと考えております。 

 生活支援事業につきましては、経営が不安定

な就農初期段階での支援として、これまで月額

３万円を支給していたものを５万円に、機械・

施設整備事業につきましては、これまで補助率

２分の１、100万円を上限に補助していたもの

を、補助率４分の３、上限額250万円に拡充し

て、将来的な地域農業の維持・発展の中心とな

る新規就農者の継続的な確保に取り組んでまい

りたいと考え、予算を上程させていただきまし

た。 

 また、新規就農者の支援体制として、県やＪ

Ａなどの関係機関、そして地域の指導農業士と

連携しながら定期的な巡回訪問指導などにより、

地域の担い手として育成してまいりますととも

に、地域内だけではなく地域外から新たな就農

者の受入れを推進するなど、情報発信に努めて

まいります。地域計画策定後も計画の実施と並

行し、地域ごとの話合いを継続し、必要に応じ

て計画を見直してまいります。 

 また、農業委員と連携し、担い手の農地の集

積・集約を推進し、遊休農地の解消、荒廃農地

の抑制に努めてまいります。 

 以上でございます。 

○福祉課長（新屋一己）  訪問介護報酬引下げ

による影響はにつきまして、お答えいたします。 

 令和６年度の介護報酬改定において、訪問介

護サービスについて基本報酬の引下げが行われ

ました。これについては令和５年に厚生労働省

が発表しました介護事業経営実態調査の結果、

訪問介護事業の収支差率が他の介護サービスに

比べ高く、訪問介護事業所全体として経営状況

が良好であったことが要因とされております。 

 また、介護職員等処遇改善加算の加算率につ

いてもほかの介護サービスに比べ高いことも一

因と考えられているところでございます。 

 そのような中、本市への影響でございますが、

先ほど池山議員の質問でも本市の訪問介護事業

の現状について答弁いたしましたところでござ

いますが、本市においてのサービス提供体制は

垂水市社会福祉協議会訪問介護事業所をはじめ

とする訪問介護事業所や小規模多機能型居宅介

護事業所の御尽力により、これまで同様提供で

きている体制は整っておりますことから、利用

者へのサービス提供においては現在のところ大

きな影響は出ていないものと考えております。 

 また、垂水市社会福祉協議会訪問介護事業所

の経営状況について、訪問報酬の引下げへの影

響を確認したところ、基本報酬の引下げの影響

があるものの、１日複数利用されていた方が施

設入所されるなど、利用回数の減少が大きな要

因で収入の減が見られるとのことでございまし

た。このことから、事業所の経営としましては

基本報酬の引下げによる影響は当然ございます

が、そのほかにおいても利用者の利用回数との

減少などによる影響も大きいものと考えます。 

 以上でございます。 

○市長（尾脇雅弥）  持留議員の御質問にお答

えをいたします。 

 高齢化が進行していく中で、高齢者の在宅で

の生活を支える訪問介護サービスは重要である
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と認識しているところでございます。 

 その中で、市の役割と責任の一つとして、介

護保険サービスの安定した提供の維持があると

考えます。 

 ただいま福祉課長が答弁いたしましたとおり、

利用者へのサービス提供につきましては、現状、

サービス提供に大きな影響はないようでござい

ます。しかしながら、事業所の運営に関わる介

護報酬引下げに関しては、事業継続の妨げとな

る喫緊の課題であると考えているところでもあ

りますので、県市長会をはじめ九州、全国市長

会から要望を提出しておりまして、各種要望で

上京した際には地元選出の森山先生をはじめ県

選出の国会議員の皆様を通じてしっかりと地方

の声を届けるよう努めてまいりたいと考えてお

ります。 

 以上でございます。 

○持留良一議員  じゃあ再質問を行っていきた

いと思います。一問一答方式でお願いしたいと

思います。 

 先ほど地方交付税が増えたということが言わ

れました。それに伴って、私たちも昨年の補正

予算と今年の当初予算と一体となった形で、物

価高騰対策ということは見ていかないといけな

いなということで考えているわけなんですけど、

その中で、先ほど言いましたとおり、１つはこ

の臨時対策債の問題について、６団体が今後の

財源不足ということを表明しているんですよね。

このことは一体何を示しているのか、それで、

一方では地方交付税の法定率というのを引き上

げを求めていると。ある意味では安定的な地方

交付税を保証してくれということだろうと思い

ます。今後、そういう財政難に向かっていく中

で、この財政難というのをどんなふうに捉えて

いいのかということがこの１番目の１つと、そ

れから物価高騰対策で、重点地方交付税の地方

交付団体向けＱ＆Ａの第３番があるんですが、

2025年１月15日に出されているんですが、この

中で、確かに今回、様々な形で物価高騰対策を

市としても国の支援金なんかを活用しながらさ

れているんですが、その給付金は、以前は給付

金、今回も給付金があるので、市から物価高騰

対策としてプレミアム付の商品券ということで

幅広く市民の皆さんの今日の物価高騰対策に対

する支援を取り組んでいるという形ではあるん

ですが、でも、果たしてそれでいいのかなとい

う部分が出てくるんですよね。例えば低所得者

が、うちは大変多いと思います。そういう中で、

商品券を買える人はそれでいいかもしれません

けれども、給付金の対象にもならない、なかな

か商品券も買えないと、プレミアム付商品券も

買えないと、そうなったときどうするのかとい

うことで、国が示しているのは、住民税非課税

世帯以外の低所得者世帯への支援について、低

所得者世帯支援枠の交付税限度額の算定対象と

ならず、交付限度額を超える分については、推

奨事業メニューにより対応していただくという

ことで、推奨事業メニューということで、住民

税非課税世帯に対しては先ほど言っている給付

金をしますよと。それ以外に対しては、低所得

世帯を対象とした形でエネルギー、食料品価格

と物価高騰に伴う低所得世帯への支援を考える。

それはもう自治体の判断なんですよと言ってい

るんですが、そこの中で、先ほど３番目に言っ

たとおり、予算の編成過程で、この部分のプレ

ミアム付給付金、先ほど一体的に考えたときに

そういう部分で、ここの部分の、ポケットにな

らない部分はないのかと、そこへの支援という

のは求められてなかったのかということは、こ

の点についての予算審議の中での議論はなかっ

たのかどうなのか、この点についてお聞きした

いと思います。 

○財政課長（園田 保）  低所得者世帯につき

ましては、先ほど申しましたように、今月から

この低所得者世帯、または低所得者の子供がい

る世帯に対して、今月28日だったと思いますけ
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ど最初の給付が行われる計画でいるところです。 

 今回、幅広くということで、プレミアム付商

品券というのを予算化しているところでござい

ますけど、この部分をできるだけ買いやすくす

るために、その単位というのを5,000円単位で

買いやすくできるような形の１つの冊子という

ふうになっておりますので、以前は１万円単位

とかだったと思うんですけど、少しでも皆様に

買いやすい形でという方向性で、今、進めてい

るところでございます。 

○持留良一議員  私はやっぱり、ここの狭間に

あるような方々をどう救済していくかという意

味では、国のこの推奨事業メニュー、非課税世

帯の方々の低所得者に対する支援、これもう是

非検討してほしかったなと。これは今後の課題

も含めてそういう形で今後取り組んでいただき

たいと。そういう意味では、やっぱりトータル

的な形で、住民のニーズはどこにあるのか、ま

た物価高騰対策における影響はどういうところ

にあるのか。そういう方を支援することによっ

て生活を支える、支援していくという内容が、

自治体にはやっぱり、先ほど言いましたとおり

やっぱり責任としてあると思いますので、その

あたりも今後、検討課題として取り組んでいた

だきたいなというふうに思います。 

 これは、回答がなかったのが、今後の財源不

足、この点についてはどのような感じなんでし

ょうか。 

○財政課長（園田 保）  持留さんが言われま

したその財源不足というのは、令和６年の第４

回でも前田議員からの質問がありましたとおり、

所得税の、いわゆる103万円の壁の引き上げ、

それにより市県民税の減収とかそういうところ

であると考えます。そういうところはしっかり

今後も対応してくださいということで要望があ

ったものと考えております。 

 以上でございます。 

○持留良一議員  まとめますけれども、そうい

う意味では、先ほど市長も地方６団体の中でも

この点は議論はされてきていると思いますが、

この点について私はやっぱり地方交付税の法定

率の引き上げを当然求めていくべきだというふ

うに思いますが、市長に改めて見解をお聞きし

たいと思います。 

○市長（尾脇雅弥）  特に物価高騰、石破総理

になられて地方を大事にしていくということで

ありますので、その意味からも６団体の中で担

う一つの団体でございますので、我々の主張が

全て通るわけではありませんが、一致してその

ことは申し上げておりますので、そのことを機

会を捉えて粘り強く、また動向がどう変わって

いくか分かりませんけれども、このままこうい

う状況が続く、あるいは悪化するようであれば、

しっかりとその辺のところも訴えていくという

ふうに考えているところでございます。 

○持留良一議員  今後、財政危機はさらに深刻

化していくというふうに私自身は思っています。

2025年度末の1,300兆円の国の国債発行額が膨

らんでいくということになってくると、今後、

さらにこの部分での地方への、私は交付税など

を含めた形で縮減を求めていく状況が続くので

はないかなと思っています。その点はまた今後、

注視していきたいというふうに思います。 

 次に、会計年度任用職員の問題についてお聞

きしたいというふうに思います。 

 先ほどるる実態の数字も明らかになりました。

また会計年度任用職員が約５割いるという実態。

また女性が66％占めるという実態ですね。この

ことはやはり私たち重要な特徴でもあると思う

んですが、この制度を導入するときに、国のほ

うが言ったのが、住民の生活を支える自治体の

業務は正規の常勤職員によって自治体が直接執

行すべきものですと、総務省自らがこういうこ

とを言って、会計年度任用職員の制度を作った

わけなんですけれども、公務の上においては任

期の定めのない常勤職員を置くという原則を前
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提とするということですね。このことについて

市長、会計年度任用職員の待遇改善の問題で、

まずここのところをきちんと考えて頭に置いて

いかないと、昨日からも専門職員の問題がいろ

いろ出てきたと思うんですけれども、この点に

ついて市長の認識をお願いいたします。 

○市長（尾脇雅弥）  これまでも答弁してまい

りましたけれども、正規職員、あるいは会計年

度任用職員というのは、同じような割合で国の

ルール改正に従って我々もやっておりますから、

その点におきましては今のところしっかり対応

できていると思っているところです。 

○持留良一議員  私はそこを聞いたのではなく

て、本来の自治体のあるべき姿ということでど

うなんだと。確かに今、制度としては会計年度

任用職員が導入されました。しかし、原則とし

ては正規職員が担うべきものだということで、

昨日からも、るる専門職員を含めて人数も足り

ないんだと、住民サービスはどうしていくのか

と、住民の生活を守れるというのは、その役割

を果たせるのかとなったときに、やっぱりその

あたりは現場も不安を抱えているということが、

昨日もるる各部署から出てきたと思うんですが、

その点について再度お聞きしたいと思います。 

○市長（尾脇雅弥）  人口減少社会の中で、そ

れぞれうちも、昨日、これまでの経緯もお話を

しましたけれども、今のところはしっかりと対

応できていると思いますが、昨日、感王寺議員

の質問でもあったような、いざというときにど

うするかということは課題が残るというのはそ

のとおりだと思います。 

 しかしながら、万が一に備えて職員の正規職

員の増とか、いろんなことというのは現実的に

は難しいものがありますから、そこを見越しな

がらいろんな連携をしながら、課題に穴が開か

ないようにしっかりと対応していくあり様とい

うのを考えなきゃいけないというふうに思って

おります。 

○持留良一議員  だからこそ、やっぱり会計年

度任用職員の待遇改善というのは必要だと思う

んですよね。 

 こういうアンケートが自治労連のほうがとっ

ているんですけれども、仕事にやりがいや誇り

を持っていますかというのでは、約86％の方が

やりがいを持っているということを掲げていま

す。それから、誇りもです。それから、あなた

が改善してほしいことは何ですかということで、

先ほど賃上げも、一番これが大きいんですけれ

ども、賃上げ、一時金、ボーナスを増やしてほ

しい、毎年賃金を上げてほしい、退職金が欲し

い、継続雇用にしてほしい。この継続雇用は改

善される、３年が撤廃されましたので、１年契

約で、それが継続かというとちょっと問題です

けれどもそういう声。それから病気休暇を有給

にしてほしい、取れるようにしてほしい。こん

な形で会計年度任用職員の方々が声を上げてい

らっしゃるわけなんですよね。年収も約230万

円ということで、この会計年度任用職員の中で、

いわゆる家計を支える方々が全国で約６割とい

う実態が出ているんですよ。だから、ある意味、

その方が家計を守っているというふうな形でも、

この結果から言えるんじゃないかなというふう

に思います。 

 そこで、大事なのは、やはり先ほど団体交渉

も含めて、労働組合のおかげでと言いましたけ

れども、しかし、基本としたら会計年度任用職

員は組織としても交渉権はないわけなので、そ

ういう意味で直接、声を聞くということが重要

な実態を把握することもできるし、なおかつ職

場の改善も進んで、その方がさらに言った、専

門的な点も含めて生きがいを持って働ける。何

よりも住民サービスを滞りなくやっていくとい

うことが、こういう待遇改善で充実していくと

思うんですよ。この間、そういう意味では大分

前進してきたと思うんですが、市長、そういう

会計年度任用職員の方々と意見交換をできる場
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を設定することはできないでしょうか。 

○市長（尾脇雅弥）  会計年度任用職員の方々

の現状というのは、今、持留さんのデータを用

いてお話されたと思いますけれども、一方でそ

れもそのとおりだと思いますけれども、雇用形

態は正職員の方であったり、会計年度任用職員

の方々それぞれありますけれども、それぞれの

御事情で会計年度任用職員を選択されておられ

る方もいらっしゃいますので、そういった中で

はいろんな待遇改善、評価していただいたよう

に、ほかの自治体に負けないような形でしっか

り寄り添ってやっておりますので、特別な事案、

要望があるということであればお話をお伺いす

ることはやぶさかでありませんけれども、現状

において、その場を通じて、いろいろそういう

方々との話合いもあると思いますが、現段階に

おいて私に対して何かあるとかいうことでもご

ざいませんし、しっかりとその辺のところは時

代の変化、状況を見ながらまた考えていきたい

というふうに考えております。 

○持留良一議員  その機会を作っていただいて、

会計年度任用職員の待遇改善、つなげていって

ほしい、そのことは住民サービスの向上につな

がるということは、これは確かだと思いますの

で、その点についてはぜひ今後、取り組んでい

ただきたいなというふうに思います。 

 次に、農業問題について伺いますが、全国農

業会議所、ここで日本共産党の国会議員が懇談

をしているんですけれども、地域計画について

10年後どころか高齢化により現状を維持する、

そのことさえ難しいという声が現場からも出て

いると。そもそも国が食料自給率などのグラウ

ンドデザイン、基本計画を描かない中で10年後

の姿を描くと言われても困惑は広がっていると。

地域計画では、まずは実態を可視化することが

大事であり、政府はその実態に寄り添ってほし

いと。実態なきこういう計画では、やはり計画

は計画倒れになってしまうんじゃないか。その

ことがこの会議所の事務局長の話として私は言

えるというふうに思うんですよ。 

 また、農業新聞でも、過疎高齢化が進む中、

中山間地域などでは、いきなり10年後の担い手

と言われても戸惑ってしまうだろうと。計画作

成に当たっては集落などの単位で協議を行う区

域を設定する必要が、市町村によってはこうし

た地区数が数十にも及ぶと、それぞれの地区で

話合いを進めなければならないがマンパワーが

足りないと。国は地域の取組を尊重し、段階に

おいてサポートすべきだという提言もされてい

るわけなんですよね。だから、本当に今、地方

はこういう計画づくりも大変だろうし、また諸

課題もあって職員も十分確保されていない面も

あると。こういう中で、この農地計画を、地域

計画を作るということなんですが、ここで言わ

れている、この食料自給率の問題。例えば40％

とか50％とか、こういう目安がきちんとありさ

えすれば、私はやっぱり地域もそういう地域計

画づくり、育成に向けても一つの大きな励みに

なると思うんですが、この点についての認識を

お聞きしたいと思います。 

○農林課長（森 秀和）  持留議員の御質問に

お答えいたします。 

 地域計画を策定するに当たって、各地域で話

合い活動をしております。確かに地域内に担い

手が不足していることや現在の耕作者も高齢で

後継者がいないため、今後が不安などの声も多

く寄せられました。 

 その一方で、規模拡大を図っている農業者か

らは人の確保さえできれば、その農地を借入れ、

耕作をしたいという意見もございました。現状

を維持したいという、まずは地域の皆様の一致

した意見としては、地域を今、農地があるとこ

ろを維持していきたいという強い思いがござい

ました。そのためにも先ほど答弁いたしました

が、本計画に位置づけた農地については、今後

も話し合い、来年度以降も話し合い続け、見直
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しを行っていく必要があるというふうに思って

おります。 

 以上でございます。 

○持留良一議員  私の友達もそういう形で農地

の集約を図って、今、米を６町ぐらい垂水で作

っています。でも、やはり機械の問題とか後継

者の問題とか含めた形だと、今後どうするんだ

と。せっかく集約したのにまた放棄しなきゃな

らないという、またその後継者もいないという

形になってきています。だから、この10年計画

が何に基づいて、そして何を具体化していくの

かという点については非常に、さっき言ったと

おり基本計画が明確でないため手法に戸惑って

いるという部分もあると思うんです。うちは、

例えば米はこれだけ作りたいと、しかし、それ

はちょっと抑えてほしいとかになっちゃうと、

全くその農地利用もほんの絵に描いたような餅

になってしまう可能性が高いと思うんですね。

そういう意味では大変でしょうけども、この点

について、そういう幅広い担い手を育成してい

ただいて、いろんな形で農業が継続できるよう

に取り組んでいただきたいと思います。 

 それと、後継者不足の解消の問題で、県との

関係はどうなっているのかというのがちょっと

お聞きしたいんですけど、例えば福島県はワン

ストップで農業経営や就農支援センターという

のがあって、いろんな相談をそこでできる。例

えば農地や地域資金、農業機械や施設設備、市

役所の原課、そういう形でワンストップで解決

できる。こっちの場合だとあちこち行かなきゃ

ならない。そういうふうな形になっているのか、

いわゆる県とのつながりではどんな形で農業後

継者対策というのは取られているのか、この点

についてお聞かせください。 

○農林課長（森 秀和）  連携等について御質

問にお答えいたします。 

 鹿児島県大隅地域振興局でございますが、振

興局の職員の担当職員の方とは連絡を取りなが

ら、新規就農者から資金面、営農面、相談があ

ったときには垂水市のほうに日程を調整して来

ていただき、農家巡回をするなど指導を含めや

っているところでございます。またＪＡにおい

ても同行していただき、市の職員も同行し連携

して、そのような対応をしているところでござ

います。 

 以上でございます。 

○持留良一議員  これは重要な課題で、一つの

大きな取組として福島県がやっているワンスト

ップ就農支援センター、こういうのが非常に、

私は例えば県外からどこに相談に行けばいいの

かとなった場合は、県を通じて、それで役所に

つながっていくと。そこが様々な資金面もサ

ポートもするようなところに案内とか含めてや

っていくと。バラバラになっていくとどうして

もせっかく頑張ると思ったけどもそれができな

いと。あちこちかけまわらなきゃならないとい

う実態もあるので、ぜひこの福島県のワンスト

ップというのは非常に私は教訓的な取組になっ

ていくと。それは県との連携というのはそうい

う形を私たち自身も当然要求していきますけれ

ども模索もしていただきたいなというふうに思

います。 

 あと、最後、訪問介護ですね。市長のほうに

資料は届いてますよね。課長、届けていただき

ましたよね。そういう形で、この訪問介護事業

所の空白が加速しているということで、垂水も

この中の赤が入っているんですけれども、事業

所が１ということで、これは社協だというふう

に思いますけれども、そんな形でもどんどん、

どんどん減ってきていると、訪問介護の空白が

加速しているという議題を出してますけれども、

そういう実態があるということで、市長にもお

見せしましたのは新潟県の村上市が減収は遡っ

て支援をするという、このようなことも書いて

ます。 

 同じような状況が、長野県高山村で発生して
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たんですね。ここは、社協がもう採算が合わな

いからやめて、民間の事業者にお願いした。と

ころが民間の事業者もそれをしなくなったと、

採算が合わないということでゼロになったとい

うことで、改めて問われているのが、先ほど言

いました、南日本新聞の社説でも書いていたと

おり自治体の役割、このことが改めて言えると

思います。休止したのは、この村唯一の訪問介

護事業所でした。もともと訪問介護事業所を行

っていた高山村社会福祉協議会が、村の社協で

すね、１か月前の昨年９月末に休止。この事業

を事業者が全てを引き継いだと。村の事業がゼ

ロになった経緯は、１つは昨年12月から３月に

かけて村の社協が訪問介護の利用者20人を民間

事業者に移したと。昨年９月末、村の社協が訪

問介護を休止、同10月29日に民間事業者が休止

の意向を県に連絡したということで、もうまさ

にどこに行けばいいのかと訪問介護の方々が、

こういう形で実際の現状を訴えていらっしゃる

わけです。 

 そこで、問題としては、その休止した事業者

のサービス提供者の責任者はどんなことを言っ

ているかというと、若手職員が昨年10月に退職

代行で辞めて私も心が折れましたと。訪問介護

は利用者の生活やその人の人らしさに寄り添う

魅力的な仕事であり、ただ昨年は疲弊しました

ということですね。それで、国が報酬引き下げ

の代わりに処遇改善加算を増やしたから取れと。

先ほど言いました、加算を取れと。ここもやっ

ぱり同じです。ここも社協も、取るのが大変だ

と。もうそれだけに追われてしまうということ

で、基本は報酬を下げたことが最大の原因なん

だということなんですよね。そのことがないと、

これも起きなかったはずなんですよ。加算の問

題でもすごく面倒な手続を取らなければ加算さ

れないんだということを言われていました。そ

ういうことを考えると、やはり私は今回の介護

報酬の引き下げというのは様々な形で問題点を

暴露したなというふうに思っているわけなんで

すけれども、また証言２として、利用者を引き

継いだＮＰＯ法人の事業所は、中山間地の訪問

介護はどうやっても赤字にしかならないんだと。

なぜ国が報酬を下げたのか理解できないと。こ

この社協も同じようなことを言っていました。

高山村の民間事業所の休止は驚きましたが、も

っとショックだったのは社協が先に辞めたこと

だったと。不採算だから公的な役割が村社協や

村が頑張ることに求められているんだというこ

となんですよ。そうなってきたときに、例えば

垂水でももう社協もやりませんということにな

ったときに、今、自治体ではそういう介護事業

というのは取り組むことはできませんけれども、

どうしても他の事業所が参入するという形でし

か対応できないんでしょうか。 

○福祉課長（新屋一己）  持留議員の御質問に

お答えします。 

 本市の社会福祉協議会がもしもできないとい

うことになった場合というのは、やはり市外の

ところに頼るのが現状だとは思います。鹿屋市

のほうの事業所についても多少は今入ってきて

いるところではございますが、やはりまだ数が

不足するとは想定されるところではございます。 

○持留良一議員  そうすると、常に先ほど事業

所の案内、ここでの事業所の案内もしましたが

そこ自体はもうやめてしまう。採算が合わない

からやめる。これがどんどん続く可能性がない

とは言えないわけですよね。そうしちゃうと、

やっぱり訪問介護を受けたい方々は、このまち

で、この垂水でやはり受けたいというのは誰も

が願う気持ちだと思うんですよ。そうなってき

たときに最後はやはり自治体の責任が問われる

と思うんですよ、どっちにしたっても。最終的

にはどうするんだと、市がやってくれるのかと

含めて利用者は訴えてくるはずなんですけれど

も、その点について市長の見解を聞いて、私の

質問を終わります。 
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○市長（尾脇雅弥）  高齢化社会の中で、その

課題、年々大きくなっているということでござ

います。そういった中で社会保障費の増大、国

としてもその辺の背景があってこういう判断を

されたんだと思いますが、それでいいとは思い

ませんけれども、現実的に数字の世界でもござ

いますので、本市におきましては今、社協の皆

さんが頑張っていただいておりますし、鹿屋中

心にもっと積極的にやりたいという業者さんも

いらっしゃいますので、今日の明日は困るとい

うことではないだろうと思いますが、今後、将

来的なものを考えたときに、５年後、10年後と

いうのはそういう課題が当然出てくると思いま

す。そこも踏まえながら、一方では我々は今、

垂水元気プロジェクトということで、元気で長

生きという事業も推進をしておりまして、これ

は１回、２回、３回受けると、１回目、２回目

は医療費が上がるんです。なぜかというと早期

発見されるから。でも３年目以降は介護保険料

が下がってきております。８万ぐらいだったか

な。だから、そこを目指しながら、現実的な、

長期的にはやっぱりお金をかけて全てやるのは

難しいと思いますので、現実的にはそういう形

で予防に力を入れながら、先ほどあったような

という状況の中でもお困りの方がいらっしゃっ

たときにはどうするかというのは今後の課題と

して検討しなきゃいけないというふうに思って

おります。 

○持留良一議員  重要なこれは課題ですので、

私自身は介護制度そのものがなくなってしまう

んじゃないかという懸念も広がってきています、

これだけ制度が疲弊してきている中で。そうい

う意味で、改めて住民の高齢者の介護者の生活

を守るためにも、ぜひ積極的な取組をしていた

だきたいということを訴えて、終わります。 

○議長（堀内貴志）  ここで暫時休憩いたしま

す。 

 次は、14時10分から再開いたします。 

     午後２時０分休憩 

 

     午後２時10分開議 

○議長（堀内貴志）  休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 次に、14番、川畑三郎議員の質疑及び質問を

許可いたします。 

   ［川畑三郎議員登壇］ 

○川畑三郎議員  暖かい年の始まりでありまし

たが、１月の桜島冠雪の頃から寒くなり、２月

に入っても日本全体が西高東低の冬型の気圧配

置が続き、東北や北陸の日本海側は大寒波とな

り、これまでの積雪量が平年の倍以上の量とな

っているところがあると報道されております。

雪下ろし作業で負傷される人が多いとも聞きま

す。鹿児島も山間部では積雪もあり、垂水市で

も雪が舞う日が数日続き、例年にない寒さであ

りました。 

 ２月１日、梅の開花宣言がありました。ツク

シも芽を出しています。春ももうすぐ手前に迫

っています。アメリカ大統領も変わりました。

国内をはじめ全世界はどう動いていくのでしょ

うか。 

 先日通告いたしておりました諸案件について

質問いたします。市長並びに関係課長の御答弁

をよろしくお願いいたします。 

 まず最初に、安心なまちづくりでの新規事業

であります。中央運動公園施設整備計画策定の

内容についてお尋ねいたします。 

 次に中央地区の冠水対策の事業は令和５年度

より市道垂水９号線、３号線において対策事業

を実施しております。新規で事業が始まります

が、事業内容をお尋ねいたします。 

 笑顔があふれるまちづくりで、垂水港緑地公

園内に中央地区グラウンドゴルフ場の整備の予

算が計上されました。その事業内容をお尋ねい

たします。 

 農業振興において担い手確保における生活支
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援事業予算が計上されております。内容につい

てお尋ねいたします。 

 桜島火山防災活動に伴う降灰等による農作物

被害の防止・軽減を柱とした防災営農対策事業

の内容をお知らせください。 

 次に、空き家対策について。空き家問題につ

いては、全国的に危惧されているところであり、

本市においても多くの空き家を見かける状況で

あります。空き家につきましては、景観や環境

の悪化にとどまらず、治安の悪化など、様々な

面で危惧されるところであり、早期に対応をし

なければならない課題であると認識していると

ころであります。そこで、空き家対策につきま

して、市としての考えをお尋ねしたいと思いま

す。まずは、空き家対策の現状と課題について

お答えください。 

 次に水産振興について、垂水市の水産業につ

きましては、本市の重要な基幹産業であります。

令和７年度の主要な事業についてお知らせくだ

さい。 

 これで１回目の質問を終わります。 

○土木課長（東 弘幸）  垂水中央運動公園施

設長寿命化計画更新業務につきましてお答えい

たします。 

 昭和53年から61年にかけて整備されました運

動公園の各施設は、建設後40年ほどが経過し、

老朽化が著しくなったため、平成26年度に垂水

中央運動公園長寿命化計画を作成し、これまで

に都市公園事業などの補助事業を活用し、たる

みずスポーツランドや体育館の施設改修を実施

してまいりましたが、計画策定後、10年が経過

したため、計画更新を行うことといたしました。 

 主な業務の内容でございますが、野球場やテ

ニスコート、キララドーム、多目的広場、整備

済みではございますが、たるみずスポーツラン

ドや体育館の老朽化などの施設の状態を把握す

る健全度調査と判定、その結果を踏まえた長寿

命化計画の策定となりますが、老朽化対策の概

算工事費の把握や劣化や損傷を未然に防止しな

がら施設の延命化を図る予防保全型の施設、機

能しなくなった段階で撤去する事後保全型の施

設など、分類する必要があります。さらに老朽

化対策の優先順位もこの計画で決めることとな

りますが、特に老朽化している野球場やテニス

コート、多目的広場につきましては利用頻度や

健全度の判定、利用団体の要望などを踏まえ、

施設の管理を行っている社会教育課とも連携を

図りながら、よりよい計画を策定したいと考え

ております。 

 以上でございます。 

 続きまして、中央地区の冠水対策につきまし

てお答えいたします。 

 冠水対策につきましては、昨年度、旭町から

下宮地区の冠水調査を行い対策工法を検討した

ところでございます。本年度は調査結果を踏ま

え、現在実施設計中であり、併せて、上町から

栄町地区の冠水調査を発注しているところでご

ざいます。令和７年度の冠水対策工事につきま

しては令和６年第２回定例会の川越議員の御質

問で計画案を答弁いたしましたが、海岸公園周

辺の冠水が著しいため、側溝勾配を逆方向へ変

え、以前設置した都市下水路まで自由勾配側溝

を敷設し、自然流化させる計画でございます。

併せて、海岸公園付近の一部の側溝につきまし

ても、既設側溝を300型から400型へ替えること

で約２倍の断面積を確保できるため、側溝の改

修や海岸公園の広場に樹脂製の貯留槽を埋設し、

一時的に雨水をため、地下に浸透させる工法を

実施する予定でございます。 

 次に、垂水港緑地公園改修設計業務につきま

してお答えいたします。 

 議会初日に、市長から御説明がございました

とおり、県有地であります垂水港緑地公園への

グラウンドゴルフ場の整備に向け県と協議を行

うことといたしました。この緑地公園は、多目

的グラウンドであり、グラウンドゴルフ専用と
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しての改修はできないこと、また県有地である

ため、今後占用などの協議が必要でございます。 

 それでは、計画内容につきまして申し上げま

す。 

 現在は主にバードゴルフをされる皆様に御利

用いただいている状況であるようですが、現地

には休憩施設が１か所しかなく、多人数での利

用時は不足するため、休憩施設の設置個数や設

置場所の検討、道具を収納する倉庫、海への落

球を防止するフェンス、グラウンドゴルフの新

たなコースレイアウトなどの検討を予定してい

るところでございます。 

 以上でございます。 

○農林課長（森 秀和）  担い手確保における

支援につきましてお答えいたします。 

 農林課の令和７年度当初予算案は、農業の未

来を切り開いていくための予算案として上程し

ております。特に、将来的な地域農業の維持・

発展の中心となる新規就農者の確保については

経営不安定な就農初期段階における生活支援金

の支給や機械・施設整備に係る経費の補助など、

新規就農者が安心して就農が行えるよう、支援

内容を拡充した事業を新たに創設したところで

ございます。 

 それでは、御質問の対象要件、助成内容につ

きまして御説明いたします。 

 生活支援事業の対象要件は満55歳以下で、青

年等就農計画により認定新規就農者に認定また

は認定新規就農者に準ずる者として認定された

市内に在住する新規就農者が対象となります。

助成内容でございますが、生活支援金として月

額５万円を支給し、期間は最長３年間としてお

ります。 

 次に、機械・施設整備事業につきましては、

生活支援事業の支給者が対象となります。助成

内容としましては農業用機械・施設園芸用施設

整備に係る費用について、新規就農者の負担軽

減のため補助率を２分の１から４分の３に引き

上げ、上限額も100万円から250万円に見直した

ところでございます。 

 新規就農者の確保につきましては、引き続き

関係機関と連携して取り組んでまいります。 

 続きまして、防災営農対策事業の内容につき

ましてお答えいたします。 

 この事業は桜島の火山活動に伴う降灰等によ

る農作物被害を防止・軽減するとともに、農業

者の経営安定と地域農業の健全な発展を図るた

め創設され、昭和48年度より本市において事業

推進を行っているところでございます。 

 事業種目は、土壌改良資材の投入助成を行う

降灰地域土壌等矯正事業や降灰被害を防止する

ビニールハウス施設整備助成を行う野菜安定対

策事業や果樹安定対策事業、本市が要望して事

業化された被覆資材の更新などが主なものでご

ざいます。防災営農事業に係る事業費負担につ

きましては、国庫補助が50％、県補助が25％、

農家負担が25％となっております。なお、被覆

資材の更新につきましては、農家負担が50％と

なっております。新規就農者の負担軽減を図り、

営農定着を推進するため、本市では事業費の

10％を上乗せ助成しているところでございます。 

 来年度は被覆資材の更新２件について予算を

計上させていただいているところでございます。

今後も本事業を推進し、農作物への被害防止・

軽減を図り、農業者の経営安定に努めてまいり

ます。 

 以上でございます。 

○企画政策課長（堀留 豊）  空き家対策の現

状と課題につきましてお答えいたします。 

 まず空き家の現状でございますが、令和３年

垂水市議会第３回定例会において新原議員の質

問に対して当時の税務課長が答弁したとおり、

市内に所在する家屋等の全棟を調査し、賦課対

象の家屋や所在地を把握し、公平公正な賦課に

資することを目的に、家屋全棟調査を実施し、

その結果1,465棟が空き家として確認され、そ
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のうち347棟が居住可能と判断されたところで

ございます。この調査結果につきましては、空

き家対策に関連する部署の職員で組織されます

空き家対策ワーキンググループ会議におきまし

て活用方法について検討しているところでござ

いますが、調査が実施された令和２年度から時

間が経過しており、現状とどの程度乖離がある

か把握できていないという状況がございます。 

 次に空き家の課題につきましては、令和６年

第４回定例会において髙橋議員の質問に対し、

市長が答弁しましたとおり、倒壊や崩壊、屋

根・外壁の落下、防火性能や防犯性能の低下、

ごみの不法投棄、衛生の悪化、悪臭の発生、風

景や景観の悪化、樹枝の越境や雑草の繁茂とい

った点が上げられているところでございます。

このようなことから、議員御指摘のとおり空き

家対策は本市においても喫緊の課題であると認

識しているところでございますが、対応すべき

分野が多岐にわたり、関係課が複数に及ぶこと、

また、法的知識等の専門的な知識が求められて

いることから、対応に時間を要しているところ

でございます。 

 以上でございます。 

○水産商工観光課長（松尾智信）  令和７年度

事業計画についての質問にお答えいたします。 

 水産業は本市の基幹産業であり、市政の大き

な柱でございますのでこれまでも様々な事業を

実施してまいりました。令和７年度新年度予算

案に係る主な事業について御説明いたします。 

 まず、種子島周辺漁業対策事業でございます

が、本事業は種子島から打ち上げられますロケ

ット発射による漁業者の影響を緩和することを

目的に実施しております事業でございます。牛

根漁協におきましては、辺田沖の係留施設45台

分の更新事業費１億5,682万円を予定しており

ます。垂水市漁協におきましては、中俣・元垂

水沖の係留施設91台分の更新事業の調査・設計

費1,056万円を予定しております。なお、補助

率につきましては国、ＪＡＸＡが70％、県が

５％、事業主体であります漁業協同組合が残り

を負担することとなっております。 

 次に人工種苗購入助成に係る補助事業でござ

いますが、人工種苗を養殖することにより、消

費者へ安全で安心な養殖魚を安定的に供給し、

また付加価値の高い魚づくりを行うことによる

６次産業化の推進と国外輸出の拡大、さらには

人工種苗の生産及び育成技術の向上を図るため、

市の単独補助事業として実施しております。補

助額につきましては購入経費の10分の１を補助

し、上限を50万円としまして予算額328万3,000

円を計上しております。 

 次に、輸出等対応施設整備事業でございます

が、農林水産省の食品産業の輸出向けＨＡＣＣ

Ｐ等対応施設整備事業を活用し、輸出量の増加

と品質の向上を図るための施設整備を実施する

に当たり、２億4,553万9,000円を計上しており

ます。なお補助率につきましては国が50％、事

業主体が残りを負担することとしております。

実施事業者は垂水市漁協及びグローバル・オー

シャン・ワークス株式会社の２事業者となりま

す。 

 次に、県営漁港整備補助事業でございますが、

県が行う漁港、海潟・牛根麓・境漁港の工事に

伴う負担金として予算計上したものです。令和

４年度より牛根麓漁港の埋立に伴う岸壁工事、

浮き桟橋の整備が実施されております。令和７

年度は事業規模５億円の負担金8,600万円を予

算計上しております。漁業者の安全確保に向け

て早期に完成することが重要であると考えてお

りますので、今後も県と連携し早期完成に向け

て事業を進めてまいります。 

 以上でございます。 

○川畑三郎議員  それでは、順を追って質問し

ていきたいと思います。一問一答方式でよろし

くお願いします。 

 中央運動公園施設整備についてでございます。
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中央運動公園の施設整備の計画策定については、

長寿命計画策定後10年が経過いたしておりまし

て、さらに各施設の老朽化が進んでいることか

ら、新たに計画変更されることは理解いたしま

した。ところで社会活用に中央運動公園施設整

備について昨年３月議会で質問し、改修計画の

見直しなどを含め、土木課と協議を進め、令和

６年度に庭球場管理棟の改修後、野球場、多目

的広場、庭球場の改修など、順次改修に取り組

んでいきたいと考えておりますとの答弁でした

が、社会教育課としては、計画策定後の施設整

備についてどのように考えていらっしゃるのか

お伺いいたしたいと思います。 

○社会教育課長（大山 昭）  中央運動公園の

施設整備につきましてお答えいたします。 

 現在、社会教育課におきましては、平成26年

１月に垂水市中央運動公園のあり方検討委員会

により提出されました提言書に基づき年次的な

施設改修に取り組んでいるところでございます。

しかしながら、先ほど土木課長が答弁しました

とおり、計画策定後10年経過し、提言書が提出

されてからさらに各施設の老朽化が著しく進ん

でいることから、利用者の安全確保を最優先と

しまして、補正予算により緊急的に改修してい

るのが現状でございます。そのようなことから、

中央運動公園施設長寿命化計画を更新し、各施

設の状態を把握することが必要となっておりま

す。 

 社会教育課といたしましては、垂水中央運動

公園は本市のスポーツ振興、生涯スポーツの拠

点として多くの市民の皆様が利用される施設で

あり、利用される市民の皆様が安心して運動で

きる施設となりますよう、安全性・利便性を重

視することが重要であると考えているところで

ございます。 

 今後の整備計画につきましては、昨年の３月

議会におきまして答弁しましたとおり、本年度

庭球場管理棟の改修を実施しておりますことか

ら、来年度計画を策定後土木課と連携し、老朽

化対策の優先順位を踏まえ、特に老朽化してい

る野球場、庭球場、多目的広場など、順次改修

に取り組むとともに、安全性の確保のために緊

急的な改修が必要な場合、早急な修繕を行うな

ど、迅速な対応に努めてまいりたいと考えてい

るところでございます。 

 以上でございます。 

○川畑三郎議員  ありがとうございました。こ

の中央運動公園につきましては、最初のあり方

検討委員会かな、その当時、私は委員長として

皆さんと協議をして、今進んでいる状況で、大

分昔からすれば見違えたなとは感じております。

中央運動公園の各施設の改修となると、老朽化

が進んでいることや、物価高騰などの影響から

多額の費用がかかりますが、中央運動公園施設

長寿命化計画を更新後、安全性・利便性を重視

し、年次的に改修していただき、市民の誰もが

安心して運動ができる施設となることを私は希

望いたしたいと思います。社会教育課長として

も、どうか前向きに検討をやっていきますよう

お願いいたしまして、この件については質問を

終わります。 

 次に、中央地区の冠水対策について説明がご

ざいました。今、いろいろ冠水対策については

市のほうでも進めていらっしゃって、地区の人

たちも冠水に対しては対策を早くやってくれと

いう要望が早くからありました。また、垂水地

区の議員の方でも、あそこは早くしなければい

けないというようなことが進んでおりまして、

それに応えて市としても頑張っておられるよう

です。 

 今回は既設側溝を大型化したり、貯水槽を埋

設にしたりということで、頑張っておられるよ

うですので、早急にこれは100％改修とはいけ

なくても、徐々に冠水対策ができますようにお

願いしておきたいと思います。これで終わりた

いと思います。 
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 次に中央グラウンドゴルフ場についてお尋ね

を、２回目行きますけれども、これの問題につ

いても議員の方々がいろいろ質問されておりま

す。12月議会では篠原議員が質問されたかなと

思うんですけれども、今回でしたか。いろいろ

な議員の方が質問されておりまして、市長の公

約でもグランドゴルフについては前向きに取り

組むというような話でありまして、今回、予算

化されたわけですけれども、休憩施設の設置個

数、場所などを検討されているようであります。

心待ちの人たちが多いようですので、しっかり

と対応して整備していただくようこれも要望し

て終わりたいと思います。 

 次に、農業振興についてであります。担い手

確保における支援ということで、課長のほうか

ら説明がございました。担い手の確保というの

で新規の就農者が安心して就農ができるように

支援内容を確認したいというようなことで、い

ろんな資料もあったんですけども、農林課でも

新規就農に対する支援対策事業が幾つかあるよ

うです。それに対して、今回も一部の変更をし

て、生活支援のほうも月額３万円から５万円に

するというようなことで、ありがたいことだと

思います。ですから、今回の支援対策の事業の

中で、何名程度の方々が支援を利用してやって

いかれるのか、また、機械・施設についても予

算化の説明がありましたが、これらが今年度は

どういうふうに今の現状からこうなるんだとい

う状況がお分かりであればお教えいただきたい

と思います。 

○農林課長（森 秀和）  川畑議員の質問にお

答えいたします。 

 新規就農者の確保につきましては、毎年度２

名を政策方針、協議事業の成果指数として目標

に掲げて取り組んでおります。 

 先ほど説明した事業が可決され来年７年度か

ら始まった場合、農林課では２名分の生活支援

金と機械・施設の予算を確保しているところで

ございます。 

 以上でございます。 

○川畑三郎議員  ありがとうございます。まだ

いろいろ内容も詳しく説明するところがあるで

しょうけれども、私たちも農業者としていろい

ろ農林課と協議をしながら応援はしていきたい

なと思いますので、ひとつ新規の担い手確保等

にも一生懸命力を注いでいってもらいたいとい

うことを要望いたして、担い手確保における支

援については終わります。それと防災の対策事

業の説明がございました。 

 昨年のこの事業の内訳はどんなふうになって

いるのか教えてください。 

○農林課長（森 秀和）  令和６年度はトンネ

ルハウス１件、事業量としまして、120列と花

卉ハウス施設の張替事業１件を実施していると

ころでございます。 

 以上でございます。 

○川畑三郎議員  大事な防災営農対策事業でこ

れをうまく利用している人は少ないのかなと思

うんですけれども、当時この事業が始まった時

点では、大型ハウスの建設が盛んに行われて、

相当な予算がこの事業に補助事業なんですけれ

ども、つぎ込まれて、農家の方々も一生懸命農

業を進んでいるんですけれども、最近は担い手

の方々が少ないので、大型ハウスなどは少ない

んですけれども、これもうまく利用させていた

だいて前向きにしていかないと、農業者が多分

少ないんですから、続けていくことはなかなか

なと思うんですよね。キヌサヤにおいても路地

栽培がそううまくいかないので、屋根掛けのハ

ウスとか、そういうのは結構私はできたと思う

んですけれども、今後もそういうのをいろいろ

取り上げてこの事業で皆さんにできるように現

場に足を運んだり話をしたりして、そして前向

きに取り組んでいかないと、農業も衰退する可

能性もありますよね。今、若い人たちが規模拡

大して、外国人を雇用して進んでいる状況であ
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る程度垂水市の農業も活発化していますけれど

も、そういう方々とも連携を取りながら、垂水

市の農業をどうしていくんだということで、し

っかり農業の振興には私は進めていってもらい

たいなと思います。私も農業している関係で、

小さい農業ですけれども、そう思いますので、

ひとつ前向きにこれも進めていってもらいたい

ということを要望して終わりたいと思います。 

 空き家対策について今現状と課題について説

明をいただきました。現状を把握すべく令和２

年度の家屋全棟調査を実施し、その活用等につ

いて検討しているが対応すべき分野が多岐にわ

たり、専門的な知識を求められることもあり、

対応に時間を要しているという実態に理解いた

しますけれども、一方でうまく活用することで、

空き家バンクや登録者等も含め、移住・定住の

推進に寄与することができないかといった考え

があると考えます。そこで、今後において、市

としてはどのような対応を取られるのかお聞か

せください。 

○企画政策課長（堀留 豊）  今後の空き家対

策につきましてお答えいたします。 

 令和６年垂水市議会第４回定例会において髙

橋議員の質問に対して答弁したとおり、空き家

対策について関係課による協議を実施したとこ

ろ、総合窓口を設置することで窓口の一本化に

よる市民の皆様の利便性の向上や相談しやすい

環境の構築を図るとともに、関係各課の連携を

促進し、迅速な対応や業務負担軽減を図ること

が提案されたところでございます。また、総合

窓口の設置に際しては、専門的な知見を有する

人材の確保が必要であること、総合窓口を設置

する部署及び体制づくりについても検討が必要

であることについて、共通認識を持ったところ

でございます。令和７年度は、まずは専門的な

知見を有する人材の確保を図るべく、地域おこ

し協力隊の制度を活用することとし、そのため

の採用支援業務委託に係る経費を新年度予算と

して今般の議会に上程したところでございます。

この地域おこし協力隊制度に関しましては地域

おこし協力隊員のやりたいことと自治体が協力

隊員に望む姿に乖離があり、任期の途中、ある

いは任期終了後に地域を離れる、いわゆるミス

マッチの事例についても見られることから、本

市の採用に際しましては、本市が求める隊員像

を十分に理解した上で効果的な募集方法を行う

ための知見を有し、これまで地域おこし協力隊

の採用支援業務に一定の実績を有する事業所に

採用支援業務を委託したいと考えているところ

でございます。 

 一方で、専門的な知見を有する人材の確保だ

けでなく、その人材が効果的なパフォーマンス

を発揮するためには、空き家対策総合窓口の所

管課や組織体制についても検討する必要がござ

いますので、並行して検討を進めてまいりたい

と考えております。このように人的配備と体制

を整え、空き家対策総合窓口を設置することで

市民の皆様の利便性向上と職員の業務負担軽減

を図るとともに、議員御指摘のとおり移住・定

住の推進にもつなげることができるよう努めて

まいりたいと考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○川畑三郎議員  利用者に利用しやすく、行政

側の業務負担軽減につながる空き家対策総合窓

口の設置を検討されていること、令和７年度は

そのための専門人材の確保や体制づくりを推進

されることにつきまして、よく理解することが

できました。そのような窓口が設置されました

なら、本市の空き家対策も推進するのではない

かと期待しております。その空き家が有効活用

され、移住・定住につなぐことができれば、政

策的な実効性ももとより、地域住民の皆様の気

持ちも前向きになるのではと期待いたします。

総合対策窓口の設置に向け、引き続き御尽力い

ただくことを要望いたします。 

 この空き家対策についても各議員の方々いろ
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いろ質問されておりますので、どうかよろしく

お願いいたしまして、この件は終わりたいと思

います。 

 次に、水産振興について、事業計画について

は、課長のほうでいろいろ説明がございました。

かねてから市としても漁業については、両漁協

は特に応援をしていただいて大変喜んでいるの

ではないかと思います。今の大きな事業ですよ、

ＪＡＸＡのお金を利用したり、また国のお金を

利用したりして、そういう補助事業で大事業を

今進めている部分もありますので、大変両漁協

についてはありがたいことだと思います。この

人工種苗の実績なんですけれども、いろいろ説

明がありました。これは大変重要なことで、先

日の県知事と語る会での垂水市漁協の組合長が

人工種苗についていろいろ提言をされたと聞い

ております。本市において水産業は重要な基幹

産業であります。特に養殖業においては国内で

も上位の生産量を誇っておりますが、今後養殖

業を安定させていくためにも稚魚の確保は不可

欠と考えております。天然の稚魚が年々高騰し

ていく中で、人工種苗の役割は非常に私は重要

だと思います。本市もこれまで人工種苗を取り

入れ積極的に養殖を行っておられますが、令和

６年度の実績と令和７年度の購入予定数につい

て教えていただきたいんですけれども、私も水

産業についてはこの人工種苗については、毎回

となく質問しておりまして、本当に大事なこと

だと思います。特に稚魚の高騰です。先日も稚

魚を購入した人が、普通４月５月に稚魚が入っ

てくるんですよ。中国のほうから。だから値段

が決まってなくて来るんですよ、稚魚が。そし

て秋口になってやっと値段が決まると。という

ことは全体で量が少ないので、全国一律に値段

の調整をしているだろうということが言われる

んですよ。話によると、１匹が1,000円するか

もしれんという状況もあるんですよ、小さい奴

が。売り値が3,000円。大きくなれば4,000円で

しょうけれども、なかなか利益率も私は少ない

と思います。飼料も高いし、餌も高いし、なか

なか難しい状況ですので、この天然の人工種苗

については、前も市長にも言いました。力を入

れていただいて、どうにか国内で把握できるよ

うに県と民間も働きかけをしていただいていか

なければならない時期が来たんじゃないかと思

います。そういうことで、それはそれとして、

６年の実績と令和７年度の購入予定数について

教えてください。 

○水産商工観光課長（松尾智信）  人工種苗の

実績についての質問にお答えいたします。 

 令和６年度のカンパチ及びブリの人工種苗の

実績でございますが、カンパチにつきましては、

垂水市漁協関係の養殖業者５業者が９万8,000

尾、ブリにつきましては牛根漁協関係の養殖業

者１業者が２万1,000尾を購入されております。

また、令和７年度はカンパチにつきましては垂

水市漁協関係の養殖業者９業者が15万1,000尾、

ブリにつきましては、牛根漁協関係の養殖業者

３業者が９万5,000尾の購入を予定されており

ますことから、予算措置を行いまして、引き続

き人工種苗購入助成事業などを支援していきた

いと考えているところでございます。人工種苗

につきましては、これまでも申し上げておりま

すが、安全な養殖魚を皆様に提供するため、ま

た国外輸出の条件クリアするために、さらに天

然種苗の価格高騰や枯渇も考えられることから、

その開発技術の向上は必要不可欠であると考え

ているところでございます。 

 今後は、天然魚と遜色のない種苗や赤潮、高

水温に強い種苗、さらには疾病やハダムシ等に

強い種苗などの開発に期待をしているところで

ございます。 

 以上でございます。 

○川畑三郎議員  人工種苗の状況を大分両漁協

もカンパチ、ブリの稚魚が人工種苗に一部です

けど変わってきているということで、今後はそ
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ういう状況になっていくと思いますので、いろ

いろ援助のほうも対応していただきたいと思い

ます。後で市長にもこの件についてお話をいた

だきたいと思います。 

 次に輸出等対応施設整備事業についてであり

ます。北方議員のほうで昨日質問されまして、

おおかたは分かりました。大きな事業ですので、

この件についてまた同じようなことでしょうけ

ども、具体的にどのような事業なのか、再度私

にもう一度お答えをよろしくお願いいたします。 

○水産商工観光課長（松尾智信）  輸出等対応

施設整備事業についての質問にお答えいたしま

す。 

 北方議員の輸出等対応施設整備事業について

どこにどのような設備をするのかの答弁と重複

するところがございますが、御了承いただきた

いと思います。 

 先ほどの令和７年度事業計画についての質問

でも概要を説明させていただきましたが、農林

水産省の輸出等対応施設整備事業につきまして

は、農林水産物・食品の輸出拡大を図るため、

輸出向けＨＡＣＣＰ等の認定・認証の取得によ

る輸出先国の規制等への対応に必要となる施設

や機器の整備を支援するものでございます。議

員からもございましたように、今回垂水市漁協

及びグローバル・オーシャン・ワークス株式会

社、２社が事業を実施される予定でございます。

具体的な事業内容につきましては、垂水市漁協

が加工場内の空調機器の設置及びカンパチ内臓

除去機並びにフィーレ脱水機の整備を、またグ

ローバル・オーシャン・ワークス株式会社様が

加工場の新設及び加工用機器の整備を行うもの

です。総事業費４億9,107万8,000円のうち国が

50％の２億4,553万9,000円を補助し、残りの事

業費については事業者の負担となっております。

この事業が実施されることで加工食品等の輸出

拡大に向け、輸出先国などの求める基準及び条

件等の規制に対応できるものと考えているとこ

ろです。 

 以上でございます。 

○川畑三郎議員  この事業は国の補助事業とい

うことで、金額も多いわけですけれども、この

前の新聞報道でありましたように、国内の水産

業で輸出で一番多いのはブリだというような、

私は記憶しているんですけれども、カンパチは

今の東南アジアのほうに行く販売が向いている

ということですよね。そのグローバル・オーシ

ャンも、垂水市に来てからブリの輸出でで大き

く飛躍できて、今のアメリカでも有数な販売量

を誇っていると考えます。特に牛根のブリなど

を加工して送るということは、垂水の漁協とし

てもありがたいことですので、大変いい事業を

私は取り入れて、一事業なんですけれども、そ

れを垂水市も応援しながらやっていくというこ

とは大変いいことだと思います。 

 垂水市漁協も加工場の施設の改良ということ

で、利用しているわけですけれども、今後加工

がますます盛んになっていくのではないかと思

います。加工すれば幾分値も上がりますけれど

も、餌、飼料、稚魚が上がってなかなか厳しい

状況の中で、そういうふうに進んでいかなけれ

ば、両漁協も生き残りができないのではないか

と私は考えます。市長も両漁協に対してはいろ

んな面で援助をしていただいているので、私も

漁協の役員をしている関係で、大変うれしく思

っております。 

 そこで最後に、この人工種苗と輸出等対応施

設整備事業のことについて、市長の思いを少し

お聞かせいただければと思います。 

○市長（尾脇雅弥）  川畑議員の御質問にお答

えいたします。 

 今回、市長に就任させていただいて、15回目

の施政方針ということになろうかと思いますが、

就任直後に１回目の施政方針の中で、６次産業

化、観光振興、水産業から始めるとお話をした

気がいたします。具体的にグローバル・オーシ
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ャンさんのような話をさせていただいたような

記憶はございますが、グローバル・オーシャン

さん、想像以上に実績を重ねていただきまして、

今500億企業、計上利益も５億円ということで

ございまして、いろんな意味で雇用とか、社会

貢献もしていただいて大変ありがたいなという

ふうに思っております。６次産業化と観光振興

というのが私の口癖でございますけれども、誰

に何を売るかということもイコールでございま

して、国内は人口減少社会であります。一方で

世界はアジアを中心に人が増えていくというこ

とでございまして、世界のタンパク源を国内だ

けではなくて、いろんなところに求めていこう

というのが考え方でございます。ブリから始ま

ったわけですけれども、十数年前にアメリカに

行かせていただきまして、なるほどそういうこ

とかというのを体感いたしました。 

 アメリカ、カナダを中心に、寿司ネタという

ところで、ブリが今でも圧倒的に足りませんで

ニーズがありますから、業務拡大ということで

ございます。少し懸念しておりましたのは、ト

ランプ大統領になって関税の話がありましたの

で、先週でしたか、農水省の九州の幹部の皆さ

んがお越しいただいて、その質問をぶつけまし

た。しかしながら類するものがないので、その

ことは大丈夫だろうというお話をされました。

一方でカンパチも、生産量日本一、国内が中心

でありましたけれども、カンパチの特徴を考え

たときに、アジア人の繊細な舌の食性に合うの

ではないかということで、歴代の組合長ととも

に、アジアのほうに向かった経緯がございます。

現状はタイのトンロー市場でありますとか、そ

ういったところに輸出が広がっておりまして、

ＪＡＬさんなんかとも連携して、そういった意

味では確実に市場が広がっているということで

ございます。 

 いずれにしても国内プラス海外というところ

で、大事なキーワードというのが、トレーサビ

リティの関係で人工種苗でないといけないとい

うことなのです。国内は天然のブリだとかいろ

いろ言われますけれども、海外はトレーサビリ

ティの関係で人工種苗というのが常識でありま

すので、そのために今言ったような豊かな海づ

くり協会のところにもございますし、当時とい

いますか五、六年前からそのことは両漁協の幹

部の皆様にもお話をしておりました。 

 当時、カンパチの種苗が１尾500円ぐらいだ

ったんです。それが人工だと150円ということ

ですので、差し引いて１尾の稚魚だけで350円

儲かるという理屈も成り立っていたわけですけ

れども、先ほどおっしゃった１尾が1,000円み

たいな話になってきますので、より人工種苗を

使うことによって利益率が上がる、ニーズはあ

るということでありますので、先ほど言いまし

た業者数も増えて、人工種苗の尾数も増えてい

るということでございますので、方向性として

はここをしっかりとやっていって、少し大きな

話をしますと、国策で安倍総理が１兆円海外輸

出ということでございました。当時7,000億と

いうことで、ブリ、カンパチを中心に伸ばして

いくんだと。その後の菅総理が５兆円というこ

とを掲げて、どうしていくのかというのを森山

先生からも御指導いただきながら、やはりしっ

かりと人工種苗を確立して、国内プラス海外へ、

６次化することによって単価を上げて打ってい

こうということでありますので、そういった意

味においては、カンパチ、ブリ、国内の２割を

この垂水で生産しておりますので、儲かる原資

があるということでございますので、川畑議員

がおっしゃったようなことで、しっかりと両漁

協を支援しながら、様々な課題があると思いま

すので、しっかりと両漁協が繁栄することは、

垂水市の発展にもつながっていきますので、今

後も御指導いただきながら、しっかりと取り組

んでいきたいと考えているところでございます。 

○川畑三郎議員  最後に、ありがとうございま
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した。また７年度もしっかり頑張って、執行部

としてもやっていただきたいと思います。 

 昨日も前田議員のほうから、土木課長、あり

がとうというお話がありました。土木課長も今

度で、定年じゃなくても60歳になって、課長職

はなくなるということを聞いております。それ

で、やっぱり議員の皆さんに、課長がよく対応

してくれたから、そういう言葉が出るのであっ

て、７年間でしたか、土木課長、聞いてみます

と。だから長い間、それだけできる課長もなか

なかいないんじゃないかと思います。よく頑張

っていただきました。答弁するのが、今日が最

後でしたね。 

 それと大山課長、ごめんなさい。水産商工観

光課長をするときから、私は社会教育課長にな

った今までいつもお世話になって、そして最後

にまた、私の一般質問で答弁ができたと。対応

できたと。２人でしたね、今日の一般質問で、

やめる方々で。縁があってありがたいなと。お

世話になって、みんなお世話になりました。特

に、総務課長ももう終わりですね。農業委員会

の事務局長。消防長。それから二川企画政策総

括監もでしたよね。それと、一番上に座ってい

る橘議会事務局長。お世話になりました。みん

な残って、また頑張るというようなことを聞い

ていますので、それとまた、垂水市のために、

アドバイスをしながら、また１人の職員として

頑張っていってもらいたいということを言いま

して、私の今日の質問を終わります。今日はあ

りがとうございました。 

○議長（堀内貴志）  以上で、令和７年度施政

方針並びに各会計予算案に対する総括質疑及び

一般質問を終わります。 

 お諮りいたします。ただいま議題となってお

ります、議案第19号から議案第28号までの議案

10件については、予算特別委員会に、また議案

第19号中、耐震化に関する予算については、庁

舎整備検討特別委員会に付託の上、審査するこ

とにしたいと思います。これに御異議はござい

ませんか。 

   ［「異議なし」の声あり］ 

○議長（堀内貴志）  異議なしと認めます。よ

って、議案第19号から議案第28号までの議案10

件については、予算特別委員会に、また議案19

号中の耐震化に関する予算については、庁舎整

備検討特別委員会に、付託の上審査することに、

それぞれ決定いたしました。 

 本日の日程は、以上で全部終了いたしました。 

   △日程報告 

○議長（堀内貴志）  明27日から３月16日まで

は、議事の都合により休会いたします。 

 次の本会議は３月17日の午前10時から開きま

す。 

   △散  会 

○議長（堀内貴志）  本日は、これをもちまし

て散会いたします。 

     午後３時６分散会 
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令和７年３月17日午前10時開議 

 

 

   △開  議 

○議長（堀内貴志）  おはようございます。定

刻、定足数に達しておりますので、ただいまか

ら休会明けの本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、タブレット表示のとおり

であります。 

   △報告第１号上程 

○議長（堀内貴志）  日程第１、報告第１号損

害賠償の額を定めることについての専決処分の

報告についてを議題といたします。 

 報告を求めます。 

○財政課長（園田 保）  報告第１号損害賠償

の額を定めることについて。地方自治法第180

条第１項の規定及び市長専決処分事項の指定に

基づき専決処分いたしましたので、同条第２項

の規定により御報告をいたします。 

 専決処分の内容は、令和６年10月18日午後４

時５分ごろ、中俣の清掃センター内において生

活環境課のごみ収集車がバックで車両移動する

際、後方の確認不足により、同じくバックで通

路に出ようとしていた相手方の車両と接触し、

右後方部を破損したものでございます。 

 本件は双方の後方確認不足による事故である

ことから、双方の責任割合が50％を負担し、損

害賠償額として相手方車両修繕費17万5,000円

を支払うことで示談いたしました。 

 なお、損害賠償の額は全額市で加入しており

ます全国市有物件災害共済会の保険金で賄われ

ております。所属長には車の後方確認を徹底し、

運転に慎重を期すよう指示したところでござい

ます。 

 以上で報告を終わります。 

○議長（堀内貴志）  以上で報告第１号の報告

を終わります。 

   △議案第１号～議案第10号・議案第19号

～議案第29号・陳情第11号・陳情第

12号一括上程 

○議長（堀内貴志）  日程第２、議案第１号か

ら日程第11、議案第10号までの議案及び日程第

12、議案第19号から日程第22、議案第29号まで

の議案21件並びに日程第23、陳情第11号及び日

程第24、陳情第12号の陳情２件を一括議題とい

たします。 

 件名の朗読を省略いたします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

議案第１号 垂水市議会議員の議員報酬及び費

用弁償等に関する条例の一部を改正する

条例 案 

議案第２号 垂水市長等の給与に関する条例の

一部を改正する条例 案 

議案第３号 垂水市職員の給与に関する条例の

一部を改正する条例 案 

議案第４号 垂水市第１号会計年度任用職員の

報酬、期末手当、勤勉手当及び費用弁償

に関する条例の一部を改正する条例 案 

議案第５号 垂水市第２号会計年度任用職員の

給与に関する条例の一部を改正する条例

 案 

議案第６号 垂水市職員旅費支給条例の一部を

改正する条例 案 

議案第７号 垂水市子ども医療費給付条例及び

垂水市重度心身障害者医療費助成条例の

一部を改正する条例 案 

議案第８号 行政手続における特定の個人を識

別するための番号の利用等に関する法律

の改正に伴う関係条例の整理等に関する

条例 案 

議案第９号 垂水市総合開発審議会条例の一部

を改正する条例 案 

議案第10号 垂水市家庭的保育事業等の設備及

び運営に関する基準を定める条例の一部

を改正する条例 案 

議案第19号 令和７年度垂水市一般会計予算 



－153－ 

案 

議案第20号 令和７年度垂水市国民健康保険特

別会計予算 案 

議案第21号 令和７年度垂水市後期高齢者医療

特別会計予算 案 

議案第22号 令和７年度垂水市交通災害共済特

別会計予算 案 

議案第23号 令和７年度垂水市公設地方卸売市

場特別会計予算 案 

議案第24号 令和７年度垂水市介護保険特別会

計予算 案 

議案第25号 令和７年度垂水市老人保健施設特

別会計予算 案 

議案第26号 令和７年度垂水市水道事業会計予

算 案 

議案第27号 令和７年度垂水市病院事業会計予

算 案 

議案第28号 令和７年度垂水市漁業集落排水処

理施設事業会計予算 案 

議案第29号 垂水市職員の育児休業等に関する

条例及び垂水市職員の勤務時間、休暇等

に関する条例の一部を改正する条例 案 

陳情第11号 垂水市ホームページの適切な利

用・適時の更新及び、迅速な情報公開を

求める陳情 

陳情第12号 交流人口増加中心の政策から定住

人口（市内に住む人）を増やす政策に移

すことを求める陳情 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（堀内貴志）  ここで各委員長の審査報

告を求めます。 

 最初に、産業厚生委員長、新原勇議員。 

   ［産業厚生委員長新原 勇議員登壇］ 

○産業厚生委員長（新原 勇）  おはようござ

います。去る２月14日の本会議において産業厚

生常任委員会付託となりました案件について、

２月28日に委員会を開き審査いたしましたので、

その結果を報告いたします。 

 議案第10号垂水市家庭的保育事業等の設備及

び運営に関する基準を定める条例の一部を改正

する条例案について申し上げます。 

 審査の過程において、栄養士と管理栄養士の

詳細について質疑があり、栄養士は都道府県知

事の免許を受ける資格であり、管理栄養士は厚

生労働大臣の免許を受ける資格である。 

 改正前は、管理栄養士の国家試験を受験する

ためには栄養士の資格を取得しなければならな

かったが、改正後は管理栄養士養成施設を卒業

していれば、国家試験を受ける資格を取得でき

るようになった。これにより、受験者の申請手

続や手数料の支払い、都道府県にとっては栄養

士免許交付の事務手続の負担軽減につながると

の回答がありました。 

 また、家庭的保育事業について質疑があり、

本市には設置されていないが、事業の申請があ

った際に基準を定めておく必要があり、国の基

準に合わせて改正するものとの回答がありまし

た。 

 審査の後、本案の採決を諮ったところ、原案

のとおり可決されました。 

 以上で報告を終わります。 

○議長（堀内貴志）  次に、総務文教委員長、

池山節夫議員。 

   ［総務文教委員長池山節夫議員登壇］ 

○総務文教委員長（池山節夫）  おはようござ

います。去る２月14日及び２月25日の本会議に

おいて、総務文教常任委員会付託となりました

案件について、３月３日に委員会を開き審査い

たしましたので、その結果を報告いたします。 

 最初に、議案第１号垂水市議会議員の議員報

酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正す

る条例案から、議案第５号垂水市第２号会計年

度任用職員の給与に関する条例の一部を改正す

る条例案までの５件の議案について申し上げま

す。 

 委員から、上程が12月議会に間に合わなかっ
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た理由について質疑があり、人事院勧告に基づ

く国家公務員の一般職の職員の給与に関する法

律の一部改正が昨年12月25日に公布され、その

後、関係条例の審査等に日数を要したことから

12月議会に上程できなかったものであるとのこ

とでした。 

 審査の後、本案の採決をそれぞれ諮ったとこ

ろ、議案第１号、第２号は賛成多数で原案のと

おり可決され、議案第３号から議案第５号は全

会一致で原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第６号垂水市職員旅費支給条例の

一部を改正する条例案について申し上げます。 

 委員から、旅費の算定が物価高騰の影響を反

映しているかについて質疑があり、今回の改正

は三役における県外出張の宿泊料を一般職員と

同額にしていた規定を削除するものであり、令

和８年度には国の旅費改定に応じた引上げを検

討しており、物価高騰に対応していけるよう検

討中であるとの答弁がありました。 

 審査の後、本案の採決を諮ったところ、原案

のとおり可決されました。 

 次に、議案第７号垂水市子ども医療費給付条

例及び垂水市重度心身障害者医療費助成条例の

一部を改正する条例案について申し上げます。 

 委員から、市民の方への周知方法について質

疑がありました。 

 審査の後、本案の採決を諮ったところ、原案

のとおり可決されました。 

 次に、議案第８号行政手続における特定の個

人を識別するための番号の利用等に関する法律

の改正に伴う関係条例の整理等に関する条例案

について申し上げます。 

 審査の過程において特段質疑はありませんで

した。 

 審査の後、本案の採決を諮ったところ、原案

のとおり可決されました。 

 次に、議案第29号垂水市職員の育児休業等に

関する条例及び垂水市職員の勤務時間、休暇等

に関する条例の一部を改正する条例案について

申し上げます。 

 審査の過程において、具体的な改正内容につ

いて質疑があり、今回の改正は育児休業の日数

を追加するものではなく、時間外勤務の免除の

対象となる子供の年齢を引き上げることによっ

て、制度が利用しやすいようにするとのことで

した。 

 審査の後、本案の採決を諮ったところ、原案

のとおり可決されました。 

 次に、議案第９号垂水市総合開発審議会条例

の一部を改正する条例案について申し上げます。 

 審査の過程において、委員の構成について質

疑がありました。 

 審査の後、本案の採決を諮ったところ、原案

のとおり可決されました。 

 次に、陳情第11号垂水市ホームページの適切

な利用・適時の更新及び、迅速な情報公開を求

める陳情については、ホームページの更新が長

期間されていないものが散見し、改善の余地が

あるのではないか。陳情の内容がふさわしいも

のであるか疑問が残るなどの意見が交わされま

した。 

 審査の後、本陳情の取扱いについて採決を諮

ったところ、賛成多数で趣旨採択となりました。 

 次に、陳情第12号交流人口増加中心の政策か

ら定住人口（市内に住む人）を増やす政策に移

すことを求める陳情については、地方への移住

が各自治体の人口の奪い合いになるのではなく、

新しい視点で施策を展開すべき。先進地域の事

例を調査することは垂水市を含め多くの自治体

が行っているが、日本全体の人口が減少してい

る現在、効果的とは言えないなどの意見が交わ

されました。 

 審査の後、本陳情の取扱いについて採決を諮

ったところ、賛成多数で趣旨採択となりました。 

 以上で報告を終わります。 

○議長（堀内貴志）  次に、予算特別委員長、
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北方貞明議員。 

   ［予算特別委員長北方貞明議員登壇］ 

○予算特別委員長（北方貞明）  去る２月26日

の本会議において予算特別委員会付託となりま

した令和７年度各会計予算案について、議案に

対する質疑を３月５日、６日の２日間にわたり

委員会を開き審査いたしましたので、その結果

を報告いたします。 

 最初に、議案第19号令和７年度垂水市一般会

計予算案について申し上げます。 

 委員から、垂水大使の活動について質疑があ

り、現在垂水大使は20名いる。その中で４名の

芸能関係の大使がおり、新規事業として広報紙

上でコラムを掲載するコラム事業や、本市の観

光地をＰＲするプロモーション事業を計画し、

情報発信するとの答弁がありました。 

 また、地域公共交通の将来ビジョンについて

質疑があり、本市では令和６年６月に地域公共

交通計画を策定し、それに基づき地域の輸送資

源を総動員して地域公共交通を維持していくこ

ととしている。広域的な移動については、公共

路線バスが最適であり、この公共路線バスの維

持については、近隣市町と連携し維持していき

たいとの答弁がありました。 

 次に、子どもを守るネットワーク機能強化事

業、自殺対策事業について質疑があり、養育に

不安のある家庭、また養育困難にある児童等の

家庭を、本市に所属している家庭児童相談員が

訪問し対応している。 

 自殺対策事業については、第２期いのちを支

える自殺対策計画を策定し、全庁的に様々な事

業に取り組んで対応している。また、市役所や

関係団体全体で計画に基づいて実践していくこ

とになるとの答弁がありました。 

 次に、特産品販路拡大支援事業について質疑

があり、ＪＡＬのファーストクラスラウンジ、

社食、機内食などに本市の特産品を提供してい

ただいている。特産品は海の桜勘、ぶり大将、

桜島美湯豚、飲む温泉水などを提供しており、

インバウンドの回復により利用者が増加してい

るとの答弁がありました。 

 審査の後、本案の採決を諮ったところ、原案

のとおり可決されました。 

 次に、議案第20号令和７年度垂水市国民健康

保険特別会計予算案については、審査の過程に

おいて、保健師の状況、関係課との連携につい

て質疑がありました。 

 審査の後、本案の採決を諮ったところ、原案

のとおり可決されました。 

 次に、議案第21号令和７年度垂水市後期高齢

者医療特別会計予算案については、審査の過程

において保険料や保険証について質疑がありま

した。 

 審査の後、本案の採決を諮ったところ、原案

のとおり可決されました。 

 次に、議案第22号令和７年度垂水市交通災害

共済特別会計予算案については、審査の過程で

特段質疑はありませんでした。 

 審査の後、本案の採決を諮ったところ、原案

のとおり可決されました。 

 議案第23号令和７年度垂水市公設地方卸売市

場特別会計予算案については、審査の過程にお

いて、市場施設の使用料について質疑がありま

した。 

 審査の後、本案の採決を諮ったところ、原案

のとおり可決されました。 

 議案第24号令和７年度垂水市介護保険特別会

計予算案については、審査の過程において介護

給付費減少の理由、認知症サポーター養成につ

いて質疑がありました。 

 審査の後、本案の採決を諮ったところ、原案

のとおり可決されました。 

 議案第25号令和７年度垂水市老人保健施設特

別会計予算案については、審査の過程において

コスモス苑の目的や役割について質疑がありま

した。 
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 審査の後、本案の採決を諮ったところ、原案

のとおり可決されました。 

 議案第26号令和７年度垂水市水道事業会計予

算案については、審査の過程において、水道管

の耐震化について質疑がありました。 

 審査の後、本案の採決を諮ったところ、原案

のとおり可決されました。 

 議案第27号令和７年度垂水市病院事業会計予

算案については、審査の過程において特段質疑

はありませんでした。 

 審査の後、本案の採決を諮ったところ、原案

のとおり可決されました。 

 議案第28号令和７年度垂水市漁業集落排水処

理施設特別会計予算案については、審査の過程

において、企業債償還金について質疑がありま

した。 

 審査の後、本案の採決を諮ったところ、原案

のとおり可決されました。 

 以上で報告を終わります。 

○議長（堀内貴志）  これから質疑を行います。

質疑はありませんか。 

   ［「なし」の声あり］ 

○議長（堀内貴志）  質疑なしと認めます。こ

れで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論については事前に通告がありますので、

発言の許可をいたします。 

   ［持留良一議員登壇］ 

○持留良一議員  おはようございます。議案第

１号、第２号及び議案第19号、第21号について

反対の立場で討論いたします。 

 まず最初に、議案第１号、第２号、議員及び

市長等の報酬及び費用弁償の一部を改正する条

例案について反対いたします。 

 市民は食料品などの必需品の止まらない値上

げの日々の暮らしに追い詰められ、ぎりぎりの

生活が強いられている現状ではないでしょうか。

議員、市長等の報酬を引き上げる、このことは

私は市民からは理解が得られないと考えます。 

 次に、議案第19号令和７年度垂水市一般会計

予算案について、主な反対理由を述べたいと思

います。 

 今、国による新自由主義をもたらした日本経

済の構造的ゆがみ、物価高騰により市民の暮ら

しと影響は深刻な事態になってきています。 

 この予算案が、深刻な危機に直面している市

民に対し、どのような支援策、救済策を講じて

いるかが問われていました。 

 そこで、今回の予算審査に当たっては、第１

に物価高騰で苦しむ市民の切実な要求に応えて

いるか。第２に不要不急の無駄な公共事業を行

っていないか。第３に自治体としての住民福祉

の機関としての役割が発揮されているかの観点

から、審査に当たりました。 

 物価高騰対策については、一定の限界がある

中、各団体等の要望に十分応え切れてはいませ

んが、一定の評価ができるものと思います。引

き続き対策を求めたいと思います。 

 そこで主な問題点について、３点を述べて反

対いたします。 

 １番目は、自治体情報システムの標準化対応

事業についてです。行政にデジタル化を生かす

ことで行政手続の迅速・簡素化が図られ、住民

の選択肢を増やすことはいいことです。しかし、

今回のデジタル改革では、自治体に及ぼす影響

があり、住民サービスの低下しかねない問題や、

財政問題があります。 

 まず制度面では、地方自治体には基幹20業務

システム標準化をする義務とガバメントを利用

する努力義務が課せられます。また、ガバメン

トクラウド利用を国が定める基本方針や契約に

よって推進されていきます。このことは、地方

自治を後退させ、情報の漏えいの危険が拡大し、

自治体の負担増や独自施策の廃止など行政サー

ビスの後退につながりかねません。 

 例えば減免や免除といった自治体独自の施策
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を抑制するという問題です。全自治体の基幹業

務システムをデジタル庁が統括管理するガバメ

ントクラウドに移行します。現に複数の自治体

が共同でシステムを利用する自治体クラウドで

国が使用変更を認めないことが問題になってい

ます。 

 このように標準と違うことをやろうとすると

経費がかかり、本市独自の施策はやらないでお

こうという自治体独自の制度設計がゆがめられ

る懸念が生じます。 

 財政面からも問題が噴出しています。標準仕

様への移行後の情報システムの使用料と国と地

方が共同利用するクラウドサービスの共通基盤

であるガバメントクラウド利用料の合計が移行

前よりも経費が増える実態が明らかになってい

ます。 

 また、2024年度までは国が費用を負担するこ

とになっていますが、運用費には国の補助制度

がないため、今後自治体の財政が厳しく圧迫さ

れることになりかねません。 

 政府は、情報システム標準化の理由に経費削

減を掲げ、2022年には2018年度比で少なくとも

３割の削減を目指すと閣議決定していましたが、

破綻が明らかではないでしょうか。 

 2025年度以降は、各自治体が費用の負担をす

ることになっていて、コストが増えることが懸

念されます。そもそも自治体のコストを減らす

ことが、標準化導入のうたい文句だったのに負

担が増えることは問題です。 

 ２番目の点は、マイナンバーカードの交付率

を上げるための申請サポートの環境整備事業で

す。厚生労働省によると、マイナ保険証の昨年

12月時点での利用率は25％にとどまっているこ

とが明らかになっています。また、昨年12月時

点で解除申請は５万8,000件を超えています。 

 全国の医療現場でも資格情報等のシステムの

根幹に関わるトラブルが発生していることが報

告されています。資格情報が無効、負担割合の

相違、該当の被保険者番号がないなどシステム

の根幹に関わるトラブルが多発していることが

指摘されています。 

 これでは個人情報漏えいの不安が払拭されな

いのが現状ではないでしょうか。 

 ３点目は、就学援助制度の問題です。文科省

の調査でも教育費の負担が高騰していることが

明らかになっています。要因は物価が上昇して

いることです。特に影響を受ける低所得者の小

中学校就学を保障する就学援助制度の充実が求

められていたはずです。就学援助制度は経済的

な困難を抱える子供の義務教育を保障するため

の命綱です。 

 そのためにも就学の増額と対象品目の拡大が

必要ではなかったでしょうか。 

 主な理由として、この３点を挙げました。ほ

かにも商店街の振興対策や農業後継者支援育成

など、総合的な対策などの問題があったと考え

ます。 

 以上の理由等で、議案第19号令和７年度垂水

市一般会計予算案については反対いたします。 

 次に、議案第21号令和７年度垂水市後期高齢

者医療特別会計予算案について反対いたします。 

 以下が反対の理由です。この間、年金、医療、

介護などの社会保障の改悪と消費税の増税のも

とで貧困と格差がさらに拡大し、高齢者の暮ら

しを支える基盤の崩壊が進んでいます。 

 さらに、異常な物価高騰は、県民生活とりわ

け市民生活も含めて高齢者の生活を窮地に陥れ

ています。 

 中でも後期高齢者医療制度は、75歳以上の高

齢者を他の医療制度から切り離して囲い込み、

高齢者の人口が増えることによる医療費の増大

を、後期高齢者の保険料で賄うという差別的な

仕組みです。 

 さらに、低所得の高齢者への保険料の軽減特

例が廃止され、一昨年は住民税非課税所得28万

円以上の医療費窓口負担の２倍化が実施される
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など、後期高齢者への負担を押し進めています。 

 また、窓口２割負担の配慮措置も９月で終わ

ります。このままだと負担増と深刻な受診抑制

は避けられる社会保障としての役割が失われて

いくことになります。 

 国に対して医療費窓口負担の２倍化は廃止す

ること、後期高齢者医療制度で出産一時金拡充

の財政負担を高齢者に課すことや、高齢者の負

担率の引上げを止めるように働きかけることを

強く要望いたします。 

 最後に差別と負担増の後期高齢者医療制度に

ついてはこれを廃止、高齢者が安心して医療が

受けられる制度の確立を国に求めることを強く

要望をして、令和７年度垂水市一般会計・後期

高齢者医療特別会計予算について反対の討論を

終わります。 

 以上です。 

○議長（堀内貴志）  以上で通告による討論は

終わりました。ほかに討論はございませんか。 

   ［「なし」の声あり］ 

○議長（堀内貴志）  討論なしと認めます。こ

れで討論を終わります。 

 最初に議案からお諮りいたします。先ほど討

論がございましたから、改めて確認を行います。

議案第１号から議案第10号までの議案及び議案

第19号から議案第29号までの議案21件について

は、各委員長の報告のとおり決することに御異

議はございませんか。 

   ［「異議あり」の声あり］ 

○議長（堀内貴志）  御異議がありますので、

議案第１号及び議案第２号並びに議案第19号及

び議案第21号を除き、各議案を各委員長の報告

のとおり決することに御異議はございませんか。 

   ［「異議なし」の声あり］ 

○議長（堀内貴志）  異議なしと認めます。よ

って、議案第１号及び議案第２号並びに議案第

19号及び議案第21号を除き、各議案は各委員長

の報告のとおり決定いたしました。 

 次に、議案第１号を起立により採決いたしま

す。 

 なお、起立されない方は否とみなします。 

 委員長の報告は可決であります。 

 それでは委員長の報告のとおり決することに

賛成の方は御起立をお願いいたします。 

   ［賛成者起立］ 

○議長（堀内貴志）  ありがとうございます。

起立多数です。よって、議案第１号は委員長の

報告のとおり決定いたしました。 

 次に、議案第２号を起立により採決いたしま

す。 

 なお起立されない方は否とみなします。 

 委員長の報告は可決であります。 

 それでは、委員長の報告のとおり決すること

に賛成の方は御起立をお願いいたします。 

   ［賛成者起立］ 

○議長（堀内貴志）  ありがとうございます。

起立多数です。よって、議案第２号は委員長の

報告のとおり決定いたしました。 

 次に、議案第19号を起立により採決いたしま

す。 

 なお、起立されない方は否とみなします。 

 委員長の報告は可決であります。 

 それでは、委員長の報告のとおり決すること

に賛成の方は御起立をお願いいたします。 

   ［賛成者起立］ 

○議長（堀内貴志）  ありがとうございます。

起立多数です。よって、議案第19号は委員長の

報告のとおり決定いたしました。 

 次に、議案第21号を起立により採決いたしま

す。 

 なお、起立されない方は否とみなします。 

 委員長の報告は可決であります。 

 それでは、委員長の報告のとおり決すること

に賛成の方は御起立をお願いいたします。 

   ［賛成者起立］ 

○議長（堀内貴志）  ありがとうございます。
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起立多数です。よって、議案第21号は委員長の

報告のとおり決定いたしました。 

 次に陳情についてお諮りいたします。陳情第

11号及び陳情第12号につきましては、委員長の

報告のとおり決することに御異議はございませ

んか。 

   ［「異議なし」の声あり］ 

○議長（堀内貴志）  異議なしと認めます。よ

って、陳情第11号及び陳情第12号は趣旨採択と

することに決定いたしました。 

 しばらく時間をおきます。 

   △議案第30号～議案第32号一括上程 

○議長（堀内貴志）  日程第25、議案第30号及

び日程第26、議案第31号並びに日程第27、議案

第32号の議案３件を一括議題といたします。件

名の朗読を省略いたします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

議案第30号 垂水市副市長の選任について 

議案第31号 垂水市教育委員会教育長の任命に

ついて 

議案第32号 垂水市教育委員会委員の任命につ

いて 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（堀内貴志）  説明を求めます。 

   ［市長尾脇雅弥登壇］ 

○市長（尾脇雅弥）  議案第30号の垂水市副市

長の選任についてを御説明申し上げます。 

 現在副市長であります海老原廣達氏が令和７

年３月31日をもって辞任されることから、新た

に坂元裕人氏を副市長として選任しようとする

ものでございます。 

 選任しようとする坂本裕人氏の住所は、垂水

市本町１番地１、生年月日は昭和33年３月16日

でございます。なお、この議案の上程は、地方

自治法第162条の規定に基づき議会の同意を求

めるものでございます。御同意いただきますよ

う、よろしくお願い申し上げます。 

 次に、議案第31号の垂水市教育委員会教育長

の任命について御説明いたします。 

 現在、教育委員会教育長であります坂元裕人

氏が、令和７年３月31日をもって辞職されるこ

とから、新たに明石浩久氏を教育委員会教育長

として任命しようとするものでございます。 

 任命しようとする明石浩久氏の住所は、垂水

市海潟663番地１、生年月日は昭和37年２月４

日でございます。任期は通常３年でございます

が、任期途中での辞職に伴い、前任者の残任期

間となりますので、任期は令和７年４月１日か

ら令和７年11月６日までとなります。 

 なお、本議案は地方教育行政の組織及び運営

に関する法律第４条第１項の規定に基づき、議

会の同意を求めるものでございます。御同意い

ただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 引き続き、議案第32号の垂水市教育委員会委

員の任命について御説明申し上げます。 

 現在教育委員会委員であります明石浩久氏が、

令和７年３月31日をもって辞職されることから、

新たに吉冨和夫氏を教育委員会委員として任命

しようとするものでございます。 

 任命しようとする吉冨和夫氏の住所は、垂水

市田神1854番地１、タウンヒルズＥＲＩ202号、

生年月日は昭和37年４月29日でございます。任

期は通常４年でございますが、任期途中での辞

職に伴い、前任者の残任期間となりますので、

任期は令和７年４月１日から令和10年10月14日

までとなります。 

 なお、本議案は地方教育行政の組織及び運営

に関する法律第４条第２項の規定に基づき、議

会の同意を求めるものでございます。御同意い

ただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（堀内貴志）  ここで暫時休憩いたしま

す。休憩時間中、全員協議会室におきまして全

員協議会を開きますので、ただいまの議案をも

って御参集をお願いいたします。 

     午前10時37分休憩 
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     午前10時55分開議 

○議長（堀内貴志）  休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 先ほど議題といたしました議案３件に対し、

これから質疑を行います。質疑はございません

か。 

   ［「なし」の声あり］ 

○議長（堀内貴志）  質疑なしと認めます。こ

れで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はございませ

んか。 

   ［「なし」の声あり］ 

○議長（堀内貴志）  討論なしと認めます。こ

れで討論を終わります。 

 お諮りいたします。まず、議案第30号につい

ては同意することに御異議はございませんか。 

   ［「異議なし」の声あり］ 

○議長（堀内貴志）  異議なしと認めます。よ

って、議案第30号については同意することに決

定いたしました。しばらくお待ちください。 

 次に、議案第31号について同意することに御

異議はございませんか。 

   ［「異議なし」の声あり］ 

○議長（堀内貴志）  異議なしと認めます。よ

って、議案第31号については同意することに決

定いたしました。 

 次に、議案第32号について同意することに御

異議はございませんか。 

   ［「異議なし」の声あり］ 

○議長（堀内貴志）  異議なしと認めます。よ

って、議案第32号については同意することに決

定いたしました。 

   △議会運営委員会の閉会中の所掌事務調

査の件について 

○議長（堀内貴志）  日程第28、議会運営委員

会の閉会中の所掌事務調査の件についてを議題

といたします。 

 議会運営委員長から、会議規則第103条の規

定により、表示のとおり閉会中の継続調査の申

出があります。 

 お諮りいたします。委員長からの申出のとお

り閉会中の継続調査とすることに御異議はござ

いませんか。 

   ［「異議なし」の声あり］ 

○議長（堀内貴志）  異議なしと認めます。よ

って、委員長からの申出のとおり閉会中の継続

調査とすることに決定いたしました。 

   △各常任委員会の閉会中の所管事務調査

の件について 

○議長（堀内貴志）  日程第29、各常任委員会

の閉会中の所管事務調査の件についてを議題と

いたします。 

 各常任委員長から、所管事務のうち会議規則

第103条の規定により、表示のとおり閉会中の

継続調査の申出があります。 

 お諮りいたします。各委員長からの申出のと

おり閉会中の継続調査とすることに御異議はご

ざいませんか。 

   ［「異議なし」の声あり］ 

○議長（堀内貴志）  異議なしと認めます。よ

って、各委員長からの申出のとおり閉会中の継

続調査とすることに決定いたしました。 

   △副市長挨拶 

○議長（堀内貴志）  ここで、副市長から発言

の申出がありますので、これを許可いたします。 

○副市長（海老原廣達）  皆様お疲れさまでご

ざいます。議長のほうから発言の許可をいただ

きましたので、私のほうから一言退任の御挨拶

をさせていただきます。 

 私はこの３月末をもって垂水市副市長を退任

させていただくこととなりました。議員の皆様

方の御同意をいただき、令和５年７月10日付で

就任いたしましたが、全員協議会の場で議員の

皆様に御挨拶をしたことが昨日のことのように

思い出されます。 

 これまでの約２年間、福祉、商工、水産、農
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業など数多くの分野にわたる垂水市の行政事務

において、県職員時代には決して経験できない

貴重な体験をさせていただきました。特にこれ

まで県で携わったことのない分野における体験

は、私にとって大変充実した時間となりました。 

 就任後市民の皆様の期待に応えるべく市民福

祉の向上、地域経済の発展、農業振興、防災対

策など数多くの行政課題に取り組む中で、議員

の皆様からいただいた叱咤激励が大きな力とな

りました。議員の皆様の温かい御指導と御助言

に心より感謝申し上げます。 

 ４月からは再び県職員として新たなスタート

を切ることとなります。私の出身は隣の鹿屋市

でございまして、大隅地域との絆はこれからも

強く保ちながら県政に関わってまいりたいと考

えております。微力ではございますが、垂水市

及び大隅地域のさらなる発展に貢献したいと考

えております。 

 議員の皆様には、これからも垂水市の執行部

に対して変わらぬ御指導と御助言をお願い申し

上げます。垂水市民の皆様に笑顔と安心があふ

れ、潤いのあるまちづくりが進むよう、市議会

と行政が一体となり知恵と力を結集していただ

くことが重要でございます。 

 併せて市民の皆様の生活を豊かにし、垂水市

がさらなる発展を遂げるために、市民の皆様の

声に耳を傾け、垂水市の美しい自然や歴史、文

化、産業、そして市民ネットワークを生かして

いただき、元気な垂水市を実現していただきた

いと心から願っております。 

 最後にこの場に御臨席の皆様に深く感謝申し

上げ、私の退任の挨拶とさせていただきます。

今まで本当にありがとうございました。（拍

手） 

○議長（堀内貴志）  ありがとうございました。

副市長におかれましては、在任中垂水市のため

にいろいろな面で御尽力いただいたことに改め

てこの場をお借りして感謝申し上げます。新天

地での御活躍を御期待申し上げております。 

 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。

これで本定例会に付議されました案件は全部議

了いたしました。 

   △市長挨拶 

○議長（堀内貴志）  ここで、市長より発言の

申出がありますので、これを許可いたします。 

○市長（尾脇雅弥）  本議会に提案いたしまし

た全ての案件につきまして、熱心に御審議を賜

り、いずれも原案どおり可決していただきまし

たことに対しまして心から厚く御礼を申し上げ

ます。本会議及び各委員会における御審議を通

じていただきました貴重な御意見・御要望等に

つきましては、十分留意いたしまして今後の市

政運営に取り組んでまいりたいと考えていると

ころでございます。 

 二元代表制の一翼を担う議員の皆様方におか

れましては、今後の市政運営におきまして引き

続き御支援・御弁達を賜りますよう心からお願

い申し上げます。また、本議会をもって退任さ

れる海老原副市長におかれましては、約２年に

わたり市政を支えていただき心より感謝申し上

げます。 

 そして、本議会をもって役職定年される濵総

務課長、二川企画政策総括監、東土木課長、大

山社会教育課長、米田農業委員会事務局長、市

来消防長、橘議会事務局長におかれましては、

長い間大変御苦労さまでした。これまでの皆様

の御功績に対しまして心より感謝を申し上げま

す。ありがとうございました。 

 結びに本議会に御提案いたしました全ての案

件につきまして原案どおり可決いただきました

ことに改めて感謝を申し上げ、議員の皆様方の

ますますの御健勝と御活躍をお祈り申し上げて、

閉会の御挨拶とさせていただきます。本日は誠

にありがとうございました。 

   △閉  会 

○議長（堀内貴志）  これをもちまして、令和
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７年第１回垂水市議会定例会を閉会いたします。 

     午前11時15分閉会 
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